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序　文
　本報告書は、2013 年 11 月 13 日から 15 日まで、ベトナムの首都ハノイにおいて、
国際日本文化研究センターとベトナム社会科学院・東北アジア研究所によって共催
された国際シンポジウム「日越交流における歴史、社会、文化の諸課題」の記録で
ある。
　日本とベトナムの間では、16 世紀初頭から交易が始まり、一時ホイアン（会安）
に日本人町が形成されるほど、深い交流関係が続けられていた。また 19 世紀以降、
ともに西洋の衝撃を受け、それぞれの近代への道を歩み出しながらも、つねにその
受容をめぐり直接的・間接的に影響し合ってきた。そしてこの間、同じ東アジア文
化圏に属する国として、多くの社会的・文化的変動を共有する形で、中国や西洋と
いう他者を相手に、時には共通する、時には相反する対応姿勢も見せ続けてきた。
　一昨年、ちょうど日越国交樹立 40 周年を迎える節目の年に、国際日本文化研究
センターとベトナム社会科学院・東北アジア研究所双方の学者が一堂に集まり、こ
の両国の長き交流における歴史・社会・文化などの諸課題について、ともにそれを
議論し合うことがきわめて重要かつ有意義であり、それは今後の日越関係の構築の
みならず、東アジア域内の多角的な国際関係の模索にも大いに資するとの認識に基
づき、本国際シンポジウムを企画・共催した。
　シンポジウムでは、「日越交流における歴史、社会、文化の諸課題」という総合テー
マのもとで、①「歴史：古代、中世、近世の歴史および歴史の中の日越交流」、②「社
会：近代東アジアにおける各国の社会変化」、③「文化：若者のポップカルチャー、
アニメ、庭園、茶道等――日越文化の比較」、④「その他の日本研究」（本報告書で
はそれぞれ「第 1 部　歴史――古代・中世の歴史、近世日本人町、歴史交流」「第 2 部　
社会――近世以降の東アジアの社会変化の比較」「第 3 部　文化――若者のポップカル
チャー、アニメ、庭園、飲食文化」「第 4 部　他領域の日本研究」に改めた）に分けられ
た四つのセッションにおいて、延べ二十数名にのぼる双方の研究者が発表し、また
コメンテーターを交えながら、セッションごとに全員による総合討論を行った。
　きわめて多岐にわたる一連の研究報告とそれをめぐる質疑応答を通して、古代か
ら近代、そして今日に至るまでの両国の深い交流関係をあらためて確認したのみな
らず、また歴史的に中国や西洋という他者を相手に両国が見せてきた対応の異同や
影響関係等もある程度明らかにすることができたのではないかと自負する。むろん、
それがはたして正しい認識であるかどうかはやはり本報告書を手にする読者のご判
断に任せるしかない。
　本シンポジウムの開催にあたり、ベトナム社会科学院・東北アジア研究所から多
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大なご協力を頂いた。ここで東北アジア研究所所長 TRAN Quang Minh 先生、日
越社会科学学術交流促進センター長 HO Hoang Hoa 先生をはじめとする諸先生方
にあらためて感謝の意を表したい。また三日間の会議においてご報告ないしコメン
トして頂いた二十数名の先生方にも厚く御礼を申し上げたい。諸先生方から提示さ
れた数々の知見は、今後かならず両国関係をめぐる学術的探求のさらなる深化に寄
与していくだろうと確信する。
国際日本文化研究センター教授
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歴史の流れに沿った日越関係に関する資料
チュォン・トゥー
　ベトナムと日本は同じアジアの国で、季節風（モンスーン）気候の地域に属し、
水稲栽培の盛んな国である。
　ベトナム人と日本人の間には、風習・習慣・信仰宗教に関して「同様」であり「同
調」できる点が昔から数多く存在していた。特に、両国で発展した儒教とともに、
仏教の布教も扶桑国（日本）と東洋半島（インドシナ半島）で早くから行われていた。
両国の文化的交流も早くから始まっていた。「日本史」の資料には、752 年の東大
寺大仏開眼供養会にベトナム僧仏哲が招かれ来日したことが記録されている1
1
。また、
交州（古代ベトナムの名称）を訪れた最初の日本人が阿倍仲麻呂であったこともわ
かっている。阿倍仲麻呂は遣唐（中国）留学生であったが、唐で科挙に合格した後、
日本に帰国せずに、「朝衡」（唐名）と名乗り唐の朝廷で昇進を重ねていた。753 年、
55 歳の時に、唐詩で有名になった。数多くの唐詩人や大臣と親交があったらしく、
皇帝の図書館を管理する秘書監、および宮門を守衛する兵士を管轄する衛尉卿にま
で昇進した。
　761 年（唐の玄宗）に、左散騎常侍から安南節度使としてベトナムに赴き総督を
務め、中国の雲南省とベトナムに居住していた少数民族間の国境問題に関わる紛争
の調停に貢献した。767 年に中国に帰着して 72 歳の生涯を閉じている。
　その後、数百年にわたり、日越関係を直接記す資料はない。13 世紀後半に、蒙
古帝国と元朝が中国の中原を統一支配した後、アジア大陸とヨーロッパ大陸まで勢
力を広げ始め、ベトナムと日本にも蒙古への服属を求めて侵攻軍を送った。蒙古帝
国と元朝は、ベトナムには三度（1258 年と 1285 年、および 1286 年）侵攻したが、い
ずれも陳朝に敗れた。日本へも二度（1274 年と 1281 年）軍を送っている。大日本
史によると、1268 年から、クビライの派遣によって、使節が何度も来日し、蒙古
への服属を求めるなど外交にかかわる内容の国書を執権の北条時宗に送ったが拒否
された。1274 年に、クビライは 900 の戦艦と 33000 人の兵を日本の対馬、壱岐、
筥崎に上陸させ、下関海峡に近い筑前国の平戸島を攻撃したが、ここでの日本軍の
攻勢と台風により元軍は上陸できずに撤退した。1281 年、クビライの命令下で、
15000 人以上の元軍が再び日本に向けて出発した。元軍が九州の筥崎と肥前国の鷹
1　TrinhTienThuan.1“QuanhevanhoaNhat-VietthoichuaNguyenoDangTrong.”『ホーチミン市教
育大学』第 17 号、通信科学出版社、1997 年 4 月、85 頁による。
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島、平戸島に襲来すると、1281 年 8 月 16 日の暴風雨に遭遇し戦艦は全て沈没した。
その後、元軍は日本軍により激しく撃退され、壊滅的な損害を受けた。1283 年、
クビライの指示によって、アタカイ（阿塔海）は他の左右丞相と共に日本再侵攻を
急いだ。しかし、1286 年に、クビライは日本侵攻計画を取りやめて、中華大陸と
アジア大陸に目を転じた。日本侵攻を諦めたクビライは「日本は今だかつて我が国
を侵略したことはない。今は交趾（ベトナム北部の国、陳朝大越国）が我が国の辺境
を侵している。日本のことは置いておき、専ら交趾を事とするがよい1
2
」。ただし、「交
趾が我が国の辺境を侵している」といったのは誹謗中傷であった。正確には、1285
年にベトナム軍と人民の攻勢により元軍がチョンヅオン（ChuongDuong）、ハムツー
（HamTu）、タンロン（ThangLong）、テイケト（TayKet）にて敗北したので、その
屈辱を晴らす目的で再びベトナムを攻撃したのである。そのような事情から、日本
は、間接的に大越国の勝利の恩恵を受けたといえる1
3
。
　
＊　＊　＊
　日本史を研究する際に、一つ注意すべき点がある。日本の地理的条件と外国との
経済交流には密接な関係がある。様々な面で外国との経済的関係を持たなければ、
これまでの日本の発展はなかったであろう。ダオ・ズイ・アイン教授によると、「15
世紀の初めから、数名の日本人が商売のためにベトナムに来た1
4
」とある。
　中世における日本と東洋の関係についての研究を見てみると、N.1ペリー氏は、
日本商人の商船が 1583 年にベトナムのダナンに寄港したと書いている。
　豊臣秀吉の時代（1536 ～ 1598）には、白濱顕貴という日本商人が、5隻の商船を
従えてベトナム順化省のクアヴィエト（CuaViet）港（現在は QuangTri省）を訪れた。
グエン朝国史官（大南寔錄前編）には、この日本商人のことが詳しく書かれているが、
西洋の人間であると間違って記録されている。これは、グエン・ホアン都統使（グ
エン・ホアン公）から幕府の徳川家康（家康公）への通書、および家康公からグエン・
ホアンノ公への返書という、二通の書簡を通じて明らかになった1
5
。この二通の書簡
のやりとりから見ると、日本とベトナム両国は、良好な外交・貿易関係を長期的に
築きたかったということがわかる。
　日本の統計によると、1604 年から 1634 年までの間で、東南アジアとの貿易を目
2　HaVanTanandPhamThiTam.Cuoc khang chien chong xam luoc Nguyen - Mong. ハノイ社会科学
出版社、1968 年、248 ～ 249 頁による。　
3　MatouwakiUgara.Ba coc ruou chuc mung、NguyenTruongが収集し翻訳した資料、『日本研究雑
誌』1999 年の 4月号版による。
4　DaoDuyAnh.1Viet Nam van hoa su cuong.（再出版）DongThap出版社、1998 年、78 頁による。
5　1PhanNgocLien™.1Quan he Viet - Nhat trong lich su.『社会科学通信雑誌』1995 年 4 月号、28 ～
30 頁による。
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的に海外に行く商船に対する許可書331件のうち、121件は到着地がベトナムであっ
た。日本商人は金属品・剣・鎧などをベトナムに輸出し、ホイアン（Faifo）港でシ
ルク商品・木像・古木・琥珀・石英・漆器箱などを購入した。ホイアンに居住した
日本人は 700 人ほどで、別の地区において日本風の生活様式で暮らしていた時期も
あった。彼らの居住地区には建物も多く作られており、ホイアンにおける中国人地
区にも劣らないほど賑やかであった。1618 年にホイアンを訪れたポルトガル人の
クライトフォロ・ボーリ神父は、自分の「記事」に次のように書いている。「ベト
ナム南部における商人は主に中国人と日本人であり、南部の港沿いの地区の一つで
商売をしていた。それはホイアンと呼ばれる大きな商業地区で、中国人の商売町と
日本人の商売町からなっていた1
6
」。
　1635 年より、日本が日本商船の外国渡航を禁じたため、日本とベトナムの貿易
は衰退したが、当時ホイアンに住んでいた日本人は、やむを得ずそこに残って生活
し続けた。在ベトナム日本居留民の中で特に有名なのが、荒木宗太郎と Shicho
Eikechiの二人である。1626 年に宗太郎はグエン公である阮福源の娘、NgocVan姫
と結婚した。後年、彼女は自分の夫の故郷である長崎に移住して、1643 年に生涯
を終えた。今も長崎には彼女を祀った神社が残されている。また、長崎歴史文化博
物館には、彼女がベトナムから持ってきた「安南国鏡」と刻まれた貴重な鏡が現在
も保管されている。
　そして、名古屋市にある茶屋家の子孫の家には、グエン公が贈った観音仏像、お
よびダナン海港に入港しているホイアン行きの茶屋家の商船を描いた絵が現存して
いる。また、角谷家の子孫の家には、山羊の皮で作った航海図が保存されており、
その海図には、日本の長崎港とベトナムのホイアン港をつなぐように点々と針穴が
刻まれている。
　両国の貿易交流が始まった当初から、グエン公の阮福源は、日本商人がベトナム
に居留し商売ができるように配慮していた。また、グエン公の阮福溱（Ngai 王、
1687 ～ 1691）も、日本人の伝道師 Barthélémyd’Acostaを自分の医師として招聘した。
鳥羽商人は Sai王の阮福源によって養子と見なされ、貿易する上での様々な優遇を
受けることができた。経済的な利益のほか、このような関係は、この時期の両国の
友好関係を発展させるのに大いに貢献した1
7
。
　幕府が日本商船の海外渡航を禁じた 17 世紀末から、両国の貿易はかなり減衰し
たが、グエン公はなおも、貿易の再開、および金融能力を強化するための銅貨輸入
を求める手紙を江戸幕府に送っていた。
　18 世紀、明治以前の日本はベトナムと同様に「閉館鎖国」の国であった。しかし、
6　25 nam quan he Viet ・ Nhat. 社会科学出版社、1999 年、74、78 頁による。
7　上記 PhanNgocLienの同じ資料による。
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西洋帝国の脅威に対して、日本では、資本家階級に代表される進歩的な人々が国を
改革し、明治維新が起こった。それから、日本は徐々に発展して、西洋諸国の攻撃
に対抗できる隆盛な資本国となった。1894 年の日清戦争での勝利、さらに 1904 年
の日露戦争での勝利という前例のない出来事は、「白人の大国を驚愕させた1
8
」。
　この二つの戦争における日本の勝利は、世界に大きな影響を与えた。長期にわたっ
て白人により蔑視されていたベトナムも、日本が黄色民族の救い手となり、白人帝
国による統治から解放してくれると信じた。
　当時、愛国者のベトナム人ファン・ボイ・チャウは、「維新会」を創立して、ベ
トナムの青年を日本に留学させる「東遊運動」を興した。この運動により、1905
年から 1909 年までの 4年間に、約 200 人の優秀なベトナム青年が選ばれ、日本に
留学した。そして軍事・政治・言語科学といった学科を振武学校や同文書院で学び、
大隈、犬養、柏原ら日本人の人士、知識者、政治家によって親切にもてなされ、腹
心となって協力した。東遊運動は、愛国心を有する情熱のある新しい革命幹部を育
成して 20 世紀初期の民族解放運動に大いに貢献し、国の解放に向けて尽力したた
め、ファン・ボイ・チャウの革命事業と維新会に対して偉大な功績を残したと見な
されている。
　ベトナムの革命家は東遊運動の活動内容を理解して、追求する民主資本革命の革
新的な思想を会得した。
　また、東遊運動を介して、ベトナムの革命家は東京で世界の革命家と接見し協力
関係を結び、畦越連盟会や東亜同盟会など国際的な革命組織を設立した。「圧迫さ
れたアジア諸民族連合会」の思想はこの東京から芽生えた。
　東遊運動は、様々な方面で、特に近代の日越友好関係において、金字塔を打ち立
てた。日本政府の公式な見解では、東遊運動を直接支援できなかったが、「同文同種」
といった感情を引き続き涵養し、特に日本の進歩的な人士、知識者と日本の民衆は
東遊運動に絶え間ない支援を送った。ファン・ボイ・チャウとベトナム人民は、浅
羽佐喜太郎先生、柏原文太郎、宮崎滔天をはじめ、その他多くの人たちからの温か
い支援を絶対に忘れてはいない。
　東遊運動は効果を上げていたが、フランスは日本政府と結託してこれを弾圧し解
散させた。1909 年 3 月には、ベトナム人留学生全員、およびファン・ボイ・チャ
ウやクオン・デーら指導者が日本国外への退去を命じられた。状況が厳しくなり、
ベトナムに帰国する経費までもが問題になってきた。日本に密かに在留して勉学を
続ける留学生も数人いたが、大変な苦労を背負った。
　当時、浅羽佐喜太郎先生は、以前ベトナム人留学生に対して抱いたのと同じ寛大
な心で、大事業のためにファン・ボイ・チャウに 1700 円もの大金（小学校長の月給
が 18 円）を渡し支援した。まさに浅羽佐喜太郎先生は東遊運動の大恩人であった。
8　上記 PhanNgocLienの同じ資料による。
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支援を受けて、ファン・ボイ・チャウは日本から退去した後、中国に渡って活動を
続けた。そして、中国での逮捕から 10 年以上経た後、同じく日本で活動した数人
の友人とともに、世を去った浅羽先生の故郷である静岡県東浅羽村を訪れ、梅山に
石碑を建てている。
　ベトナムの東遊運動期における日越関係史を研究し理解すると、さらなる多様な
証跡が発見された。ファン・ボイ・チャウが指導した東遊運動期の日越関係および
東遊運動が獲得した成果は大きな引き金となり、19 世紀末に失敗した勤王運動と
ホーチミンとベトナム共産党が指導した 20 世紀の反フランス闘争運動との架け橋
として、歴史上、重大な意味を持っている。
　上記に述べた通り、東遊運動がフランスと日本政府の結託により解散させられ、
留学生たちが日本国外に退去させられたことにより、近代史上最も有意義で積極的
な日越交流関係は終わりを告げた。
　しかし、1907 年 6 月 10 日に締結された日仏協約が有効になり、第一次世界大戦、
特に 20 世紀の 30 年以降、日本は帝国主義・ファシズム・軍閥政治の国になり、徐々
に平和を愛好する人民と民族主義および社会主義の国と敵対するようになった。東
洋とベトナムへの対策から、日本のファシズムと軍閥政治は敵となった。
　第 2次世界大戦後、日本軍は同盟軍により武装解除され撤収したが、一部の日本
人兵は（様々な理由で）ベトナムに残り、ベトナム人に受け入れられ、「新しいベト
ナム人」と呼ばれ、ベトナム人の友人となった。ベトナム北部が解放された（1954
年）後、日越両国の間で結ばれた協約に従って、大部分のこの「新しいベトナム人」
は日本に帰国した。
　1954 年～ 1975 年までの時期、ベトナムは北部と南部に区分され、日本政府はベ
トナムの南部（ベトナム共和国）と主に経済関係を維持していただけであった。
　第 2次世界大戦後、日本はアメリカに深く依存していたため、1957 年 11 月から
日本政府はサイゴンの政権を認めた。
　1973 年 9 月 21 日にパリにおいて、日本とベトナム（ベトナム民主共和国）との外
交関係が樹立された。この新たな関係に基づいて、日本政府は、140 億円までの
ODA援助金をベトナムに与えた。しかし、1978 年 12 月に、ベトナム軍が「赤い
クメールによる種族消滅」という惨劇からの救出を目的としてカンボジアに入ると、
日本政府はベトナムへの経済的援助を打ち切った。
　その後、1989 年にベトナム軍がカンボジアから撤収し東西紛争が解決されると、
日越関係は徐々に元の状態に戻っていった。
　ベトナムのドイモイ政策は第 6回共産党大会（1986 年）から適用されたが、1992
年以降、両国間の外交・貿易関係は復元し発展を遂げた。さらに文化・教育の面に
至るまで交流活動が様々な形態で効果的に展開されてきた。
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　歴史の進展を顧みると、地理的に近く、歴史と文化の面で類似点が多くあったた
め、日本とベトナム両国の関係は早い時期から生まれ、数世紀にわたって維持され
てきたことがわかる。時の流れの中で衰退する時期もあったが、両国間の伝統的な
この友好関係は、東南アジアと東アジアにある両国の協力関係と両国民のより深い
相互理解に不可欠な基礎を築いた。
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13 世紀の東アジア情勢と高麗・大越・日本
榎本　渉
はじめに
　13 世紀ユーラシアの最大の焦点は、言うまでもなくモンゴル帝国である。1206
年に大遊牧帝国を建てたモンゴルは、世紀終わりまでに東アジア・中央アジア・西
アジア・ロシアの大部分を支配下に収め、東南アジア・東ヨーロッパまで侵攻し、
インド・西ヨーロッパ諸国とも交渉を持った。大越（陳朝）・高麗・日本もこの動
向に巻き込まれた当事者であることは、言うまでもない。
　しかしモンゴルがもっとも関心を向けたのは、大越・高麗・日本ではない。少な
くとも華北の金を滅ぼした後は、世界最大の富を持つ江南の南宋が最大の攻撃目標
だった。南宋は 1234 年、モンゴルと共同で金を攻めてこれを滅ぼしたが、この時
に旧金領の扱いをめぐり両国で対立が生まれた（南宋が河南の開封・洛陽・帰徳の領
有を主張）。モンゴルは翌年南宋遠征を行うが失敗し、以後両国は旧宋金国境線の
淮河を挟んで対峙する。中国では宋（960 ～ 1279）が中国の大部分を制圧した 979
年より 2世紀半、北の遼（916 ～ 1125）・金（1115 ～ 1234）と宋が長く対峙する状況
が続いていたが、遼宋間の澶淵の盟（1004）、あるいは宋金間の紹興和議（1142）に
見るように、南北の二王朝は平時においては盟約に基づく平和な関係を築いていた。
これに対して南宋・モンゴル間ではそのような関係は最後まで結ばれず、以後 40
年余、常に軍事的な緊張をはらみつつにらみ合う状況となる（なおモンゴルの中央
政権は 1271 年に国号を大元に改めるが、本報告では便宜上モンゴルで統一する）。
　本報告では、この前後の時期の東アジアにおける大越・高麗・日本の位置を、モ
ンゴル・南宋の並立という状況を念頭に置きつつ確認したい1
1
。
1　1以下、基本的な史実については、Abraham Constantin Mouradgea d’Ohsson. Historie des Mongols, 
I–IX. Le Haye et Amsterdam, 1834–35（『モンゴル帝国史』1～ 6として、1968 ～ 79 年に平凡社
東洋文庫より日本語版刊行）、池内宏『元寇の新研究』上、東洋文庫、1931 年、盧啓鉉『高
麗外交史』甲寅出版社、1994 年（韓国語。2002 年延辺出版社より中国語版刊行）、山本達郎『安
南史研究』Ⅰ、山川出版社、1950 年、山本達郎「陳朝と元との関係（一二二五―一四〇〇年）」
『ベトナム中国関係史』山川出版社、1975 年、などによる。史料としては『宋史』『元史』『元
高麗紀事』『国朝文類』『高麗史』『高麗史節要』『安南志略』『大越史記全書』などを参照して
いるが、煩雑さを避けるために、必要な部分以外は掲出しない。
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1.　高麗の外交
　モンゴルは建国直後から金を脅かし、これを滅ぼした後には宋と対峙した。この
間モンゴルは近隣諸国を自らの陣営に付けるかもしくは征服することで、対金・対
宋包囲網の形成を図った。1224 年、タングートの西夏の投降（1227 年滅亡）などは
その一環である。高麗も同様にモンゴルの圧力を受けた。高麗は金の冊封を受けて
いたが、モンゴルの台頭によって金が衰退すると、金麗国境の遼東では治安が悪化
し、高麗は契丹人の侵入に悩まされた。高麗は 1219 年にこれをモンゴルと挟撃し、
以後モンゴルと関係を持つようになる。だがモンゴルは高麗に貢納など高圧的な要
求を行い、1225 年に高麗でモンゴルの使者が何者かによって殺害されたように、
両国間の関係は当初より緊迫したものだった。高麗は 1231 年以後断続的にモンゴ
ルの侵攻を受けたが、陸戦に強いモンゴル騎馬軍に対抗するため、開城府から海上
の江華島に遷都して徹底抗戦の構えを示した。
　高麗はこの過程で金との連絡を断ち、南宋・日本との連絡を取り始める。南宋慶
元（現在の浙江省寧波）の地誌『宝慶四明志』巻 6、市舶には 1224 年のこととして、「高
麗は金の暦を廃棄して、十干十二支の暦法を宋と同じくした。その宗廟・社稷・城
邑・州閭・官称・冠服は、みな中国（宋）を思わせるものだった」と記す1
2
。ただし
13 世紀に高麗が宋に公式の使者を送ったことはない。当時慶元が高麗・日本に通
じる主要貿易港だったことを考えると、この情報は高麗政府が貿易船を通じて宋に
伝えたものだろう1
3
。この頃の高麗では武臣の崔怡が政治の実権を握っており、モン
ゴルとの抗戦においても主導的役割を果たしたが、彼は 1225 年、王の高宗に「本
朝の文物・礼楽は、すべて宋の制度に従いましょう。宋国から来る者は、臺省・政
曹の清要の職で、才能に応じて用いましょう」と上言しており、宋制を採用しよう
という動きは実際にこの頃の高麗で見られたものだった1
4
。
　またこの頃高麗南岸では倭寇の活動も始まっていたが、崔怡は 1227 年、日本に
二次の使者を送り、高麗は日本の大宰府の進奉船（朝貢の使船だが実質的には公認貿
易船）を毎年 1回 2艘以内で受け入れ、大宰府は倭寇を禁圧するという定約を締結し、
南憂の解決も目指した1
5
。高麗の南宋・日本との接触はモンゴルとの関係が緊張を増
していた頃のことであり、いずれ来るべき軍事衝突に備えて両国の協力もしくは中
2　1「高麗乃棄金正朔、以甲子紀年厤法、等中国。其宗廟・社稷・城邑・州閭・官称・冠服、率彷
彿中国」。
3　1宋麗間を往来する海商が外交上の役割を担ったことについては、李鎮漢「高麗時代における
宋商の往来と麗宋外交」『年報朝鮮学』12、2009 年。
4　1『高麗史節要』高宗 12 年 12 月条、「本朝文物・礼楽、請一遵華制、其自宋來投者、許於臺省・
政曹、隨材擢用」。
5　近藤剛「嘉禄・安貞期（高麗高宗代）の日本・高麗交渉について」『朝鮮学報』207、2008 年。
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立を得る外交的意図が背後にあったと考えられる。
　だが 1258 年 3 月、高麗の崔氏政権はモンゴルとの戦争の最中にクーデタで崩壊
する。これに代わった金俊政権は 12 月にモンゴルと和議を結び、翌年 4月その要
求に従って王太子（後の元宗）を入朝させた。これをもって高麗はモンゴルに屈服
したとされる。ところが高麗はモンゴルの要求の内、都を江華島から開城に戻すこ
とについては、頑として受け付けなかった。これがモンゴルへの警戒の現れである
ことは明らかである。高麗首脳部は戦争終結のために一定の譲歩はしたが、戦争再
発の可能性も考えて島から出ようとしなかった。
　高麗の外交を担当する役所である礼賓省は、この頃に慶元に帰国する宋船で、3
人の宋人・金人を送還している。彼らはいずれもモンゴル軍に拉致された後、1257
年 7 月に馬の世話役として、主人に随行して対高麗戦に従軍したが、11 月に脱走し、
翌年正月に江華島で高麗高宗を拝した。そしてその 1 年後、王太子入朝直前の
1259 年 3 月、高麗は彼ら 3人を宋海商范彦華の船で帰国させた（4月慶元着）。范
彦華は江華島と慶元を往来していた貿易商人だろう。高麗はこの時、あわせて礼賓
省から慶元府に牒式文書を送っている1
6
。そこには 3人が高麗に来た事情と、これを
送還する旨しか書かれていないが、江華島に留めていた宋人・金人の送還が国王謁
見から 1年以上の時間差をもって行われたことを考えれば、単なる人道的措置のは
ずがなく、南宋との親交を深めるという裏の目的があったことは明らかである。高
麗はモンゴルとの和議進行の裏で、当時盛んだった貿易船の往来を利用して、南宋
とも連絡を取っていたのである。
　この関係は、以後もしばらく続いたと考えられる。高麗では 1268 年に金俊政権
が倒れて新たに林衍、次いで子の林惟茂が政権を執ったが、1270 年にこれが討た
れると、鄭仲夫の乱（1170）以来の高麗武臣政権は終わりを告げ、新国王元宗は 1
世紀ぶりに王による親政を復活させた。元宗は開城府への還都を決定し、以後モン
ゴルの支配を実質的にも受け入れる。ところが同年 12 月、元宗はモンゴルのクビ
ライ＝カーンから詰問を受けた。これより以前、高麗が南宋・日本と交通している
と言う者がいたので、クビライが元宗にこのことを聞いたところ、元宗は交通の事
実はないと答えたことがあった。ところが 1270 年、元宗がひそかに発遣した南宋
の商船が高麗に帰ってきたため、クビライから派遣されていた東京（遼陽）行省の
頭輦哥に詰問され、元宗は商船のことを知らせていなかったことを認めた。これが
クビライのもとに伝えられ、元宗はその詔によって叱責を受けたのである1
7
。
　この一件からは、高麗が 1258 年以後、表面上はモンゴルに従いつつ南宋にも通
6　『開慶四明続志』巻 8、收刺麗国送還人。
7　1『高麗史』巻 26、元宗世家、元宗 11 年 12 月乙卯条。「又詔曰、﹁……如前年、有人言高麗與
南宋・日本交通、嘗以問卿。卿惑於小人之言、以無有爲對。今年、却有南宋商船來、卿私地
發遣。迨行省致詰、始言不令行省知會。是爲過錯。……﹂」。
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じ続けていたことが推察されるが、1270 年の還都による監視強化により、こうし
た両面外交は終止符を打たれたと考えられる。なお日本との通交も南の金海府でひ
そかに行われていたが、1272 年にこのことが発覚して、クビライの命で地方官が
処刑されている1
8
。
2.　大越の外交
　13 世紀後半には、大越にもモンゴルの影響が及んでいった。モンゴルは対南宋
戦において、淮河・長江を越えて直接都の臨安を目指す方向とは別に、周囲を囲ん
でいく戦略も採った。特に西部の四川は、1230 年代からたびたびモンゴルによっ
て襲撃されていたが、1251 年にモンケが即位すると、対南宋計略を任された弟の
クビライは、1253 年に四川を越えて雲南に遠征し、大理国を服属させた。その後
クビライは中国へ引き上げたもののモンケと対立を深め、モンケは 1257 年にクビ
ライを外して自ら対南宋戦の指揮を執る。この作戦の一環として、雲南に駐屯して
いたウリヤンカダイは、11 月に大越に侵攻した。その目的は、大越を経由して南
から南宋を攻めることにあった1
9
。
　大越の太宗は翌年息子の聖宗に譲位するとともに、モンゴルに使者を派遣して服
属の意を示した。この結果ウリヤンカダイは計画通り、1259 年に大越経由で南宋
の広西に攻め込んでいる。もっとも同年、モンケは四川で陣没し、クビライは荊湖
の鄂州（武昌）での戦闘後に撤兵した（鄂州の役）。以後モンゴルではモンケ後継者
の地位をめぐり、クビライとアリク＝ブカの兄弟間で内乱が勃発し（1260 ～ 64）、
外征の余裕はなくなる。
　クビライは 1260 年、皇帝（カーン）として雲南・大越に使者を送り、大越は翌
年これに応えて使者を送った。この結果、上皇の太宗は安南国王に封じられた。『元
史』『大越史記全書』からは、以後大越とモンゴルの間で使者が頻繁に行き来した
ことが知られる。またモンゴルからはダルガチが派遣されて行政などを監督した。
ところが『宋史』の本紀・礼志・交阯伝などを見ると、大越は 1261 年以後も南宋
に朝貢を行っており、南宋もこれに対して太宗・聖宗父子に回賜や加封・加号を行っ
ている（別掲表）。
　これを見る限り、大越は 1261 年以後も連年南宋に朝貢を行い、1262 年には聖宗
の襲封を求めて認められている1
10
。陳朝大越国の南宋遣使は建国（1225）以後、
1229・1235・1236・1243・1251・1256・1257・1258 年に確認され、1249・1254 年
8　『高麗史』巻 27、元宗世家、元宗 13 年 7 月甲子条・10 月己亥条。
9　『安南志略』巻 4、征討運餉。　
10　1なお『安南志略』巻 13、陳氏世家はこの件を 1258 年とするが、これは太宗譲位の年に掛け
たものか。
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にも南宋から太宗への賜号・加号が確認できる。史料に即する限り、1254 年以後
宋越間で使者の往来が盛んになるが、その契機はモンゴルの雲南制圧（1253）によ
る軍事的脅威だろう。そしてその交通関係は、大越のモンゴル服属以後も継続して
行われた。1274 年末に宋が太宗・聖宗に加号した前提には大越の遣使があった可
能性が高く、また 1273 年には明確に大越の遣使が行われている。宋越交渉は南宋
滅亡が決定的になる直前まで続いていたことになる1
11
。これが事実であることは、『安
南志略』巻 2に収める 1278 年のクビライの詔で、宋から接収した書類から、大越
が宋と通交していたことが判明したとして、大越が叱責されていることから明らか
である1
12
。大越からモンゴルへの朝貢は、南宋滅亡まで陸路で西北の雲南経由で行わ
11　1モンゴルは南宋度宗の崩御（1274 年 7 月）を待って 1274 年 9 月に南宋征服の軍を起こし、
翌年南宋から和議の申し出があるも受け入れず、1276 年正月には恭帝が降伏し首都臨安（杭
州）を明け渡した。南宋は以後も残存勢力が 1279 年まで抵抗を続けるが、王朝としては
1276 年に事実上滅亡した。
12　1「昔爾與宋通交、固所素知。及宋平之後、所以慕奉之礼、著之載籍、可覆視也。天下之事、
以至誠為本。今欺紿若是、将誰信是」。
年代 記事 出典（書名のないものは『宋史』）
1261 安南國遣使、奉貢獻象三。 『宋史全文』景定 2年 11 月甲戊条
（理宗本紀同日条／交阯伝にも関連記事）
又遣貢。仍下詔奨諭、遣使賜金並法錦。 『安南志略』巻 13、陳氏世家
1262 都省言、「廣西經略安撫司申、﹃安南國、
進貢賀昇平禮物﹄」。詔、「戸部、依例給賜」。
『宋史全文』景定 3年 5月庚午条
（『宋季三朝政要』にも関連記事）
安南國王陳日煚（太宗）、遣使入貢、表乞
世襲。詔、「日照、特授檢校太師・安南國
大王、加食邑、男威晃（聖宗）、特授靜海
軍節度觀察處置使・檢校太尉兼御史大夫・
上柱國・安南國王・効忠順化功臣、仍賜
金帶・器幣・鞍馬」。
『宋史全文』景定 3年 6月庚戌条
（理宗本紀同日条／交阯伝／礼志、賓礼、諸国朝貢にも関連記事）
1264 詔、「安南國、表貢方物。其所進象及華靡
之物、令有司却還、仍優賜答之」。
『宋史全文』景定 5年 5月乙未条
（理宗本紀同日条／『宋季三朝政要』にも関連記事）
1265 咸淳元年二月、加安南大國王陳日煚功臣、
増安善二字、安南國王陳威晃功臣、増守
義二字、各賜金帯・鞍馬・衣服。
礼志、賓礼、諸国朝貢
1266 安南國、遣使賀登位、獻方物。 度宗本紀、咸淳 2年 8月甲申条
（咸淳）二年、復上表、進貢礼物。賜金
五百両、賜帛一百匹、降詔嘉奬。
礼志、賓礼、諸国朝貢
1269 詔、「安南國王父陳日煚・国王陳威晃、並
加食邑一千戸」。
度宗本紀、咸淳 5年 12 月庚戌条
（交阯伝にも関連条文）
1272 安南國王陳日煚・陳威晃、各加食邑一千戸、
賜鞭・鞍・馬等物。
度宗本紀、咸淳 8年 11 月己巳条
（交阯伝にも関連条文）
1273 安南國、進方物。特賜金五百両・帛百疋。 度宗本紀、咸淳 9年 6月己丑条
1274 加安南國王陳日煚寧遠功臣、其子威晃奉
正功臣。
瀛国公本紀、咸淳 10 年 11 月丁酉条
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れたと見られるから1
13
、陸路・海路を通じて東北方面の南宋と通じることは容易だっ
ただろう。1274 年、大越に宋人が海船 30 艘をもって大越に来附したという説も1
14
、
南宋・大越が海を通じてつながっていたことを示す。
　このように、南宋・モンゴル二大国が対峙する中で、高麗と大越はモンゴルへの
服属を認めながらも、その支配が強まるまで、裏で南宋との関係を続けていた。そ
うすることによって、モンゴルへの抵抗を可能にする国際的条件を保持しようと試
みたのである。
3.　南宋・日本・李璮
　モンケ時代の 1250 年代、大理・高麗・大越など南宋周辺の諸国は次々とモンゴ
ルに服属していった。南宋はすでに北方でモンゴルと接し、その軍事的脅威にさら
されていたが、その上西方・南方もモンゴルの影響下に置かれることになったので
ある。高麗・大越が裏で南宋とも通じていたことは今まで述べた通りだが、やはり
全面的な信頼関係は築き難い。そのような中で南宋の外交の出口として唯一残され
たのは東方、すなわち海路だった。
　呉潜は 1256 ～ 59 年、慶元で南宋水軍を統括する沿海制置司の地位にあった人物
だが（『開慶四明続志』巻 1、郡守）、彼は 1257 年頃に理宗に提出した奏状で、「私が
ひそかに思いますに、中興南渡（1127 年宋の華北喪失＝南宋成立）以来、我が国の
声教は西北方面ではほぼ接することがありません。ただ高麗・日本二国だけが東南
の海隅を介して、まだ宋を向慕することを知り、現在まで通商しています」と冒頭
で述べた上で、遭難した日本人・高麗人を厚く保護すべきことを主張する。呉潜は、
これによって遠人がみな宋朝の恩を知ることになり、それは宋の海防にも密接に関
わるだろうとする1
15
。海商の厚遇を通じて日本の歓心を買うことを意図した提言だっ
た。さらに 1258 年には、日本船が持ってくる金を徴税や官貿易の対象にすること
が日本人の恨みを買う原因になるとして、日本が高麗とともにモンゴルに属する恐
れも考慮し、金の徴税・官貿易の停止を主張して理宗の許可を得た。呉潜によれば、
倭人を怨ませ、そのことを高麗人からモンゴルに伝えさせるのは、四方が平和な時
ならばよいが、海道に危惧の多い時は決してしてはならないという1
16
。つまり呉潜は、
現在海道が危険な状態だから特別な対応策が必要だと考えたのだが、この主張が認
められたことを見るに、南宋官界でもこうした発想は杞憂とは考えられなかったら
しい。13 世紀半ばの日本は自覚の有無にかかわらず、東シナ海のキャスティング
13　山本達郎『安南史研究』Ⅰ、山川出版社、1950 年、66 頁。
14　『大越史記全書』宝符 2年 10 月条。
15　呉潜『許国公奏議』巻 4、奏給遭風倭商銭米以広朝廷柔遠之恩亦於海防密有関係。
16　『開慶四明続志』巻 8、蠲免抽博倭金。
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ボートを握る位置に置かれていた。
　モンゴルはまもなく 1266 年から日本に使者を派遣し、服属を求めるようになる
が、1271 年と 1272 ～ 73 年の二度日本へ派遣された趙良弼の事跡を記した碑文に
よれば、日本はモンゴルと講和しようとしたにもかかわらず、南宋が滕原瓊林とい
う僧侶を密使として派遣したために失敗した1
17
。滕原
0 0
瓊林は、藤原
0 0
姓の僧侶だろう。
この頃宋に渡った桂堂瓊林
0 0
という日本僧が知られ、同一人物と考えられる。虚舟普
土という宋僧の法語などをまとめた『虚舟普土禅師語録』には、1303 年冬至に書
かれた桂堂の序が付されるが、桂堂はその中で、虚舟と別れて 30 年と記している。
桂堂は宋では虚舟に学び、1273 年頃に別れて日本に帰国したらしい。その時に宋
の高官からモンゴルの外交活動を妨害するように依頼されたのだろう。当時日本の
貿易船はもっぱら慶元を出入りしており、慶元や宋都臨安を含む浙江を行脚し修業
する日本僧も多かったから（名前が分かるだけで 200 人近くいる）、日本にとって南
宋は高麗やモンゴルよりも親近感の湧く存在だった。そして南宋はそのような経済
的・文化的交流を利用して、日本・モンゴルの連携を食い止めようとしたのである。
　ただし日本と南宋の間では、使者の派遣を伴う正式な外交関係は結ばれず、モン
ゴルの軍事行動に対しても援軍を送り合うことはなかった。軍事的に劣勢だった南
宋は、戦争に対して概して消極的で、モンゴルに脅かされる他国を救い国際的な求
心力上昇を目指す志向も乏しい。たとえば大越はモンゴルの侵攻を受けた 1257 ～
58 年頃に南宋に救援を求めたが、南宋は南方の守りを固めるのみで、援兵派遣は
行わなかった1
18
。そう考えると、高麗・大越が裏で南宋と通じたことが、外交上で実
質的にどの程度の効果を持ったかは疑問である。他に頼る選択肢がなかっただけと
いう説明も、十分に可能だろう。
　しかし一件だけ、興味深い事例がある。1217 ～ 62 年、二代半世紀にわたって山
東を支配した李全・李璮である。李全は金が衰退した 1217 年に反乱を起こして自
立し、南宋に通じた。南宋は従来毎年金に絹や銭を支払うことで戦争を回避し、国
際関係の安定を図ったが、1215 年にこれを止めたため、1217 年金と開戦に至った。
李全はこれを見て南宋に通じ、南宋も李全を支持したのである。しかしモンゴルは
時を追うごとに勢力を拡大させたため、李全は 1227 年に南宋と断交してモンゴル
に臣従した。この頃のモンゴルは旧金領の直接的把握の志向は薄く、各地に自立し
た漢人軍閥を臣従させて自治を認め、その地位を世襲させることで華北の間接支配
17　1太田彌一郎「石刻史料﹁賛皇復県記﹂にみえる南宋密使瓊林について」『東北大学東洋史論集』
6、1995 年。
18　1『宋史全文』宝祐 6年 6月辛巳条、「上曰、﹁安南求援之情、頗切。所當嚴兵、以待大全﹂。奏、
﹁糧食未到、所調戍兵未行、見此催督﹂。上曰。﹁此事不可頃刻緩﹂」。『宋史』巻 44、理宗本紀、
宝祐 6年 9月甲寅条、「詔、﹁安南情狀叵測、申飭邊防﹂」。大越の救援要請は、同年に派遣さ
れた使者（『安南志略』巻 13、陳氏世家、『大越史記全書』紹隆元年正月条）と関わるもの
だろう。
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を実現した（いわゆる漢人世侯1
19
）。李全・李璮はその代表だが、その支配圏は海岸部
にも及んでいたため、南宋の海防上で一つの脅威となった。
　しかしクビライは即位してまもなく、1261 年頃から華北の支配を強化して、漢
人世侯の権限削減および解体を目論むようになる。これに対して李璮は他の世侯に
も共闘を呼び掛けて、1262 年に反乱を起こした。クビライが弟のアリク＝ブカと
内戦を繰り広げていた状況も、反乱を促す動機になっただろう。李璮はこの時、そ
れまで敵対関係にあった南宋にも漣水・海州などの領土を献じて軍事協力を求め、
南宋はこれに乗じてモンゴルへの北伐を行い、李璮にも救援の資金・兵を送った1
20
。
　結局この反乱は同年中に鎮圧されたため、南宋にとって成果といえるものはな
かった上、モンゴルのさらなる警戒を買うことになってしまった。だがここで注目
すべきは、南宋は成功の見込みがあると判断さえすれば（李璮についてはその見込
みは外れたが）、周辺勢力への軍事的・経済的援助も行う可能性があったということ
である。高麗・大越・日本については時機が合わず、軍事協力が実現することはな
かった。だがそれは“ありえる選択肢”ではあったはずで、だからこそ大越も南宋
に援軍要請を行ったのだろう。南宋は劣勢とはいえ反モンゴル勢力の実質的な結集
核となり得る存在であり、さらに李璮の乱に見るように、南宋の存在自体が内乱の
温床にもなり得た。したがってモンゴルからすれば、南宋攻略は単なる対外侵略と
いうだけではなく、自国の安定のためにも必須の事業だった。南宋はモンゴルにとっ
て、早晩滅ぼさねばならない存在だったのである。
おわりに
　1270 ～ 80 年代、南宋はモンゴルに滅ぼされ、日本は抵抗を続け、大越はチャン
パとともにモンゴルの実効支配をはねのけた。クビライは最後まで日本・大越の服
属を諦めなかったが、1294 年に崩御すると、以後の後継者たちによってこの方針
は放棄される。この結末自体は周知のことだが、それ以前、東アジアに南北二大国
が対峙した時代において、高麗・大越など周辺諸国が必ずしも大国の言いなりにな
ることなく、自律的な外交活動を展開していたこと、南宋もこれを受け入れるとと
もに、日本を自陣営に取り込もうとしていたことは、注意に値する史実であろう。
19　1愛宕松男「李璮の叛乱とその政治的意義」『愛宕松男東洋史学論集』4、元朝史、三一書房、
1988 年。
20　黄寛重「経済利益与政治抉択」『南宋地方武力』東大図書公司、2002 年。
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越日外交関係を古書籍に探る
グエン・テイ・オワイン
はじめに
　ベトナム・日本・朝鮮半島は中国文化の影響を色濃く受けた国々である。話し言
葉は異なるが三カ国とも記録を残すツールとして漢字を用いるので、中国を源とす
る漢字文化を摂取した歴史を共有している。中国思想（儒教・仏教・老子思想）を
取り入れる上で、各国とも儒教を主たる思想系統として受容した。現在、朝鮮半島
とベトナムでは漢字を使用していないが、両国とも漢字文化という揺り籠の中で長
い歴史を紡ぎ続けている。そのような時間と空間の中で朝鮮半島・日本・ベトナム
は多岐にわたる直接的な交流を重ねてきた。
　ベトナム・日本・朝鮮半島は、これまでの中国との長期にわたる関係とは別に、
中世において文化や経済面で双方向の交流を深めてきた。ベトナムと日本、または
ベトナムと朝鮮半島の直接的な交流は順調に推移したわけではないが、二国間の関
係には顕著な軌跡を見て取ることができる。「山川風域雖云異、禮樂衣官是則同（山
や川、そして風俗は違うけれども典礼や官吏の装束には共通点がある）」は、1597 年に
琉球から派遣された使者が帰国するにあたってフン・カック・ホアン（Phùng Khắc 
Khoan、馮克寛、1528～ 1613）が見送る際に詠んだ『達琉球国使』という詩の中の
二行である。「山河應有異、翰墨自相同（山や川は違うけれども文章は元はといえば同
じである）」は、韓国国王の使者南廷順が作った詩の二行で、1864 年北京でベトナ
ム国王の使者グエン・トゥー・ザン（Nguyễn Tư Giản、阮思間）の詩への返歌である。
これは、ベトナム国王の使者が漢字文化圏内の他の国々と外交関係を結んでいたこ
とを証明することになる。
　ベトナムと漢字文化圏の国々との国交関係に関して、国内外の研究者たちが論文
や研究を残してきた。にもかかわらず 1000 年にもわたる国交の歴史の厚みに比べ
ると、この分野でのベトナム研究業績はまだまだ貧弱と言わざるを得ない。最近は、
ベトナムと当該地域の国々とが交流し研究協力を盛んに行ってきたおかげで、国内
外の専門家たちが調査した資料を元に、かつては同文の範疇であったベトナムとの
外交関係がより明確になってきている。このような国内外の専門家の方々にさらに
情報を提供できるよう近年のベトナムと日本の関係についての研究動向を整理し、
歴史上の両国関係に関する新しい資料をいくつか提示することとする。当論文の紙
数には限りがあるので、漢
ハンノム
喃研究院に現在所蔵されている資料の中でベトナムと日
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本の国交に主に関連がある研究や論文を概説することにとどめる。
　この論文が歴史上の両国国交関係に関する新たな理解の一助となり、この分野で
の研究者同士の交流と協力がさらに発展する一資料になればと期待している。
1.　両国の外交的接触
　ベトナムと日本の関係の研究調査を進めていく上で、国内外の研究者たちは通常
中国・朝鮮・日本にある一次資料を使用する。ベトナムでの一次資料といえば、「大
越史記全書」「大越史記續編」「大南寔録」「欽定越史通鑑綱目」などのベトナム正
史の書物になる。これらの書物には、中国との国交上の様々な事件を除くと、外交
について言及した情報、とりわけ中世に東アジアと東南アジアを結ぶ重要な経済の
中心地であった日本の南にある琉球諸島との関係についての記述は極めて少ないの
が事実である。しかしベトナムと日本に関わる資料のいくつかが日本や外国の研究
者たちによって最近になって公開されたことで、ベトナム研究者はこの問題に関し
てさらに新たな認識を持つ契機となった。そこで国内外の研究者たちが公開した資
料を時系列に沿って整理してみることにする。
　日本・中国・ベトナムの資料によると、唐の時代に日本人として初めてベトナム
で公的な職位に就いた人物は阿倍仲麻呂（中国名は晁衡。朝衡とも書く）である。黎
崱の『安南志略1
1
』（図 1）には、阿倍仲麻呂1
2
について以下の通り、記されている。「朝
衡は日本人である。開元年号中、幣をもって、唐朝に来た。中華の風を慕い、因っ
て留りて、姓名を改めて朝衡と為した。使を遣わして来朝したことがある1
3
。永泰年
1　1『安南志略』、ハンノム研究所所蔵、記号A.116、黎崱によって、元統元年（1333）に序文が書
かれている。程鉅夫、元明善、趙鉌、劉必達、許善勝、　許有壬、果原夏鎮、復翁、彥吟香が
序文を書いている。甲申、明治 17 年号（1884 年）に彥吟香によって編集された。樂善堂（上
海印行）『漢・喃遺産――提要目録』。
2　1中国の『唐列伝』『旧唐書』『新唐書』などと日本の『土左日記』『今昔物語集』によると、阿
部仲麻呂は 698 年孝元天皇の家系に属する家で生まれ、奈良時代に留学のため唐に渡り科挙
試験に合格し官吏として働いた。阿倍は学問に大変秀でていたため唐玄宗王に寵愛され、朝
廷では文学を管理する職に長く就いていた。当時阿倍は唐代で有名な詩人たち――李白、王
維――と頻繁に会い友誼を深めた。当時の阿倍の詩は現在『全唐詩』の中に所収されている。
阿部は帰国の道が断たれてしまったため中国に 50 年以上住み続け唐玄宗王の依頼で唐朝の官
吏としてその職をまっとうした。761 年阿倍はベトナムに渡り安南節度使として総督の職に
就いた。761 年から 767 年の間阿部はハノイの安南都護府で仕事をした後、日本へ帰国し 770
年に 72 歳で亡くなった。国際日本文化研究センターの荒木浩「阿部仲麻呂の事件が記録され
た阿倍仲麻呂帰朝伝説のゆくえ――﹃新唐書﹄と﹃今昔物語集﹄そして﹃土左日記﹄へ」を
参照。
3　1この部分、原文も短く、意味が曖昧である。『唐書』『新唐書』では日本から中国に新たな遣
唐使が来た、ということを伝えているが、『唐書』は別の使いが来たといい、『新唐書』は仲
麻呂がふたたび入朝したと書いている。記述が揺れている部分なので、注意が必要。
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図11　『安南志略』（図書番号：A.16、ハンノム研究所）
図 2　『国史小学略編』（図書番号：A.1327）
グエン・テイ・オワイン
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二年、安南都護となす。当時、蛮人が清
化と龍武の二州の境へ侵犯した為、朝衡
が詔を奉じて、慰労した」。
原文：「朝衡日本人。開元中、奉幣来朝。
慕中華之風、因留為改名朝衡。歴使中国。
永泰二年、為安南都護。時、生蛮侵得化
龍武二州境、詔朝衡往労之」（『安南志略』）。
　存知のように、1907 年にファン・フィ・
ホー（Phạm Huy Hổ）氏によって編纂され
た『国史小学略編4
4
』（図 2）（図書番号：A.4
1327、抄本、ハンノム研究所）の中にも阿
倍仲麻呂について言及がある。阿部仲麻
呂に関する記述は『安南志略』と中国の
『日本国志』（図 3）から取り上げたもの
である。本書は阿倍仲麻呂についてもっ
と詳しく書いている。
　黎崱の『安南志略』と『日本国志』によると、日本人の阿倍仲麻呂は使者として、
留学生の 8人と一緒に唐に留学した。阿倍仲麻呂は中華の風を慕い帰国せず、姓名
を改めて朝衡となした。ある日、阿倍仲麻呂が乗った帰国船が安南に流され、後に、
また驩州に行き、唐へ戻る。唐で官職を受けて、左補闕などの官職を持つ。代宗の
永泰二年、すなわち西暦 766 年、左散常侍と安南都護となす。当時、蛮人が清化と
龍武の二州の境を侵す。朝衡は詔を奉じ、慰労した。没した後、都督を賜った。朝
衡は唐に 54 年間在住した。王維、李白、包佶、儲光羲と交流し、詩を贈答する。「銜
命将辞国、非才忝侍臣、天中恋明主、海外憶慈親」と詩を贈る4
5
。
　今まで阿部仲麻呂について唯一の資料として知られていた『安南志略』以外に、
グエン・フィ・ホー氏の『国史小学略編』もあるということがわかった。阿部仲麻
呂について研究するにあたって非常に少ない資料を補充するものになるだろうと期
4　『国史小学略編』図書番号：A.41327、抄本、ハンノム研究所。
5　4この詩は一部しか取り上げていない。『唐列伝』によると、この詩は朝衡が作った詩である。
原文は以下の通りである。「衡性好學，能詩賦。當是時，名士如李白、王維等，多友之。天保中，
遣唐大使藤原清河至唐，上命接之。及清河還，以思郷故，衡亦奏稱欲歸。上許之，因命爲使。
王維、包佶、趙驊等，皆作詩相送。衡亦賦律詩曰：「銜命將辭國，非才忝侍臣。天中戀明主，
海外憶慈親。伏奏違金闕，騑驂去玉律。蓬萊郷路遠，落木故園林。西望懷恩日，東歸感義辰。
平生一寶劍，留贈結交人。既而至明州，與唐人別。衡望月，悵然詠和歌曰。4「天の原　ふり
さけみれば　春日なる　三笠の山にいでし月かも」。
図 3　『日本国志』
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待している。
　日本人の阿倍仲麻呂がベトナムで職に就
いたことは、ベトナムと日本の国交関係を
証明することにはならないが、政治的職務
に就いた日本人とベトナム人の接触が外国
の歴史書に初めて記された事例と見ること
ができるであろう。
　ベトナムは 10 世紀に中国の支配から抜け
出し 14 世紀まで独立を保ったが、大越国建
国の時期には『大越史記全書』や『大越史
記前編』などのベトナム正史が編纂された。
しかしこれらの書物の中にはベトナムと日
本の外交関係について記した資料は一切見
当たらない。ただし、各国の商船が各地の
産物を貢納し物資を売買できるようリー・
アィン・トン（Lý Anh Tông、李英宗、1138～
1175）王が 1149 年にヴァンドン（Vân Đồn、
雲屯）に荘園を開いたことは、『大越史記全
書1
6
』に記されている。ここから当時の李
リー
朝
が積極的な経済政策を推し進め幅広い海外ビジネスを提唱したことがわかる。金武
正紀の論文「琉球王国の東南アジア交易と沖縄で発見されたベトナムの陶磁器」に
よれば、琉球の各遺跡で李朝や陳
チャン
朝時代の陶器が多数出土したとのことである。こ
れは、中国の商船のほかに東南アジア・琉球王国・日本の船もヴァンドンやベトナ
ム各地の港1
7
で交易を行っていた可能性が高いことを示唆している。
　陳王朝の時代には、越・日の交流と貿易について新しい資料は見つからない、モ
ンゴル襲来に対する軍事戦略についての越・日の両国に関する資料が知られている。
最近、社会科学通信図書館が所蔵している中国語のテキスト『欽定通鑑輯要』（図 4）
（嘉慶庚申重鐫、江寧布政使司衙門蔵板）の巻 95 に丙戌（1286）年にモンゴルがベト
ナムの侵略に集中して注力するために日本を攻めることをやめてしまったという記
6　1『大越史記全書』の本紀第 4巻（李
リー
〔Ly〕朝時代の己巳の年、大定第 10 年〔1149〕）には「春
24 月にジャワ・路洛・シャムの三カ国の商船が高級品の売買と特産物の上納のため逗留しヴァ
ンドン（Vân Đồn）と呼ばれる島で店を出す申請をした」（社会科学出版、ハノイ　第 1集、
1988 年、317 頁）（春二月爪哇，路洛，暹羅三國商舶入海東乞居晝住販賣乃於海島等等處立庄
名雲屯買賣寶化，上進方物〔大越史記全書、卷 4、6b 頁〕）。
7　1金武正紀「琉球王国の東南アジア交易と沖縄で発見されたベトナム陶磁器」（1999 年 12 月に
ハノイで開催された昭和大学国際文化研究院とハノイ国家大学主催による「陶磁器交流を通
して見る 15 ～ 17 世紀の越日関係」科学シンポジウム紀要）。
図 4　『欽定通鑑輯要』
（社会科学通信図書館。図書番号 :149/24）
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事が存在することがわかったが、この記
事は目録だけが残っており、巻 95 その
ものは現存しない。しかし、中国と日本
の友人のおかげで、『御批歴代通鑑輯
覧8
8
』（図 5）（出版年：光緒 24 年〔1898〕）
と『四庫全書』の『御批歴代通鑑輯覧8
9
』（62
頁）（図 6）が手に入った。巻 95 の元世祖
皇帝紀（75 葉表）の中にその記事があった。
　また、中国の資料以外では、ベトナム
の呉時仕『大越史記前編』（図 7）、巻 5（69
葉裏8
10
）3 陳仁宗紀に、元朝が日本襲撃を
やめて、大軍で南国（ベトナム）を攻め
たという記事が見られる。以上の二つの
資料は大変貴重な資料である。当時の元
政権がどのように隣国を侵略する戦略・
策略を策定するかを正確に示す資料であ
る。また、両国のモンゴル襲来の歴史に
ついて、両国の研究者が手に入れていな
い興味深い資料を提供している。
　16 世紀から 17 世紀にかけての越日関係については、海外の研究者たちが最近の
論文の中で言及してる。例えばヴィン・シン（Vĩnh Sính）教授による「16 世紀初頭
に琉球王国がベトナムに宛てた書簡8
11
」では、次のような 1509 年の史実を明らかに
している。すなわち、琉球王国の中山王が正使として正議大夫鄭久、副使として馬
沙開、通事としてテイコら 130 名を派遣して、贈り物や国書を安南国王に献上した
という史実である8
12
（図 8）。
　山辺進氏（二松学舎大学）は「日本における漢字の受容過程と使用の特徴8
13
」の中で、
「安南国王への返事」と呼ばれる漢字で書かれた書簡を用いて、16 世紀半ばにお
けるベトナムと日本の交流の状況について言及している。この手紙は天皇の指示に
よって書かれたもので、安南国王が九州の島津家に友誼の申し入れをしたことに島
8　8『四庫全書』の『御批歴代通鑑輯覧』。大阪大学人文学院の吉川一樹により寄贈された。
9　『四庫全書』の『御批歴代通鑑輯覧』。北京大学の張龍昧により、寄贈された。
10　『大越史記前編』（社会科学出版社、1997 年、371 頁）。　
11　8ヴィン・シン（Vĩnh Sính）「16 世紀初頭にベトナムに宛てた琉球王国の書簡」（雑誌『昔日
と今日』第 134 号、2003 年 2 月）。
12　『歴代宝案』（沖縄県教育会出版社、1992 年、597 頁）。
13　8山辺進「日本における漢字の受容過程と使用に関する特徴」（雑誌『ハンノム』第 6号、
2008 年）。
図 5　『御批歴代通鑑輯覧』8（大阪大学）
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図 6　『御批歴代通鑑輯覧』1（北京大学）
図 7　『大越史記前編』（図書番号 :1A.2/1-7）
グエン・テイ・オワイン
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津家が同意する旨が記されている。この書簡には「安南布政州右奇副將北均都督同
知華郡公」という見出しがついており、文中に「都元帥總國政尚文平安王」（1570
～ 1620 年にかけて在位した平安王鄭松を指す）の名前が繰り返し出てくる。この手紙
を書いたのは文之玄昌（1555～ 1620）という学者であり、島津家に仕える臨済宗の
僧侶兼藩の外交相談役であった。
　以上の二通の手紙から、琉球や九州以外の地域も 16 世紀からベトナムとなんら
図 8　『歴代宝案』（沖縄大学）
図 9　異国渡海朱印状（九州博物館）
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かの関係があったのではないかと推測することができる。また、日本から申し入れ
るのではなく、ベトナムの陳朝政権の側から率先して外交関係を結んだ事例があっ
たことも付け加えておく。
　最近、2013 年 4 月、九州国立博物館でベトナムについて大規模な展覧会が行わ
れた。『The Great Story of Vietnam――大ベトナム展カタログ　ベトナム物語1
14
』の中
に藤田励夫氏の「外交文書にみる 16～ 17 世紀の日越交流」という論文がある。本
論では日越外交文書研究について概観した上で、安南国副都堂福義侯阮書簡などを
紹介し、中・南部の阮氏と北部の鄭氏と占城の通交などについて述べている。カタ
ログの中には、4枚の異国渡海朱印状（図 9）と、1591 年、1609 年、1610 年（2通）、
1611 年、1620 年、1624 年（2 通）、1632 年（2 通）、合計 10 通がある。10 通のうち、
1620 年の書簡を以下の通り翻訳する（図 10）。
　
安南国都堂官文理侯奉差乂安処興元県華園社、知日本艚角蔵助次右衙門及客商
所往守看販売、事畢許回本国、経呈給憑、衙門勘実得便往来販売。茲書　
　弘定十一年五月十三日
　
14　1『The Great Story Vietnam――大ベトナム展公式カタログ　ベトナム物語』（西日本新聞社、
2013 年）。
図 10　安南国文理侯書簡写（九州博物館）
グエン・テイ・オワイン
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安南国の都堂官の文理侯が乂安処興元県華園社へ部下を派遣した。そこでは、
日本船の角倉助次右衛門ら外国商人が常に売買を行い、交易を終えたら日本へ
帰れるよう許可がほしい。証明書を発行するので、担当の役所は実際に検査し
て、往来と商売に便宜をはかってもらいたい。茲書
　弘定十一年五月十三日
　最近、存知のように、『南風雑誌』（図 11）54 号に楚狂黎余の論文「古代南日交
通攷」（古代のベトナムと日本との交流について考察する）（插絵 11）が載った。本論
では日越外交文書研究について概観し、阮
グエン
王朝初期（阮黄と福元）の阮氏、黎
レー
朝の
黎氏、鄭
チン
朝の鄭氏と日本との交流について述べているが、そのほかに、阮氏と黎氏
と鄭氏が日本へ送った 18 通の手紙（書簡）と、日本から阮・黎・鄭の政権へ送っ
た 5通の書簡という重要な資料を紹介している。
　『異国往来日記』『外藩通書』『古事類苑』、日本の資料、長崎の荒木宗太郎所蔵の
ものなどから堀り当てた書簡であった。『南風雑誌』にあるベトナムからの書簡は
全部で 18 通あるが、内訳は以下の通りである。阮氏が送った書簡は 1601 年・1603
年・1604 年・1605 年・1606 年・1619 年・1628 年、黎氏が送った書簡は 1613 年・
1634 年（2通）、鄭氏が日本へ送った手紙（書簡）は 1610 年（4通）、1611 年・1624
年（2 通）、1694 年（1 通）。また、日本の当時の政権がベトナムの阮氏・黎氏・鄭
氏へ送った書簡は 1601 年・1602 年・1603 年・1605 年（年号無し）の 5通である。
以上の『南風雑誌』にある 18 通の書簡の中にある都堂官の文理侯の書簡（1620 年）
は九州博物館のカタログにも見られる。
　楚狂黎余は、初めて両国の書簡を多数紹介し『南風雑誌』に掲載した。だが、残
念ながら、今までベトナム語に翻訳されていない。近いうちに黎余の論文を皆に紹
介したい。
　海外の研究者の研究や論文からはもちろんのこと、ベトナムの様々な歴史書の記
述からも、16 世紀末におけるベトナムと日本の関係についてさらに明確に知るこ
とができる。例えば『大南実録前編』には以下の史実が記されている。
乙酉二十八年時西洋國賊帥號顯貴者，顯貴乃番酋所推尚，以為號非人名乘巨舟
五艘泊于越海口劫掠沿海。上命皇六子領戰船十餘艘直抵海口擊破戰船。二船顯
貴驚走（第A.127/1–66〔VHN〕号、訳者註：この番号はハンノム研究院の書庫にお
ける当該文献の番号を表している。以下同様。第 1巻 13b から 14a 枚目）
乙酉 28 年［1585］の 3 月に顯貴という西洋の賊将［顯貴とは蛮族の酋長の別名
で人名ではない］が沿岸部を襲撃するために大型船 5隻でやってきてベトナム
の港に停留した。領主は直ちに第6王子に10隻以上の船を与え港に差し向けた。
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王子は 2隻を撃破した。顯貴は恐れをな
して逃走した1
15
。
　川本邦衛教授は『古都ホイアン1
16
』に掲載さ
れた論文「外藩通書から見るクァンナムのグ
エン領主の国際認識」の中で、顕貴は白浜顕
貴であると指摘している。グエン・ホアン
（Nguyễn Hoàng）領主は、1601 年に徳川家康
将軍に宛てた手紙の中でこの事件について触
れ、「顕貴が優良なる商人であることを知らず
残念なことになってしまった。日本側は是非
この件を水に流してダンチョン［Đằng Trong、
訳者註：グエン氏が支配したザイン川以南の地
域］へ引き続き朱印船を派遣してほしい」と
書いている。この書簡は『外藩通書』の中に
収められている。『外蕃通書』は現在日本に残っ
ており、江戸時代の日本の国際関係を知る上
で大変重要な歴史資料である。鄭領主や阮領主が 1601 年から 1694 年の間に徳川幕
府に送った 56 通の書簡の中に収められている。安南国王が島津家久に友誼を申し
入れた手紙はこの 56 通のうちの一通ではないかと思われる1
17
。
　前述したが、1509 年に琉球の使節団がベトナムにやって来た後、つまり莫朝か
ら黎朝に政権が代わる 1527 年から 1592 年にかけてのベトナムと日本の国交につい
ては、現存する歴史書や資料に記述がない。しかし莫朝は引き続き交易を推し進め
いくつかの港を建設しているので、16 世紀から 17 世紀にかけてはベトナム対外経
済の繁栄期と見なされている。また首里王府が 17 世紀から 19 世紀にかけて編纂し
た琉球王国の外交活動を記録した『歴代宝案』には、1509 年に 1 回だけベトナム
に寄港したことが記されている。ところが『明史』や『皇明寔録』などの中国の歴
史書によると、琉球王国は中国へ 171 隻、安南へ 89 隻、ジャワに 37 隻、日本に
19 隻の商船を派遣したことになっている1
18
。『明史』に書かれている船舶数が正しい
15　『大南実録前編』（教育出版、2004 年、ハノイ、第 1巻、32 頁［A.127/1–66VHN］）。
16　1『古都ホイアン（Hội An）』社会科学出版、ハノイ、1991 年、171 頁。川本邦衛『﹁外藩通
書﹂から見るクアンナム（Quảng Nam）におけるグエン領主の国際認識』。
17　1実はグエン・ホアン（Nguyễn Hoàng）が 1601 年に将軍徳川家康に宛てた手紙については、
楚狂黎余によって『南風雑誌』（54 号、200 頁）に掲載されている。本論には『大南実録前編』
における白濱顕貴に関する記録も引用している（201 頁）。1
18　1グエン・ヴァン・キム（Nguyễn Văn Kim）『日本とアジア――社会経済の歴史的関係とその
変遷』（国家大学出版会、2004 年）、160 ～ 170 頁。
図 11　1『南風雑誌』：本朝先代与日本交通
之文書
グエン・テイ・オワイン
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とすれば、琉球船の寄航先として安南が中国に次いで二番目に多いことになり、琉
球にとってベトナムはアジアの中で中国に次ぐ大きな可能性を秘めていた交易相手
国であった。
　莫朝が王権から退いてからも、海外との交易活動は黎朝・鄭朝政権によって引き
続き行われ、中国からの支援を取り付けるために黎朝は自ら北京へ使節を送った。
現存する資料によると、光興 20 年（1597）にはフン・カック・ホアン（Phùng Khắc 
Khoan、馮克寛 19、1528 ～ 1613）が北京に赴いた際に朝鮮と琉球の各使節と遭遇して
いる。フン・カック・ホアンは『使華筆手澤詩』（第A.12011〔VHN〕号）の中に、
帰国の途につく琉球の使者を見送った時に詠んだ詩「達琉球國使1
20
」を収めている。
この詩は、フン・カック・ホアンや 16 世紀から 18 世紀にかけての琉球王国と大越
国の関係に関する研究論文の中でベトナム研究者たちが紹介している1
21
。
19　1フン・カック・ホアン（Phùng Khắc Khoan、馮克寬〔1528 ～ 1613〕）はハータイ（Hà Tây）
省（現在のハノイ）タックタット（Thạch Thất）郡フンサー（Phùng Xá）村出身。レーテー
トン（Lê Thế Tông、黎世宗）王の時代、庚辰の年光興 13 年（1580）に第二甲進士合格後、
戸部尚書と国子監祭酒を兼任する。マイ・クアン・コン（Mai Quận Công、梅郡公爵）。国王
の命を受けた使節として明に二度渡航。多くの著作を残し、逝去時には太宰の称号を受けた
（チャン・レー・サン〔Trần Lê Sáng〕『フン・カック・ホアン――その人生と詩文』ハノイ
出版、1985 年、234 頁を参照のこと）。また、チン・カック・マン（Trịnh Khắc Mạnh）氏の『ベ
トナムハンノム作家の假名と別名』（通信文化出版、2007 年）を参照のこと。
20　達　琉　球　國　使
　　　日　表　紅　光　照　日　隅
　　　海　天　南　接　海　天　東
　　　山　川　封　域　雖　云　異
　　　禮　樂　衣　冠　是　則　同
　　　偶　合　夤　緣　千　里　外
　　　相　期　意　氣　兩　情　中
　　　些　回　攜　滿　天　香　袖
　　　和　氣　薰　為　萬　宇　風
　（第A.12011 号 16b 枚目、第VHv.12155 号 13b 枚目）
　
　　　琉球国使を送る
　　　灼熱の太陽が足元を照らし
　　　南に広がる海と空は東方の海と空へとつながる
　　　山や川、そして風俗は違えども
　　　典礼や官吏の衣装には合い似たり
　　　千里を隔てた官吏同志が邂逅し
　　　契りを交わしていたかのように意気投合す
　　　帰途に就くにあたって天空の香りが身頃にも満ち
　　　風が一帯を吹き抜けるように熱い思いが込み上げる。
21　1グエン・ヴァン・キム（Nguyễn Văn Kim）『日本とアジア――社会経済の歴史的関係とその
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　18 世紀に入ってレー・クィー・ドン（Lê Qúy 
Đôn、黎貴敦、1726 ～ 1784）は、1760 年に清朝
に使者として渡った際に朝鮮と琉球の使者と
会っている。『見聞小録』（図 121
22
）の中で、レ ・ー
クィー・ドンは琉球からの使者と二回会ったと
述べている。一回目は、清朝の高宗の即位を祝
賀するために、1738 年にレ ・ーフ ・ーキエウ（Lê 
Hữu Kiều、黎有橋）が中国に使者として渡り、
そのことをレー・クィー・ドンが回想する場面
である。その時琉球の使者が壁に書いた詩を
レー・フー・キエウが読み「墨の筆跡も鮮やか
で詩も称賛に値するほど軽妙である」と讃えて
いる。
分　明　昨　夜　在　家　鄉
召　入　王　門　賜　酒　漿
曉　角　忽　驚　人　好　夢
醒　來　殘　月　照　東　廂
昨夜は確かに故郷の家にいたようだ
王様に宮殿での酒席に招かれ
早朝の水牛の鳴き声で夢から早く醒めてしまい
気がつけば東の屋根を月光が照らしていた
（第VHv1322/1 号、第 4巻、29b 枚目から 30a 枚目）
　二回目は、レー・クィー・ドンが庚辰の年（1760）に清へ行ったことについて述
べている部分である。科挙試験に合格した二人の琉球からの使者、つまり鄭孝徳と
蔡世昌が謁見を求めて館にやってきた際にレー・クィー・ドンに会ったのである。
変遷』（国家大学出版会、2004 年）。
22　1レー・クィー・ドン（Lê Qúy Đôn、黎貴敦、1726 ～ 1784）『見聞小録』（社会科学出版、ハ
ノイ、1997 年、227 頁）。レー・クィー・ドン（Lê Qúy Đôn）はジエンハー（Diên Hà、現在
のタイビン〔Thái Bình〕省フンハー〔Hưng Hà〕郡ドックラップ〔Độc Lập〕村）郡ジエンハー
（Diên Hà）村出身。レー・ヒエン・トン（Lê Hiển Tông、黎顯宗）王の時代の壬申の年（景
興 13 年〔1752〕に第二甲の進士と殿試第二位に合格する。聡明博学の名声が高く、入侍陪從、
禮部左侍郎、戶部左侍郎、都御史、乂安協鎮といった朝廷の要職を歴任した。副使として清
朝にも派遣された。著作多数（チン・カック・マン〔Trịnh Khắc Mạnh〕氏の『ベトナムハン
ノム作家の假名と別名』〔通信文化出版、2007 年〕を参照のこと）。
図12　『見聞小録』（図書番号:1VHv.1382）
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その時の歓談をレー・クィー・ドンは以下のように記している。
庚辰東僕至北京有琉球國舉人鄭孝德，蔡世昌詣館請見並年二十餘，頗清秀稱始
來京，入監讀書。問：到北幾年。曰：前年冬來。問：應舉北京否。曰：學成回
國應試（第VHv.11322/1 号、29b 枚目から 30a 枚目）
庚辰の年に我々が北京を訪れた折、科挙試験に合格した二人の琉球からの使者、
つまり鄭孝徳と蔡世昌が謁見を求めて館にやってきた。二人とも 20 歳ぐらい
で秀麗な面立ちであった。国子監で学ぶため北京に来たばかりだと言う。「来
てどのくらいたつのか？」と尋ねると「去年の春から」と答え、「北京で試験
を受けるのか？」と尋ねると「勉強が終わったら帰国して試験を受ける」と答
えた。
　レー・クィー・ドンの使節団と日本の使者たちの連詩は『見聞小録』に記されて
はいないが、中国に渡った我が国の使節団が各国の使者たちと邂逅したことは、外
交活動の一部である。
　ベトナムと日本の使者が出会ったことを記す資料が最近研究者たちによって発見
された。グエン・タィン・トゥン（Nguyễn Thanh Tùng）は「18 世紀の越日外交関係
に関する特別な資料1
23
」の中で、「探花」であるグエン・フイ・オアィン（Nguyễn 
Huy Oánh、阮輝塋）が 1766 年に正使として中国に行った際に詠んだ詩「餞日本使回
程」を紹介している。この詩はグエン・フイ・オアィンが書いた『碩亭遺稿』（図
13）の中の「皇花贈答附録」（第A.13135　VHN号）に収められている。この発見を
通じて、グエン・タィン・トゥンは越日外交資料について大きな功績を残したと言
える。
　この卓越した詩をグエン・タィン・トゥンは次のように絶賛している。グエン・
フイ・オアィンは日本の使者に詩を贈るため前述した日漢語彙表の中の単語をいく
つか使用した。オアィンが日本の使者と接する際に主体的にそれらの語を使ったと
いうことは、本業である外交活動に専念していることを示している。そして日本の
使者の目線に立って民族の矜持や立場を称揚する意義も認められる。さらに、これ
は唐代の律詩に則った漢詩ではあるが、漢語と日本語を結合した詩でもあった。つ
まり音韻を踏んだ対句として読まれる詩であるが、語彙に染み込んでいる日本の思
惟形態や日本語も理解する必要がある。またオアィンは使節として国外へ出る前か
ら日本の研究をしていた節がある。というのも、ゲアン近海の港で沈没した日本船
から救出された日本人女性と彼の祖先が結婚しているからだ。そのようなことを心
23　1グエン・タィン・トゥン（Nguyễn Thanh Tùng）「18 世紀の越日外交関係に関する特別な資料」
（『ハンノム雑誌』第 6〔85〕号、2007 年）。
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に留めて日本の使者との外交業務をこなしてい
たのかもしれない。
　19 世紀に入ると、経済・文化・社会の状況
が大きく変化していった。ミンマン（Minh 
Mạng）、ティエウチ（Thiệu Trị）、トゥドゥック（Tự 
Đức）といった各王朝の国王は、カトリックと
西洋諸国との受け身な外交関係を結ぶことを禁
止した。その結果、外国との通商関係にいくば
くかの障害が生じた。しかしながら、16 世紀
から 18 世紀にかけての通商は堅調に発展して
いった。なぜなら阮朝には東南アジア近隣諸国
との通商を拡大していこうという前提方針が実
際にあったからである。ザーロン（Gia Long）
帝の時代になると、有能な職人に戦艦を造らせ
たり、海上を曳航する大型の銅製の船舶を鋳造
させた。タン・ヒー・ジュン（Thang Hy Dũng）
は論文「人道・外交・貿易の関係性――清代に
難破した中国船を救助した朝鮮・琉球・ベトナ
ムを中心に」の中で「中国の領海で遭難しベト
ナムに漂着した船と船員をベトナム朝廷は人道的見地から救助したが、それを通商
が拡大する機会と捉え、難破船を中国に送り帰すことを条件に、広東で交易ができ
るよう清朝に要求した 24」と指摘している。
　今回の一連の資料を収集している最中に、琉球の使者に贈ったリ ・ーヴァン・フッ
ク（Lý Văn Phức、李文馥、1785 ～ 1849）の詩を発見した。これは台風で遭難した中
24　1『タン・ヒー・ジュン（Thang Hy Dũng）「人道・外交・貿易の関係性――清朝時代に難破し
た中国船を救助した朝鮮・琉球・ベトナムを中心に」（リー・ヴァン・フック〔Lý Văn 
Phức〕とグエン・ティ　ガン〔Nguyễn Thị Ngân〕の『西行見聞記録』に関する博士論文、ハ
ンノム研究院、2009 年、68 頁）。
　　1リー・ヴァン・フック（Lý Văn Phức、李文馥、1785 ～ 1849）はヴィン・トゥアン（Vĩnh 
Thuận、現在のハノイ市タイホ 〔ーTây Hồ］郡〕郡ホーカウ〔Hồ Khẩu〕）村出身。ザーロン（Gia 
Long）王の時代の巳卯の年（嘉隆 18 年〔1819〕）郷試合格。礼部参知に昇進後、翰林院の編
修［訳者註：歴史書を編纂する官職］を務める。在任中に罪を犯したため東南アジア各国に
効力［訳者註：官職名の一つで贖罪のために僻地に赴任させられる。勤務態度が良好であれ
ば前職に復帰できる］として左遷され、海上で遭難した清朝の中国人を広東に送還する重責
をまっとうした。この事件に関して『大南実録』には「レー・トゥアン・ティン（Le Thuan 
Tinh）衛尉ら官吏を派遣したかどで免責されたリー・ヴァン・フックは、大型船トゥイロン
（Thuy Long）に乗船して漂着した清国人を母国へ帰還させた」と記されている（『大南実録』
第 3集、138 頁）。
図 13　『碩亭遺稿』（図書番号：A.373）
グエン・テイ・オワイン
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国人を帰国させるために彼が 1830 年に広東の
福建に行った際に詠んだ詩で、『閩行雑詠草』（図
14）の中に収められた「見琉球國使者并引」と
題されている。リー・ヴァン・フックが書いた
部分を以下に引用する。
見琉球國使者并引
天地間同文之國者五，中州我粵朝鮮日本琉球亦
其次野也。琉球年號世世因稱寬永。其國在閩海
之東，航路僅五六日。明堂朝會例，由閩館于柔
遠驛。公完常隔年弗歸，蓋謀通商也。其俗頭髮
於頂速之澤以油，插以簪，如父婦人然衣服亦長
襟大袖，但多用文布如蠻習。余來閩其年適在此
一日其正使向姓，副使王姓來相訪。余聞之欣然
出迎。筆談間字畫亦楷正，惟辭語頗澀，殊令人
不甚暢。既揖別偶成一律
天地上において同文の国が五つある。それは中国・ベトナム・朝鮮・日本そし
て琉球である。琉球の年号は各代とも「寛永」というように記している。この
国は閩海の東方にあり、船で行くと 5、6 日かかる。明堂にて朝会の慣例あり
閩館から柔遠駅に入る。公務が完了しても帰国しないで、通常 1年ほど滞在し
て通商の段取りをつける。琉球の使者は頭のてっぺんで髪を束ね上げ、鬢付け
油を使い女性のように髪を簪でとめている。そして長い身頃、袖の太い衣服を
身につけている。衣装には蛮人の風習にあるような文様が施されている。私が
閩に来て 1年余りたったある日、向という姓の正使と王という姓の副使が訪ね
てきた。それを聞いて喜んで迎え入れた。筆談の最中はすべて楷書を使ってい
たが話し言葉は流暢とはいえず、双方の意思疎通は円滑にはいかなかった。見
送るときに咄嗟に思いついて唐詩を作ってみた。
　　所見何如昔所聞
　　重洋夢醒各天雲
　　琉球使驛程由海
　　襟袖學儒飾用紋
　　最喜禮文同一脈
　　為憐筆墨遜三分
　　茫茫客旅誰相伴
　　半卷陳詩語夕曛
図14　『閩行雑詠草』（図書番号：A.1291）
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　　琉球とはどんな国だろう　以前耳にしたことはあったけれど
　　なんと海上で夢から覚めるとあなたと一緒に天上にいるではないか
　　琉球の使者もまた海を越えてやってこなければならない
　　［琉球の使者の衣服は］儒者の装束に文様が施され
　　なにより嬉しいのは双方とも同文の国同士であって
　　ただ残念なのは、筆と墨による筆談ゆえ三分ほどは話が隠れてしまい
　　遠くからの旅客は誰と相伴すればいいのやら
　　陳朝の詩が半巻さえあれば夕方まで語り合えるというのに
（第A.11291、21B 枚目から 22a 枚目）
　この詩とリー・ヴァン・フックの引用文は、琉球とベトナムの阮朝の外交関係を
研究する際の資料になるばかりでなく、前述したように外交と交易が結合した人道
という側面からもこれまでの研究者たちの考察を裏付けるものである。
　20 世紀初めには東
ドンズー
遊運動を提唱したファン・ボイ・チャウが『琉球血涙新書』
を著
あら
わした。愛国者ファン・ボイ・チャウはベトナムを侵略するフランス植民地主
義に反対するようベトナム民族に呼びかけたが、琉球の例からそのことを思い起こ
してもらいたかったのある。この点では琉球王国自体を考証することにはならない
が、「琉球」という名を冠したタイトルは、ベトナムと日本の中の琉球という地域
の長年にわたる関係性をまさに証明することになる。
　最近になって研究者たちが公開した越日間の外交資料から、両国の関係はかなり
早い時期に確立し何世紀にもわたって続いたことがわかる。琉球と日本はベトナム
と恒常的に関係を持ち続け、良好な友好関係は双方の国民の努力によって今日まで
続いているのである。
2.　通商や民間ベースの交流
2.1.　ベトナムの中の日本人
　16 世紀から 18 世紀にかけて、ベトナムと東アジア地域、その中でも特に日本と
の経済・通商関係は繁栄を極めた。首都地域が伝統的な各種手工業によって経済・
通商面で発展するのに伴って、隣接する地域では、チュ ・ーダオ（Chu Đậu）、ホップ・
レー（Hợp Lễ）、バッ・チャン（Bát Tràng）の陶器、バク・ニン（Bắc Ninh）、ハー・
タイ（Hà Tây）、ハイ・ズオン（Hải Dương）の紡績、染色・土鍋・製皮などの職人
たちが住むフォーヒエン（Phố Hiến）など、有名な手工芸を営む村が次々と生まれた。
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それは 15 世紀から 18 世紀にかけてのベトナム製の陶器や焼物が、琉球・堺・長崎
などで多数発掘されたこととも符合する。中南部のグエン氏や北部のチン氏を含む
歴代の封建政権は、経済発展・政局安定・国防強化のために日本商船［訳者註：朱
印船を指す］がベトナムに通商のために来航するのを奨励した2
25
。
　なぜなら、日本の商人たちは王国を転覆させるような政略に加担することはせず
通商活動にのみに専念したからである2
26
。『大南実録前編』にも「清朝・西洋・日本・
ジャワの商人たちが大挙して来港したため、ドンフォー（Đông Phố、現在のザーディ
ン〔Gia Định〕）界隈の風俗は中国化（文明化）された27」と記されている。さらに中
国や日本の商人たちは、ベトナムの封建的権力の後ろ盾もあってホイアンに中国人
町・日本人町を作り、当時としては最も便利で名の通った国際的な港湾都市となっ
た。
　商談能力に長けた日本の商人たちが、ベトナムでの生活や仕事に溶け込んでいく
うちに、日本の文化や言葉、そして日本人の誠実さが現地でも理解されるようになっ
ていった。その結果ベトナム人や他の国々の人たちからも信頼され、仲買人として
の仕事を任されるようになった。両国の関係をさらに良くするために日本の商人を
養子に迎え入れるのを認める阮朝の王族まで現われた。グエン・フック・グエン
（Nguyễn Phúc Nguyên、1613 ～ 1635）に至っては娘のゴックヴァン（Ngọc Vạn）を日
本人の荒木宗太郎に嫁がせた。彼女が日本へ持参した鏡には「安南国鏡」の四文字
が刻され、現在長崎の博物館に所蔵されている2
28
。
　庚辰の年（1640）にノンヌォック（Non Nước）寺のホアギエム（Hoa Nghiêm）洞
窟に建立された普沱山霊中佛（第 2093、1263 号）の碑には、ベトナム人女性が日本
人と結婚した例が 5組あると記されている。その他に前述したグエン・フイ・オアィ
ンの祖先のように商船に乗っていた日本の女性が台風でベトナムに漂着しベトナム
人男性と結婚した例や、リー・ティ・ヒエウ・ジエウ・クアン（Lý Thị Hiệu Diệu 
Quang）と名乗る日本の北部出身の女性が黎朝の武官と結婚し林寿候という爵位を
受けて総兵使の職をまっとうした、とファン・ダイ・ゾアン（Phan Đại Doãn）教授
が雑誌『昔日と今日』（第 74 号、2000 年）に「ある日本とベトナムの家族」と題し
て紹介している。
　両国の公的な関係はかつてのように堅調を保てたわけではないが、実り豊かな安
南の大地と土地の人たちの厚い人情が在越日本人の琴線に触れ、帰国することなく
ベトナムの地にとどまらせたのである。幕府の要職にあった近藤正斉が 1796 年に
編纂した『安南紀略稿』は作品として大変価値が高く、ベトナムと日本の文化交流
25　2グエン・ヴァン・キム（Nguyễn Văn Kim）『日本とアジア――社会経済の歴史的関係とその
変遷』134 頁。　
26　2同上、132 頁。
27　前掲書（注 15）『大南実録』第 1集、91 頁。
28　2グエン・ヴァン・キム、前掲書『日本とアジア』135 頁。
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の一つの表象と見ることができる。
2.2.　日本の中のベトナム人
　ハンノム研究院に所蔵されているチュオン・
ダン・クエ（Trương Đăng Quế、張登桂1
29
）が 1828
年に著した『日本見聞録』（図 15）（第A.11164　
VHN号）は、ベトナム人が日本について書いた
本の中では初期の部類に属すると考えられてい
る。これはベトナム語に翻訳されて1990年の『ハ
ンノム雑誌』第 1号に掲載されている。『日本
見聞録』は、嘉隆 14 年（1815）に暴風で日本に
漂着し筏でフエに護送されて帰還した 5名のベ
トナム兵の話をチュオン・ダン・クエ大臣がま
とめたものである。兵士たちは日本に逗留して
いる間に日本人の厚情に触れ、日本の暮らしぶ
りや風俗・習慣を実際に体験した。それを帰国
してからチュオン・ダン・クエ大臣に報告した
のである。チュオン・ダン・クエは、5名の日本への行程を、暴風に巻き込まれた
時点から日本の一地方で庶民に救助され帰国の方法を見つけるまで、当時の日本の
生活や風俗・習慣を含めて、本人の文才や語り口も相俟って、極めて詳細かつ丹念
に描写している。
　例えば、日本の人（容姿・服装）、行政制度（役職名・指示系統）、家屋、役所、軍
事制度（式典・呼称の仕方・軍事設備・船舶・馬・武器・指示系統など）、都市の様子（商
売・刑罰・葬祭・交際・飲食・お金・文字・外国との貿易など）、気候、農業（米・花卉）、
宗教（道教・カトリック）といった生活が簡潔に活写されている。
　チュオン・ダン・クエはこの書の中でベトナム人が音読した 57 語の日本語（お
そらく 5名のベトナム兵がクエーに聞かせた語彙をもとにしている）を記している。例
えば、「ショ（暑）」の意味での「アクチ（悪志）」、「ザ （ー家）」の意味での「デ （ー蝶）」、
「ハン（寒）」の意味での「タービ（且為）」など。日本語はベトナム語とは違い膠
着語なのでこれらの日本語の発音は正しいとは言えない。例えば「暑い」の意味の
「アチ」は 2音節しかないが本当は「アツイ」と 3音節である。「デー」は 1音節
しかないが日本語では「イエ」と 2音節である。しかしながら、この書に日本語語
彙集が載っていると事実から、ベトナム兵たちが扶桑の国で暮らしに溶け込もうと
29　1チュオン・ダン・クエ（Trương Đăng Quế）は別名クアン・ケー（Quảng Khê）。19 世紀の人物。
1819 年に郷試に合格後ティエウ・チ（ThiệuTrị）王の教育係を務めた。ミン・マン（Minh 
Mạng）帝の時代には会試の主査を何度も務めた。
図 15　『日本見聞録』（図書番号 :A.1164）
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日本語学習を意識的に行ったと読み取れるだろう。また、19 世紀初頭の外国人が
どのように日本語を読んでいたのかという資料にもなるであろう。
おわりに
　越日関係に関する特徴を国内外の専門家たちによる研究や論文を通して整理して
みると、越日間の経済文化交流はかなり早い時期から始まっており、16 世紀から
18 世紀にかけて繁栄し、19 世紀の一時期に中断したことがわかる。ベトナムと日
本はその関係性に消長があったものの、地理的に近く、また歴史文化的に多くの共
通点があるために、越日関係は何世紀にもまたがって続き著しい発展を遂げてきた。
越日関係に関する資料は両国で保存されており、特に漢
ハンノム
喃研究院で所蔵されている
各資料はベトナムと日本の関係を研究する際に今後大いに寄与するであろうし、今
世紀に両国の国民が友好協力関係を発展させる際の礎となると確信する 30。
30　1本論の一部は沖縄大学で発表したものと『ハンノム通報』、『東アジアの文化と琉球・沖縄』
彩流社、2010 年が初出である。
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阿倍仲麻呂帰朝伝説のゆくえ
――『新唐書』と『今昔物語集』そして『土左日記』へ
荒木　浩
1.　はじめに
　阿
あ べ の な か ま ろ
倍仲麻呂は、今日でも『百
ひやくにんいつしゆ
人一首』に載る名歌で名高い。
天
あま
の原
はら
ふりさけ見れば春
か す が
日なる三
み か さ
笠の山に出
い
でし月かも（7番歌）
　これはもともと、最古の勅
ちよくせん
撰和歌集である『古
こきんわかしゆう
今和歌集』（905）の巻 9・羇
き り よ
旅に
収載された和歌である（406 番歌）。『古今集』の詞
ことばがき
書には「もろこしにて月を見て
よみける」とあり、和歌を記した後、長文の左注として、次のように作歌事情が伝
えられる。
この歌は、昔、仲麻呂をもろこしにものならはしにつかはしたりけるに、あま
たの年をへて、え帰りまうで来ざりけるを、この国よりまた使ひまかり至りけ
るに、たぐひてまうできなむとて、いでたちけるに、明
めいしう
州といふ所の海辺にて、
かの国の人むまのはなむけしけり。夜になりて、月のいとおもしろくさしいで
たりけるを見てよめる、となむ語り伝ふる（旺文社文庫）。
　仲麻呂は、留学生として中国に派遣された。長い間帰国しなかったのだが、日本
からの遣唐使が来たついでに、一緒に帰国しようと、ようやく思い立って出立し、
送別の宴を、明州の海辺で行った。夜になって、月が美しく姿を見せたのを見て詠
んだのがこの「天の原」の和歌だと、『古今集』の左注は説明している。
　『古今集』撰
せんじや
者の一人である紀
きのつらゆき
貫之は、『土
と さ に つ き
左日記』の中で、自らの航海になぞら
えてこの和歌の異伝を引き、次のように仲麻呂をしのんでいる。
（正月）二
は つ か
十日の夜の月いでにけり。山の端もなくて、海のなかよりぞいでくる。
かうやうなるを見てや、昔、あべのなかまろといひける人は、もろこしに渡り
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て、帰り来けるときに、船に乗るべきところにて、かの国人、むまのはなむけ
し、別れ惜
を
しみて、かしこのからうた作りなどしける。飽
あ
かずやありけむ、
二十日の夜
よ
の月いづるまでぞありける。その月は海よりぞいでける。これをみ
てぞ、なかまろのぬし、「わが国にかかる歌をなむ、神代より神も詠
よ
んたび、
いまは、上
かみ
中
なか
下
しも
の人も、かうやうに別
わか
れ惜
を
しみ、よろこびもあり、かなしびも
あるときには詠
よ
む」とて、詠めりけるうた、あをうなばらふりさけみればかす
がなるみかさのやまにいでしつきかもとぞよめりける。かの国人、聞き知るま
じくおもほえたれども、ことの心を、男
をとこ
文
も じ
字に、さまを書きいだして、ここの
ことば伝へたる人にいひ知らせければ、心をや聞きえたりけむ、いと思ひのほ
かになんめでける。もろこしとこの国とは、こと異なるものなれど、月の影は
同じことなるべければ、人の心も同じことにやあらむ。
　土佐から京都へ向かう船の中は、海原の真ん中である。山もなく、月は海の中か
ら昇る。都
みやこびと
人には新鮮な情景だろう。『土左日記』は、二十日の夜の月だと書いて
いる。夜遅くに出て有明に残る、下弦の月が昇るまで、宴会は感興尽きることがな
かった。それまでは、漢詩などをやり取りしていたが、望郷の思いが募り、日本に
は、和歌という、伝統的な独自形式の韻文がある。神代の神々から、悲しいとき、
嬉しいとき、思いあまるときは歌を詠むのだと説明して、ついに和歌を披露した。
初句を「青
あをうなばら
海原」としたのは、日記の状況に合わせた、紀貫之の機転であろう。和
歌の意味がわからない人々に対し、仲麻呂が漢文に書き直して、通事を通して伝え
ると、唐土の人々もいたく感心したと言い伝える。人の心はいずこも同じ。そう貫
之は閉じている。
　『土左日記』では、「船に乗るべきところ」とあるだけで、地名は特定されていな
い。『古今集』が「明州」（寧波）とするのは間違いで、本当は蘇州が正しいという
有力な説もある。この和歌の作歌事情については、諸説紛々である 1。
　関連して、古来議論の対象となっているのは、この和歌がどのようにして日本に
伝わったのか、ということである。以下にも述べるように、史実では、仲麻呂がこ
の時乗った船は難破してベトナムにたどり着き、彼は、その後もついに帰国するこ
とが叶わなかった。作歌事情と相
あい
俟
ま
って、この歌を、誰がいつ、どのように日本に
伝えたのか。今日に至るまで、いくつもの推測が提出されている。ところが、その
説明の一つに、仲麻呂は一度日本に帰国して、自らこの歌を伝えたのだとする記録
1　この和歌をめぐる諸説については、北住敏夫「阿倍仲麻呂﹁天の原――﹂の歌私考」（『文学
語学』88 号、1980 年 10 月）など参照。
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が、古くよりある。いかにも荒唐無稽な説話・妄説として処理されがちな伝承であ
るが、そこには、確実な文献学的根拠が存する。本稿では、この阿倍仲麻呂帰朝伝
説のゆくえを追跡して、その伝承に潜む、中世日本文学史上の一隅を剔
てつ
抉
けつ
したいと
考えている。
2.　阿部仲麻呂とベトナム――帰国する平群広成、帰国できない仲麻呂
　まずは、阿倍仲麻呂の伝記について、先行研究 2 を参照して略述しておこう。仲
麻呂（701〔698〕～ 770）は、養老元年（717）、遣
けんとうし
唐使に随行して、吉
き び の ま き び
備真備（693
～ 775）や玄
げんぼう
昉らとともに唐に留学した。太学から科
か
挙
きよ
に登
とうだい
第して、玄
げん
宗
そう
時代に任官・
重用される。数十年を経て、天平勝宝 5年（753）、藤
ふじわらのきよかわ
原清河、鑑
がんじん
真らとともによう
やく帰国の途に就いたが、清河と仲麻呂の乗った第一船は、ベトナム・安南の地に
流されてしまう。言い知れぬ苦労の末に長安に戻った仲麻呂は、その後、安
あんなん
南
節
せ つ ど し
度使も歴任した。同じようにベトナムに漂着した、同時代の遣唐使・平
へぐりのひろなり
群広成（？
～ 753）とともに、仲麻呂は、日越交流史の巻首を飾る、最重要人物である。
　平群広成は、天平 5年（733）、多
た
治
ぢ
比
ひの
広
ひろなり
成を大使とする遣唐使として入唐する。
翌年、第三船で帰国の途に就くが、難破して、崑
こんろん
崙国に流された。天平 7年、やっ
とのことで崑崙から唐へ戻る。阿倍仲麻呂が玄宗に進言したこともあって、天平
11 年、苦難の末、渤海経由で無事に帰国を果たしている。同じ時の遣唐使で、第
二船に乗っていた副使中
なかとみのなしろ
臣名代も、やはり「南海」に流された。広州に戻った後、
玄宗の勅書を得て、天平 8年に帰国している。その時、後に東大寺大仏の開眼供養
の導師を勤めることになるインド僧菩
ぼ だ い せ ん な
提僊那とともに、その弟子で林邑（チャン
パー）の僧・仏
ぶつてつ
哲が来朝した 3 のも、ベトナムとの関係で注意される。
　対照的に仲麻呂は、遂に日本には帰れずに、長安で没する。
　12 世紀初頭に成立した『江
ごうだんしよう
談抄』巻 3・1には、阿倍仲麻呂をめぐって、吉備真
備を主人公とする著名な説話が伝わっている。それによると、仲麻呂は、唐土で楼
ろう
2　杉本直治郎『阿部仲麻呂伝研究』（手沢補訂本、勉誠出版、2006 年、初出は 1940 年）、同『東
南アジア史研究 1』（訂補再版、巌南堂書店、1968 年、初出は 1956 年）、同「阿部仲麻呂は安
南節度使として任地に赴いたか否か」（『古代学』13–1、古代学協会、1966 年）、増村宏『遣
唐使の研究』（同朋舎出版、1988 年）他。
3　以上は、東野治之『岩波新書　遣唐使』参照。なおこの仏哲について『大安寺菩提伝来記』
には「瞻波国僧〈此云林邑〉北天竺国仏哲」と書かれており、このチャンパーは北インドを
指し、仏哲もインド僧と見なすべきだとする説がある（林於菟弥「林邑僧仏哲について」『結
城教授頌寿記念　仏教思想史論集』大蔵出版、1964 年）。
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上
じよう
に幽
ゆう
閉
へい
されて餓死した。後に、吉備真備が同様に楼上に籠
こ
められた時、仲麻呂は
鬼となって現れて言談し、真備の危機を救ったという。同巻 3・3 には、関連の
言
げんだん
談も載っており、「天の原」の和歌も引かれている。この説話を絵画化したのが
『吉
き び
備大
だいじん
臣入
にっとう
唐絵
え ま き
巻』（ボストン美術館蔵）である。
　奇妙きてれつなこの伝説は、真備が読解を課せられたという『野
や
馬
ば
台
たい
詩
し
』注釈書
にまつわる言説とも関わって、長く命脈を保つ。江戸時代成立の『阿
あ
倍
べの
仲
なか
麿
まろ
入
につ
唐
とう
記
き
』という作品では、仲麻呂と真備の伝説に、秘伝書『簠
ほ
簋
き
内
ない
伝
でん
金
きん
烏
う
玉
ぎょく
兎
と
集
しゅう
』の
伝来を絡め、独自のグローバルな時空観に支えられた小説へと転じている。いずれ
にせよそれは、仲麻呂の中国の地での死が、絶対の前提となる説話である。
　吉備真備は、仲麻呂とともに留学生として入唐し、天平 5年に帰国する。それか
ら 20 年ほどが経った天平勝宝 4年に、遣唐使の副使となって、再入唐している。
伝説は、この事実を受ける。その時の大使が清河であった。この遣唐使の帰国時に、
仲麻呂が一緒に乗った清河の船は難破して、ベトナムにたどり着いた。かたや真備
は、ふたたび無事に帰国する。『江談抄』の伝説は、この対照的な因縁を昇華した
物語なのである。
3.　阿倍仲麻呂帰国伝説の発生（1）――『今昔物語集』の場合
　ところが、『江談抄』と期を接して、12 世紀半ばに成立した『今昔物語集』では、
その時仲麻呂はベトナムには行かず、日本に還って、自ら「天の原」の和歌をめぐ
る成立事情を語った、と明言する。仲麻呂自身の話がもとになって、人々は、この
歌をめぐる逸話を語り伝えることができたというのである。
今
イマハムカシ
昔、安陪仲麿ト云
イフ
人有ケリ。遣唐使トシテ物ヲ令
ナラハシメ
習ムガ為ニ、彼国ニ渡ケリ。
数
アマタ
ノ年ヲ経テ、否
エ
返リ不
コ ザ
来リケルニ、亦此国ヨリ　　　　ト云フ人、遣唐使ト
シテ行タリケルガ、返リ来ケルニ伴ナヒテ返リナムトテ、明州ト云所ノ海ノ辺
ニテ、彼ノ国ノ人 餞
ハナムケ
シケルニ、夜ニ成テ月ノ極
イミジ
ク明カリケルヲ見テ、墓
ハカ
無
ナ
キ
事ニ付テモ、此ノ国ノ事思ヒ被
イデラレ
出ツヽ、恋ク悲シク思ヒケレバ、此ノ国ノ方ヲ
詠
ナガ
メテ、此
カク
ナム読
ヨミ
ケル、
　　アマノハラフリサケミレバカスガナルミカサノ山ニイデシツキカモ
ト云
イヒ
テナム泣ケル。
此レハ、仲丸、此国ニ返テ語
カタリ
ケルヲ聞
キキ
テ語リ伝ヘタルトヤ（『今昔物語集』巻 24
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「安陪仲麿、於唐読和歌語第四十四 4」）。
　下線を付した末尾の一行は、鎌倉初期以前成立の『古
こ
本
ほん
説
せつ
話
わ
集
しゅう
』や『世
よ
継
つぎ
物
ものがたり
語』
に載る同話には見えない。
いまはむかし、あべのなかまろが、もろこしにつかひにてわたりけるに、この
くにのはかなきことにつけて思いでられて、こひしくかなしくおぼゆるに、月
のえもいはずあかきに、この国の方をながめて思ひすめしてよめる、
　　あまのはらふりさけみればかすがなるみかさの山にいでし月かも
となむよみてなきける（『古本説話集』45）。
今は昔、あべの仲麿をもろこしへ物ならはしにつかはしたりける。年をへてえ
帰りまうでこざりけり。はかなき事につけても、此国の事恋しくぞおぼえける。
めいしうといふ海づらにて月を見て、
　　あまの原ふりさけみれば春日なる三笠の山に出し月かも
となむよみて泣きける（『世継物語』）。
　この二つの説話集が『今昔物語集』と共有する同話群は、おおむね同文性が高く、
散
さん
佚
いつ
「宇治大納言物語」という仮名説話集を共通母胎の出典とする可能性が高いと
考えられている。だが、この仲麻呂説話に関しては、相互に微妙なズレがある。そ
して『古本』と『世継』の記述は、いずれも帰国の行為自体を記さない。帰国説は
『今昔』のみの付加らしい。一方で、中世の『古今和歌集』注釈書では、仲麻呂は
帰国して、出家した、という伝説まで生まれている 5。
故国へ帰れないままに唐土で死んだ。とすれば、明州（実は蘇州）で詠んだと
いう「あまのはらふりさけみれば」の歌は、どのようにして日本に伝えられた
のか？　遣唐使一行の誰か、たとえば第三船に乗って帰った吉備真備が伝えた
4　次話は小野篁の隠岐配流をめぐる歌話で、いずれも遣唐使説話である。　
5　杉本直治郞『阿倍仲麻呂伝研究』は毘沙門堂本『古今集注』を挙例し、「帰朝ノ時ハ、桓武天
皇ノ御宇也」と記すことを注意する。『日本古典集成　今昔物語集　二』付録の「説話的世界
のひろがり」では、「﹃弘安十年古今歌注﹄では、仲麿は帰国の後に出家し、多武峰に籠って
法名を尊蓮と言ったとまで記す」と指摘する。中世古今集注釈書の概観は、片桐洋一『中世
古今集注釈書解題』1～ 6（赤尾照文堂、1971 ～ 1987 年）参照。
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のか、帰国をあきらめてから誰かに託したのか。あるいはその歌が、実は渡唐
以前の作であったのか。あるいはまた、仲麿が実際に作ったのではなく、仲麿
伝説の中で成立していった歌なのであるか。決着のつけがたい見解が現にいく
つも提示されている。『江談抄』三では、仲麿、漢家の楼上に幽閉されて餓死し、
吉備真備が渡唐のとき、鬼の形に現れて真備を訪ね、この歌を詠むという。
　中世における『古今集』注釈はきわめて説話的であるが、その説話的な了解
のなかで、我々は仲麿の帰国を迎えることになる。日本へ帰ってこの歌を伝え
たというのである。たとえば『弘安十年古今歌注』では、仲麿は帰国の後に出
家し、多武峰に籠って法名を尊蓮と言ったとまで記す。『今昔』二二―四四は、
かかる仲麿帰国説の最も早いものと言えるであろう（日本古典集成「説話的世界
のひろがり」、1978 年）。
　現代の研究書や注釈書では、『今昔』の付記する仲麻呂帰国説は、おおむね、編
者の無知に由来する誤りで、説話の真実性を保持するための弁明として付記したも
のだと受けとられている。
仲麿は帰国せず、唐で没しているので、この記事は史実に反する。作者の無知
に基づく誤記であろうが、同時に説話の真実性を強調するための結語でもある
（日本古典文学全集頭注、1974 年）。
実際は中国で亡くなっているが、帰国して自ら語った体験談に設定。戻ってこ
そ物語が伝わるはずという論理。仲麿帰国伝承（中世古今注）がすでにあった
か（新日本古典文学大系脚注、1994 年）。
仲麿は帰国せず、唐で没。この記事は史実に反する。編者がこういう和歌世界
とは別の世界にあったことを物語るか。説話の真実性を強調するため、体験談
の設定にした話末評語（新編日本古典文学全集頭注、2001 年）。
　全集やそれを改編した新編全集は、「説話の真実性を強調」する類例として、巻
20–11 の「此事ハ彼ノ僧ノ語伝ヲ聞継テ、語リ伝ヘタルトヤ」という表現を示して
いる。新大系は、誤伝ながらも、中世の『古今集』注釈書のような日本側の伝承が、
『今昔』以前に遡る可能性がなかったかと推量している。「中世古今注」にいち早
く注目した、日本古典集成「説話的世界のひろがり」が、「﹃今昔﹄二二―四四は、
かかる仲麿帰国説の最も早いものと言えるであろう」と指摘するのを承けてのこと
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である。
　『古今集』巻 9は、この仲麻呂の歌で始まっている。次歌は「隠岐国に流されけ
る時に、船に乗りて出で立つとて、京なる人のもとにつかはしける」という詞書を
持つ、次の『百人一首』所収歌である。
わたの原八
や
十
そ
島
しま
かけてこぎいでぬと人には告げよ海
あ ま
人の釣
つりぶね
舟
　『今昔物語集』でも、仲麻呂説話の次話は、この歌を含む小野篁の説話で、遣唐
使の派遣をめぐる対の文脈である。そしてその末尾は、「此レハ篁ガ返
カヘリ
テ語ルヲ聞テ、
語リ伝ヘタルトヤ」と終わっている。『今昔』の注釈書が、仲麻呂帰国説をもって、『今
昔』側の仮構の営みとして解釈しようとするのは、そこに、こうした「二話一類様
式 6」の『今昔』の論理が観察されることと関係する 7。
　先にも少し触れたように、『今昔』と『世継物語』『古本説話集』との共通母胎と
して知られるのは、宇
う じ
治大
だい
納
な
言
ごん
源
みなもとの
隆
たかくに
国（1004 ～ 77）が説話を蒐集した、散佚「宇
治大納言物語」である。『今昔物語集』の成立は、12 世紀半ばと推測される。隆国
没して百年近くが経ち、「宇治大納言物語」を承けつつも、『今昔』において初めて
仲麻呂帰国説が付記されたことになる。その年月と営為には、どのような意味があ
るのだろうか。単なる横並びの伝承性の強調か。あるいは、新大系が示唆するよう
に、『古今和歌集』の注釈が展開して日本側の伝説が醸成され、『今昔物語集』はそ
れを採択したのだろうか。
4.　阿倍仲麻呂帰国伝説の発生（2）――『旧唐書』から『新唐書』へ
　そうではない、と思う。明確な文献学的徴証がある。そのポイントは、『旧
く
唐
とう
書
じょ
』と『新
しん
唐
とう
書
じょ
』の東夷伝に記された、阿倍仲麻呂伝の解釈の推移である。あたか
も隆国の晩年と期を重ねて、唐代の歴史について、正史の書き換えがあった。『旧
唐書』（945 年成立）から『新唐書』（1060 年成立）への改編である。そして阿倍仲
麻呂伝については、飛躍的な変化が、そこには刻されていたのである。
　まず『旧唐書』東夷伝によって、その伝を示す。
6　国東文麿『今昔物語集成立考　増補版』（早稲田大学出版部、1978 年）が提起した『今昔物
語集』における説話配列の原理。
7　仲麻呂説話の前話は、紀貫之が土佐の守の任が終わる年に、幼い男子を亡くし、その悲しみ
を帰洛時に柱に書きつけた和歌の説話で、『土左日記』の仲麻呂譚引用と脈略が通じている。
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開元の始、又た使を遣わして来朝す。［中略］其の偏使朝臣仲満、中国の風を
慕い、因って留りて去らず。姓名を改めて朝衡と為し、仕えて左補闕・儀王友
を経たり。衡、京師に留まること五十年、書籍を好み、放ちて郷に帰らしめし
も、逗留して去らず。
天宝十二年、又た使を遣わして貢す。上元中、衡を擢んでて左散騎常侍・鎮南
都護と為す。［下略 8］
　「慕中国之風、因留不去」（原文）と記されるように、当初から帰ろうとしなかっ
た仲麻呂だが、50 年を経て、帰国を許される。だが、「放帰郷逗留不去」、ついに
帰郷を果たさず、留まって帰国しなかったと、『旧唐書』には明記されている。そ
してこの部分が、『新唐書』では大きく変わっているのである。
……其副使朝臣仲満、慕華不肯去。易姓名曰朝衡、歴左補闕・儀王友、多所該識。
久乃還。聖武死、女孝明立、改元曰天平勝宝。天宝十二載、朝衡復入朝。上元中、
擢左散騎常侍・安南都護。
　下線を付したように当該部は、『新唐書』になると改稿されて、「久乃還」となっ
ている。さらに天宝十二載（753）に、仲麻呂（朝衡）は、「復た入朝」したと書い
てある。一旦帰国して、再入国したと読むほかはない。
『旧唐書』には、「放帰郷逗留不去」といふから、これを文字通りに解すれば、
朝衡は遂に帰国しなかつたことになる。『新唐書』では、「久乃還」とある故、
これによれば、彼は勿論帰国したことになる。一は帰国しなかつたといひ、他
は帰国したといふ。これが矛盾でなくて何であらうか（杉本直治郞『阿倍仲麻呂
伝研究』）。
　この「矛盾」が起こった理由については、杉本が、「解釈の仕様によつて、必ず
しも ﹃新唐書﹄が、﹃旧唐書﹄以外の史料に拠つたと考へなければならぬほどのも
のでもないやうである」と述べる通りである。直接的には、『旧唐書』で、「又遣使
貢」と名前を出さずに記された、「次に見える天宝年間の使者を朝衡と解し」（杉本
前掲書）、続く上元年中の仲麻呂の記事と短絡したために生じた『新唐書』の誤読
8　以下、石原道博編訳『新訂旧唐書倭国日本伝・宋史日本伝・元史日本伝――中国正史日本伝（2）』
（岩波文庫、1986 年）の訓読と本文を参照した。
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だろう。しかしともあれ、正史として改定された『新唐書』自体の文意は明確であ
る。仲麻呂の帰国説は、正史『新唐書』で変改された記述を根拠に据えた、正統の
訛
か で ん
伝なのである。
　ただし問題はそれでお仕舞いではない。ここには、唐代の歴史とそれを記した歴
史書とその内容が、どのように伝播して受容されたのかという問題が残っている。
宋代には「書
しよきん
禁」という制度があり、史書の輸出が禁じられていたからである。
　宮崎市定の古典的論文によれば、宋代には「前代の歴史、唐書、五代史、新唐書、
新五代史の編纂があり」、「日本などの諸国は、何れも斯かる新刊本を手に入れたい
と熱望したのであるが、宋ではそれが遼に流入することを恐れて、遼以外の諸国に
対しても同様に書籍の輸出を禁止していた 9」。とはいえ、日本においても、唐の歴
史への関心は高かった。宮崎が続けるように、「その新刊が日本に渡らなかったと
すると日本人はいつも近代中国の歴史を知らぬことになる。仏教の教理や儒教の学
説は、いつも日本では中国から最新の知識を得ているのに反し、中国の現状に対す
る研究は極めて不十分であった。中国が宋の時代に入っているのに日本では未だ唐
代の歴史を知らず 10」、などと手をこまねいていたわけではないだろう。宋代の禁
書がどの程度の厳密性を保持していたかについても、個別の検証が必要である。
　たとえば森克己は、「平安時代の貴族たち」の「宋朝の摺本」への「熱望」と、
それに応える宋商たちの「贈物」活動を記している。また森は、「国外輸出は厳重
に禁じられていた」『太平御覧』の流出を論じて、「宋朝が最も誇りとし、それだけ
にまた輸出防止に努めた太平御覧でさへこのように海外へ続々輸出されていたとす
れば、太平御覧より巻数の遙かに少い史書の如きは一層容易に、また旺に輸入され
たであろうことは想像するに難くない」と述べる。『太平御覧』の日本への到来は
平清盛の時代であるが、同書は『旧唐書』を多く引き、阿倍仲麻呂の記事もそこに
含まれている。さらに森は、藤原頼長の日記『台記』に見える「藤原頼長の閲読し
た史書」を拾い上げ、その中で「特に注意すべき点は五代史と新唐書である。五代
史・新唐書は共に宋の欧陽脩が勅を奉じて嘉祐年中（後冷泉天皇時代）に編集した
ものである。この宋朝勅撰の正史が編集完成より八十余年後に禁書にもかかわらず
宋商によってもたらされたことは、宋朝史書の国外流出の実情を示すものにほかな
らない。次に、頼長と同時代に相竝んで好学家・蔵書家として名高かった藤原通憲
の通憲入道蔵書目録中より史書を拾い出して見ると 11」、その中には「唐書目録」
9　宮崎市定「書禁と禁書」（宮崎著、礪波護編『東西交渉史論』中公文庫、1998 年、初出 1940 年）。
10　宮崎前掲論文。
11　森克己『日宋文化交流の諸問題』所収「日唐・日宋交通における史書の輸入」（刀江書院、
1950 年、『増補日宋文化交流の諸問題　新編森克己著作集 4』増補版、勉誠出版、2011 年）。
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も見えていると指摘する。本稿にとって貴重な情報である 12。
　こうした時代状況に加えて、阿倍仲麻呂の在唐時期が、安禄山の乱（755 ～ 757）
と重なっていることも見逃せない 13。安禄山の乱について、朝廷は深い関心を抱い
ており、情報も早く伝わっていた（『続日本紀』天平宝字 2年など）。一方で、阿倍仲
麻呂と安禄山の同時代性と因果は、日本では長く記憶されて、特立されていく。近
世の『阿倍仲麿入唐記』では、両者を直接絡ませて、虚像を膨らませた小説化がな
されていた。
　阿倍仲麻呂帰朝説を最初に記した『今昔物語集』には、玄宗と楊貴妃と安禄山の
乱をめぐる説話も載っている（巻 10「唐玄宗后楊貴妃依皇寵被殺語第七」）。その出典
は『俊
としよりずいのう
頼髄脳』という仮名書きの歌論書であるが、当該説話を分析した麻原美子は、
そこに『旧唐書』や『新唐書』に由来する記述の接ぎ穂があると指摘する。概要部
分のみを引用すると、『今昔』の説話には、「玄宗が貴妃に迷って国政が乱れ、反乱
が生じたのも当然であれば、元凶の貴妃が殺されるのも政治道徳の上からはやむを
得ないのだとする見方」が示されていること、そしてそこには、『旧唐書』九本紀
などとの「間接的な何らかの関係が認められるのである」と述べている。麻原はま
た、「﹃今昔﹄の説話からうかがえることは、平安末期になって﹁長恨歌﹂物語（説
話）の上に﹁長恨歌﹂﹁長恨歌伝﹂以外の中国史書によって歴史的事実を新しく付
加していこうという傾向が認められる」ことだという 14。
　『今昔』に影響したという『旧唐書』9・本紀 9の記述は、麻原自身が出典注記す
るように、「﹃新唐書﹄五、﹁本紀﹂五、﹃新唐書﹄七六﹁列伝﹂一の記事も」「同じ」
である。さらに麻原は、やはり 12 世紀後半に成立したと考えられている『唐物語』
第 18 話について、「﹃俊頼髄脳﹄の長恨歌説話を根幹として、すなわち﹁長恨歌﹂
﹁長恨歌伝﹂を基軸に、平安末期の趨勢である﹃旧唐書﹄﹃新唐書﹄等の各種史書
をつきあわせた方向線上に成立したのが、﹃唐物語﹄である」という。「しかし単な
る長恨歌世界の物語化でないことは、﹃新唐書﹄（七六、「列伝」）の貴妃伝を参照し、
楊貴妃が帝の弟の寧王の瑠璃の笛を吹きならした不遜僭上な振舞いによって帝から
譴責処分に付された時、自らの髪を切って献じて罪を謝した話を付加し、﹃旧唐
12　信西が、平治元年（1159）11 月 15 日に描いたという「長恨歌絵」には「数家之唐書及唐暦、
唐紀、楊妃内伝」が引かれていた（『玉葉』建久 2年〔1191〕11 月 5 日条）ことも想起される。
大江匡房の『江談抄』5–63（『水言抄』14）には「唐の高宗のときに通乾の年号有り。反音
は不吉なり。よりて改む。この事、唐書に見ゆ」（新日本古典文学大系）とあるが、対応す
る記述は『旧唐書』『新唐書』ともに見えない。江談抄研究会編『古本系江談抄注解　補訂版』
（武蔵野書院、1993 年）参照。
13　安史の乱と総括される、史思明、そしてその子史朝義の乱が終結するのは 763 年。
14　麻原美子「我が国の﹁長恨歌﹂享受」（川口久雄編『古典の変容と新生』明治書院、1984 年）。
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書﹄（「本紀」九、一三）によって、安禄山の変、楊国忠と貴妃が誅される経緯を記
述していることであり、玄宗と貴妃の話を一つの歴史的事件として原因・経過・結
果という因果関係で構想化して、長恨歌物語の決定版とした筆者の意気込みがうか
がえる」と、麻原は、踏み込んだ評価を加えている。この人気のトピックについて
は、『旧唐書』と『新唐書』の読み合わせが行われていた可能性さえ示唆している。
ちなみに私が調べた例でいえば、建保 7年（1219）の跋を持つ『続古事談』巻 6–3 は、
楊貴妃をめぐって、『長恨歌伝』を引用し、玄宗とのゆかりや安禄山との密通説な
どを伝える逸話摘記であるが、その冒頭には楊貴妃の尸解仙説を論じて「或唐書」
を引く。これは記述内容から、『旧唐書』を指している 15。
　話を仲麻呂に戻そう。杉本直治郎は、『新唐書』が仲麻呂伝の記載に反映したと
おぼしい小さな徴証を、次のように指摘している。
『扶桑略記』（巻六）元正天皇の霊亀二年八月の条には、「大伴山守為遣唐大使。
多治比県守・安倍仲麿為副使。（下略）」とあつて、仲麻呂（即ち仲満）副使説
を取つてゐる。これまさに『新唐書』の副使仲満説を支持するものであらねば
ならぬ（前掲『阿倍仲麻呂伝研究』）。
　『旧唐書』には「偏使」とある。たった一字の違いだが、論じてここに至れば、
重要な傍証というべきだろう。『扶桑略記』の最終記事は寛治 8年（1094）。それが
同書成立の上限である。『新唐書』の仲麻呂伝はおそらく確実に浸透していた。そ
して阿部仲麻呂帰朝説は、『新唐書』による新しい知見なのであった。
　しかし史実は異なっている。『続日本紀』以下の本邦の記録によって、そのこと
もまた厳然とした事実として認識されていたはずだ。日本の正史『続日本紀』には、
「前学生阿倍朝臣仲麻呂在唐而亡」と記されている 16。だがそこに書いてあるのは、
仲麻呂が唐で死んだ、ということだけだ。安禄山と同時代の高官であった仲麻呂は、
その乱の直前に帰国を試みて失敗した。李白は、彼が死んだと思い込んで哀悼の詩
を作る。ところが仲麻呂は、その時、ベトナムに流されて生きていたではないか。
一度は日本にもたどり着いていたって不思議じゃない。12世紀以降の日本では、『新
唐書』という中国の正史に由来する知識を根拠に、彼が実は真備のように、ひとた
びは帰国していたのだ、という新説に思いを繋ぐ。その死は、二度目の入唐の時な
15　川端善明・荒木浩校注『新日本古典文学大系 41　古事談　続古事談』当該脚注参照。また
信西は「数家之唐書及唐暦、唐紀、楊妃内伝」を引いて「長恨歌絵」を書いている（本稿注
12 参照）。
16　『続日本紀』巻 35、宝亀 10 年（779）5 月 26 日条。
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のでは……。そして彼は、その一時の里帰りの時に、望郷の思いに溢れた哀しい和
歌を本邦に伝えた。そんなロマンの訛伝の渦は、江戸時代の『百人一首』の注釈書
の世界にも、根強い一説として、脈々と広がっている 17。
5. 『土
と
左
さ
日
に つ き
記』の原本と「に」の孤例
　最後に、仲麻呂帰朝説がもたらした影響の一例が、『土左日記』本文にも見出せ
ることを指摘しておきたい18。その前提として、『百人一首』の注釈書には、『古今集』
や『土左日記』の記述を踏まえて、仲麻呂帰朝説の傍証とすることがあるのを確認
しておく。
御抄云。此仲麿、久しく在唐して、帰朝の時、利根無双の人にて、帰朝をせん
事をおしみて殺さんとしたり。されども、奇瑞ありて帰朝せしなり云云。［中略］
愚案、此説のごとくならば、仲麿、一度帰朝して、又入唐の後、唐にて卒する
事あきらか也。『古今』『土佐日記』等にも帰朝せしよし侍り。或説云、聖武の
朝に帰朝して、孝謙の天平勝宝五年、遣唐使にて入唐す云云。
　一説栄雅云〈古今註〉、此集に書のせたるごとく、帰朝せんとしけるが、又
思ひとまりて、つゐに漢土にて、唐の大暦五年に卒す。日本宝亀元年にあたる。
年七十九（三イ）云云（『百人一首拾穂抄 19』）。
　『土左日記』通行本では、仲麻呂が和歌を詠む時の状況として、「もろこしに渡り
て、帰り来けるときに」と書いている。一時帰朝説を念頭におけば、確かに誤解を
招きやすい表現だ。『古今集』では「仲麻呂をもろこしにものならはしにつかはし
たりけるに、あまたの年をへて、え帰りまうで来ざりけるを、この国よりまた使ひ
まかり至りけるにたぐひて、まうできなむとて、いでたちけるに」とある。比較す
ると『土左日記』では、表現の圧縮がなされている。せめて下線部が「帰り来むと
17　後掲する北村季吟『百人一首拾穂抄』参照。同書の記述は『阿倍仲麿入唐記』にも引かれて
いる。
18　以下の記述については、拙稿「かへりきにける阿倍仲麻呂――﹃土左日記﹄異文と﹃新唐書﹄」
（倉本一宏編『日記・古記録の世界』思文閣出版、2014 年 3 月刊行予定）と題したコラム
で別角度から論じており、参照を乞う。
19　引用は『百人一首注釈叢刊 9　百人一首拾穂抄』（和泉書院、1995 年）。「御抄」は後水尾院
の『百人一首抄』を指す。この一連についても『新唐書』が背景にある。前掲「かへりきに
ける阿倍仲麻呂――﹃土左日記﹄異文と﹃新唐書﹄」参照。
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するときに」などと表現されていれば、ずっと明瞭であっただろう。
　そうした文脈の中で『土左日記』には、「もろこしに渡りて、帰り来にけるときに」
と「に」を付加する伝本がある。「に」は、いわゆる完了の助動詞「ぬ」の連用形
である。「にけり」という連語は文法上、「物事の完了し、それが存続することを詠
嘆的に回想することを表わす 20」。まさにこの本文形は、仲麻呂一時帰朝説と直結
する表現なのである。
　こうした本文は、どのように伝わっているのだろうか。実は、孤例で、為
ためいえ
家本
（青
せいけいしよおく
谿書屋本）のみに「かへりきにける」とあるのである。
　少しだけ解説を加えておこう。昭和時代の『土左日記』の本文研究は、池
いけ
田
だ
亀
き
鑑
かん
『古典の批
ひ
判
はん
的
てき
処
しよ
置
ち
に関する研究』（岩波書店、1941 年 21）によって確立した。同書は、
紀貫之自筆本（蓮
れん
華
げ
王
おう
院
いん
本）を忠実に写したという藤原為家本を、江戸時代に忠実
に写したという青谿書屋本をもとに、影印を用いて本
ほんもんひひよう
文批評を試み、原本の復元を
試みたのである。池田亀鑑の本文批評は次のようになされており、底本にはあった
はずの「に」が消える理由がわかる。「青本」とあるのが、青谿書屋本を指す。
諸本はすべて「きける時」とある。為相本にも「に」がないのは、定家本その
他による改修か、又は為家本の形の忠実な伝承か明かでない。もし、為家本の
形を伝へるものとすれば、青本に「に」の字の存するのは、青本の書写者によ
つて犯された衍字かも知れない。いづれにせよ、貫之自筆本には「に」は存し
なかつたと見るべきである 22。
　その後、所在不明になっていた嘉禎 2年（1236）書写の為家本そのものが、1984
年に発見され、青山短期大学に収蔵された（現大阪青山歴史文学博物館蔵）。重文指
定を経て、現在は国宝に指定されている（1999 年）。青山本の影印は出版されてい
ないが、萩谷朴編『影印本　土左日記（新訂版）』（新典社、1989 年）の頭注で、そ
の内容を確認することができ、為家本にも「に」があることがわかる 23。それは、鎌
倉時代の最重要本文であった。
　しかし、池田亀鑑の最終的な結論は、おそらく正しい。「貫之自筆本には﹁に﹂
20　松村明編『日本文法大辞典』（明治書院、1971 年）。
21　現在は PDFファイルが、ネット上で閲読できる。
22　『古典の批判的処置に関する研究』第一部土左日記原典の批判的研究・第四章青谿書屋本の
吟味と修正・第五節獨自本文とその修正。
23　その後の研究状況については、伊井春樹「為家本﹃土左日記﹄について」（『中古文学』71、
2003 年 5 月）に詳しい。
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は存しなかつたと見るべきである」。理由は、「に」を補読した本文では、「にけり」
の文法的法則に従って、仲麻呂の帰国が「完了し、それが存続することを」表して
しまうからである。紀貫之は 945 年に歿している。彼は『旧唐書』さえ読むことが
できなかった。考えられるのは、『新唐書』の所伝を知りえた鎌倉時代の知識によっ
てもたらされた、藤原定家・為家親子のいずれかによる誤伝 24 である。それは一見、
ささいな誤伝であるが、当時の人々が託した仲麻呂帰朝への思いが投影された、重
い異文ではなかったか。
　民間による対外交流が活発化したその時代に、帰国できずに美しい和歌を残した
いにしえの仲麻呂のイメージは、より幻想の度合いを深めつつ、リアルで鮮明に投
影される。本稿ではそんな歴史の風景を切り取ってみた。小さな宇宙ではあるが、
たとえばこうした「に」の所在や痕跡にこそ、いかにも国文学的な世界がある。そ
の学問的意義を、小さな声で誇らしげに語ってみたい。
【付記】本書に引用した古典本文は、明記した以外では、新日本古典文学大系（『続日本紀』『今昔物
語集』）、講談社学術文庫（『古本説話集』）、続群書類従『世継物語』、新編国歌大観（和歌類）な
どに拠ったが、引用に際し、諸注釈や伝本を参照し、漢字を当てたり、句読点を施すなど、表記
の変更を施している。
24　為家本が写したのは紀貫之自筆本ではなく、貫之自筆本を模写した定家の本であるとの説が
ある。
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16世紀～18世紀における日本とベトナムのダン・チョンとの関係
――日本に保管される文献資料および遺物から
チャン・ドック・アィン・ソン
要旨
　2013 年 4 月末から住友財団基金（日本）の資金で、我々は「16 世紀～ 18 世紀に
おける日本とベトナムスーダンチョンとの関係」というテーマで研究を進めてきた。
本研究はチャン・ドック・アィン・ソン博士（ダナン経済社会研究開発院）が率い、ファ
ン・ハイ・リン博士（ハノイ国家大学の人文科学大学）とファン・タン・ハイ博士（フ
エ故都遺跡保存センター）の協力を得て実現された。
　科学的な目的以外としては、本研究では 16 世紀～ 18 世紀における日本とベトナ
ム中部との外交、交易、文化などに関する史料や物品を探して、ダナン日本文化交
流センターに展示するアイテムを構築することも目指したい1
1
。
　本研究を進めている間に、我々は 2回訪日して、日本で保管されている1
2
、このテー
マに関連する史料と物品を調査・検索した。この旅で我々はテーマに関連する大量
の史料と物品にアプローチし、調査・複製・検索した。これらの史料と物品は我々
が調査・研究を行った日本の県や都市の図書館、文書所、博物館、寺院などに展示・
保管されていた。その中には、日本政府により重要文化財として認められているも
のも多かった。
　本セミナーでは、我々は 16 世紀～ 18 世紀における日本とベトナムスーダンチョ
ン1
3
の交易関係に関連するいくつかの史料と物品を紹介したい。これは上記の研究
テーマの一部である。16 世紀～ 18 世紀における日本とスーダンチョンとの関係を
反映した史料と物品を選定して、本セミナーで紹介する理由は、16 世紀～ 18 世紀
1　1ダナン日本文化交流センターは、ダナン市委員会とベトナム日本交流促進センター（NPO）
の協力でダナン市グー・ハイン・ソン区に建設中である。2016 年の終わりに正式に開設され
る予定である。　　
2　1最初の旅は 2013 年 7 月 9 日から 7月 21 日までチャン・ドック・アィン・ソン博士により主
催され、堺（大阪府）、沖縄、福岡、長崎と島根を訪問した。2回目の旅は 10 月 16 日から 10
月 22 日までチャン・ドック・アィン・ソン博士とファン・ハイ・リン博士により主催され、
東京、名古屋、大阪と松阪（三重県）を訪問した。
3　1当時、ダンチョンは日本人によって交趾（ジャオチー）、安南（アンナン）、広南（クアンナム）
など、様々な名前で呼ばれていた。
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にかけて日本とベトナムスーダンチョンとの間で外交や交易といった交流がかなり
活発になり、そうした交流活動が大量の文献・史料に記録され、現地および日本と
ベトナムの博物館にその痕跡が残っているからである。
　便宜上これらの史料と物品を、文献・考古学的な遺物・美術館の物品という三つ
のタイプに分けて紹介する。
1.　文献
　文献史料は日本とベトナム、特に日本とスーダンチョンとの関係を示しており、
この数十年の間に日本とベトナムの多くの学者により考究・発表された。今回のセ
ミナーでは、我々が最近、調査および史料の検索に日本へ行って直接アプローチ・
考究した文献だけを紹介する。それらは東洋文庫、東京大学図書館、慶應義塾大学
図書館、昭和女子大学図書館、関西大学図書館、九州国立博物館、長崎歴史文化博
物館などの図書館、登記所、博物館などに保管されていたものである。
　アプローチ・考究した文献の中で、特に注意すべきものは次のものである。
　1.　院王とクアンアンの領域の支配者から日本の支配者へ送られた、両国間の外
交と交易を認めた 9 通の手紙のコレクションである。これらの手紙は 1591 年、
1609 年、1610 年（2 通）、1611 年、1624 年（2 通）、1672（2 通）に書かれたもので
ある（写真 1）。その中で、特に注意すべきものは、『クアンフン』14 号（1591 年）
に“An Nam quốc Phó đô đường Phúc Nghĩa Hầu Nguyễn Thư giản”という人物が日本
の支配者に送った、安南国（スーダンチョン）との外交関係を樹立することを提案
する手紙である。これは、現在までに発見されたスーダンチョンの政府が日本の支
配者に送った手紙のうち、一番古い年代のものである1
4
。
　2.　4 通の朱印状があるコレクション。幕府が 1604 年（2 通）、1605 年（2 通）、
1614 年に発行し、17 世紀初頭に日本の商船がスーダンチョンへ来航して交易する
のを許可したものである（写真 21
5
）。
　3.　1617 年と 1633 年に日本の商人が、日本の商船の積荷購入についてスーダン
チョンの窓口担当者と取り交わした 2枚の契約書のコレクションである（写真 31
6
）。
　4.　スーダンチョン政府が 1632 年に日本の支配者に贈った贈り物の目録である
（写真 41
7
）。
　5.　17 世紀の 4枚の手紙のコレクション。江戸時代の日本の角屋という名高い商
4　本資料は現在福岡県の九州国立博物館に保管されている。
5　上に同じ。
6　1本資料は現在福岡市の博物館に保管されている。九州国立博物館により 2013 年 6 月 14 日～
2013 年 9 月 6 日にかけて開催された「The Great Story of Vietnam」展で展示された。
7　1本資料は日本の重要文化財として認められた。同じく「The Great Story of Vietnam」展で展示
された。
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人家族からの手紙であり、16 世紀～ 17 世紀の間の日本とスーダンチョンとの交易
活動に関して、家族同士でやり取りした手紙である（写真 51
8
）。
　6.　徳川幕府の官吏である近藤重藏が 1795 年～ 1797 年の間に編纂した『安南紀
略藁』の手書きの作品。『安南紀略藁』は漢文と日本語で書かれ、16 世紀～ 18 世
8　1本資料は現在博物館に保管されており、日本の重要文化財として認められている。こちらも
「The Great Story of Vietnam」展で展示された。
写真 1　院王から日本政府へ提出された手紙 写真 2　朱印状があるコレクション
左：写真 3　日本の商人がスーダンチョンの窓口担当者と交わした 2枚の契約書
中：写真 4　スーダンチョン政府から日本政府への贈答品目録
右：写真 5　17 世紀の角屋という名高い商人家族からの手紙
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紀の間にスーダンチョンを訪れた日本人の口頭伝承に基づいてスーダンチョンの歴
史、習慣や文化を記録したものである。その中には、将軍徳川吉宗が 1728 年にク
アンアンで 2頭の象を買い日本に持ち帰ったというエピソードの後で、クアンアン
人の象使いが口頭で語るクアンアンでの象についての文章がある1
9
。
　日本の多くの図書館と文書所は近藤重藏による『安南紀略藁』の異なる手書きバー
ジョンを保管している。島尾稔教授（慶應義塾大学）の支援を得て、我々は次のバー
ジョンにアプローチできた。
　・1『安南紀略』と名付けられたバージョンは 3冊あり、国立古文書館に保管
されている（写真 6）。
　・1『安南紀略藁』となっているが、内容が違うバージョンが二つある。それ
9　1ファン・ハイ・リン「徳川吉宗将軍のクアンアン象」『ダナン経済社会発展』第 30 号、2012
年 6 月、項 39 ～ 48 を参照。
上：写真 6　『安南紀略藁』の手書きの作品（3冊）
左：写真 7　『安南紀略藁』の手書きの作品、安南紀略藁（2冊）
右：写真 8　『安南紀略藁』の手書きの作品、安南記略（3冊）
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ぞれ 2冊あり、慶應義塾大学図書館に保管されている（写真 7）。
　・1『安南紀略』と名付けられたバージョンは 2冊あり、島尾稔教授の所蔵物
である（写真 8）。
　上記の四つのバージョンすべて、年代は 1797 年である。
　7.　8 枚ある彩色画セットには、スーダンチョンの人々の衣装、船、作業道具、
武器各種と生活風景が描かれており、東洋文庫に保管されている。近藤重藏の『安
南紀略藁』のイラストである。島尾稔教授の考究によると、この彩色画セットは
1817 年にリーギアという人物により描画されたという。
　東洋文庫の彩色画セット以外では、東京大学の資料室にも植物紙の上に黒インク
で描画し赤色で色付けられた絵画セットが保管されている。それも『安南紀略藁』
のイラストである。近藤重藏が『安南紀略藁』を書いた時期（1795 ～ 1797 年頃）
と同じ頃に描画されたと言われている。現在、東洋文庫に保管されている。これら
二つの絵画セットの表現内容および絵の数は同じだが、サイズ・色・細部の装飾模
様と注釈文などはかなり違っている1
10
。
　8.　『安南漂流記』の手書きのバージョンは、1675 年に水戸市の漁民が航海中に
10　1東洋文庫に保管されている彩色画セット以外に、An Nam quốc giang phiêu lưu phong tục hồng 
sinh đồ という類似の彩色画セットもあり、台北にある台湾国立図書館に保管されている。こ
の 2セットは、絵の数と描画内容は同じだが、注釈の内容が違っている。
写真 9　『安南紀略藁』のイラスト
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スーダンチョンに漂流したことを語っている。彼らはしばらくの間スーダンチョン
に滞在し、1766 年にスーダンチョンから広州（Guangzhou）へ、それから浙江
（Zhejiang）へ行き、長崎（日本）に戻った1
11
。我々は 18 世紀～ 19 世紀までの八つの
バージョンの『安南漂流記』へアプローチした。それらは、「安南記」「安南国漂流
記」「安南国漂流誌」「南瓢記」など、様々なタイトルが付いている。そのうち、5
冊は島尾稔教授の所蔵物で、残りの 3冊は菊池誠一教授（昭和女子大学）の所蔵物
である（写真 9a ～ 9l）。
2.　考古学的な遺物
　文書化された史料へのアプローチ・考究のほか、我々は堺（大阪）、那覇（沖縄）、
福岡、長崎などの都市の考古学センターを訪れたり、直接沖縄の遺跡の今帰仁城や
首里城も訪れたりして、日本とベトナムの間の交流に関連する古代の遺物を調査し
た。これらの遺物は日本の古代の港市場や城跡から出土された。これら遺物のほと
んどは陶器であり、スーダンチョンに起源を持つものはチャンパ陶器、フォクティッ
ク陶器（トゥアティエンフエ省）、タンハー陶器（ホイアン省）、ゴサイ陶器（ビンディ
ン省）などであり、スーダンゴアイ（交趾国）に起源を持つものはチューダウ陶器（ハ
イズオン省）、タンロン陶器などである。詳しくは以下の通りである。
2.1.　堺市で
　堺は日本の関西地方の活気ある商業港で、大阪港の前港であった。日本と朝鮮・
中国・東南アジア諸国間の海上交易の重要な拠点であった。15 世紀より、堺市か
ら多くの日本の商船が北東アジアおよび東南アジアの諸国へ行って交易を拡大した。
中国や朝鮮からの商船もしばしば堺港を訪れた。
　近年、堺市立埋蔵文化財センターの考古学者が堺市の古い港湾地域内の様々な地
点を発掘調査した。彼らは、日本陶器と中国陶器のほかにベトナム陶器も数多く発
見した。堺で見つかったベトナム陶器の一部には青白陶器もあり、年代は 15 世紀
から 16 世紀の間で、スーダンゴアイ（交趾国）に起源を持っている。その他、瓶
やジャーもあり、チャンパ陶器の素焼き（15 世紀）やゴサイン陶器（ビンディン省）、
16 世紀～ 18 世紀に作られたフォクティック陶器（トゥアティエンフエ省）のうち茶
色の釉薬の陶器に属するもの（写真 10b および 10c）もある。それは、スーダンチョ
ンの陶器が 16 世紀～ 18 世紀の間に堺に輸入されたことの証拠である。
11　1彼らは自らの旅とダンチョンで体験したことを長久保赤水という人物に語った。長久保赤水
はその後、『長崎行役日記』を書いた。
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2.2.　沖縄県で
　沖縄は現在日本の領土である。14 世紀半ば以降、琉球は地域内の他国と交易を
始めた。15 世紀に入ると、この海上交易は大きく発展した（写真 11）。沖縄県埋蔵
文化財センターが提供してくれた考古学的発掘調査の結果によると1
12
、1419 年から
1570 年までに、琉球は、交易のために 116 の商船をシアムとパタニ（タイ）、安南（ベ
トナム）、マラッカ（マレーシア）、パレンバン、スマトラ、ジャワとスンダ（インド
ネシア）を含めた、東南アジアの各港へ派遣した。これらの商船の多くはタイとイ
ンドネシアの港行きであったが、唯一、1隻の琉球商船が 1509 年に安南に到着し
ている。この報告によると、これらの商船は東南アジアから大量の商品を購入して
琉球へ持って帰っている。そのほとんどは陶器であった。近年、沖縄首里城の京の
内御嶽遺跡（写真 12）の発掘調査で、日本、中国、タイ、ベトナムからの数千の陶
器が発見された。なかでも、ベトナム陶器は非常に多様であり、年代が 15 世紀頃
のものであるゴサインの青磁、白磁、茶色の釉薬の陶器とチュウダウの青白陶器な
どが見つかった（写真 13a ～ 13b）。
　また、北沖縄の今帰仁城遺跡（写真 14）でも、日本の考古学者が、年代が 15 世
紀～ 16 世紀頃のチュウダウの青白陶器など、一部、ベトナム陶器を発掘している（写
真 15）。
12　1沖縄考古学センターの研究者である金城亀信が提供してくれた首里城遺跡の発掘結果の概要
報告（日本語と英語）。タイトルと出版年は不明。全部で 13 項あり。
写真 10　堺で見つかった 16 世紀～ 18 世紀のベトナム陶器
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左：写真 11　琉球と地域内の各国との海上交易を表す地図
（沖縄県埋蔵文化財センター展示パネルより）
右：写真 12　沖縄首里城の京の内御嶽遺跡
写真 13a–13b　1沖縄の京の内御嶽遺跡で発掘された 15 世紀ベトナムのゴサインの青磁、白磁、茶色の釉薬
の陶器とチュウダウの青白陶器
左：写真 14　今帰仁城遺跡
右：写真 15　今帰仁城で発掘されたチュウダウの青白陶器
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2.3.　福岡県で
　福岡は日本の有名な肥前陶器の拠点であるが、中国、タイ、ベトナムなど他国か
ら大量の陶器を輸入したところでもある。近年では、福岡市埋蔵文化財センターの
考古学者が古代から存在した福岡の様々な港を発掘調査し、日本、中国、タイ、ベ
トナムなどの陶器を数多く発見している。特にベトナム陶器については、福岡考古
学センターに保管されている遺物を調査した我々の判断によると、そのほとんどは
15 世紀のチャンパ陶器、ゴサイン（ビンディン省）の青磁、白磁であり、年代が 16
世紀頃の北ベトナムの陶芸窯から作られた花陶器もわずかに含まれていた（写真
16）。
2.4.　長崎市で
　長崎は 16 世紀から 18 世紀にかけて日本の最も重要な港であり、日本の海上交易
の歴史の中で重要な役割を果たしていた。世界の大交易時代（16 世紀～ 17 世紀）
における海上の「陶器のロード」、「シルクロード」の一番活気のある交易拠点であっ
た。江戸時代の日本の商船の出航元であると同時に、世界中から商船を受け入れた
ところであった（写真 17）。もちろん、陶器はこの港を介して商船が輸出入した重
要な品目の一つである。
　長崎考古学センターの考古学者は長崎港の様々な地点を発掘調査して、日本陶器
と中国陶器のほか、江戸時代のものと思われるベトナム陶器も数多く発見した。長
崎で発掘されたベトナム陶器のほとんどは年代が 16 世紀～ 17 世紀のもので、スー
ダンゴアイ（交趾国）陶器の碗や皿、チャンパ陶器の素焼きの瓶やジャー、ゴサイ
ン陶器の碗および茶器である茶色の釉薬の陶器と白磁などである（写真 18）。
写真 16　福岡で発見されたベトナムの 16 世紀頃の陶器
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　堺、沖縄、福岡、長崎などの考古学的遺跡におけるベトナム陶器、特にスーダン
ゴアイ（交趾国）陶器の出土について説明する。日本の考古学者のほとんどが、そ
れが、15 世紀～ 18 世紀の、日本の商船が地域内の他国との交易ネットワークを拡
大している際の、日本とベトナム間の海上交易の結果であることに同意している。
当時、ベトナムのスーダンチョンは沿岸に非常に発展した港市場ネットワークを
持っていた。代表的なものはタンハー港（トゥアティエンフエ省）、ホイアン港（ク
アンアン省）、ヌオクマン港（ビンディン省）であり、交易に訪れた日本の商船を歓
迎して品物を輸入し、チャンパ陶器、フォクティック陶器、ゴサイン陶器などを日
本へ輸出していたところでもある。これは 15 世紀～ 18 世紀の間の、日本とスーダ
ンチョンとの交易関係を示す生き生きとした証拠である。
3.　博物館の物品
　2013 年に 2回実施した日本での研究・調査旅行で得られた有意義な成果の一つは、
日本の博物館・美術館・神社・寺院などに展示・保管されている、日本とスーダン
チョンの関係を映し出した物品の調査、アプローチ、考究である。我々は幸いにも
大量の珍しい貴重な物品にアプローチできたが、その中には日本の重要文化財も
あった。典型的なものは次のとおりである。
　1.　17 世紀の滝見観世音菩薩像の絵（写真 19）。この絵は元はクアンアンの五行
山寺院の物である。その後、阮王時代に、スーダンチョンで取引をしていた日本の
江戸時代の有名な貿易商人である茶屋一族に対して、その貢献を称えて阮王がこの
絵を贈った。この絵は現在浄妙寺（愛知県）に奉られている。
　2.　17世紀の新六交趾渡航図巻71.8cm×511.8cm）。茶屋一族による長崎からジャ
オチー（すなわちスーダンチョン）への朱印船交趾貿易を描いた「茶屋船交趾渡航
左：写真 17　江戸時代の日本の商船の出航元である長崎港
（九州国立博物館『海のむこうのずっとむこう』フレーベル館、2009 年より）
右：写真 18　長崎で発掘された 16 世紀～ 17 世紀頃のゴサイン陶器の碗・茶器
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交易絵巻」である（写真 20a ～ 20d）。この絵は現在浄
妙寺に保管されており、愛知県の重要文化財に指定さ
れている。
　3.　16 世紀末から 17 世紀初頭にかけての朱印船交趾
渡航図巻絵巻（32.8cm × 1100.7cm）。日本の商船が交易
のために海を渡ってスーダンチョン（広南国）に向かう
旅を描いた。長崎港から出航し、クラオチャム島を経
由してホイアン港に入港し、取引や売買を行った。そ
の後、商船はフースアンへ行って阮王に謁見して贈り
物を献上した（写真 21a ～ 21e）。この絵は現在九州国立
博物館（宰府市、福岡県）に保管されており、日本の重
要文化財となっている。
　
写真 19　滝見観世音菩薩像
写真 20a–20d　17 世紀の茶屋家による新六交趾渡航図巻
b
c
a ｄ
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　4.　17 世紀の金箔の漆箱の上に備え付けられた木製枠の鏡（38.6cm× 34.5cm）（写
真 22）。商人荒木宗太郎の妻であるアニオー姫がベトナムから日本へ持ってきて、
日本に住んでいた時に使った記念の品である。アニオー姫はおそらく日本人と結婚
した初めてのベトナム人女性だと思われる。フランス人研究者（Doumotier）とベト
ナム人研究者（レー・グエン・リュウとグエン・ダック・スアン1
13
）によれば、アニオー
姫は阮福源王（1613 年～ 1635 年の支配）の娘であり、商人荒木宗太郎（阮福源王が
彼にグエン・ダイ・ルオンというベトナム語の名前を与えた）と結婚した1
14
。この鏡は長
崎歴史文化博物館の所蔵物である。
　5.　19 世紀の崎陽諏訪明神祭祀図絵巻（36.1cm × 1003cm）。商人荒木宗太郎の妻
であるアニオー姫を称える長崎の諏訪明神祭を描いたものである。アニオー姫は屋
13　1レ ・ーグエン・リュウ「フエの古代文化――宮殿の文化生活」（フエ、トゥアンホア、2006 年）
とグエン・ダック・スアン「民間と宮殿での淑女の物語り」（ハノイ：女性、2011 年）、項
122 ～ 123 を参照。
14　1この人物については、ベトナムの史料ではあまり言及されていないが、日本の史料には出身
地や行動、イメージなどがよく記されている。日本在住中は地元の人々から非常に尊敬され、
愛されたようだ。死後、神社に奉られ、毎年彼を偲んで長崎の諏訪明神祭りが開催されてい
る。荒木一族の系譜の一つは展示会で披露され、その中には商人荒木宗太郎の人生およびキャ
リア、そして日本とダンチョンとの間の友好関係構築に対する貢献や、来日した後の妻への
愛情について記した文書がある。
a
b
c
d
写真 21a–21d　朱印船交趾渡航図巻絵巻（17 世紀後半～ 18 世紀前半）
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根付きの車の中に座り、後ろには側近団が続く（写真 23a と 23b）。この絵は大阪の
中之島図書館の所蔵物である。
a
b
写真 23a–23b　崎陽諏訪明神祭祀図絵巻（19 世紀）
写真 22　アニオー姫がベトナムから日本へ持ってきた 17 世紀の木製枠の鏡
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左：写真 24　木材に描かれた安南渡海船額絵（17 世紀）
右：写真 25　紙に描かれた末次船の絵馬の写し絵（19 世紀）
a
b
c
d
写真 26a–26d　四巡絵巻物（19 世紀）
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　6.　菱川孫兵衛画家が 1647 年に木材に描い
た安南渡海船額絵（68.7cm× 79.8cm）。日本の
商船がスーダンチョン（広南国）へ行って交
易している場面を描いている（写真 24）。この
絵は滋賀県の日牟禮八幡宮寺院に保管されて
おり、日本政府によって国の重要文化財の指
定を受けている。
　7.　19 世紀に紙に描かれた末次船の絵馬の
写し絵（153cm× 186cm）。朱印船を描いている。
17 世紀にホイアンに渡って交易した 16 人の
日本人商人の名前が書かれている（写真 25）。
この絵は長崎歴史文化博物館の所蔵物である。
　8.　緒方鍛工画家が 19 世紀に描いた四巡絵
巻物（487cm × 27.5cm）。将軍徳川吉宗（1684
年～ 1751 年）がクアンアンで購入し、1728 年
に日本に持ち帰らせ、京都御所にある中御門
天皇（1701 年～ 1737 年）に「謁見」させたり、
1729 年にランス Reign 王皇（1654 年～ 1732 年）に「謁見」させた 2頭の象を描い
た絵（写真 26a–26d）。この絵は現在関西大学図書館で保管されている。
　9.　象を描画した 19 世紀の彩色画。徳川吉宗将軍がクアンアンで購入し、1728
年に日本へ持ち帰らせた 2頭の象のうちの 1頭を描いている（写真 27）。この絵は
現在関西大学図書館に保管されている。
　その他、関西大学図書館には、1738 年に日本に輸出された 2頭の象を描いた絵
や下絵がいくつも保管されている。そして、長崎港に帰港してから京都を経て江戸
へ連れていかれ、将軍徳川吉宗、中御門天皇やランス Reign 王皇に「謁見」させ
られるまでの、日本での象の旅についての記録も保管されている。
　
＊　＊　＊
　以上が、我々が「16 世紀～ 18 世紀における日本とベトナム中部との関係」とい
うテーマで研究を進める中でアプローチ・考察した、16 世紀～ 18 世紀における日
本とスーダンチョンの外交・交易・文流を反映した史料および物品である。これら
の史料と物品は、これまで日本人研究者とベトナム人研究者による多くの先行研究
で考究・発表され、日本の複数の展覧会で展示された。主なところでは、2013 年 6
月 14 日～ 2013 年 9 月 6 日にかけて、九州国立博物館で開催された「The Great 
Story of Vietnam」展示会がある。しかし、大量の史料と物品が図書館や文書所に厳
重に保管されていたり、聖域で奉られていたりするため、アプローチ・考究が非常
写真 27　1徳川吉宗将軍が輸入した象のうち
1頭を描いた絵
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に難しい。縁あって、我々はこのような史料と物品へアプローチする機会に恵まれ、
それらに関する情報や写真を収集し、テーマとして整理し、本セミナーで興味を持っ
ている人々に紹介することができた。
　ただし、これはまだ第一段階の概要的な紹介である。我々は引き続きこれらの史
料や物品を解析・考究し、遠い過去の日本とスーダンチョンの特別な関係を知るこ
とのできるものをさらに明確にしていきたい。学識者や興味を持っておられる方々
からの意見を楽しみにしている。ありがとうございました。
　参考文献
　1.　Kyushu National Museum. The Great Story of Vietnam. Kyushu: TVQ Kyushu 
Broadcasting Co., Ltd. and The Nishi Nippon Shinbun Co., Ltd., 2013
　2.　Kikuchi Seiichi. The 17th century maritime map of Jiaozhi bound junk ships: 
Archaeological investigation in Hoi An. Paper at Conference on Nguyen Vietnam: 1558–
1885, Hong Kong Chinese University, May 10–12, 2012
　3.　ファン・ハイ・リン「徳川吉宗将軍のクアンアン象」『ダナン経済社会発展』第
30 号、2012 年 6 月、項 39 ～ 48
　4.　沖縄考古学センターの研究者である金城亀信が提供した首里城遺跡の発掘結果の
概要的な報告（日本語と英語で）。タイトルと出版年が不明。全部で 13 項あり
　5.　レー・グエン・リュウ『フエの古代文化――宮殿の文化生活』フエ、トゥアンホ
ア、2006 年
　6.　グエン・ダック・スアン『民間と宮殿での淑女の物語り』ハノイ：女性、2011
年
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ベトナムと「大東亜共栄圏」
戸部良一
はじめに
　1940 年 8 月、「大東亜共栄圏」という文言を初めて公式に使ったのは、外相松岡
洋右である1
1
。だが、その意味内容は曖昧かつ漠然としていた。帝国議会答弁のため
に作成された外務省の文書では、「南洋ヲ含ム大東亜ノ諸国、諸民族ヲシテ各々其
ノ所ヲ得シメ相互ニ侵略、搾取、圧政無キ共栄圏」と説明されているが1
2
、この説明
で「共栄圏」の内容をイメージすることは難しい。
　その後、共栄圏という理念ないしコンセプトは頻繁に使われるようになるが、そ
の意味内容は必ずしもはっきりしなかった。好機便乗主義的な南進論の沸騰のなか
で、国策の中心は、南進（南方進出）実行の時機、進出の方法や範囲をめぐる戦略
的な判断に移ってしまう。大東亜共栄圏という理念の意味内容は、あまり議論され
ず、明確化されないまま戦争が始まることになるのである。
　大東亜戦争（太平洋戦争）の開戦時、宣戦の詔書には、戦争目的として、大東亜
共栄圏建設は謳われていない。そこでは、「自存自衛」のために「蹶然」起たねば
ならなくなった、ということが言われているにすぎない1
3
。ところが、1941 年 12 月
12 日、開戦の 4日後に、内閣情報局は、「大東亜戦争と称するは、大東亜新秩序建
設を目的とする戦争なることを意味するものにして、戦争地域を大東亜に限定する
意味にあらず」と説明している1
4
。ここでは、大東亜新秩序（≒大東亜共栄圏）建設
が戦争目的だとされたのである。
　日本の戦争目的は二重であった。戦争目的の二重性は、それだけで問題だったが、
その目的の一つ、すなわち大東亜共栄圏建設ということの意味内容は依然として不
明確であった。戦争目的の二重性と不明確性は、開戦後、様々な場面で対立・矛盾
を露呈させた。特に占領した地域の処遇をめぐってしばしば論争や対立が生じた。
　こうしたなかで、日本の戦争目的の明確化を目指したのが、1943 年 4 月、東條
1　松岡洋右「皇国外交の指針」『週報』第 199 号（1940 年 8 月 7 日）2頁。
2　1「第七十六議会擬問擬答」（1941 年 1 月 15 日、外務省南洋局）アジア歴史資料センタ ・ーレファ
レンスコード（以下、JACARと略記）：B02031386000。
3　1「宣戦の詔書」（1941 年 12 月 8 日）外務省編『日本外交年表竝主要文書』下巻（原書房、1966
年）573 ～ 574 頁。
4　防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢書　大本営陸軍部〈3〉』（朝雲新聞社、1970 年）192 頁。
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内閣の外相に就任した重光葵である。重光は、「自存自衛のために戦ふと云ふのは、
戦ふ気分の問題で主張の問題ではない」と指摘し1
5
、戦争が理念の戦いでもあること
をよく理解していた。重光は外務省内で戦争目的を再検討し、1943 年 11 月、大東
亜会議を開催して、大東亜共同宣言を発表した。大東亜共同宣言は、連合国の大西
洋憲章（the Atlantic Charter）を意識し、各国の自主独立の尊重、各民族の伝統と創
造性の尊重、人種差別撤廃、文化交流と資源開放などを謳い1
6
、それまでしばしば曖
昧に語られ、ときによっては矛盾する内容を与えられてきた大東亜共栄圏の目指す
ものを、普遍的な価値をベースにして明確に打ち出したのである。
　ところが、この明確化された戦争目的・理念と明らかに矛盾する地域があった。
今日のベトナムを含む当時のフランス領インドシナ（以下、仏印と略記する）である。
では、大東亜共栄圏に含まれる仏印に対して、日本はどのような政策をとったのか。
本稿はこの問題を考察する1
7
。
1.　静謐保持
　日本は 1940 年 9 月北部仏印に進駐し、翌 41 年 7 月には南部仏印に進駐した。仏
印は日本の武力南進の最初のターゲットとなった。ただし、日本は仏印を占領した
のではない。日本は仏印の戦略的拠点に軍隊を駐屯させたが、軍政をしかず直接統
治を行わなかった。フランスの植民地権力を温存したのである。したがって仏印は、
大東亜共栄圏に含まれながら、ヨーロッパの宗主国による植民地統治が続く、とい
う矛盾した存在であった。
　日本にとって仏印は、大東亜戦争での南方作戦の最も重要な根拠地ないし兵站基
地とされた1
8
。南方作戦に従事する部隊は仏印に一時駐屯し仏印を経由してタイ、マ
レー、ビルマ、蘭領東インド（インドネシア）、フィリピン等に送られた。仏印をこ
のような後方の作戦基地・兵站基地として機能させるためには、地域の安定が必要
不可欠であった。その安定の確保を、当時の日本は「静謐保持」と表現した1
9
。
5　重光葵『昭和の動乱』下（中央公論社、1952 年）173 頁。
6　「大東亜共同宣言」（1943 年 11 月 6 日）『日本外交年表竝主要文書』下巻、593 ～ 594 頁。　
7　1本稿は以下の先行研究を参照した。防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢書　シッタン・明号作戦』
（朝雲新聞社、1969 年、以下『シッタン・明号作戦』と略記する）、白石昌也・古田元夫「太
平洋戦争期の日本の対インドシナ政策――その二つの特異性をめぐって」『アジア研究』第
23 巻第 3号（1976 年 10 月）、赤木完爾「仏印武力処理をめぐる外交と軍事――﹁自存自衛﹂
と﹁大東亜解放﹂の間」『法学研究』第 57 巻第 9 号（1984 年 9 月）、波多野澄雄『太平洋戦
争とアジア外交』（東京大学出版会、1996 年）、立川京一『第二次世界大戦とフランス領イン
ドシナ――﹁日仏協力﹂の研究』（彩流社、2000 年）。
8　『シッタン・明号作戦』513 頁。
9　1「現下ノ情勢ニ伴フ当面ノ対仏施策」（1942 年 11 月 21 日、大本営政府連絡会議決定）『日本
外交文書　太平洋戦争』第 2冊（以下、『外交文書』と略記する）604 文書。
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　静謐保持は、およそ三つの内容を帯びていた。第一にフランスの植民地体制を維
持し、仏印の内政に干渉しないこと、第二に仏印の独立運動を支援しないこと、そ
して第三に仏印に対する中国の攻撃を誘発するような行動をしないこと、である1
10
。
日本が軍事進出した東南アジアで、既存の体制を温存し現地の独立運動を支援しな
かったのは、独立国のタイと独立を予定されたフィリピンを除けば、仏印だけであっ
た。
　静謐保持にとって、植民地体制温存は最もコストが小さかった。そもそも占領す
るために仏印軍と戦うことになれば、大きな人的・物的コストを払わなければなら
なかった。直接統治にも相当のコストが伴い、しかも効率的で安定した統治を実施
できるとは限らなかった。仏印当局が日本の方針に抵抗しない限り、植民地体制維
持は最小のコストで済んだのである。
　また、仏印当局はフランス本国のビシー政権側に立っており、日本は親枢軸のビ
シー政権との対立を避ける必要があった。さらに、戦争を「人種戦争」としたくな
いとの考慮も働いたという1
11
。白人による植民地統治を残すことには、そうした思惑
も絡んでいた。
　1941 年 12 月、日本と仏印は、仏印共同防衛のための軍事協定を結んだが、占領
を行わず治安も担当しなかった仏印の日本軍は大きな兵力を必要としなかった。
1942 年 12 月、サイゴンに印度支那駐屯軍司令部が設置されたとき、仏印に駐在す
る日本軍は、一個師団程度にすぎなかった。また、日本は 1941 年 10 月、ハノイに
大使府を開設し仏印を事実上、独立国のように扱ったが、それは戦争によって仏印
が事実上本国から切り離されたので交渉と連絡の便を図るためであって、原住民に
よる独立政権を想定したものではなかった。
　一方、仏印当局も、日本が植民地体制を壊さない限り、少なくとも表面的には対
日協力の姿勢をとり続けた。1943 年 1 月、より積極的な対日協力と一部の反枢軸
分子による通敵行為の禁圧を求められた総督ドクーは、「日本側ニテ仏印政府ノ対
土民問題（独立運動問題ヲ指ス）ニ付障害ヲ加ヘラレサル限リ」通敵行為禁圧の保
障を与えることに吝かではない、と答えた1
12
。仏印側にとって、日本が独立運動に関
与しないことは、対日協力の前提であった。
　日本が仏印の静謐保持をいかに重視していたかを示すエピソードを紹介しよう。
ドクーが日本側に対して独立運動を支援しないことを確認させたのとちょうど同じ
頃、ビシー政権はドイツの要求に応じて中国の重慶政権の外交官を強制退去させよ
うとしたが（ビシー政権はまだ重慶の蔣介石政権と外交関係を維持していた）、このと
10　立川『第二次世界大戦とフランス領インドシナ』148 頁。
11　赤木「仏印武力処理をめぐる外交と軍事」34 頁。
12　1在サイゴン鈴木支部長代理より青木大東亜大臣宛電報（1943 年 1 月 13 日）『外交文書』606
文書。
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き日本は、それに一時、ストップをかけたのである。ビシー政権の措置に反発して
重慶政権が仏印国境に兵力を集結し軍事衝突が発生しかねない事態を恐れたのであ
る。
　このような静謐保持を優先する本国の態度に対し、大島浩ドイツ大使は、次のよ
うに批判を加えている。当面、仏印の静謐保持に重点を置くのはやむを得ないとし
ても、「唯時ノ便宜ノミニ引摺ラルルニ於テハ思ハス大東亜共栄圏建設ノ理想ニ背
馳スルカ如キ事態ヲ生シ将来ニ禍根ヲ貽スコトトナルヘキ惧アリ1
13
」。大島は、独立
運動支援を主張したわけではない。むしろ日本による直接統治（占領と軍政）を求
めたのであった。
2.　武力処理
　大島の指摘に見られるように、やがて静謐保持方針に対しては、批判が強まって
ゆく。批判の根拠の一つは、言うまでもなく大東亜共栄圏の理念との矛盾にあった。
もう一つ批判の根拠となったのは、ヨーロッパと太平洋の戦局の変化とそれに伴う
仏印の動揺である。1942 年 11 月連合軍は北アフリカへの上陸に成功し、翌 1943
年 6 月フランスの植民地アルジェリアは、枢軸側に抵抗するドゴール派のコント
ロール下に入る。同年 9月、イタリアが降伏した。太平洋では、日本軍が 1942 年
2 月ガダルカナルからの撤退を始め、ニューギニアやソロモン群島で敗北を重ねた。
1943年9月絶対国防圏を定めたが、それを守りきれるかどうか、はなはだあやしかっ
た。こうした情勢変化に応じて、仏印でもドゴール派の対日抵抗運動が潜行しつつ
あったのである。
　1943 年秋、重光外相（兼大東亜相）は大本営政府連絡会議で、戦局の変化によっ
て仏印が動揺する場合、日本としては武力を行使してその安定を図る必要があるの
ではないか、と指摘した。これに応じて陸軍では、参謀本部と現地軍で検討が始ま
る。現地軍では当初、武力処理の必要はないという判断が有力だったが、1944 年
に入るあたりから、その準備の必要性を認めるようになった。そして、武力を行使
して植民地体制を打倒し、日本が占領ないし直接統治に踏み切る際には、原住民に
独立の希望を与えて、積極的に協力させる必要があると考えられた1
14
。
　一方、外務省と軍の間でも、大東亜共同宣言の内容に照らして、仏印に対する方
針の再検討が行われていた1
15
。その検討結果は 1944 年 1 月に大本営政府連絡会議決
定として纏められる1
16
。この決定では、「現下ノ情勢ニ於テハ仏印ノ静謐保持ノ既定
13　在独国大島大使より谷外務大臣宛電報（1月 16 日）同上、612 文書。
14　『シッタン・明号作戦』578 ～ 581 頁。　
15　波多野『太平洋戦争とアジア外交』227 頁。
16　1「情勢ノ変化ニ応スル対仏措置腹案」（1944 年 1 月 24 日、大本営政府連絡会議決定）『外交
文書』655 文書。
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方針ヲ堅持ス」「現住民ノ民族運動ヲ誘発スルカ如キコトハ之ヲ避クルモノトス」
とされ、これまでの方針が確認された。現地軍の意向は採用されなかった。
　ただし、この決定では、フランス本国が「親枢軸的独立国タルノ実」を失った場
合のことも定められた。そうした場合、仏印を本国から「実質的ニ離脱」させ、や
むを得ないときには武力を行使することもあり得るので、そのための準備を整える、
ということになったのである。こうして武力処理は先送りされた。しかしその場合
でも、「極力現仏印統治機構ヲ活用スルニ努ムルモノトス」とされ、原住民の独立
運動に対する支援は、言わば二重に否定された。
　その後、陸海軍統帥部（大本営）は武力処理に関する指示を関係部隊に送ってい
る1
17
。この指示によれば、武力処理の準備は同年 4月までに概成し、その間「極力静
謐ヲ保持」するとともに「企図秘匿」に留意することとなった。また、「武力処理
後ハ仏印ニ於ケル現統治其ノ他ノ機構ヲ利用シ治安ノ確保ニ努ム」とされているの
で、ここでも独立運動支援は否定されていることになろう。
　ヨーロッパとアジア・太平洋の戦局はさらに動く。1944 年 1 月に開始されたイ
ンパール作戦は惨憺たる結果に終わる。太平洋では 3月にパラオ、7月にサイパン
が失陥し絶対国防圏が破綻した。ヨーロッパでは、6月に連合軍のノルマンジー上
陸が成功し、やがてビシー政権は「親枢軸的独立国タルノ実」を失うことになる。
仏印でも、本国のドゴール政権と気脈を通じ、日本に対する「敵性」を示す動きが
出てくる。
　こうした情勢の変化を受けて、同年 9月、最高戦争指導会議（大本営政府連絡会
議を改称）はあらためて仏印に対する方針を定めた。この方針は三つのケースを想
定し、各ケースで次のような方針を示している。①仏印総督が対日協力を続ける場
合は、現状を維持する。②総督が対日協力は不可能であるとして平穏裡に辞職する
場合は、仏印を日本軍の管理下に置き、当面、統治機構はそのまま活用する。③仏
印当局が日本から離反し抵抗する場合は、武力を行使して占領し、「原住民ノ政治
参与ヲ促進ス1
18
」。重点は①と②にあった。このとき重光外相は、「この際仏印を原住
民により独立せしめては如何」と述べたが、独立させれば仏印軍が抵抗することは
必至で、現地の日本軍がこれに対処することは難しいとされた1
19
。
　11 月重光外相は、最高戦争指導会議であらためて仏印問題を提起し、外務省作
成の覚書を示した。この覚書は大東亜共同宣言を喚起して以下のように論じている。
日本の援助によってまず安南に独立を「恢復」させる「肚ヲ決メ」、その方向に向かっ
て政治上・軍事上の準備を進め、適当の機会に実現すべきである、と1
20
。重光を中心
17　『シッタン・明号作戦』582 ～ 583 頁。
18　1「情勢ノ変化ニ対応スル対仏措置ニ関スル件」（1944 年 9 月 14 日、最高戦争指導会議諒解）『外
交文書』659 文書。
19　『シッタン・明号作戦』584 ～ 585 頁。
20　「覚書　仏印問題」（11 月 2 日、外務省）『外交文書』659 文書付記。
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とした外務省は、武力処理と仏印独立を連動させようとしていた。それは、大東亜
共同宣言に表現された大東亜共栄圏の理念を実現することにほかならなかった。
　しかしながら、大本営は武力処理を頑なに拒み続けた。大本営は、敗勢を食い止
め起死回生を図るため、すべてを比島（フィリピン）決戦に賭けていたのである。
それ以外の地域に兵力を割く余裕はなかった。
3.　即時独立付与
　比島決戦は失敗に終わった。日本軍はレイテ島をめぐる海戦でも陸戦でも敗北を
喫し、ルソン島でも勝てる見込みのない戦いを続けるだけであった。フィリピンで
の敗北によって、仏印に対する大本営の方針は大きく転換する。今度は、連合軍（米
軍）の仏印上陸を予想しなければならなくなり、共同防衛に消極的な仏印当局を実
力で排除して、連合軍の攻撃に対処しようとする。いよいよ仏印武力処理が必要と
されるに至ったのである。
　1944 年 12 月下旬、印度支那駐屯軍は第 38 軍に改編された。それまでの駐屯軍
から野戦軍に改められ、兵力も増強された1
21
。武力処理準備のためであり、連合軍上
陸に備えるためでもあった。駐屯軍時代には従来、武力処理準備を進めるにあたり、
仏印独立支援が検討されていたが1
22
、野戦軍への改編に伴い武力処理が現実の問題と
なると、そうした検討は立ち消えとなった。
　武力処理にあたって、一つ外交面での懸念材料があった。パリに成立したドゴー
ル政権がソ連との間に同盟相互援助条約を結んだので、日本が仏印でフランスの主
権を侵した場合、日ソ関係を悪化させるのではないかと懸念されたのである。重光
外相がこの件に関してソ連側に問い合わせると、仏ソ条約はアジアには適用されな
いとの回答を得、何とかこの懸念は取り払うことができた1
23
。
　外務省および現地の仏印大使府では、武力処理と同時に仏印三国（安南王国、カ
ンボジア王国、ルアンプラバン王国）の独立を実現すべしと主張した。それが「大東
亜［共同］宣言ノ精神ニ従」う所以であるとされたのである1
24
。しかし、陸軍中央も
現地軍も、連合軍の攻撃に備えるための武力処理に傾き、仏印の独立よりも軍政施
行を優先しがちであった。陸軍によれば、武力処理は「自存自衛上ノ絶対必要ニ基
キ」実施するのであり、フランスの主権・領土権をそのまま認め、所要の期間仏印
21　『シッタン・明号作戦』567 ～ 568 頁。　
22　同上、593 ～ 595 頁。白石・古田「太平洋戦争期の日本の対インドシナ政策」20 頁。
23　1重光外務大臣より在ソ連邦佐藤大使宛電報（1944 年 12 月 12 日）『外交文書』660 文書、在
ソ連邦佐藤大使より重光外務大臣宛電報（12 月 21 日）同上、661 文書。
24　1「仏領印度支那処理要綱案」在サイゴン塚本事務所長より重光大東亜大臣宛電文（1945 年 1
月 17 日）同上、662 文書。
ベトナムと「大東亜共栄圏」
83
を管理し軍政を施行するものとされた1
25
。
　1945 年 2 月初めの最高戦争指導会議決定では、結局、陸軍と外務省の主張の折
衷案が採用された。武力処理は「自存自衛上ノ絶対必要ニ基キ」実施することになっ
た。ただし、「安南国等ノ独立的地位ヲ向上支援シ」日本に積極的に協力させ、「一
般情勢ヲ勘案ノ上」独立を承認することが了解された。また、ソ連に対し、日本の
行動の「非侵略性」を説明する、との項目が立てられた1
26
。
　この会議の席上、重光外相は次のように論じた。日本が単に自存自衛のためとい
う建前で武力を行使し軍政を施行したならば、日本がフランスに代わって仏印を占
領しただけだと国際的に批判されるだろう。これに対して、武力行使とともに「間
髪ヲ入レス」安南等を独立させるならば、「我カ意図カ侵略ニ非スシテ大東亜共同
宣言ノ趣旨ニ則ルコト自カラ明トナリ」、「大義名分ヲ立ツル」ことにもなる、と1
27
。
これに対して陸軍では、「民族解放」を名目とすれば「人種戦ニ陥ル虞」があり、
現実に安南では独立運動を指導する人材を養成していないので、独立は「空手形」
になる公算が大であるとの批判がなされた1
28
。
　陸軍側、特に現地軍と外務省との溝はなかなか埋まらなかった。仏印大使府から
見ると、現地軍は仏印が戦場となる場合を予想して方針を立てているだけであり、
それゆえ安南等の独立は戦局が好転するまで見込みがないことになってしまった。
「民族問題等ヲ振翳シテ大義名分ヲ立ツルニアラスンハ侵略国呼バワリセラルルモ
言訳立タサルヘシ」と説得を試みても、効果がなかった1
29
。最高戦争指導会議で重光
は、「安南等ノ独立ノ急速実現ヲ第一義ト考へ」ていることを強調したが、陸軍側
は作戦が困難であることを強調し、独立の時期等は現地軍に一任すべきであると反
論した1
30
。重光はまた、「安南等カ仏国ノ侵略的勢力ヨリ解放セラレテ独立スルモノ
ナリトノ建前」を明らかにすることが、特に対ソ関係にとって「是非共必要」であ
ると論じた1
31
。民族解放を唱えるソ連に同調し、その反感を買わないことが、日ソ中
立関係の維持にとってきわめて重要であると判断していたからである。
　結局、2月末に最高戦争指導会議は仏印武力処理を最終的に決定した1
32
。同時に、「作
25　1「情勢ノ急変ニ応スル仏印処理ニ関スル件」（陸軍省部合作案、1月 28 日）同上、664 文書付
記二。
26　1「情勢ノ変化ニ応スル仏印処理ニ関スル件」（最高戦争指導会議決定、2月 1 日）同上、667
文書。
27　重光大東亜大臣より在仏印松本大使宛電報（2月 7日）同上、667 文書付記。
28　1軍事史学会編『大本営陸軍部戦争指導班　機密戦争日誌』下巻（原書房、1999 年）2月 1 日
の条。
29　在仏印松本大使より重光大東亜大臣宛電報（2月 15 日）『外交文書』679 文書。
30　重光大東亜大臣より在仏印松本大使宛電報（2月 19 日）同上、684 文書。
31　重光大東亜大臣より在仏印松本大使宛電報（2月 24 日）同上、692 文書。
32　「対仏印武力処理発動ニ関スル件」（最高戦争指導会議決定、2月 26 日）同上、694 文書。
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戦ニ支障ナキ範囲ニ於テ」安南等の独立施策を進めることになった1
33
。だが、陸軍中
央は現地軍に対し、安南等の独立の件は特にソ連に対して武力処理の「非侵略性」
を示すためのものであって、「速急ニ独立ノ具体的施策ヲ強行スルノ意ニ非ス」と
の説明を送っていた1
34
。3 月初め、最高戦争指導会議では、武力処理に伴い発表され
る政府声明案が報告された。次のような部分に重光の考えがよく示されている。「［前
略］帝国ハ何等印度支那ニ対シテ領土的企図ヲ有スルモノニ非サルハ勿論ニシテ東
亜侵略ノ勢力ニ対シ其ノ郷土ヲ防衛セントスル印度支那ノ住民ニ対シテハ有ラユル
援助ヲ辞セサルへク久シキニ亘リテ弾圧セラレタル彼等ノ民族独立実現ノ要望ハ大
東亜共同宣言ニ基キ全幅的ニ之ヲ支援スルモノナルコトヲ併セテ茲ニ声明ス1
35
」。
　3月 9 日、第 38 軍は武力処理（明号作戦）を発動した。日本軍の兵力は約 4万、
これに対する仏印軍は約 9万（うち現地人約 7万）であったが、翌日には主要地区
での仏印軍の武装解除に成功した1
36
。その後は奥地に逃げ込んだ仏印軍の討伐作戦に
移行し、北部ではベトミンの抵抗に苦戦したが、5月 15 日作戦は終了した。
　一方、3月 11 日、安南国王はフランスとの保護条約を廃棄して独立回復を宣言し、
13 日にはカンボジア国王、4月 8日にはルアンプラバン国王がこれに続いた。日本
軍が一時「管理」したフランス直轄地も、それぞれ三国に委譲することになった。
武力処理実行まで陸軍と外務省の間に対立と混乱が見られたが、最終的には独立即
時付与の重光の意向が実現したかたちとなった。そして皮肉にも、武力処理実行時
には、米軍の仏印上陸の可能性は低くなったと判断されていたのである。
むすび
　1943 年の大東亜会議の時点で、日本が占領した地域で独立を認めたのはフィリ
ピンとビルマだけである。蘭印では、早くから独立運動を支援しながら、最も重要
な資源地帯とされたジャワ、スマトラ、セレベスなどを含むがゆえに、敗戦まで独
立を容認しなかった。ところが、仏印では、武力処理とほぼ同時に、蘭印よりも早
く独立が容認されたのである。
　開戦前、仏印の独立はほとんど検討されていなかったと思われる1
37
。南部仏印進駐
のとき、大本営は現地軍に対して「安南独立ノ謀略ハ之ヲ行ハサルモノトス」と指
33　「印度支那政務処理要領」（最高戦争指導会議報告、2月 26 日）、同上、695 文書。
34　重光大東亜大臣より在仏印松本大使宛電報（2月 26 日）同上、696 文書。
35　「仏印処理ニ伴フ声明ニ関スル件」（最高戦争指導会議報告、3月 1日）同上、704 文書。
36　『シッタン・明号作戦』603 ～ 607、638 ～ 639 頁。
37　1管見の限りでは、開戦前に仏印の独立に言及した政策文書は、「帝国外交方針案」（1940 年 7
月 27 日、外務省欧洲戦対策審議委員会幹事会決定、JACAR：B02030544600）だけである。
しかも、これは外務省の方針とはならなかった。
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示していた1
38
。開戦後も、独立の可否について蘭印ほど真剣な検討を加えられた形跡
はない。にもかかわらず、仏印は蘭印よりも早く独立を付与された。
　その理由について先行研究では、仏印武力処理による日ソ関係悪化を防止する手
段として即時独立付与が有効であることを陸軍が認めるようになったからだ、と結
論づけている1
39
。当時、陸軍がソ連に対日参戦の口実を与えないよう、きわめて慎重
に振舞っていたことは確かである。したがって、対ソ配慮が仏印への即時独立付与
の一要因として作用したことは疑いない。ただし、それが決め手となったかどうか
は疑問である。上述したように、陸軍中央は、ソ連に対して武力処理の「非侵略性」
を示すために独立施策を進めるが、それは速やかに独立の具体的施策を強行するこ
とを意味するわけではない、と現地軍に説明していた。
　おそらく現地軍を含む陸軍も、外務省と同じく、内外に武力処理の「非侵略性」
を示すことの重要性は理解していただろう。大東亜共栄圏の理念を軽視していたわ
けでもないだろう。だが、当初はそれを現実化するだけの余裕がなかった。連合軍
による仏印上陸に備えなければならなかったからである。元来それに備えるための
武力処理であった。ところが、最終段階で、連合軍の仏印攻略の可能性は小さくなっ
たと判断された。独立付与を妨げると考えられた最大の要因はそれほど重視しなく
てもよくなった。こうして早期の独立付与は、「作戦ニ支障ナキ範囲」にあるとし
て実行可能になったのではないだろうか。
　それにしても、仏印への独立付与はあまりにも急速に実現した。インドシナ三王
国に独立の強い内発的な動きがあったとは思われない。その意味で、この独立は「未
熟の独立」と言っても過言ではないかもしれない。内発的な独立準備は乏しかった。
日本側の支援も、皆無とは言えないにせよ、充分ではなかった1
40
。仏印当局は独立運
動を弾圧したし、日本軍は独立運動を、少なくとも公然とは支援できなかった。
　そもそも日本はインドシナのことをよく知らなかった。仏印大使府は、仏印がフ
ランス直轄領、保護領、保護国などから複雑に構成された地域であることを、現地
軍が正確に理解していないことを批判した1
41
。だが、仏印の将来像として安南国を核
とした「越南連邦」を提示した大使府の構想も1
42
、はたしてどれほどの現実性を基礎
としていたのか、はなはだ疑わしい。
　日本は仏印を大東亜共栄圏の一部とした。しかし、仏印に対する方針は理念より
も、日本の戦争遂行に関わる戦略的判断がつねに優先された。「静謐保持」も「武
38　1「大陸指第 924 号」立川『第二次世界大戦とフランス領インドシナ』295 頁より再引用。
39　1例えば、白石・古田「太平洋戦争期の日本の対インドシナ政策」25 頁、赤木「仏印武力処
理をめぐる外交と軍事」51 頁。
40　1大戦中の独立運動と日本との関わりについては、赤木「仏印武力処理をめぐる外交と軍事」
42 ～ 45 頁。
41　『外交文書』679 文書（注 29 と同じ）。
42　同上、662 文書（注 24 と同じ）。
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力処理」もそうであった。そして「即時独立付与」も戦略的判断（連合軍上陸の可
能性低下）によって促された。大東亜共栄圏の理念と実体との乖離は、このような
仏印に対する方針の変遷を通して、はっきりと見えてくると言えよう。
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ベトナムと日本の近代における「文明開化」
――福澤諭吉とファン・ボイ・チャウの「文明開化」観念を比較して
ファム・ティ・トゥ・ザン
要旨 :
　近代には、西洋諸国による東方諸国の植民地化の過程において悲しい歴史が目撃
されたが、東方の国すべてがその暗い時代を経験したわけではない。日本は、ベト
ナムやその他のアジア諸国とは違い、19 世紀半ばごろから 20 世紀初頭にかけて近
代化に成功し、徐々に西洋諸国にキャッチアップした。本稿は、日本とベトナムの
近代史における代表的な二人の人物（福澤諭吉〔1835–1901〕とファン・ボイ・チャウ
〔1867–1940〕）の文明開化思想を分析・比較することにより、両国における一般の
人々の西洋文明に対する態度を指摘し、その激動の時代に両国それぞれの辿った運
命を決めた要因について簡単に評価を述べる。
＊　＊　＊
はじめに
　前近代においてアジア諸国は、西洋諸国に侵略されるという悲劇を経験した。し
かし、アジア各国やベトナムとは異なり、19 世紀終わりから 20 世紀初めごろまで
に日本は近代化を成功させ、西洋諸国と肩を並べようとした。特に日露戦争で勝利
を得てからは、日本は中国やベトナムの民族解放運動が目標とする国になった。多
くの留学生が日本へ渡り、その経験から学ぼうとしたが、結局民族解放の夢は叶わ
なかった。日本が近代化を果たすことができたのに、なぜ同じ漢字文化圏のアジア
諸国が、容易にその経験から学ぶことができなかったのか。それは歴史研究者にとっ
て大きな課題である。
　なぜ日本だけが歴史的危機を乗り越えられたのか。社会に深く根付いていた古い
習慣や考え方を、日本人はどのように刷新したのか。
　幕末に起こった明治維新は短期間になされたものであったが、日本社会にとって
は非常に大きな転換期を迎えた。明治維新によってもたらされた 1年間の変革は、
他の時代の10年あるいは20年に相当するといっても過言ではない。明治維新を「革
命」と呼べるかどうかという問題はまだ残っているが、政治システムの構想、社会
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階層、さらに一般国民の生活の変革から見れば、他の革命に負けないほど大きな変
化であった。その変革というのは、古い権力の代わりに新しい権力を形成すること、
古い政治制度の代わりに新しい政治制度が成立したこと、古い習慣や時代遅れとさ
れる文化を批判し、西洋から新しい文明を導入することである。
　問題は、誰がその新しい風を日本社会に吹き込み、どのように社会を変革させる
ダイナミックなパワーに変えたのか、ということである。これは簡単に解決するこ
とができない問いであるが、本報告では、19 世紀後半に起きた日本の改革運動の
先駆者とされている福澤諭吉の「文明」と「文明開化」の観念を分析し、ベトナム
の民族解放運動家であるファン・ボイ・チャウと比較することによって前述の問い
に応えたい。
1.　福澤諭吉の思想における「文明」および「文明開化」
　『日本史辞典』によれば、「文明開化とは civilization の訳語であり、福沢諭吉が
初めて使ったという。明治前期において、ことに廃藩置県後の数年、西洋文明を目
的とし、西洋文明に学んで日本の近代化を遂行していこうとする政府の諸事一新の
国策を表現する言葉として、あるいは全国民的な新社会への期待と意欲の合言葉と
して流行した。文明開化の現象は、廃藩をはじめとする諸制度の改革や殖産興業政
策から、衣食住の生活様式・風俗習慣まで、西洋文明の摂取となってあらわれ、そ
れはしばしば表面的な模倣に走り、日本の実情にそぐわないことも多かった。その
ことからまた、政府の強圧的態度によることもあって、文明開化政策に反発する新
政反対一揆なども頻発した1
1
」という。
　この定義よれば、「文明開化」は西洋文明によって日本を改革することである。
つまり「文明開化」の「文明」というのは西洋文明であるという意味である。さら
に日本で初めてこの言葉を使ったのは福澤諭吉である。このことから「文明開化」
は特別な時期に作られ、歴史的意味を持っている言葉であるということが明らかに
なる。よって、この言葉の歴史的背景およびそこに含まれる意義を理解するため、
まず福澤諭吉の思想から探ることが必要である。
　実際に「文明開化」という言葉が初めて福澤諭吉の著書に出現したのは 1875 年
である。『文明論之概略』において福澤諭吉は「文明」と「文明開化」について西
洋の学者の考えを引用し、分析することから自身の意見を述べた。西洋の文明でもっ
て日本を文明開化させるという考えは、福澤諭吉の晩年まで続いていたため、『文
明論之概略』だけではなく、『学問のすゝめ』や『福翁自伝』などにも頻繁に使用
された。
1　京大日本史辞典編纂会編『新編日本史辞典』東京創元社、1990 年、885 頁。　
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　福澤諭吉によれば、「文明論とは人の精神発達の議論なり1
2
」ということである。
つまり「文明論」の主な内容は物質的なものより人々の精神であり、心である。具
体的に福澤諭吉は「文明」を次のように定義した。「その狭き字義に従えば、人力
を以て徒に人間の需用を増し、衣食住の虚飾を多くするの意に解すべし。又その広
き字義に従えば、衣食住の安楽のみならず、智を研き徳を脩めて人間高尚の地位に
昇るの意に解すべし1
3
」。
　さらに『学問のすゝめ』では、「元来文明とは、人の智徳を進め、人々身躬から
その身を支配して世間相交り、相害することもなく害せらるゝこともなく、各その
権義を達して一般の安全繁昌を致すを云うなり1
4
」と述べた。つまり福澤諭吉によれ
ば、「文明」とは精神的・物質的な要素を含むが精神的な要素の方が重視され、「文
明開化」の目的は人々の知恵と道徳を高め、安全で繁栄した社会を作る、というこ
とになる。
　以上の観念から福澤諭吉は人類の文明を三つの「文明の齢」に分けた。それは野
蛮、半野蛮、文明である。人類の歴史は野蛮から半野蛮へ、そして半野蛮から文明
へと発展していく、というものである。また、『文明論之概略』においても、福澤
諭吉は各段階の定義を設定した。それによれば、アフリカとオーストラリアは野蛮
で、トルコや中国、日本などのアジア諸国は半野蛮、ヨーロッパとアメリカは文明
である。つまり福澤諭吉の思想の中で「文明」とは、ヨーロッパとアメリカの文明
を指すのである。しかし、その文明は相
あいたい
対するものであり変化するものである。そ
れは「文明化」というものである。さらにその過程においては文明化する現象と文
明化される現象があると福澤は考えた。
　問題は、福澤諭吉の思想の中で「文明化」と「文明開化」はどのように区別され
ていたのか、ということである。『学問のすゝめ』には、「今世界中を見渡すに、文
明開化とて、文学も武備も盛んにして富強なる国あり、或は蛮野未開とて、文武と
もに不行届にして貧弱なる国あり1
5
」と書いてある。ここでの「文明開化」は、「文
明化」より「文明」に近い。しかし、後に執筆される著書では、「文明」と「文明
開化」が区別されるようになった。特に晩年に執筆された『福翁自伝』には「文明
開化」という言葉が 7回も使われており、ここでは「文明」よりも「文明化」の意
味に近いと考えられる1
6
。さらに「文明開化」以外に、福澤は「文明開国」という言
葉を、西洋文明を取り入れるため国を開くという意味として使っている。
　このように福澤諭吉にとって、「文明」とは主に西洋の文明を指す言葉であり、「文
2　福澤諭吉『文明論之概略』（『福澤諭吉著作集』第 4巻）慶應義塾大学出版会、2002 年、2頁。
3　『文明論之概略』、57 頁。
4　福澤諭吉『学問のすゝめ』（『福澤諭吉著作集』第 3巻）慶應義塾大学出版会、2002 年、80 頁。
5　『学問のすゝめ』、26 頁。誤記は引用者が改めた。
6　1「文明開化」は『福翁自伝』に 5回も使われた。富田正文校注『福翁自伝』（慶應義塾大学出
版社、2001 年）の 198、201、234、264、266 頁（2回）で合計 5回も使われた。
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明開化」はその西洋の文明で日本を改革するという意味である。つまり、西洋の文
明は日本を改革し、近代化の道に進ませる一つの手段なのである。
2.　なぜ文明開化をする必要があるのか
　福澤は『文明論之概略』に「西洋の文明を目的とする事1
7
」という章を設けた。さ
らに「文明は至大至重なり、人間万事これに向て道を避けざるものなし1
8
」と強調し
た。そのため、アメリカ人の歴史学者であるアルベート・クレイグは「福澤にとっ
て文明開化は将来のゴールだったのです」と述べている1
9
。ここで論じなければなら
ないのは、なぜ福澤と当時の日本人の知識人は他の道ではなく文明開化を選んだの
か、ということである。この点については、福澤の著書から以下の三つの理由を見
出すことができる。
　第一は、福澤が当時の世界各国と比べ日本が遅れているということに気づいたか
らである。福澤は西洋の文明を日本に持ち帰った先駆者としてよく知られており、
厳しい身分制度や古い風習などを激しく批判した。
　また、父親が儒者であり、本人も 21 歳まで儒教を学んでいたが、『福翁自伝』の
「漢家を敵視す」では次のように述べる。「緒方塾の近傍、中ノ島に華岡という漢
医の大家であって、その塾の書生はいずれも福生とみえ、服装もりっぱで、なかな
かもってわれわれ蘭学生のたぐいでない。毎度往来に出会うて、もとよりことばも
交えず、互いににらみ合うて行き違うそのあとで﹁あのざまあどうだい。着物ばか
りきれいで何をしているんだ。空々寂々チンプンカンプンの講釈を聞いて、その中
で古く手あかのついてるやつが塾長だ。こんなやつらが二千年来あかじみた傷寒論
をみやげにして、国に帰って人を殺すとは恐ろしいじゃないか1
10
﹂」。
　しかし、注意すべきは、福澤は時代遅れの儒者を激しく批判したが、儒教の思想
そのものの価値を否定したことはないということである。
　その他、福澤は身分制度や官僚の威張る姿勢、そして男尊女卑や衣食住といった
生活の古い風習などについてよく言及していた。それだけではなく、自ら古い風習
を自分の生活から取り除いて先進的なものを取り入れた。それは当時、非常に危険
なことであり、命にも関わることであった。
　第二は、福澤が西洋各国からの侵略の危機を、十分に理解していたからである。『福
翁自伝』では、何度も外国人の傲慢な態度と幕府の臆病な対応について批判し、侵
略される危険を懸念していた。さらに西洋人が来日し、福澤をはじめ当時の日本の
7　『文明論之概略』、21 頁。　
8　『文明論之概略』、63 頁。
9　1アルバート・クレイグ『福澤諭吉の歴史意識と文明開化』（福澤記念選書 35）慶應義塾大学、
1985 年、18 頁。
10　富田正文校注『福翁自伝』慶應義塾大学出版会、2001 年、90 頁。
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知識人にもっともショックを与えたのは、世界の中心は中国だけではなく、また別
の文明があるという事実であった。中国よりもさらに強い国々が存在していると気
づいた時、憧れていた中国のイメージがダウンした。今まで中国から学んでいた学
問や技術は西洋諸国と対峙するにあたって万能のカギではないという恐怖感があっ
たに違いない。特に日本の知識人は、西洋諸国に侵略されそうになる清朝の弱さを
見て危機感を抱いた。このことから、なぜ福澤が脱亜し、日本の救世主として西洋
文明を選んだのかを理解することができる。
　福澤が実際にアジア各国を訪れたとき、植民地になった国々の悲劇を目の当たり
にして、日本が侵略される可能性を切に感じたに違いない。
　1862 年にロンドンから大分県中津に住む島津祐太郎に送った手紙に、福澤はイ
ギリスやフランスなどの政治制度、海軍・陸軍の組織、税金制度に驚いたと書き、「ご
変革これ無くては済むまじく……1
11
」と懸念し、「当今の急務は富国強兵ござ候」と
したためた。さらに、福澤は、富国強兵の根本は人材育成であるとしたうえで、島
津に対して漢学をやめ洋学を習得すれば西洋諸国から書物や辞書を持ち帰ることを
約束した。その手紙の文末には、一日も早く実行してほしいと島津に 2度の催促を
している。
　第三は、福澤が西洋の文明そのものの優越性を「理解できた」ということである。
現代のフラット化する世界では情報が容易に交換できるため、福澤が「理解できた」
ということにさほど驚きはないが、当時のアジアと日本の状況から見れば、それは
奇跡であり、日本が近代化を果たすことができた理由である。これは、16 世紀に
西洋の宣教師と商船がアジア各国に到来していたのに、なぜ日本だけに洋学という
学問が芽生えたのかという問いにも関わる。
　『福翁自伝』で、福澤は「長崎に落ち着き、初めて横文字の a1b1c というものを
習うたが、いまでは日本国中いたるところに徳利の貼紙を見ても横文字はいくらも
ある。目に慣れて珍しくもないが、初めてのときはなかなかむずかしい。26 文字
を習うて覚えてしまうまでには 3日も掛かりました」と述べている1
12
。このように西
洋の文明に接するにあたり、他の漢字文化圏の国々と同じように、やはり日本人も
文化や言語の壁にぶつかった。しかも日本の内部からも反対の声が相次ぎ、幕府と
国民の一部が西洋の文明を拒否した。さらに、幕府が鎖国や攘夷政策まで実施した
時期もあった。ここで注目すべきことは、なぜその壁を乗り越え、今まで学んでき
た中国の学問や技術が時代遅れであると気づき、西洋の医学・印刷・造船などの技
術を身に付けなければならない時代であると考えるようになったか、という点であ
る。
　福澤諭吉の場合、頭もよく、堅実で、正義が好きな人物であったが、それ以上に、
11　慶応義塾大学編『福澤諭吉の手紙』岩波文庫、2004 年、13 頁～ 15 頁。
12　『福翁自伝』「故郷を去るに未練はない」、58 頁。
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時代の変化に敏感な人でもあった。
　21 歳の時に、故郷の中津は時代遅れで箱のように閉鎖的な世界であるといち早
く気づいたため、中津を去り漢学をやめて、「横文字」を習得しに長崎へ出かけた。
幸いにも、後に大阪で蘭学の大家である緒方洪庵に出会って、人生の転換期を迎え
た。福澤は緒方洪庵の人格と学問に惹かれ、洋学に夢中になった。しかし、大阪だ
けでは満足できず、江戸に出向いた。ある日横浜へ出かけ、英語で書かれている看
板を見てすぐさま、オランダ語ではなく英語の時代になっていると気づいた。蘭学
がまさに盛りで誰も英語の必要性なぞに気づかない時代の中にあって、福澤のこの
ような発見は、彼の歴史的転換に対する敏感さを表している。
　さらに 1860 年に幕府がアメリカへ使節団を派遣する際には、一員として加えて
ほしいと福澤は自ら志願をした。当時造船技術がまだ高いとは言えず、海を渡るの
は流刑に処されるのと等しく、命を失いかねない危険な旅であったが、福澤はなぜ
その選択をしたのか。西洋の文明に対する熱心さがなければ、なかなか決断できな
かったのではないかと思う。実際にアメリカの地に立ったことは、福澤個人のため
だけでなく、日本にとって有意義な体験であり、書物を購入することができた。
　しかし、当時日本において福澤諭吉だけが西洋文明の優越性に気づき、習得しよ
うとしたわけではない。福澤自身は、日本人がアメリカ人に頼らず、自力でアメリ
カに船で渡ったということが非常に誇らしかったと述べた。『福翁自伝』には次の
ように記されている。
　「この航海については日本のために誇ることがある。というのは、そもそも日本
の人が初めて蒸気船なるものを見たのは嘉永 6年、航海を学び始めたのは安政 2年
のことで、安政 2年に長崎においてオランダ人から伝習したのがそもそも事の始ま
りで、その業成って外国に船を乗り出そうということを決したのは安政 6年の冬、
すなわち目に蒸気船を見てから足かけ 7年目、航海術の伝習を始めてから 5年目に
して、それで万延元年の正月に出帆しようというそのとき、少しも他人の手をから
ずに出かけて行こうと決断したその勇気といいその伎倆、これだけは日本国の名誉
として、世界に誇るに足るべき事実だろうと思う。前にも申したとおり、航海中は
いっさい外国人の申比丹ブルックの助力は借らないというので、測量するにも日本
人自身で測量する、アメリカ人もまた自分で測量している、互に測量したものをあ
とで見合わせるだけの話で、決してアメリカ人に助けてもらうということはちょい
とでもなかった。それだけは大いに誇ってもよいことだと思う。今の朝鮮人、シナ
人、東洋全体を見渡したところで、航海術を 5年学んで太平海を乗り越そうという
その事実その勇気のあるものは決してありはしない。ソレどころではない。昔々ロ
シアのペールト帝がオランダに行って航海術を学んだというが、ペールト帝でもこ
とはできなかろう。たとい大帝は一種絶倫の人傑なりとするも、当時のロシアにお
いて日本人のごとく大胆にして且つ学問思想の緻密なつ国民は容易になかろうと思
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われる1
13
」。
　その答えは以上の引用文にあると思う。福澤は当時の日本人の力をよく理解し、
適確に判断した。
　これまで、当時のアジア文化圏における各国の民度を比較する研究はまだないだ
ろうが、江戸時代における教育の展開、新しい学問の登場、庶民の意識の高さから
見れば、他の国と比べ日本の民度はかなり高かったということができると思う。
　日本の近代化はゼロからスタートし、現在の日本経済の発展は近代から始まると
誤解する人が少なくないが、実際そうではない。江戸時代という約 300 年にわたる
長期的かつ安定した社会状況は、社会の基盤を固め、近代化に進む良い土壌を育ん
だ。伝統的な学派のほか、洋学などの新しい学問も登場した。交通網の発達、産業
の展開、商船の海外進出なども近代化の重要な基盤であった。その文化的・物質的
な基盤のおかげで日本人は西洋の文明の優越性に気づき、西洋諸国に侵略される危
機を乗り越えることができた。
3.　福澤諭吉の思想における「文明開化」と国家独立との関連性
――ファン・ボイ・チャウの思想における「文明開化」の観念と比較して
　前述のように、福澤と当時の知識人は「文明開化」によって近代化を果たし、そ
れを植民化の危機から国を守る唯一の道として確信した。野蛮、あるいは半野蛮の
国は必ず文明国に侵略されるため、その危機から逃れるには文明国になるしかない
と、福澤は何度も強調した。『文明論之概略』には次のように述べている。
　「西洋諸国と日本との文明の由来を論じ、その全体の有様を察して之を比較すれ
ば、日本の文明は西洋の文明よりも後れたるものと云わざるを得ず。文明に前後あ
れば前なる者は後なる者を制し、後なる者は前なる者に制せらるゝの理なり。昔鎖
国の時に在ては、我人民は固より西洋諸国なるものをも知らざりしことなれども、
今に至ては既にその国あるを知り、又その文明の有様を知り、その有様を我に比較
して前後の別あるを知り、我文明の以て彼に及ばざるを知り、文明の後るゝ者は先
だつ者に制せらるゝの理をも知るときは、その人民の心に先ず感ずる所のものは、
自国の独立如何の一事に在らざるを得ず1
14
」。
　つまり、文明に進むことが当時日本の急務であり、文明がなければ独立を守るこ
とができない。野蛮な国なら文明国に侵略される。そしてさらに、国家の独立を保
つことが文明開化の目的であると福澤は断言した。実際、『文明論之概略』でも「国
の独立は目的なり、今の我文明はこの目的に達するの術なり1
15
」と強調している。
13　『福翁自伝』「日本国人の大胆」、108 頁～ 109 頁。
14　『文明論之概略』、294 頁。
15　『文明論之概略』、334 頁。
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　独立は日本の文明開化の目的であり、福澤の人生の目的でもある。「一身独立し
て一国独立する」ということで、一人一人独立すればその国も独立すると福澤は明
確に認識した。『学問のすゝめ』でも、この問題について一章を割いて執筆し、学
問に専念するよう人々に熱く勧めた。そのため、『学問のすゝめ』は日本の独立宣
言書であるという意見があるが1
16
、過言ではない。
　国家独立は福澤の一生の目的でもあり、最後までその道を歩んだ。その道という
のは政治に媚びず自分一人で開いていく道である。福澤は明治維新からは距離をと
り、戦中でも文明開化を実現するため慶應義塾を維持し、人材を育成し続けた。当
時、福澤の著書である『学問のすゝめ』は日本でベストセラーになっており、主に
本の収入が家計を支えていた。『学問のすゝめ』は 22 万部、つまり 160 人に一人が
この本を買ったという計算になる。当時の日本社会に与えた福澤の影響は小さくな
いということがわかる。
　周知のように、洋書を翻訳し自ら本を執筆する以外では、福澤は現在の慶應義塾
大学の前身である慶應義塾を開き、運営していた。その過程で、独自の教育方針を
実施しながら西洋の科学と独立精神を教授したが、それはアジア各国の教育に欠け
ている部分であると述べている。特に福澤はなかでも「実学」を重視した。文明開
化の際に実学は欠けてはならないものである。
　19 世紀半ばから 20 世紀初めまでの日本社会と福澤の活動を、当時のベトナム社
会とファン・ボイ・チャウの活動と比較してみると、差異がよくわかる。特に文明
開化と民族独立との関連性である。
　ベトナムの歴史教科書において「文明開化」について言及する頻度が減っている
状況とは対照的に、日本の歴史教科書には、文明開化は「日本政府が富国強兵を目
指すため積極的に近代的思想と西洋の生活様式を取り入れた運動である」とある1
17
。
つまり、日本の近代社会において、多くの場合「文明開化」とは、西洋の文明を積
極的に導入することを指すのである。「開化」というのは「自分で開化する」とい
う意味で、つまり自動詞として使われる。『福翁自伝』で慶應義塾について次のよ
うに語っている。
畢竟わたしがこの日本に洋学を盛んにして、どうでもして西洋流の文明富強国
にしたいという熱心で、その趣は慶応義塾を西洋文明の案内者にして、あたか
も東道の主人となり、西洋流の一手販売、特別エゼントとでもいうような役を
勤めて、外国人に頼まれもせぬことをやっていたから、古風な頑固な日本人に
きらわれたのも無理はない1
18
。
16　西川俊作「解説」『学問のすゝめ』、241 頁。　
17　石井進・笹山晴生・高村直助著（ほか 13 名）『日本史A』山川出版社、2000 年、112 頁。
18　『福翁自伝』「教育の方針は数理と独立」、206 頁。
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　当時の日本社会全般に認められるわけではないが、福澤自身が西洋の文明を自主
的に取り入れた姿勢がこの史料からよく見てとることができる。
　「文明開化」に対する日本人の認識と違って、『ベトナム辞書』には「開化」につ
いて、「時代遅れた民族のために文化を開くことである。この言葉は植民地主義の
侵略意図を弁明するためによく使われる。例えば、植民地開化、開化家などであ
る1
19
」とある。さらにフランス植民地政権下では「経済開発のため文明開化」すると
よく言われていた。つまり「開化」とは、白人と西洋の民主主義の優越性を肯定す
る観念から生まれるものである。日本語における能動的・積極的に受容するような
ニュアンスと違って、ベトナム語の「KHAI1HOA1VAN1MINH（開化文明）」は、
植民地に対する侵略政策を遂行する行動指針として使われている。問題は、同じ語
源を持つ漢字・言葉であるが、なぜ異なる意味で理解されるようになったのか、と
いうことである。
　「KHAI1HOA1VAN1MINH」は、ベトナムの近代社会に植民地政権とともに持ち
込まれたため、侵略意図が含まれる可能性が高い。実際、ファン・ボイ・チャウは
「文明に泣く」という詩で次のように嘆いている。
文明 !　文明 !　文明を聞くだけで鳥肌が立つ。文明を読むだけで怖くなり、目
が切られるような感じがする。ああ、文明は人を殺す機械であるのか !?　文明
は人を噛むような虎であるのか !?　なぜか私は文明をとても嫌う。聞くだけで
腹が立つ。なぜかというと当時我が国において文明は本当に嫌われるもので
あったからだ1
20
。
　文明だけでなく洋学について論じるときに、ファン・ボイ・チャウの考え方と福
澤諭吉の考え方は完全に異なるのである。
　1926 年にファン・ボイ・チャウは「西洋の文字を学ぶ」という詩を書いた。そ
の主な内容は「人々が西洋の文字に夢中になるのはおかしいことである。西洋の文
字を勉強しても植民地政権のために仕えるしかない。千年の歴史を持っている国の
伝統文化を考えるとかなしいことである1
21
」というものだ。後にファン・ボイ・チャ
ウが日本に渡り西洋文明の重要性を認識できるようになると、洋書を探究する学年
を設置するようにタイン・タイ帝を説得したが、『越南国亡史』に語ったようにす
でに遅かった。
19　1ホアン・フェ編『ベトナム語辞書』ダナン出版社、2008 年、608 頁。
20　1ファン・ボイ・チャウ『ファン・ボイ・チャウ全集』第 7巻、トゥアン・ホア出版社／東西
文化言語センター、2001 年、421 頁。
21　1ファン・ボイ・チャウ『ファン・ボイ・チャウ全集』第 8巻、トゥアン・ホア出版社／東西
文化言語センター、2001 年、89 ～ 90 頁。
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　もしベトナムがもっと早くに政治や軍事を改革していれば、つまり皇帝も臣民も
西洋の文明をより深く理解していればということであるが、それはすべて民族独立
に対するファン・ボイ・チャウの夢にすぎない。
むすびにかえて
　このように「文明」と「文明開化」は、日本に大きな歴史的転換をもたらした重
要なファクターであった。異論はまだ絶えないが、文明開化を進めることによって
日本は西洋諸国に侵略されずに独立を保ち、近代化を果たしたということができる
だろう。残念ながらそれは漢字文化圏の中国やベトナム、朝鮮半島では起きなかっ
た。
　偶然ではあるが、1858 年に徳川幕府が日米修好通商条約を結ぶことによって日
本は世界的に認知されるようになったのに対し、同年ベトナムはフランス植民地と
なった。自国の現状や世界政治の状況に対する認識の違いから、文明、特に西洋文
明に対する考え方も異なってくる。おそらく「文明」は当時、アジア諸国を救うた
めの唯一のカギであった。
　以上ではあるが、本報告が、西洋文明および文明開化に対する二つの考え方と二
つの民族の歴史的運命との間に、両国の歴史を理解するための関連性があることに
ついて、検討をする素材を提供できたならば嬉しく思う。
主要参考文献
（ベトナム語）
1.　チュオン・タウ『ファン・ボイ・チャウ研究』ベトナム国家政治出版社、2003 年
2.　ヴィン・シン『ベトナムと日本　文化交流』ホーチミン市文芸出版社、2001 年
3.　ベトナム教育訓練省編『中学 3年生の歴史教科書』ベトナム教育出版社、2010 年
4.　ベトナム教育訓練省編『中学 3年生の歴史教科書』ベトナム教育出版社、2010 年
5.　グエン・ティエン・ルック『明治維新とベトナム』ベトナム教育出版社、2010 年
（日本語）
6.　アルバート・クレイグ『福澤諭吉の歴史意識と文明開化』（福澤記念選書 35）慶應
義塾大学、1985 年
7.　丸山真男『﹃文明論之概略﹄を読む』（上、中、下）岩波新書、1986 年
8.　河野健二『啓蒙思想家としての福澤諭吉』（福澤記念選書 12）慶應義塾大学、1975
年
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東南アジアの民族建築から、日本列島の建築史を読みなおす
井上章一
1.　新しい学会の潮流にあらがって
　日本には、神社とよばれる宗教施設がある。その建築的な源流は、日本列島へ仏
教がとどく前の時代にさかのぼれると、されている。有史以前の高床建物に、形の
根はあると、みなされてきた。じじつ、神祇信仰の中枢に位置づけられる伊勢神宮
は、今もその古い形をあるていどとどめている。
　もともと、日本列島の信仰は、建築化された施設をもたなかった。山や岩、木や
森、岬、川、海などをおがむ。自然をおそれ、そのままうやまうのが、本来のあり
かたであったと、考えられている。じっさい、そういう古い信仰の形を今にとどめ
た神社も、すくなからずある。
　社殿は農耕儀礼をつうじて、いとなまれるようになった。まずは、仮設の、小さ
いやしろがこしらえられる。神むかえがおわれば、あとはとりこわしてもかまわな
いような施設から、はじまった。時代が下るにつれて、それらはより構築的な祠に
なっていく。そして、やがては常設の神殿、今日のいわゆる神社社殿へとなりおお
せた。神社の建築史は、福山敏男以来、そう説明するのが、一般的である 1。
　だが、20 世紀末をさかいに、この福山説をうたがう学説が、うかびあがるよう
になってきた。
　福山以来の説明は、神社のなりたちを、やや牧歌的にとらえている。農民のなか
から、おのずと浮上してきたかのような見取図で、歴史をえがいてきた。国家権力
の介入が、神社の社殿を普及させたことを、あまり重んじていない。たとえば、律
令国家の官社制が、大きくあずかっていたことからは、目をそむけている。その点
を批判する論者が、このごろはふえている。建築史学の分野では、丸山茂が、その
急先鋒にあげられよう 2。
　また、考古学のほうからも、旧来の神社建築史を否定する説が、となえられるよ
うになってきた。有史以前に大型の社殿はなかったと、これまでの通説は言う。も
ともとは、山や岩をおがんできたのだ、と。しかし、古墳時代や弥生時代にも、大
1　福山敏男『神社建築』1949 年。
2　丸山茂「神社建築の形成過程における官社制の意義について」1999 年『神社建築史論――古
代王権と祭祀』中央公論美術出版、2001 年。
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きな神殿はいとなまれていた。社殿の成立を、ずっとあとへおくらして考える通説
は、まちがっているというのである。こちらは、金関恕あたりが、そのさきがけを
なしていただろう 3。
　20 世紀の後半には、考古学がさかんになり、発掘の報告もふえてきた。有史以
前の集落に関する知見も、ずいぶんゆたかになっている。柱のならび方が、今日の
伊勢神宮とよく似た建物の、すくなからずあったことも、あきらかになってきた。
そのことから、大型神殿の存在を、通説以前の時代に想定する声が、大きくなって
いる。
　福山以来の神社史は、今たがいにことなる立場から、はさみうちにされていると
言ってよい。ひとつは、民衆社会における律令以前からの社殿発達史を、否定的に
とらえる官社制論。そして、いまひとつは、大神殿の存在をはるかにさかのぼって
えがこうとする考古学である。仮設の小さい祠が、大きくなっていくというじゅう
らいの議論は、今、弱い立場にたたされだしている。
　この報告は、しかし、新しい二つの潮流に、したがわない。これまでの通説的な
理解を、肯定的に位置づけようとするものである。もちろん、そのことを実証的に
あかしだてることは、できない。だが、東南アジアの民族建築例をながめていくと、
じゅうらいの通説により強い蓋然性のあることを、感じる。東南アジアの民族研究
が、日本の有史以前をさぐるヒントになる。そんな可能性をさぐるふくみもこめて、
本題へとすすみたい。
2.　ピーとカミ
　民族学者の岩田慶治は、かつて東南アジアの稲作民族を対象としたフィールド・
ワークをこころみた。その成果を『日本文化のふるさと』（1966 年）という書物に
まとめている。記紀万葉にしるされた日本の生活文化は、東南アジアのそれと、強
くひびきあう。そのことを、さまざまな角度から、ときおこした本である 4。
　なかに、タイ族のピー信仰に言及したところがある。東南アジア諸国は、その多
くが仏教を受け入れた。寺院建築も、たくさんいとなむようになっている。だが、
仏教以前からあった精霊信仰を、いっさいすてたわけではない。たとえば、タイ族
は、ピーの信仰を今日にとどめている。あるいは、ビルマのカチン族、シャン族は、
ナットの信仰を。また、クメール族には、ニア・ターの信仰がのこっている。岩田
は、なかでもタイ族のピーに、強い光をあて、日本的な民俗信仰との通底性を力説
した。
　建築史的に興味をひくのは、ピーの祠に関する指摘である。岩田はタイ族の集落
3　金関恕「弥生時代の呪術と呪具」『考古学研究』（第 30 巻 1 号）1983 年。
4　岩田慶治『日本文化のふるさと――東南アジア稲作民族をたずねて』角川新書、1966 年。
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が、さまざまな祠をこしらえていることに言いおよぶ。それらをていねいにしらべ
あげたうえで、ピー信仰の発達史を、つぎのようにまとめてみせた。
　いちばん古い第一期は、「浮動するピー」の時期になる。ピーは山河、あるいは、
草木虫魚となって人の前に出没した。所在は不明で、巨木や巨石のもとに臨時の祭
場をさだめ、供物をささげる。そうして、ピーをなぐさめる時代が、つまり祠はま
だできない時代があった。
　第二期は「去来するピー」の時期である。祭りのさいにのみ祠をいとなみ、ピー
の降臨を受け入れる。祭りがおわれば、ピーはふたたびもとのところへかえってい
く。臨時的に小さな祠をもうける時代が、この第二期にあたると、岩田は位置づけ
た。
　つづいて、第三期だが、これは「常住するピー」の時期にほかならない。バンコッ
クの周辺には、柱上祠、プラプームとよばれる祠がある。そこには、精霊の座像も
あり、臨時的なピーの祠とは、発展段階がことなっている。岩田は、ピーの信仰と
ヒンズー教の神が習合した可能性も、のべていた。あるいは、そういう外来の要素
にも、ささえられているのかもしれない。いずれにせよ、そこには御神体がある。
常設の祠として、それらはいとなまれているのである。
　岩田は、この三期にわたる変容を、日本の信仰史と並行的に位置づける。「ピー
のかわりにカミをおきかえさえすれば、そのまま日本のカミ信仰の歴史を語ること
になる。それほど両者の類似には驚くべきものがある 5」。岩田は、両者を対比的に
ならべ、そう結論づけている。
　もちろん、タイ族のピーと日本のカミには、ちがうところもある。なによりも、
日本では神祇が律令国家の指導で、制度化された。各地に一の宮、二の宮が創建さ
れ、国家宗教めいたあつかいもうけるようになっている。だが、ピーにそういうう
しろざさえはない。岩田も、そのちがいを、こうまとめている。「神社は国家統制
ないし地域編成の原理になり、民族、部族の限界をこえて発展したが、ピー信仰は
逆にたんなる家族の守護者に転落していった 6」。
　だが、国家にささえられなくても、ピー信仰は祠をつくりだしている。臨時のそ
れのみならず、常設的な祠、小さな神社と言ってもいいような施設を、こしらえさ
せた。小規模な社殿なら、国家的な背景がなくても、じゅうぶんなりたちうる。タ
イ族のピー信仰は、そのことをはっきりしめしている。
　日本列島における信仰施設の発達史を考えるさいにも、この点はあなどれない。
小さな仮設の祠が、仏教の感化をへて、大きくなっていく。律令国家とかかわるな
かで、より立派にととのえられていった。そういう面も、まちがいなくあったろう
が、自成的な部分を黙殺することは、できない。ピーと同じように、集落の小さな
5　同前、183 頁。
6　同前。
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祠がいとなまれた時代は、日本列島にもあったろう。国家などとは、関係なく。
　記紀などの文献だけから、歴史を考えれば、あるいは官社制論のようになるのか
もしれない。この報告も、そのことはみとめる。しかし、近年の研究者が、岩田ら
の民族学に目をむけようとしないことには、違和感も覚える。その鎖国的なかまえ
には、反省をうながしたい。
　弥生時代や古墳時代の遺跡からは、よく高床建物の柱穴が見つかる。棟持柱をも
うけた建物も、しばしば見いだされてきた。柱跡のならび方は、今の伊勢神宮と、
つうじあう。神宮と似かよった建物のたっていたろうことが、しのばれるならび方
に、それらはなっている。
　そのことから、当該の遺跡にも、神殿らしい施設ができていたとみなす考古学者
は、すくなくない。とりわけ、棟持柱をもつ建物に関しては、そうおしはかること
が、ふつうになっている。さらに、それらの高床棟持柱建物が大きければ大きいほ
ど、神殿だとする議論はよりたしかな口調で語られやすい。これだけ巨大だったの
だから、一般的な施設ではないだろう。宗教的な役割をになっていたにちがいない、
と。じっさい、最近の発掘報告書は、たいていそんな書き方をとりいれている。
　文献的には、そういう巨大神殿のあったことなど、たどれない。有史以前の信仰
は、山や岩などがうやまわれていたことをしるすにとどまる。
　ただ、記紀をはじめとする文献記録は、8世紀にならなければあらわれない。そ
こにしるされた信仰のあり方も、8世紀のそれをしめしてはいるだろう。あるいは、
6、7世紀ぐらいの信仰史なら、そこからたどれるかもしれない。しかし、3世紀以
前の弥生時代が、そこからおしはかれはしないだろう。だから、弥生時代における
巨大神殿の存在を、8世紀の文献でしりぞけきることは、むずかしい。神殿肯定説
の考古学者たちも、そんな記録で弥生時代は論じられないと言うのが、ふつうであ
る。
　ただ、神殿派の考古学者たちにしたがえば、すこしやっかいな宗教史を想定しな
ければならなくなる。有史以前には、棟持柱＝高床建物の巨大神殿がたっていた。
だが、文献記録のつたえる 6世紀ごろには、それらがみななくなっている。あとか
たもなく、きえさっていた。古くからの神観念は、山や岩にしかとどめられていな
い。そうみなさざるをえなくなる。巨大な神殿をいとなむ弥生の宗教はついえさり、
ヤマト朝廷の成立期には、原始的な自然信仰しかのこらなくなったというふうに。
　アニミスティックな山や岩にたいする信仰にさきがけ、巨大神殿をいとなむ弥生
時代があった。神殿派の考古学者たちは、事実上そんな宗教史を、想いえがいてい
る。単純な発展史観を、うのみにはしない。弥生時代あたりに、うしなわれた文明
のあったことを想定する。そんな見取図のもとに、このごろは考古学の発掘報告書
をととのえるようになっている。そして、私は、その大胆すぎる歴史観になじめな
い。
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　伊勢神宮との類似から、神殿の存在をおしはかる考え方も、じつに不可解である。
神殿派の考古学者たちは、弥生の宗教文明を、有史以後からきりはなしつつ想定し
た。にもかかわらず、類推のよりどころを、神宮と似ているところにもとめている。
建築形式の成立が 7世紀末以前へはさかのぼりがたい神宮に。弥生の神殿論をどう
しても語りたいのなら、神宮との類似語りは、ひかえたほうがいいだろう。
　さて、東南アジアにも、とりわけ島嶼部では、神宮の柱のならび方が似た民族建
築を、よく見る。棟持柱のある高床建築を見かけることが、すくなくない。日本の
考古学者たちは、弥生のそういう建物を神宮に似ていると、みなしてきた。しかし、
それらは東南アジア島嶼部にのこる民族建築とも、似かよっている。今の神宮より
は、そちらに近かった可能性だって、なくはない。
　東南アジアの島嶼部で見かける高床の民族建築には、さまざまな用途がある。住
居、倉、集会所、等々である。宗教的な祠もないわけではないが、それらはおおむ
ね小規模なものにかぎられる。ピーの祠で例示したようなミニチュアの家型なら、
信仰の対象となっているものもなくはない。だが、大規模なものは、たいてい集会
所としてつかわれる。
　こうした民族事例にかんがみれば、日本の大型棟持柱高床建物も、集会所だった
のだとみなしうる。世俗的なあつまりに供されたのだと、おしはかりたくなってく
る。すくなくとも、宗教施設であったとは考えにくい。
　これだけ大きかったのだから、宗教的な何かであったろう。近年の考古学は、弥
生の大型棟持柱高床建物を、そう位置づけてきた。しかし、この見方は、東南アジ
アの民族建築に関する知見と、なじまない。むしろ、大きければ大きいほど、宗教
とはかかわりのない施設であったと判断せざるをえなくなる。逆に、小さなものな
ら、祠であった可能性もでてこよう。まあ、ピーの祠めいた施設であったなら、あ
まりに小粒で、考古学の発掘現場に柱跡をのこさないような気もするが。
　ついでにのべそえる。日本では、いくつかの発掘現場で、有史以前の建物が復元
されることもある。棟持柱をもつ高床建物も、その例にもれない。それらも、しば
しば、かつてはこんなかっこうでたっていただろうというふうに、よみがえらせら
れている。
　もとより、発掘現場には、柱の穴しかのこっていない。だから、柱がどういうふ
うにならんでいたかは、おしはかれる。だが、それ以上のことは、なにもわからな
い。それは、骨の化石しかのこされていない白亜紀の恐竜を、皮膚までふくめて復
元することができないのと同じである。
　もちろん、恐竜図鑑などでは、表皮の具合や色も、えがかれている。しかし、そ
れらは、想像のたまものでしかありえない。現存の爬虫類などから、類推をされて
いるというにとどまる。エクアドルのガラパゴス諸島に生息するトカゲあたりから。
　弥生時代の棟持柱高床建物は、しばしば今の伊勢神宮から逆算しつつ、その形が
考えられている。神宮をより古撲によそおわせたかっこうで復元されることが多い。
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その意味では、神宮にガラパゴスのトカゲめいた役目があたえられていると言うべ
きか。
　しかし、今の神宮と 7世紀末の神宮には、すくなからぬ差異もある。また、7世
紀末のそれが、以前の棟持柱高床建物をどこまでうけついでいたかも、さだかでな
い。じっさい、神宮の神明造りには、仏教建築からの感化も見てとれる。ここから
の逆算には、けっこうあぶなっかしいところがある。
　もちろん、東南アジア島嶼部の民族建築が復元の手本になると言いきることも、
困難である。ヤップ島あたりの集会所をてがかりにすればいいわけでもない。私は、
日本文化らしいものがなりたつ前の列島文化は、周辺諸民族の文化もふくめて考え
たほうがいいと思っている。現代日本文化からの逆算で、ことをおしはかりすぎる
のは、あぶない、と。しかし、この点についてはきめ手がない。
　ただ、今さかんにおこなわれている復元が、自閉的な価値観にもとづいているこ
とだけは強調しておこう。あれは、科学的な判断だけでなされているいとなみでは
ない。近代日本の時代精神にうごかされた復元だという一面を、まちがいなくもっ
ている。その意味では、かたよりのあるこころみなのだと言っておくことで、この
報告をおわりたい。
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ベトナム、タンロン皇城における日本の陶磁器
　ブィー・ミン・チー
はじめに
 現在の首都ハノイの中心に位置するタンロン城遺跡は、10 世紀を跨いで存在した
歴史あるダイビエット国最大の首都でもあり、タンロン古都の皇帝宮の中心地にあ
る一番重要な部分である。
　この遺跡エリアでは2002～2009年の間に、ベトナムの考古学者が発掘調査を行っ
たが、建物・王宮・楼閣の基礎となった豊富で多様な痕跡と多くの王朝の遺物が発
見された。それらは、同地に積み重なるように栄えた、ダイラー王朝（7 世紀～ 9
世紀）から、ディン－ティエンレー王朝（10 世紀）、リー王朝（1010 ～ 1225 年）、ト
ラン王朝（1225 ～ 1400 年）、レー王朝（1428 ～ 1788 年）までの遺跡であった。
　考古学者による遺跡エリアでの重要な発見は、用具や道具などの各種発掘を通じ
て、建築・装飾芸術・都市景観計画・皇宮の生活など、多くの分野にまたがるタン
ロン城研究の歴史に新たなページを開いた。
　その時からタンロン城の歴史の秘密が明らかにされ始め、その中には王宮の日常
生活で使われていた陶器も含まれていた。特に注目すべきは、ベトナム陶器以外に
中国や日本、西アジアの陶器が数多く発見されたことである。これによって、タン
ロンと南アジア、北東アジアという偉大な文明との何世紀にもわたる交流が生き生
きと映し出されたのである。その中でも、江戸時代の日本陶器の収集は、レ ・ーチュ
ン・フン時代（17 世紀）におけるタンロンと日本の交流を示す典型的な証拠である。
　これまでに、ベトナムで肥前陶器が発見された場所は全部で 11 カ所ある。居住
区の遺跡ではチャンティエン、タンロン（ハノイ）、チューダウ、ホプレー（ハイズ
オン省）、商業港の遺跡ではフォーヒエン（フンイエン省）、タンハー（フエ）、ホイ
アン（ダナン省）、ヌオクマン（クイニョン省）、墓地の遺跡ではムオン（ホアビン省）、
ダイラン（ラムドン省）、沖合いの島の遺跡ではコンダオ（キエンザン省）がある。
　ベトナムおよび東南アジア、世界各国において肥前陶器がたくさん発見されたと
いうことは、17 世紀における日本の国際貿易ネットワークへの重要な貢献を示し
ている。
　特に、タンロン城遺跡のような重要な遺跡エリアでの発見は、当時、ダイビエッ
トの王が王宮での饗宴のために購入した、あるいは発注した陶器の品質をより明ら
かにしてくれている。
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1.　タンロン城遺跡での日本陶器の発見
　タンロン城遺跡では建造物の遺跡以外に、陶器など多くの貴重な遺物も発見され
た。その中には、王と王室の用具という高級な品物も多く含まれている。7 世紀か
ら 19 世紀までのベトナム陶器以外では、7 世紀から 19 世紀までの中国陶器、9 世
紀から 10 世紀の西アジア陶器、14 世紀の韓国陶器や 17 世紀の日本陶器も数多く
発見された。
　日本陶器は肥前焼、あるいは伊万里や有田の名称で有名な焼物である。備前は昔
の肥前国の重要な陶器生産の中心地であり、伊万里と有田は現在の佐賀県と長崎県
の一地域で、日本の九州の北西部に位置する。
　タンロン城遺跡で見つかった肥前陶器には、主にホワイトセラミックと色絵の 2
種類がある。ホワイトセラミックとは釉薬の下にコバルトブルーを着色する工法（専
門用語では青白陶器と呼ぶ）で、色絵とは釉薬の上に着色する工法である。なかでも、
青白陶器のほうが多い。
1.1.　青白陶器
　青白陶器は主に有名な陶芸窯のある有田で生産される。これらの陶芸窯で焼かれ
る製品は元来主に、中国で非常に人気を博していた青白陶器の中国国内市場の需要
を満たすためのものだった。しかし、1644 年以降、東南アジアやヨーロッパの市
場では中国陶器が不足してきたため、これらの陶芸の窯元はすぐさまそのチャンス
をとらえて輸出用の青白陶器を生産することにしたのである。
　ベトナムおよび東南アジア諸国の考古学的遺跡からは、日本の輸出用の青白陶器
がたくさん見つかっている。特に、タンロン城遺跡ではそれが顕著だった。しかし、
まだ分類と整理の途中なので、現時点では本遺跡エリアで見つかった日本陶器の種
類および数量について正確な最終データを出すことはできない。しかし、2006 年
から 2009 年までに見つかった 379 の標本と 363 の断片に関する概要分類データに
よると、同地で発掘された日本の青白陶器は主に五種類に分けられるようだ。それ
は鉢・皿・碗・デカンターと小瓶だが、鉢と皿が一番多い。
1.1.1.　鉢
　様々なサイズと装飾模様のある鉢が見つかったことは、当時のタンロン王宮の豊
かな使用需要を表している。しかし、設計と技法の観点から見ると、これらの鉢に
は非常に類似した点があることがわかった。すべて小鉢で、口はストレート、縁が
湾曲し、内側が深く高台は小さくて低い。釉薬は乳白色や青白で、表面は中国陶器
のような輝かしい白ではない。特に注目すべき点としては、これらの鉢にはクラッ
クの模様と柔らかい骨材が使われており、前期のレー王朝におけるベトナム陶器と
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同じであるということだ。鉢には釉薬の下に青色の模様が描かれており、一般的な
絵柄としては竜・雲・フェニックス・ライオン・花・葉・風景および漢字がある。
この装飾模様から、鉢は以下のような、八つのグループに分けられる。
（a）竜の描画鉢
　東洋の概念によると、竜の描画鉢は装飾模様の特色性と貴重な象徴値で常に価値
のあるものだと考えられていた。タンロン城遺跡では 135 の標本と 245 の断片が見
つかっている。これらの鉢のレイアウトと表現スタイルは非常に多様で、主に以下
のような三つのタイプに分けられる。
　まず第一に、日本風の竜と雲を定型に描いた鉢。1650 年から 1660 年の間の早期に、
ベトナムと東南アジア諸国に輸出された肥前陶器の典型的なものである。鉢の外形
は短く湾曲し、頭の小さい尾を葉の形に広げた 2 匹の竜が飾られている。内側には、
雲の中に隠れている竜頭を描いたり、波紋や水面上に跳ね上がる魚を描いたりして
いる。竜および雲と波紋の模様は非常にシンプルかつ雄大で、高度な様式化を示し、
日本の青白陶芸の独自性を映し出している。
　第二に、中国風の竜と雲を描いた鉢。この種の鉢の品質は前述の竜の描画鉢より
遥かに優れている。釉薬はきらきらと白く、模様は濃紺だが、その色は鮮やかであ
る。鉢の外縁には 2 匹の竜と火の雲を描画し、内側にも円の中に丸く収まった竜が
描かれている。描画は非常に精密で、竜のそれぞれの足（3 または 4）をはっきりと
描いている。この模様のスタイルとレイアウトは、中国の明時代の陶器からの影響
を明確に示していると同時に、日本の青白陶器技法の急速な進歩をも示している。
特に注目すべき点は、鉢の底面に常に明時代の王の年号として「大明成年製」と記
していることである。素人目で見ただけでは、つまり、釉薬や骨材、特に陶芸家の
独自な竜描画スタイルについて造詣が深くないと、中国陶器と区別しにくい。
　第三に、円の中に竜と「壽（寿）」の文字を描いた鉢。竜が円の中に丸く収まり、
その周りに簡素なスタイルで「壽」の文字を描くという独自性および創造性に富ん
だレイアウトは美的感覚に訴えかけると同時に、深い思想をも含んでいるため、こ
の商品を高級なものとし、東南アジア市場に大量に普及させた。「壽」の文字を使っ
て独立の装飾模様にすること、または竜・風景・人物とを組み合わせて装飾するこ
とは、中国の明時代の陶器ではかなり一般的であり、東南アジア市場への重要な輸
出品に見られた特徴であったが、肥前陶器にもこの装飾模様が見られる。新たな雰
囲気を持ってはいても、中国陶器の伝統的な要素が反映されている。
（b）ライオンの描画鉢
　本遺跡エリアでは竜を描いた鉢以外に、円の中にライオン、周りに花柄、内側に
類似の花柄を描画した高級な鉢も発見された。その色付けは日本陶器の特徴である。
これらの鉢の中には、つる植物の花柄とライオンの姿のものもあり、その表現は類
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似の中国陶器を連想させる。
（c）フェニックスの描画鉢
　フェニックスを描いた鉢は、デザインとスタイルが、ベトナムや地域内の他の諸
国の商業港跡、居住地跡や古墓およびタンロン城遺跡で見つかった鉢のものと同様
である。この発見は、当時の東南アジア市場におけるフェニックス描画鉢の普及率
と人気を示している。鉢の外縁には両翼を広げている二対のフェニックスを描き、
描画はリベラルだが、定型的である。内側には波紋や水面上に飛び跳ねる魚を描い
ており、スタイルが上述した竜と波紋を描画した鉢と同じである。
　その他の遺跡エリアでも、内側に独自のスタイルでフェニックスを描いた貴重な
鉢の標本が 7 点発見されている。これらの鉢は従来の陶器よりも非常に優れている。
多くの場合は、鉢の外縁に山水風景・花・葉と波のように渦巻く大雲が描かれてい
る。描画は柔軟で濃淡に富み、所々に小さな描画も盛り込まれている。特に、近景
や遠景の山の頂上を飛んでいるフェニックスの鮮やかな表現などは、この模様に熟
達した陶芸家でないと不可能だったことを示している。
（d）オンドリの描画鉢
　現在の資料によると、ここに述べるオンドリを描いた鉢はタンロン城遺跡のみで
見つかっている。鉢の外縁には、非常に特殊な背景の中に 3 羽のオンドリと石山の
横にある花と草葉の風景が描かれている。精密に描画され、現実性に富んでいる。
3 羽のオンドリは異なる姿勢で表現され、その中の 2 羽は争っていて、彼らの頭に
は「夫」という文字が見える。もう 1 羽は別の方向へ向かっている。この図柄に込
められた古代の日本人の観念（象徴の意味）については引き続き調査する必要があ
るが、オンドリや花の描画の技法は完璧といってよい。
（e）風景の描画鉢
　竜・フェニックス・ライオンを描画した鉢以外に、様々なスタイルで風景を描い
た鉢が発見されたことは、当時のタンロン王宮で使用された肥前陶器の多様性を映
し出している。その中で一番数が多いのは、船・海・山、建物や木々に関連した風
景を描いた鉢である。代表的なのは航海と海の風景、あるいは石山の風景であり、
描画スタイルが非常に大胆で印象的である。これらの鉢は品質が悪く、釉薬も白灰
でざらざらしており、模様が濃紺である。品質がより良く、装飾模様も派手な鉢は、
建物や石山、または港の風景を描画した鉢で、遠近法で表現されており現実性に富
んでいる。
　前述した鉢のほか、非常に熟練した技術で松を描画した鉢の断片も発見されてい
る。木や模様を表すスタイルは、明時代の景徳鎮陶芸の窯での描き方が輸入された
ことを明確に表している。
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（f）花の描画鉢
　かなり多くのレイアウトと装飾模様がある。代表的なのは円の中に花を描いたも
のであるが、さらに特徴的なのは鮮やかなブルードットを独自の青点で描いた鉢で
ある。それは肥前陶器の独自性を持っている。これらの鉢には主にダークホワイト
のクラックの模様があり、内側には絶妙な間隔で小花の枝が描かれている。底面に
「宣徳年制」と記された標本がいくつもある。
　他に、肥前陶器の特性を持っているユニークなものに、羽根車形に菊花を描いた
鉢がある。縁には常に 2、3 の大きな菊を描き、花びらを羽根車のように広げて本
体を包み込んでいる。周りのスペースは草と小
お し べ
雄蕊で装飾されている。内側には広
い円の中に小さな花や葉の枝を描き、底面には手書きで年号「宣明年制」または「宣
徳年制」と薄く書かれているが非常に読みにくい。
　上記の二つのタイプのほかに、本遺跡エリアでは菊や他の花模様で装飾された高
級な鉢もたくさん見つかっている。この模様のモチーフとレイアウトは二つの方法
で表現されている。まずは枝やつる植物で横線の水平レイアウトを描くことである。
第二は、花枝を本体に沿ったフレーム内で対称に描いて、他の模様と交互に組み合
わせた鮮やかな装飾ブロックを作り出すことである。内側には多くの場合、小さな
花の枝や蓮の花または桃を描き、底面に年号「大明成化年制」と記された標本がい
くつもある。
（g）枝の描画鉢
　枝を描画した鉢はあまり多くはないが、すべて高品質である。素材が丈夫で釉薬
はダークホワイト、かなりさらさらとしている。外縁には日本の特徴を表す紅葉の
枝が描かれ、内側にはシンビジウムまたは小さい花の枝を描き、底面には上記の鉢
と同じ年号が記された標本がいくつもある。
（h）漢字の描画鉢
　タンロン城遺跡で発見された日本の青白陶器の相違点と興味深い点は、内側に漢
字を描いた鉢があったことである。漢字を使って独自の装飾を作り出し、人生の理
念または祝福のメッセージを贈っている。例えば、「福」（祝福）、「寿」（還暦を祝う）、
「恵」（恵の祝い）など、中国陶器には非常に普及している。ここで見つかった日
本陶器の標本の中にも、内側に大きなつる植物の葉の紋と漢字を描いた鉢がある。
最も注目すべきものは、鉢の内側に「雨香斋」、底面に「仁疤」と古代の漢字で記
された鉢である。ラムドンの古墓の非公式な調査で見つかった肥前陶器の標本には、
内側に漢字を描いた陶器も見られたが、年号「大明成化年制」と記されている。こ
れは注目すべきケースだと思われる。
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1.1.2.　皿
　様々なサイズと装飾模様のある皿の出現は、当時のタンロン王宮での需要を示し
ている。
　オランダ東インド会社（VOC）の記録から、1676 年にレー・フィ・トン王が台
湾の商船から日本陶器を 1 万 7720 枚買ったことがわかった。その中には、7000 枚
の小皿と 10 枚の大皿が含まれる。この情報はほんの一部しか映し出してはいない
が、タンロン王宮が以下の考古学的発見の裏付ける通りに多くの日本陶器を購入し
ていたことを示している。
　初期の統計によると、タンロン城遺跡では小皿と大皿を含めて 191 の標本と、35
の断片が発見されている。その中で特に多いのが内側の深い小皿で、品質も装飾模
様も多様である。大皿の数量は少ない（8 標本）が、すべてが高級品でデザインと
装飾模様が非常に美しい。
（a）小皿
　小皿には様々なサイズがあり、模様は内側に限られている。この模様は主に竜・
雲・フェニックスと漢字、ウサギと風景、桃・菊、花と風景である。
・竜の描画皿
　これらの皿は小皿の中で一番小さい（口の直径は 10cm ～ 11.8cm）が、高級品で、
内側は竜と雲で飾られている。縁には 2 匹の竜を時計周りに描き、内側には丸くなっ
た竜を描き、周りには非常に強風の際に見られる雲紋が描かれている。この皿での
竜の形は、上述した竜と波紋を描いた鉢と似ている。注目すべき特徴として、竜頭
と竜尾の描き方が日本の陶芸の独自性を示していることが挙げられる。底面に年号
「大明成化年制」と記された標本がいくつもある。
・フェニックスと日本語の文字が描かれた皿
　1650 年から 1660 年の間にベトナムと東南アジア市場に輸出された低品質の陶器
の典型ともいえる皿であり、上述した竜と波紋を描いた鉢と同じ時代のものである。
内側が広く、縁が湾曲しており、口が直線的に斜めで、作りが太く、釉薬が乳白色
やグレーで、模様は主に内側に描かれている。縁には時計周りで飛ぶ 2、3 のフェニッ
クスを描き、内側には日や月を描いているが、日本の言葉の方が多く描かれている。
　このグループのもう一つのタイプは、フェニックスと「壽（寿）」の文字を描い
た皿である。より良い品質を持ち、エナメルが明るい白で、エナメル色も明るいブ
ルーである。模様のレイアウトは明時代の陶器見本からコピーしたことを示してい
る。
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・菊の描画皿
　本遺跡エリアでは、前述のウサギを描いた皿と材料およびスタイルが同じで、定
型的に菊を描いた皿も見つかっている。枝が曲がり、花の形が濃紺の丸で非常に簡
単に表されている。品質とそれぞれの模様の技法から、これらの皿が 1630 年から
1650 年の間の早い段階に作られたことがわかっている。
　それ以外に、より良い品質で内側に現実的スタイルで菊を描いた多くの皿は、そ
のデザインとレイアウトから、上記の定型的に菊を描いた皿から発展・確立された
ものと思われる。非常に豊富な量が発見されている。内側には、多くの場合、咲い
ている丸い花が三つ描かれ周りには 3 匹の魚が連なって泳いでおり、外縁は三つの
小枝で飾られている。なかには幾何学的な紋だけであったり、プレーンで模様がな
いものもある。
　ここで注目すべき点は、きわめて特殊な菊を描いた皿も存在しているということ
である。内側にはコインのように丸い小菊だけを描き、葉や枝がまったくない。外
縁には青い糸と小枝が描かれている。
・花の描画皿
　小皿の一種だが、品質と装飾模様はより豊かである。草むらの花、秋月の風景と
菊、つる植物と菊、蓮の花や花王の茂みなど、鮮やかに表現された模様が数多くあ
る。その中で特に注目すべき点は、花と蓮の花びらで八つの武器を描き、内側には
石山・花・草、鳥または昆虫の風景を描いて、景徳鎮の陶芸窯のスタイルをほとん
どそのまま真似ていることである。
・風景の描画皿
　風景を描いた小皿はまだ多く発見されていないが、非常に注意すべき標本である。
これらは高級品であり、内側には石山の横にいる鳥や枝にとまっている鳥を鮮やか
に描いており、非常に芸術的である。それ以外では、外側に菊と風景を描き、内側
に山と空・雲を独特の表現で描いた皿もある。
（b）大皿
　現在の遺跡エリアで収集された大皿はまだ少ないが、これらは貴重で高品質な陶
器の標本である。形は基本的には 2 種類あり、階段状の本体と円形で湾曲した本体
とがある。数が多いのは階段状の本体の方である。装飾模様は非常に繊細で洗練さ
れた技法で描画され、高い技術性が感じられる。また、「クラークのスタイル」で
花と八つの武器の模様を描き、内側には石山の風景、花・草と昆虫を描いている。
中国陶器の影響を受けた皿以外の残りの大部分は、主に山水画と花を描いた皿であ
る。ホイアン（ダナン省）、タンハー（フエ）、ヌオクマン（クイニョン省）など、ベ
トナム中部にある貿易港跡でも、同じタイプの大皿以外に上記の「クラークのスタ
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イル」で描かれた皿も見つかったが、その飾りはフェニックスだった。風景を描い
た高級な皿は、唯一タンロン城遺跡で見つかったものだけである。
　残念なことに、これらの皿のほとんどは小さな断片でしか発見されていないため、
形と装飾模様の完全な美しさを見出すのが非常に難しい。しかし、東京の財団法人
戸栗美術館、および九州陶器博物館に所蔵されている有名な皿のコレクションとの
直接的な比較研究を通じて、タンロン城遺跡から発掘された断片の中に類似した皿
があることがわかった。この比較研究から、古代のタンロン王宮で使用された大皿
のグレードと上品さが明確に想定できるようになったのである。
1.1.3.　碗
　ベトナムと東南アジア諸国で発見された日本陶器についての報告の中には、2007
年に清水菜穂がビエンチャン（ラオス）で発見した碗の断片を除いて、お茶やお酒
を飲むのに使われた小碗の発見情報がないようである。しかし、上記の VOC の記
録には、レー・フィ・トン王が 1676 年に台湾の商船から買った日本陶器の中に
1000 枚の飲料用の小碗と 200 枚の茶碗があったと記されている。この手がかりから、
我々はレー・フィ・トン王が買った碗の行方を見つけようと長年にわたって比較研
究を進めてきた。そして、材料の特徴・釉薬・装飾模様の研究を通じて初めて日本
の碗が確認された。しかし、見つかった碗の数はまだ多くはない。花と風景を描い
た青白碗の 5 標本と 9 断片しか見つかっていない。
　花を描いた碗は高台が小さく、本体が斜めに湾曲しており、口がストレートに広
がっている。本体の周りには定型化された技法で三つの菊の枝を描いており、模様
の表現が中国陶器とは明確に異なっている。
　風景を描いた碗は花や葉を描いた碗よりやや大きく、高台が広くて本体が真っ直
ぐ斜めになっており、口はやや外へ広がっている。周りには建物や山と雲の風景が
日本独自のスタイルで描かれている。
　上記の両碗も高級なもので、ここで発掘された中国の碗よりも美しい。そして、
年代に関して述べると、これらの碗は約 1670 年から 1680 年の間に生産されたよう
である。というのも、前述したように、台湾の船が日本から陶器を持ってトンキン
へ立ち寄り王に販売したが、その時期のものに該当する可能性があるからだ。
1.1.4.　デカンター
　碗と一緒に、白釉の上に青色を着色した日本独特のデカンターの三つの断片が初
めて発見されている。このタイプは非公式な発掘調査の際にホアビン省のムオン墓
跡で発見された。比較研究から、タンロンで見つかった容器の断片はデカンター類
に属することがわかった。ニンニクの形状をしており、本体はスリムで長いが首が
小さく、高台が広い。周りには風景や花が描かれている。タンロンでダイビエット
王が購入した日本陶器についての記録には、デカンターは記されていない。各種容
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器についてだけは記録してあるが、おそらくそこに書かれている容器の中に酒を保
管するためのデカンターも含まれていたのであろう。
1.1.5.　小箱
　上記の調査で発掘された陶器以外に、タンロン遺跡では白釉の上に青色を着色し
た小箱の断片も見つかっている。おそらく宝石箱であろう。蓋付きの小箱であり、
デザインは明時代の箱の影響を受けたことを示している。しかし、蓋の上表面に菊
の葉を描き、境界線を太い線で色付けたり模様をカエルの形にしたりするのは肥前
陶器の独自のスタイルである。
1.2.　釉薬の上に多くの色を着色した陶器
　考古学的な遺跡で発見された肥前陶器の標本から、青白陶器が東南アジアの多く
の国で好まれた輸入品であったことがわかる。しかし、実際には、日本は青白陶器
のほかに、釉薬の上に着色した高級な陶器も輸出していた。ただし、数量が欧州市
場に比べて限定されていた。それでも、これまでの研究から得た情報の限りでは、
研究者はベトナム市場における日本の着色陶器の出現を知らなかったようである。
1993 年にタンハー商業港（フエ）とヌオクマン（クイニョン省）を調査した時に、
釉薬の上に着色した大皿の断片が発見された。その中に、鹿と紅葉を青・黄・赤の
釉薬で華やかに装飾した断片があった。その後、ホアビン省の古代ムオンの墓から
発掘した陶器標本を研究したが、その際、肥前陶器の中に、釉薬の上に着色した特
殊な陶器も見つけた。内側にはつる植物の花が、真ん中にはリスが描かれ、底面に
は漢字二文字で「萬歴」と描かれていた。これらの証拠は青白陶器の場合と同じで
あり、これにより、ベトナム市場における着色した高級な日本陶器の存在をはっき
りと確認することができた。しかし、非公式の発掘とはいえ、ハノイとホーチミン
市の個人収集物の中に日本の着色した陶器が存在するということは、それら見つ
かった考古学史料より何倍もの多くの貴重な陶器がベトナムに実際に輸入されたこ
とを示している。
　タンロン城遺跡できわめて独自のスタイルで描かれた鉢が初めて見つけられた。
外側はブルーエナメルでカバーされ、その上からつる植物の菊模様が黄色で着色さ
れている。内側は白エナメルで、縁には竜の形、内側の真ん中では釉薬の下に小さ
い花枝が青色で着色されている。残念なのは、黄色がぼやけていて、あいまいな画
しか残っておらず、斜めからの光で見たときしか模様が認識できないことである。
そして、この斜めからの光で見ると、つる植物の菊模様はかなり柔らかく洗練され
た画であることがわかった。
1.3.　芸術の特長と年号
　日本の肥前陶器、特に青白陶器は装飾とデザインにおいて中国陶器の影響を大き
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く受けている。模様のレイアウトとモチーフには明時代の終わり頃の特徴が見られ、
輸出用の肥前陶器の装飾芸術に断続的なひらめきを与えた。多くの研究者は日本陶
器と中国陶器の区別が難しいことを認めている。理由は、両者の間にかなり多くの
類似点があることだが、特に多くの日本陶器の底面に明王朝の王の年号が記されて
いるからである。
　タンロン城遺跡で発見された碑文のある肥前陶器標本についての集計から、次の
ような五つの明王朝の王の年号を記述する方法が存在することがわかった。それは
大明、大明成化年制、宣明年制、宣徳年制、大明嘉靖年制である。
　デザインの類似性、特に明王朝の王の年号または中国の有名な陶芸窯の名前を記
載するというやり方は、中国陶器が不足していた状況の中で、日本の陶工が国内市
場の需要に応えるために積極的に中国陶器の偽造をしたり中国陶器の影響力を利用
したりして、欧州やアメリカ、特に東南アジアの活発な市場で肥前陶器を販売して
いたことを示している。彼らは、中国陶器を見たり肥前陶器生産の見本としたりし
て、中国陶器の特徴をしっかりと把握するよう努めた。非凡で絶妙な表現のため、
優秀な中国陶器の研究家でも時には判別するのが非常に難しいと感じることさえあ
る。
　ベトナム、ラオス、タイ、カンボジア、マレーシア、インドネシア、フィリピン
の多くの考古学的な遺跡では、輸出用の肥前陶器が発掘された。しかし、資料不足
かつ上記に述べた肥前陶器の特殊な事情から、これらの陶器を間違えて中国陶器と
してしまったケースも少なくない。
　しかし、深く系統的に研究し中国陶器についての知識を得ると、日本の肥前陶器
の年号の記し方には多くの注目すべき点のあることが見えてくる。まず、すべて明
王朝の年号である。例えば、宣徳（1426 ～ 1435 年）、成化（1465 ～ 1487 年）、嘉靖（1522
～ 1566 年）というように、生産時点より数十年から数世紀前になるが、デザイン
と模様のスタイルは年号よりも遅い時代の特徴が見られる。第二に、字体と年号の
漢字の記し方がしばしば不明瞭で、中国陶器のような標準的なものではない。多く
の場合は、画の不足があったり不鮮明で読みにくい。中国陶器には、肥前陶器のよ
うに「大明」「宣明年制」または「大明成」という年号を書いたものが存在しない。
常に「大明年制」「大明宣徳年制」または「宣徳年制」「大明成化年制」あるいは「成
化年」という完全な年号が記されている。第三に、複数のケースで、二人の異なる
王の年号を同じ製品に書いたというようなしくじりもある。ラムドン省で発掘され
た青白の鉢の断片の場合、内側には「大明成化年制」と記されているが、底面には
「宣明年制」とある。
　材料や釉薬、特に陶芸スタイルについてのさらに深い研究は、肥前陶器の陶工が
中国陶器のパターンを単に模倣しただけでなく、古伊万里・柿右衛門・鍋島など、
独自のスタイルも開発したことを知らしめる。上記、タンロン城遺跡で見つかった
肥前陶器コレクションの分析結果は、肥前陶器も余所から取り入れた要素以外に、
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菊・桜・紅葉など、日本の文化を鮮やかに表現するために、風景や花・葉にインス
ピレーションを求めていたことを示している。肥前陶器の内側の模様のモチーフは、
古伊万里様式とは異なるニュアンスを伝えている。描き方が非常に印象的で感情豊
かである。
　タンロン王宮で使用された陶器の皿の中には、花群の菊を描いた小皿が多くある。
これらの皿はベトナム北部の遺跡から見つかったのみのようである。装飾スタイル
の違いと模様の豊富さは、菊が日本人に非常に愛されていたことを示している。こ
の花は日本の精神文化生活の中で非常に重要な役割を果たしている。真ん丸の菊に
は全部で 16 の花びらがあり、太陽が輝いているように見える。日本人はそれを皇
族のシンボルと国章として選んだ。
1.4.　窯の起源と年代
　肥前陶器という名前は、タンロンの王宮で使用された日本陶器の起源をある程度
明示している。肥前で集中的に生産され、そこには有田、伊万里、吉田、志田、鍋
島、三川内、波佐見、浜という重要な陶芸窯がある。その中で、一番有名なのが有
田であり、日本陶器の起源だと考えられている。
　16 世紀以前に日本は陶器生産技術を持っていなかったため、中国陶器の大部分
を輸入しなければならなかった。しかし、1592 ～ 1598 年の間に当時の日本の支配
者であった関白豊臣秀吉（1536 ～ 1598 年）は軍隊を朝鮮半島に送った。彼らは多
くの朝鮮人を日本に連れてきた。その中には熟練した陶工もいた。李参平はその陶
工の一人であり、武将鍋島直茂により肥前へ連れてこられた。李参平とその同僚は
泉山で白磁鉱山を発見し、上白川天狗谷に陶器工房を設立した。それ以来、多くの
陶芸窯が有田に出現し、朝鮮陶芸の技法に則った白釉薬の陶器と釉薬の上に青色で
着色した陶器を生産することに特化して、日本の陶器の歴史に新たなページを加え
た。有田はすぐに繁栄し、日本における初めての陶器生産地となった。これら陶芸
窯の誕生の歴史は、江戸時代（1603 ～ 1868 年）、正確には 1610 年に始まり、日本
が国際陶器貿易市場に参入した後（1650 年）急速に発展した。
　出島貿易港（長崎県）からタンロン（当時はトンキンまたはダンゴアイ〔塘外〕と
も呼ぶ）までの肥前陶器を載せた商船の旅については、時間軸に沿った記録が明確
に残されており、タンロンへの陶器輸入が異なる時期にたびたび行われたことを示
している。
　トンキンへ初めて運ばれた品物についてだが、多くの資料には、1650 年にヴィッ
テヴァルクというオランダの船によると記されている。その旅中、1650 ～ 1681 年
の間にオランダ・中国・台湾の 35 隻の船すべてが肥前陶器をトンキンへ輸送して
販売した。そして、日本側の資料によると、1690 年頃にタイとベトナムへの肥前
陶器の輸出を停止したとある。
　上記の資料から、タンロン城をはじめ、ベトナムに輸入された肥前陶器の年代の
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確定がより容易になり、1650 ～ 1690 年という年代測定は信頼性が高いと思われる。
しかし、品質とスタイルに関する分析結果は、タンロン城で見つかった肥前陶器の
中には、トンキンへ到着したヴィッテヴァルク船の時代よりもはるかに早い時代の
陶器が存在することを示している。不均一な品質や様々な装飾スタイルの存在は、
それらの陶器が異なる時期に異なる工房や陶芸窯で作られたことを物語っている。
その中でも、低品質で不良な青釉薬のものはおそらく経験が乏しい早期に作られた
可能性が高い。菊やウサギを定型的に描いた小皿と航海風景を描いた鉢は、この段
階、つまり 1630 ～ 1650 年の間の年代に属すると確定される。これらも、タンロン
城遺跡で発見された肥前陶器収集品の中では、一番早い年代のものとなる。
　ここで、肥前陶器がトンキンへ初めて輸入されたのはいつか、という疑問が出て
くる。
　この疑問を検討するにあたっての重要な手掛かりは、ホアビン省のムオン族の
ディンバンキーの古墓に埋葬された肥前陶器の発見である。この墓に刻まれた碑文
には、ディンバンキーが 1582 年に生まれ、1647 年 10 月 13 日に 66 歳で死亡した
とある。葬式は自宅で行われ、1650 年 2 月 22 日に墓へ運ばれた、とはっきり記さ
れている。見つかった 15 枚の陶器の中に、竜とフェニックスが描かれた肥前の鉢
があった。この発見により、肥前陶器の年代が墓石の年代より前であること、ある
いは少なくとも同じ時期であるということが正確にわかる。ヴィッテヴァルク船が
トンキンへ品物を輸送した時期（1650 年 10 月と正確に記録してある）は、ディンバ
ンキーが古墓に埋葬された時期より数カ月も後である。つまり、トンキンに備前陶
器が輸入されたのは 1650 年より以前であったことを意味する。
　ホアン・アイン・トゥアンがオランダ東インド会社（VOC）とイギリス（EIC）
の保管所から集めた、外国の陶器をダンゴアイへ輸送する旅を描いた絵は、肥前陶
器の輸入が非常に早い段階で始まったことを示している。この資料によると、1637
年 7 月に Grol 船（オランダ）が台湾からダンゴアイに 85 の未完成の高級な陶器の
見本を運んだという。続いて 1644 年と 1645 年、1647 年に台湾からダンゴアイに
陶器商品を輸送する船があった。そのうち、1647 年 11 月に同地に到着したヴィッ
テバルク船が鉢と皿を含む 260 の未完成な陶器を持ちこんだが、16 ギルダー（オラ
ンダの通貨）という値であった。具体的な説明はないが、地域の背景から考えると、
上記の陶器の生産地は中国と日本であると推定される。
　多くの資料が示すように、日本の陶器生産と輸出の歴史の中でもう一つの重要な
転換期だと考えられるのは 1644 年である。この時期、中国では明時代から清時代
へ移行する時期にあたり、内戦が勃発していた。日本へもたらされる中国陶器の数
が減少し、中国陶器が不足する事態が生じたため、肥前の陶芸窯は国内市場だけで
なく東南アジアと他の地域の市場をも手に入れた。
　山脇貞治郎の研究でも、肥前陶器が 1640 年からインドシナへ輸出され始め、
1647 年には中国の船によってタイを経由してカンボジアに運ばれた陶器があった
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と確認されている。
　様々な角度から分析すると、肥前陶器がダンゴアイに輸入されたのは 1647 年以
前、遅くとも同じ時期だということがわかる。そして、陶器の品質とスタイルに関
する比較研究、ならびに品物の辿った道筋の歴史背景と時間軸に沿った記録を考慮
すると、肥前陶器がトンキンに輸入されたのは 1645 年であると思われる。
　上記の分析の結果は重要で、科学の面にとっても有意義なものである。というの
も、年代の確定がより容易で正確になるだけでなく、トンキンに輸入され、特定の
時期にダイビエットの王が王宮で使うために購入したことも明示されたからである。
その解析結果から、タンロン王宮で発掘された肥前陶器年代が詳細に分類され、主
に次の四つの段階に分けられた。それは、① 1630 ～ 1650 年、② 1650 ～ 1655 年、
③ 1660 ～ 1670 年、④ 1670 ～ 1680 年である。
2.　タンロン王宮での日本陶器の役割
　遺跡エリアで発掘されたベトナム陶器・中国陶器・日本陶器の大部分は、歴代王
朝のタンロン王宮の生活の中で陶器が欠くことのできない重要な存在だったことを
示している。タンロン王宮での生活で使われた陶器の使用方法とそれぞれの役割に
ついての歴史的な記録はないが、フエ（ベトナム）と北京（中国）で使われた陶器
についての比較研究を通じて、日常生活から大行事・王の誕生・王妃就任式・王の
戴冠式といった王と朝廷の饗宴まで、陶器が王宮の生活の中で欠かせないものであ
り、重要な役割を果たした小道具だということがわかった。しかも、陶器は、宗教
的な施設での供物として、あるいは広くて豪華な部屋のある王宮のインテリア装飾
品として王宮の優美さをさらに強調する目的で使用されていた。
　遺跡エリアで多くのレーチュンフン王朝のベトナム陶器が発見されたことにより、
17 世紀のタンロン王宮では主に低品質の国産陶器を使い、特色のある陶器が少な
いこと、全体的には城外の民衆が使う陶器と同じであったということが示された。
これらの陶器は、フォプレー、カイ、ラオの陶芸窯（カムビン、ハイズオン省）、シッ
クダン陶芸窯（フォヒエン、フンイエン省）、バットトラン陶芸窯（ホン川のそば、現
ハノイ）など、城の東に位置する民俗窯で生産された。
　タンロン城遺跡で豊富に発見された中国陶器と日本陶器の収集品は、内戦があっ
ても、タンロン王室が王宮生活に華やかな彩りを添えるために、国産陶器以外に中
国と日本から大量の陶器を注文したり直接購入したりしていたことを示している。
国産陶器と比べて、竜やフェニックスのモチーフや花のモチーフを描いた中国や日
本製の陶器のグレードと品質の優位性は、これらの陶器が明らかに王と王室専用と
して使われたものであることを示している。
　「ダイ・ビエット・クオク・トー」によると、レー・チュン・フン時代から、王
室での陶器の使用には王朝の伝統という厳しい規制が存在していた。1661 年に朝
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廷は、「王専用の竜・フェニックスのモチーフや花のモチーフを描いた陶器の生産
と販売を禁止する」という禁止令と、「用具の生産に関しては、一人一人の地位に
応じて生産・販売しなければならない」、「学者、政府高官、村長、官僚の子どもや
孫および普通の人々は国産の陶器を使用しなければならない」という御触れを発表
している。
　レー王とチン王が景徳鎮の窯（中国）に発注して購入した陶器（ド・ス・キ・キ
エウと呼ぶ）の収集調査により、この時期、陶器のグレードや装飾模様および底面
に記された年号を基準に、朝廷が王宮で貴重な陶器を使用・配置する際に非常に厳
しい規制を敷いていたことがわかっている。
　当時の記事と、1650 年以前から 1681 年にかけてダンゴアイに輸入された陶器に
ついての研究によって、タンロン朝廷が王宮で使うために大量の陶器を購入したこ
とがわかった。豊富で多様なデザインと装飾模様のある瓶、ジャー、デカンター、鉢、
皿、碗、きゅうすなど、多岐にわたる。
　当時の記事や記録をまとめた結果および考古学的研究を通じて、タンロン王宮に
おける肥前陶器の役割と機能についてかなり明確になった。それは次のような四つ
の用途に分けられる。
・飲料用：小さいガラス瓶または小さな取っ手が付いている細口の瓶
・茶器用：きゅうすまたはお茶を入れるためのポット、茶の湯の茶碗と小皿
・食器用：大・中・小の三サイズで多種のデザインと装飾模様がある鉢と皿
・インテリア装飾用：主に細長い瓶
　タンロン城遺跡で発掘された日本陶器の収集品は主に飲料用・食器・茶器であり、
インテリア装飾用品はいまだ見つかっていない。しかし、本遺跡エリアで見つかっ
た外国陶器についての研究と整理はまだ実施途中なので、今後、ここで述べた以外
の肥前陶器についての多くの新しい発見が出てくるはずである。
　特に VOC 記録には、17 世紀に日常生活で使用された一般的な陶器のほかに、タ
ンロン王宮では茶の湯や茶会で多くの陶器が使われたことが記されている。これは
非常に興味深い情報である。ファム・ディン・ホー（1768 ～ 1839 年）は「ブ ・ーチュ
ン・ツイ・ブット」に次のように書いている。
Enkh Amgalan Khan 時代（1662 ～ 1722 年）以降、お茶の飲み方が変わった。
大きい茶釜をやめて小さい茶釜に変更した。なぜかというと、お茶をいれる時
にきゅうすが小さいと味が薄くなりお茶を飲む時に本来の味がするからだ。
ティーポットの口がストレートだと、水が詰まらない。皿が平らだと、碗が傾
かない。炉がいっぱいでも穴が少ないと、木炭の火が熱くならない。湯沸しの
内側がでこぼこで薄いと、早く沸騰する。このように茶卓は当初未完成だった
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が、その後徐々に洗練されてきた。
　ここで述べられたように、日本の茶の湯で使われる茶碗と小皿が初めて明確に記
され、遺跡エリアで発見された陶器の収集を通じて実際に目の当たりにした。
　遺跡エリアで発見された日本陶器の種類は VOC の記録と比べると少ないが、非
常に重要な研究資料であり、レー王朝が当時のタンロン王宮で使用するために輸
入・発注した事実を示す日本陶器の生きた証拠である。これらの陶器は用途によっ
て様々な特徴を持つが、貴重な陶器が王室の生活の中で重要な役割を果たしていた
と見なされる。
3.　結論
　1.　ホアンデュー通り 18 号の地下で見つかった考古学的発見は、タンロン城の
宮殿がリー王朝以降の王によって建てられたことを明らかにした。このことから、
ハノイ中心部に位置し、建都から 1000 年を迎えたタンロン古都の華麗な歴史はさ
らに皆からの注目を集めるようになった。
　本遺跡エリアで各王朝の宮殿や楼閣の建築物と一緒に発見された各種ベトナム陶
器・中国陶器・日本陶器・朝鮮陶器の発見は、歴史・文化・建築・芸術から王宮の
生活まで、多くの分野での研究に新たな歴史のページを開いた。
　2.　タンロン城遺跡での肥前陶器の発見は、ダイビエットの王がタンロン宮殿で
使用した日本陶器の種類・質・豊かさについて直感を与えるだけでなく、17 世紀
におけるタンロンと日本の間の貿易の歴史を生き生きと伝える証拠でもある。これ
はベトナムの商業港でかなり活発に陶器が取引された時期である。中国や日本、オ
ランダやその他の国の多くの船がタンロンへ立ち寄り、中国陶器や日本陶器を含む
多くの品物を販売した。しかし、国際海上貿易の衰退により、この世紀の最後の数
十年で西ヨーロッパの店舗が閉鎖に追い込まれ、ベトナムや東南アジアの市場への
日本陶器の輸出の歴史は公式なピリオドを打つことになった。
　3.　すなわち、3 世紀以上を経て、ダイビエットへ輸出されタンロン王宮で使用
された日本の肥前陶器についての謎が初めて明らかになった。これらの陶器の収集
品は歴史の生き証人であり、明確で印象的なイメージは、17 世紀の日本とタンロ
ンの交流関係を喚起させた。
　そして、輸出用の陶器という観点から見てみると、太宰府市（福岡県）で発見さ
れたベトナム最古の陶器と元徳 2（1330 年）と記された木簡とを参照した際に、ダ
イビエットと日本の貿易関係はトラン王朝時代に確立されたことがわかった。その
次代のレー王朝（1428 ～ 1527 年）、レー・チュンフン王朝（1592 ～ 1788 年）のベト
ナム陶器も日本の遺跡で多数発掘されている。この証拠は、両国間の貿易関係がか
なり長い間存在してきたこと、消すことのできない歴史的な証拠がたくさんあるこ
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とを生き生きと物語っている。
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東遊運動から東京義塾へ
――『文明新学策』を中心として
橋本和孝
要旨
　明治期の越日交流に大きな足跡を残したのが、ファン・ボイ・チャウ（Phan Bội 
Châu）を中心とした東遊運動（1905 ～ 1909 年）であった。東遊運動は、ベトナム版
「日本に学べ」運動であるが、フランス植民地からの民族独立運動と結びついてい
たのである。だがべトナムの近代化という見地からすると、むしろファン・チュウ・
チン（Phan Châu Trinh）を中心とする東京義塾設立（1907 年 3 月）の動向こそ、その
推進者であった。東京義塾は、フランス植民地下のベトナム啓蒙派知識人の民間学
校運動（私塾）である。東京義塾の目的は民衆の啓蒙にあり、無料で初等教育レベル、
中等教育レベル、大学レベルの三段階の授業が実施され、教育部門に加えて、振興
部門（学校の影響を拡大するための部門）、教材部門、財政部門の四部門が設置された。
　今回の報告では、東京義塾の形成とそこで使用された教科書の一つ『文明新学策』
（Văn minh tân học sách）に関する研究成果を発表し、越日国交回復 40 周年に寄与す
ることにしたい。『文明新学策』は、著者も発行年も不明で、原文は漢文ながら、
フランス植民地下のベトナムの制度・文化・経済・社会について転換を求めた重要
文献なのである。
　＊　＊　＊
1.　ファン・チュウ・チン廟
　ホーチミン市にある、潘周楨廟には、「中学猛軻西学廬致向而表　昔越南革命政
治之大家」と刻まれている1
1
。
　1925 年、14 年ぶりにフランスから帰国したファン・チュウ・チン（Phan Châu 
Trinh,1潘周楨 ,11872–1926）は、結核を悪化させ、1926 年 5 月 24 日夕方、56 歳で息
1　1「中学猛軻西学廬致向而表」とは、中国の孟子や西洋のルソーまで貴君の中に体現されている
との意味と解せられる。なお本稿の 2～ 4 章については、基本的に橋本（2014）に依拠して
いる。
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を引き取った。彼の死は、ベトナム民衆を悲しみの淵に落とし込め、当時のサイゴ
ンでの葬儀には 1万 6000 人の民衆が参加した。葬儀は、憲政党の創設者、ブイ・
クアン・チュウ（Bùi Quang Chiêu）や著名な弁護士、ファン・バン・チュオン（Phan 
Văn Trường）、『東法時報』（Ðông Pháp Thời Báo）の主筆、チャン・フイ・リュウ（Trần 
Huy Liệu）が取り仕切った。葬儀にはベトナム人のみならず、多くの中国人、フラ
ンス人、カンボジア人やチャム族が参加した。フエの葬儀は、ファン・ボイ・チャ
ウ（Phan Bội Châu, 潘佩珠）が委員長となり、「貴君は剣や銃ではなくその舌をもっ
て権威を怖れさせ、太鼓や鈸のファンファーレではなく、ペンでもって民主主義の
灯を照らし、終始不動の共和主義の道を歩み、生死に拘らず貴君の国の独立への叫
びが我々を捉えています」と讃辞を贈った。
　チンの死はその後 2 年間、国中にストの波を喚起した（Vinh Sinh,12009:137–38;1
Hue-Tam Ho Tai,11992:1157;1Trần Văn Giàu,12013:175）。
　本稿は、ファン・チュウ・チンを中心とする東京義塾の形成とそこで使用された
教科書の一つ『文明新学策』（Văn minh tân học sách）を取り上げ、フランス植民地下
における 20 世紀初頭のベトナム近代化運動という見地から、越日国交回復 40 周年
に寄与することにしたい。
2.　ファン・チュウ・チンとファン・ボイ・チャウ
（1）ファン・チュウ・チン
　その逝去が闘争を喚起した改革派であるファン・チュウ・チンは、ファン・ボイ・
チャウと並ぶ、フランス植民地下、20 世紀ベトナムの独立運動のリーダーの一人
であった。チンは 1900 年に郷試に合格、翌年会試に合格し、1903 年に礼部承弁と
して役人になった。「新書」「新報」と呼ばれる中国からの（ないしは中国経由での）、
人民の権利と自由を論じ、西洋文明について記した著作、特に粱啓超と康有爲のそ
れがベトナム知識人に多大な影響を及ぼしており、チンは 1904 年頃、粱啓超のそ
れに接して自らの思想の進化に重要な影響を及ぼしたのである。
（2）ファン・ボイ・チャウ
　他方、ファン・ボイ・チャウは、20 歳で革命家となることを志し、やがて極秘
に勤王運動に関わるようになった。1900 年にゲアン省の科挙の候補者リストに載
り郷試に合格した一方、フランス支配への武力攻撃を通じて独立した政府の樹立を
目指し、そのため外国からの援助を求めるために、使者を海外に送り出そうとした。
具体的には、ファン・ボイ・チャウは、日本が黄色人種で唯一近代化を進めた国だ
とみなし、フランスからの独立運動の援助を明治政府に求めようとした。
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3.　東遊運動
（1）東遊運動について
　明治 38（1905）年 5月末か 6月神戸に上陸したファン・ボイ・チャウは、横浜に
到着し、粱啓超（Lương Khải Siêu）を訪ねた。チャウの著書の一篇で粱啓超の「ま
えがき」が記された『ベトナム亡国史』（1905 年）は、横浜で執筆されたものである。
後に横浜で居住した 2階建ての日本家屋は、丙午軒（ビンゴウヘン）と呼ばれ、東
遊運動の拠点となり、日本人から日本語を学習するためのセンターであった。1907
年春には丙午軒は東京に移動し、秋には、10 歳以下の子ども 3人を含む、100 人以
上の若者が到着した。既に丙午軒ではやはり 100 人以上が勉学に励んでいる状況で
あったので、若者たちは、目白の東亜同文書院に入学を許された。
　カリキュラムは、午前中は日本文化と日本語に加えて、数学・地理・歴史・化学・
物理・修身を学び、午後は軍事知識と軍事訓練であった。
（2）ファン・チュウ・チン来日
　1906 年、ファン・チュウ・チンは日本に向かった。それは第一にファン・ボイ・
チャウの日本に留学生を送る考えには賛同していたが、チャウの君主制的で、暴力
是認で、外国の援助に頼る独立路線には賛同できなかったため、彼と話し合う必要
があり、第二に　「近代化した」日本を見てみたいという点にあった。
　ファン・ボイ・チャウはファン・チュウ・チンを伴って初夏、東京の学校や名所、
政治教育の殿堂を視察した。この東京の学校のなかに慶應義塾大学が含まれていた
かどうかは定かではないが、少なくともファン・チュウ・チン滞在中に、そこを訪
れていたと考えるのは、後の東京義塾開塾という事実からして自然である。
4.　東游運動から東京義塾へ
（1）ベトナム近代化の追求
　チンの日本滞在の経験は、近代化は独立を考える前に必要であり、近代化なしの
ベトナムの独立は、強固な力を保持するためには脆弱である、という確信となった。
帰国後、学校づくり、学会の創設、商業団体・農業団体の創設、商業協同化の推進、
地域の内発的な発展を奨励して、例えばクアンナムではシナモンの木やお茶、さと
うきびの植栽、各種の砂糖製品や織物の生産を鼓舞した。また自ら商会を設立し、
シナモンの木の農園を所有した。科挙の無駄を指摘し、民衆の知性と国民の才能を
育成する必要があったので、近代技術を強調した新しいカリキュラムで教える学校
を開設しようと考えた。究極的には、国内生産物と産業を発展させることで生活水
準を改善し、生活条件を向上させることが目標であった。断髪を奨励し、短髪は勇
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気と近代化と反抗の象徴であった。理髪店は 1907 年までにクアンナムではよく繁
盛した。
（2）東京義塾開塾
　1907 年 3 月、彼を中心に友人たちと東京義塾（Đông Kinh Nghĩa Thục）を開学した。
絹織物商で中国学者のルオン・ヴァン・カン（粱公玕 , Lương Văn Can,11854–1927）を
塾長に、塾監はグェン・クエン（阮權 , Nguyễn Quyền,11869–1941）であった。東京（ト
ンキン）とはハノイの旧称であり、同時に文字どおり東京をも意味していた。義塾
はもちろん慶應義塾をモデルにしたものであった。
　学校は当初ハノイの旧市街のハンダオ通り 4番地のルオン・ヴァン・カンの家に
設置され、後には拡大して 10 番地に移動した。学校には、教育部門、振興部門（学
校の影響力を拡大するための部門）、教材部門、財政部門の四部門が設置された。ま
た目的は民衆の啓蒙にあり、無料で初等レベル、中等学校レベル、大学レベルの三
段階の授業が実施された。初等レベルでは、ローマ字での国語（quốc ngữ）が教え
られ、中等学校および大学レベルでは、むしろ漢文や希望者にはフランス語が教え
られた。
5.　『文明新学策』を読む
（1）福沢諭吉・梁啓超から『文明新学策』へ
　教科書の一つとしてファン・ボイ・チャウの『海外血書　初編・続編』（1906 年）
が使用され、義塾の学生に愛読され、愛国主義を鼓舞した（川本、1966:1284;1Nguyễn 
Tiến Lực,12008:189）。なかでも重要な文献が『文明新学策』であった。『文明新学策』
は、著者が不明で、発行年も明白ではない。また原文は漢文であるが、国語への翻
訳がなされている 2。
　書き出しは「謙虚にみて、偽りなく文明とは美しい用語ではあるまいか。文明は、
新しい学問をもたらし、幸福をもたらす。それは一朝一夕でできるものではない。
それは、偉大な学説が持つ、素晴らしい利点から導き出されるものである。学説と
は何か。民衆の文化と知識を開くものである」で始まる。
　続いて「地球上の国には、未開の国や、半ば文明化された国や、文明国がある。
民衆の文化と知識は、開放的か閉鎖的か、豊富なのか貧弱なのか、進んでいるのか
遅れているかということに比例する」という。原文は、「地球之有国也若者為野蛮
若者為半開若者為文明」である。
　これは、梁啓超が人類を三級に区分して、一は野蛮の人なり、二は半開の人であ
2　1以下、『文明新学策』の訳出部分についていちいちページを示さないが、『文明新學策』原文：
3～ 25、およびAnonymous（1907）:1141 ～ 154 による。
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り、三は文明の人である、世界の人類が文明の三段階、野蛮—半開—文明の諸「階
級」に分かれ「順序を踏んで上昇する」ことが「世界人民公認」の「進化」の公理
である、という指摘と照応する（梁、1972、8;1石川、1999:1111;1廬、2005:1160;1川尻、
2010:1142）。
　さらに淵源は福沢諭吉の『文明論之概略』（初版、1875〔明治 8〕年）における「今、
世界の文明を論ずるに、欧羅巴諸国並に亜米利加の合衆国を以て最上の文明国と為
し、土耳古［トルコ］、支那、日本等、亜細亜の諸国を以て半開と称し、阿非利加
及び墺太利亜［オーストラリア］等を目して野蛮の国といい、この名称を以て世界
の通論となし」にまで遡及可能なのである（福沢、1995:125）。あるいは『学問のすゝ
め』（1880〔明治 13〕年）には「文明開化とて文字も武備も盛んにして富強なる国
あり、或いは蛮野未開とて文武とも不行届にして貧弱なる国あり｣ との記述がある
（福沢、1978a:128）。つまり福沢諭吉の影響が梁啓超経由で、この『文明新学策』に
は現れていたのである。
（2）ベトナムの閉塞点
　次に「文明と民衆の文化と知識は因果関係にある。だが民衆の文化と知識を開く
ためには、閉塞している所をはっきりさせる必要があり、その後発展が生じるので
ある」と指摘し、閉塞点をえぐり出す。
　「我が大南は大文明国である。そこは熱帯と温帯に属している。土地は肥沃で、
気候は釣り合いがとれ、稲と蚕が豊富である。山海の利は、世界の他の国々を凌駕
している。民衆は、困難なく生計を立てられる。歴代の王朝を通じて、聖君と賢相
が、この国の一層の繁栄と威信、および強化を図ってきた。国境の内外で、文明国
としての名声ははるかにとどろいていた」。「だが今日ではどうであろうか。山林の
大切な資源はもはやない。厖大な財貨から導き出された利益を保持することはでき
ない」。各種の工業技術製品を中国か西欧から輸入しなければならないからである。
　そこからベトナムにおける農業・商業・工業の現状を問題にし、さらに「諸君が
高官になろうと欲するならば、新書や新報を読むことを慎むべきである。しかし、
それらについて聞いたことがあるならば、それらを隠したり、聞いたことがないか
のように覆い隠すならば、何も知らないかのように、奴隷根性を養成し続けていら
れるならば、何たる人格で嘆かわしいことである」と官吏のあり方に言及する。
　反対に「わが国の文明が、絶えず静的である一方、西欧文明が躍動感に満ちてい
るのは、周知の事実である」と述べ、ルソーの『民約論（社会契約論）』、スペンサー
の『進化論』、モンテスキューの『人権講話』に言及する。ベトナムで学んでいる
学問は中国（北人）の書物であり、注釈を付けている教材は古人の話である。「試
験にでる素材は、古典の解釈であり、五言、四字句、六字句の詩である。それが教
育において、我々を他国の人々から区別する材料である」。
　いわば古色蒼然としているという評価だが、「行政システムに関しては、変更し
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たり修正することさえ、禁じられる。人材登用の際に、彼らの沈黙と服従を重視す
る」と、官僚制をも問題にする。
　最終的に、根本的原因を以下のように剔出する。第一に外部から到来するものを
野蛮として中傷する一方、自己の実績を高く評価する傾向であり、第二に、属国の
道を軽蔑しながら、堂々と「王」のやり方を貴ぶことに由来し、いかに他国が、富
と権力に到達したかについて学ぼうと悩んだこともない点である。
　第三は、新しいものはすべてが間違っており、古いものはすべてが正しく善いも
のであるという思考習慣で、第四が、官尊民卑の態度が生じており、我が村々に広
がる現実の状況に決して関心を払わない点である。
（3）民衆の文化と知識を開発する方法（文明新学策）
　ここから「今日、くまなく探した後、幾千の困難の中で、民衆の文化と知識を開
発する可能性について徹底的に考えた後、我々は唯六つの方法を明確化できた」と、
改善策（文明新学策）を提起する。具体的には①国語の使用、②書籍の校定、③試
験システム（科挙）の改定、④才能を鼓舞すること、⑤工芸の発展、⑥新聞の発行
である。
　①国語の使用では、ポルトガル人の宣教師たちが、国語（quốc ngữ）という文字
を発明した。「それは、学ぶことを極めて容易かつ高速にした。我々は、それを採
用すべきである。国民が学校に行くとき、数ヵ月のうちに、彼らが読み書きできる
ように、最初に国語を学ぶ必要がある。我々は、過去の出来事を記録し、現在起き
ていることを記すため、国語を使用する必要がある。我々は巧みに我々の考えを伝
達できるように、手紙などでそれを使用してよいのである。それが我々の知性を開
発するという我々の第一の使命である」と提起する。
　②書籍の校定では、どんな本が読まれ、あるいは読まれないかを決定するために、
出版社を設立するべきである、と指摘する。「﹃孝経﹄、﹃忠経﹄﹃小学﹄などの注釈集、
東西の古典的思想家の嘉言や慈行についての書籍、人心や世道に有用なものが出版
されるべきであり、すべてこれらには大要が示されていて、国語に訳され、一巻に
まとめ上げられるべきである。その本は、初等クラスの読み物として使用されるべ
きである」と提起する。また古典は原文が保持されるべきで、連続する王朝の興亡・
形成様式・制度に関わる歴史書を保持するべきである。それを国語に訳すべきであ
り、ベトナム史の大要を考えるべきであると述べている。
　③試験システム（科挙）の改定では、「古典の解釈・押韻散文・詩・布告・法令・
論文・政策議論、これらすべてが、我々の試験問題を構成している。我々には、入
門・継続・開始・締結・明瞭・声律・比較と呼ばれるスタイルがあり、ここにどん
な実用性を求めることができるのだろうか。昔の学者や試験の若年合格者のうち、
誰が、五大陸が何であるかを知っているのであろうか、我々は今何世紀に生きてい
るか知っているのであろうか」と、科挙制度について疑問を提示する。
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　しかし、まだ西洋のように専門的分野を確立できていないため、人を選抜する際
に文献に頼らなければならないものの、今日では、暫定的に、いくつかの理にかなっ
ている論文のみと政策論議を利用するべきであるという。「我々の試験問題は四書
五経、十三経とその解説書、およびベトナム史・中国史・西洋史から出題する必要
がある。我々は、学生がその考えに負わされる何らかの制約やそのスタイルに関連
した規則なしに、自由に議論し疑問に答えることを許すべきである」と具体的に科
挙制度の改革に踏み込んだ提案を行っている。
　④才能を鼓舞するでは、書物が改定され、登用試験の規則が修正され［るならば］、
希望を託す者たちは、数千人の書記官・事務員・官吏候補・指導者・教員代理・医
師・進士・舉人・秀才たちであるという。例え、彼らが耳にしたことから、新しい
考えを展開できなかったとしても、彼らの文化と知識に新たな道を開くはずであり、
そうすれば何もかも一新され、それから新旧世代の衝突が生ずるはずである。国子
監は官吏育成の場所であるが、彼らが今日の実際的問題とは無関係に昔の文献に属
するものをすべて教え学んでいた。
　「欧米語を学べないことに関して、我々は公法・西洋法制史・教育機関・地図・
数学などについての書を扱う学院を設立すべきである。勉学プログラムを策定し、
就学期間を正確に記載すべきである。学生が相互に質問し合い教え合うように鍛錬
すべきである。毎年試験が行われ、試験に合格すれば、欠員補充に当てられるであ
ろう。このやり方で数年以内に、古い社会は徐々に新しい社会に場所を譲ることだ
ろう」と未来展望を語っている。
　⑤工芸の発展では、西洋で新製品が発明された場合には、民衆がそれを真似する
ための困難はない。北人（中国人）が製造できるものは、我々もまたたぶんそれ以
上にうまく製造できるだろう。だが中国製と比べて、洗練されていない。「我々は、
技術を改善する方法を知らないからである」と問題をえぐりだす。工芸は、国家に
とってきわめて本質的な要素であるので、立派な教師を採用し、モデルとして立派
な製品を使用するために購入すべきであると提案する。「手先が器用で理解の早い
者を選び、学校に送るべきである。朝廷は密接に彼らの学習の進展に関心を持つべ
きである。国中で新しい方法を学習し、新製品を発明し、欧州のようにお祝いの賞
状を与え、名誉官吏の称号で評価し、報酬を与え、発明は特許で守られるべきであ
る」と発明を奨励した。
　⑥新聞の発行では、サイゴンとハイフォンではフランス語で書かれた新聞を持っ
ているものの、人々はほとんど読むことができず、漢文で書かれた唯一の新聞がト
ンキンの『同文日報』である。そこで、首都であるフエに「新聞社が創設されるべ
きであり、多くの学者（紳董）とともにその社主として大臣を据えるべきである。
新聞の半分は国語で執筆され、半分は漢文で執筆されるべきである。その新聞では、
効果的な教育機関や刺激あふれる考え、珍しい職業、欧米の美しい工芸品について
掲載すべきである。新聞購読料は低額で維持され、特定の日には、全村社の高官で
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あろうとなかろうと、朝廷であれ地方であれ、全役人に無料で配布されるべきであ
る」と国語と漢文の新聞の発行を提案した。
（4）『文明新学策』の結論
　『文明新学策』は結論として、「新たな舞台に紅の幟（のぼり）と赤旗を掲げよう。
我々の熱意がさめぬよう、我々は世界の主流に自分自身を投游すべきである。我が
民衆がその思想によって競争的になるよう、その競争的精神によって思慮深くなる
ようなやり方で、我が文明の力学を刺激し、変化する時代を把握しようではないか。
そうしてこそ文明に関する様々な新しい学問を獲得できよう。一度その効果を把握
したならば、あらゆるものが円滑に作働するであろう」。「民衆の文化と知識が高い
水準にあると称賛されるためには、文明の膨張力を高める必要があり、そして、そ
の結果、文明の基盤は永遠に持続する」と、やや楽観的ではあるが、啓蒙的に、い
わゆる「文明開花」を提起した。
（5）『文明新学策』の論点
　以上詳細に見てきたように、『文明新学策』は、実学的にフランス植民地下のベ
トナムの科挙制度・文化・経済・社会について転換を求めた文献であった。それは
20 世紀初頭のベトナムでの「近代化運動の唯一のハンドブック」と称されるもの
であった（Dương Thu Hằng,12010）。
　しかし、残された論点として第一に発行年問題がある。この点について、1907
年説をとっている者がいるが（Truong Buu Lam,12000:1141）、筆者は 1904 ～ 05 年とみ
なしている1
3
。というのは、「中国では、1900 年から試験は前進しており」と『文明
新学策』には記載されているにもかかわらず、1905 年の科挙廃止の決定については、
記載されていないためである。また「国学院は、8～ 9年前に開設され、外交上の
多くの輝かしい才能を訓練した」と記載されているためである。国学院が 1896 年
に開設されていることを考えると 1904 ～ 05 年頃であるとみなすべきであろう。
　第二の論点は、福沢諭吉との関わりである。前述のように文明の発展段階につい
ては、福沢の『文明論之概略』の文明の三段階説に依拠している。だがこれは梁啓
超を通した福沢諭吉であり、福沢諭吉の著書そのものの影響であるとは直ちには判
断できないのである。というのは第一に、梁啓超については、民衆の文化と知識を
開花させるためには、（粱啓超曰く）家のように、「数千年に渡って住んでいたならば、
再度居住できるように、建て直すために取り壊さねばならないはずである」と記載
されているものの、福沢諭吉への言及はない。第二に、そもそも漢字仮名混ざり文
の福沢の文章を、当時のベトナム知識人は、簡単に読むことができないという点が
ある。第三にワットやエジソンについての言及はあっても、福沢が高く評価するア
3　Phạm Quang Trung（2012）は 1904 年頃と指摘する。
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ダム・スミスについては記載されていないためである。福沢は言う。「アダム・ス
ミス経済の定則を発見して、世界中の商売これがために面目を改めり。……世界中
に幾千万のワット、スミスを生ずべし」（福沢、1995:1129）。したがって、『文明新学
策』においては、まだ福沢の直接的影響は見られないと考えられるのである。むし
ろ康有為（Khang Hữu Vi）の思想的背景を有する戊戌の変法の影響が想定されるの
である1
4
。
むすび
　『文明新学策』で示された方策は、ファン・チュウ・チンの近代化の実践に結び
ついていく。
　最初 50 人の学生で始まった義塾は、1907 年 5 月に 500 人に達し、ついに 1000
人を超えたという。さらに梅林義塾（Mai Lâm）、玉川義塾（Ngọc Xuyên）のように
東京義塾をまねた学校も登場し、農村部の三ヵ所に分校が設置された。ただし東京
義塾は単なる民間学校であったわけではなくて、若者の眼を海外に向けさせ動員さ
せるには、絶好の場所であったのであり、実際東遊運動の「秘密機関」としての性
格を有していたのである1
5
。その結果、フランス植民地当局は、設立から当分の間、
教育機関として東京義塾を許可していたものの、若干の教師たちが学校外での演説
で、植民地行政を公然と批判したという名目で、1908 年 1 月での閉校を命じたの
4　1Dương Thu Hằng（2010）は、『文明新学策』と福沢諭吉の学校での学習内容と解決策という点
で多くの類似性があると指摘する。むろん、福沢の慶應義塾で目指した教育が、『文明新学策』
と類似した点は見られる。ただ福沢が漢学を軽視し英語を重視したことと、『文明新学策』で
国語（quốc ngữ）を奨励したことはまったく異なる文脈である（福沢、1978b:1205）。むしろ
筆者は、康有為（Khang Hữu Vi）の思想的背景を有する戊戌の変法との関連を第一義的に問
うべきと見なしている。すなわち光緒亭による改革には、八股文を廃止し、実学、実政によ
る科挙制度の改革、「西学」を取り入れた学校の設立、外国留学、出版の自由と、言論の自由、
国力向上のための農工商業の奨励が含まれていたのであり、『文明新学策』と通底しているの
である（野村、1964:1104–105;1やすい、2010）。実際、『文明新学策』では、「中国では、1900
年から試験セッションは前進しており、八股文を廃止し、政策論議や論文だけを与えている」
と指摘し、強学会の序文で「民衆の文化と知識を開こうと欲するならば、まず郷紳の文化と
知識を開かねばならない」と書かれている。八股文の廃止は 1902 年であったが、強学会は康
有為が 1895 年に設立した学会兼「政治団体」であり梁啓超も参加していたことから、戊戌の
変法との関連を考究すべきであろう。しかも、康有為の変法運動が明治維新をモデルとした
ものであったわけで（野村、1964:1104）、福沢諭吉の実践と通底していても偶然ではない。な
お、当時のベトナムで『日本維新史』（『日本維新三十年史』廣智書局、1902）を一部知識人
たちが眼にすることが可能であったものの、『文明新学策』との関連の有無については、今後
の課題としたい。
5　1ブイ・バン・ハオによれば、「東京義塾は、千人の学生に愛国心と国への誇りを拡大し、国の
独立と自由への闘争へと招き入れた」と評価している（Bùi Văn Hào,12012:1288）。
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である。
　短命で終わった東京義塾であったが、国語（quốc ngữ）と、国の発展についての
学習を新しい方法で奨励し、封建道徳と儒教的習慣を批判し、若者が産業や資本制
経済を発展させるよう奨励したことで、ベトナム近代史に深い影響を刻印したので
あった。
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マンガ・アニメで日本を研究する
山田奨治
1.　はじめに
　日本に来たことのない外国の若者が日本に関心を持つようになる理由は、日本製
のマンガ・アニメ・ゲームに親しんでいることに、ほぼ集約されているといっても
いい状況がある。海外からみた日本への関心は、文学・歴史・宗教が中心だった
1970 年代以前の第 1世代、経済・社会が中心だった 1980 ～ 90 年代半ばの第 2世
代を経て、1990 年代後半頃からはポピュラー・カルチャーが中心になる第 3世代
に入っているといえる1
1
。
　しかし、日本のポピュラー・カルチャーへの関心から日本語学習、ひいては日本
研究の門を叩いた学生を教育するのは、主に第 1・第 2世代の教師である。第 2世
代以前と第 3世代とのあいだには、関心の対象・研究方法論に大きな開きがあり、
そのギャップを埋める方策が必要である。すなわち、第 1世代の日本研究は個別学
問分野のなかのケース・スタディーであるか、あるいは「日本学」としてひとつの
学問分野として成り立つものだった。第 2世代に入ると地域研究としてのジャパ
ニーズ・スタディーズが盛んになった。しかし、第 3世代は個別学問分野にも地域
研究の枠内には納まりきらない。そもそもマンガ・アニメ・ゲームは社会学の一部
で扱われてきたが、その周縁に位置する研究とみなされていたことは否めないだろ
う。また、マンガ・アニメ・スタディーズを標榜した研究分野も勃興している。第
3世代と親和性の高い分野としては、カルチュラル・スタディーズ、メディア・ス
タディーズ、フィルム・スタディーズなどがある。これらはすべて「スタディーズ」
が付いていることに象徴されるように、個別学問分野にはない総合的なアプローチ
が要求されるものである。
1　1こうした世代分類は一般化されておらず、研究分野によって相違がみられる。たとえば、政
治学者の Gerald L. Curtis はアメリカにおける日本政治学研究を五つの世代に分類している
（ジェラルド・カーティス『政治と秋刀魚――日本と暮らして四五年』日経 BP社、2008 年、
51 ～ 58 頁）。また国際交流基金の調査によると、アメリカの博士候補者で Asian-E. Asian 
Studies をディシプリンとする者の割合は、1989 年の 1.3％から 1995 年には 12.9％、2005 年に
は 13.1％と顕著に増えている（The Japan Foundation. Japanese Studies in the United States and 
Canada: Continuities and Opportunities, Japanese Studies Series XXXVI. 2007, p. 37）。
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　まだ発展途上のマンガ・アニメ・スタディーズとジャパニーズ・スタディーズは
結び付きうるものなのだろうか。そのようなことを考えて、筆者は「マンガ・アニ
メで日本研究」という共同研究会を日文研で開始した。その研究目的として、つぎ
のようなものを掲げている。
　日本のマンガ・アニメ研究は、徐々にではあるが確実に発展を遂げている。
しかしながら、その人気と比して研究者の人口は多いとはいえず、研究も充分
に進んでいるとは言い難い。日本の研究者は外国語文献を読まず、外国の研究
者は日本語文献を参照しないというギャップも生じている。海外ではマンガ・
アニメを導入として日本研究へと学生をいざなう試みもなされているが、作品
知識において教員を凌ぐ学生を指導する方法論と、ガイド付きの教材が不足し
ているといわざるをえない。
　この研究会では、海外でのマンガ・アニメを媒介にした日本への関心の高さ
と現状の日本研究とのギャップを埋めるために、個々の作品を検討し研究・教
育的な観点を与えていく。したがって、従来のマンガ・アニメ研究によく見ら
れるような、個々の作品論・作家論・表現論には重きを置かない。作品が海外
で流通したときの翻訳の質を問うことは重要であるが、訳文の欠点を指摘する
よりも、各国の事情に合わせてどのような翻案がなされたかを重視したい。一
方で、マンガ・アニメが持つ魅力と経済効果を国家の発展のために利用しよう
とする動きがはじまっているが、そうした流れとは距離を保ちつつ、さまざま
なアクターによる活動を分析対象としたい。そして作品に描かれた世界と日本
の文化・社会とを接続し、「聖地巡礼」に代表されるような作品と現実世界と
の交流、作品の「ユーザー」による n次創作の広がり、作品に示された世界が
日本や海外の文脈で、あるいはモダニズム以後の世界の大きな流れのなかでど
のような意味を持つのか、などを問いたい1
2
。
　マンガ・アニメ研究は日本的な価値に関する問題に終始するべきではないという
批判もある1
3
。筆者はそれに同意しつつも、マンガ・アニメと日本文化の関係を追求
すればするほど、固定的で伝統的な「日本文化」のイメージが変革されることの可
能性も感じている。たとえば、現代日本マンガ・アニメで一般的な異常に大きな目
の源流を、大正時代の少女雑誌にみられる西洋風のモダンなイラストに求めること
もできるだろう1
4
。もちろん、マンガ・アニメには現代の日本の文化・社会状況が分
2　http://research.nichibun.ac.jp/ja/coop/archives/s014/index.html（2015 年 1 月 5 日確認）。　
3　1たとえば、トーマス・ラマール（藤木秀朗・大﨑晴美訳）『アニメ・マシーン』名古屋大学出
版会、2013 年、17 頁。
4　1中川裕美『少女雑誌に見る﹁少女﹂像の変遷――マンガは﹁少女﹂をどのように描いたか』
出版メディアパル、2013 年。
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かちがたく織り込まれているので、作品を通して「日本文化」や「日本社会」を知
ることができるという、安直な効用を否定するものではない。たとえば、画面の背
景に描かれているお札やダルマ人形といったものが何であるのか、学校のクラブ活
動とは何であるのか、なぜ高校生は学校に遅刻することを恐れて食パンをくわえな
がら走らなければならないのかといったことは、説明するに値することだろう。
　しかし日本の社会・文化には外国の影響が強いことを、マンガ・アニメを通して
理解することもできる。日本のアニメ産業に大きな足跡を残した手塚治虫の場合を
とっても、アメリカのウォルト・ディズニーから絶大な影響を受けていることは、
累々指摘されている1
5
。
　作品が異なる文化文脈に投げ込まれたとき、何がローカライズされたかを観察す
ることで、作品を受容した文化圏の特質、ひいては「日本文化」や「日本社会」の
特質を認識することもできる。この点でいま問題になっているのは、未成年の裸体
表現に対する社会的寛容性の差違である。日本社会ではこの点については、現時点
ではたいへん寛容であるが、イスラム教圏やキリスト教圏では女性の裸体、とくに
「子ども」のそれに対しては、たいへんセンシティブな文化を持っている。たとえ
ば、宮崎駿のアニメ映画『となりのトトロ』（1988 年）には、12 歳と設定されてい
る娘が父親と入浴するシーンがある。日本の文化では、これはほのぼのとした親子
の触れ合いにしかみえない。しかし、アメリカで父親がおなじことをすれば、その
父親は逮捕され親権を剥奪される心配があり、表現として極めて不適切なものに
なっている。
　人気を得た作品が「聖地巡礼」といわれるファン行動を巻き起こし、その舞台と
なった地域社会の現実を変えてしまう現象も確かに存在する1
6
。自分が「日本人」だ
という意識が、特定の作品によって強化されることも、批判的にみることができる。
これらの現象について、最近話題になったいくつかの作品から検討する。
2.　近年の作品の検討
2.1.　『進撃の巨人』
　諫山創の『進撃の巨人』（図 1）は、日本のみならず中国・韓国・台湾などを含む
東アジアで 2013 年にもっとも大きな話題になった作品といってよいだろう。原作
は『別冊少年マガジン』に 2009 年 10 月から連載中で、2013 年 4 月から 9月にか
けてアニメ放映されて爆発的な人気を獲得した。そのストーリーは、つぎのような
ものである。人類は圧倒的な力を持つ謎の巨人たちに追われ、巨大な城壁を何重に
5　手塚治虫・野口文雄『手塚治虫とウォルト・ディズニー』講談社、2005 年。
6　1岡本健『n次創作観光――アニメ聖地巡礼／コンテンツツーリズム／観光社会学の可能性』
NPO法人北海道冒険芸術出版、2013 年。
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も築いて、中世ヨーロッパを思わせる城郭都市の
なかで 100 年間にわたって平和に暮らしている。
ところがある日、超大型巨人が出現し壁を壊して
人類を再び脅かす。その危機に若者たちが命を捨
てて立ち向かう。
　アニメ版では、香港映画のワイヤーアクション
を思わせるスピーディーな画面展開が見せ場に
なっている。その一方で、視聴者が感情移入をし、
親しみを感じている登場人物たちがつぎつぎと巨
人に食われ、無残に踏みつぶされていく。それで
もなお敵に立ち向かい、自分が属するコミュニ
ティーに命を捧げることを極端に美化したストー
リーラインを持っているのが特徴である。こうし
た作品が日本のみならず、現代の東アジアの若者
に人気になることは、いったい何を意味している
のかは考察に値する。
2.2.　『ガールズ＆パンツァー』
　このアニメ作品（図 2）は、2012 年 10 月から 12 月にかけてテレビ放映されたも
ので、マンガやライト・ノベルの原作を持たない、アニメ・オリジナルの作品であ
る。この物語世界では、戦車道という架空の武道が設定されている。戦車道は、茶
道や華道のように乙女の嗜みとされている。主人公の少女たちが属する県立大洗女
子学園1
7
は、旧日本軍の翔鶴型航空母艦の形をした船のうえにある。彼女たちが属す
る戦車道部は、旧日本軍の戦車を含む第二次大戦中の戦車を操り、戦車道の全国大
会に出場する。そこにはアメリカ、イギリス、ロシア、ドイツ、イタリアの軍隊を
思わせるチームが競技に参加していて、主人公たちのチームは敵をつぎつぎと破っ
て全国優勝し、学校を廃校の危機から救う。
　この作品は、巨大なマシンを操る戦闘美少女という、日本アニメの典型をなぞっ
ている。しかし、少女たちは戦いのなかでどれほど激しい攻撃を浴びても、誰も死
なず怪我ひとつしない。そうした表現はギャグマンガによくみられるものではある。
だが、戦車の動きのリアルさを追求した作品において決して傷つくことのない身体
という表現は、現実の戦争への想像力を麻痺させる効果があるだろう。
　物語序盤の舞台は茨城県大洗町に設定されている。町おこしの手法として確立し
つつある「聖地巡礼」を意図的に引き起こすべく、アニメ制作の当初から大洗町の
7　大洗は茨城県の地名であるが、同名の学校は実在しない。
図 1　1諫山創『進撃の巨人11』講談社、
2010 年
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商工会がかかわってきた8
8
。開港まもない茨城空港には主人公たちを描いた巨大なバ
ナー広告が掲げられ、大洗町では小さな商店の店先にも少女たちの等身大パネルが
置かれた。こういった仕掛けが功を奏し、「聖地巡礼」を計画的に成功させた珍し
い例になった。
　『ガールズ＆パンツァー』の成功は、2011 年の津波の際に被害を受けた大洗町に
あかるい話題を振りまいた。2013 年 4 月に行われた「海楽フェスタ」には大勢の
観光客の前で、作中に登場した戦車を自衛隊が展示し、入隊勧誘を行った。自衛隊
の駐屯地でもない場所に戦車が置かれるのは、日本ではたいへん異常な光景である。
その異常な光景が、アニメの力によって大衆に歓迎されるような形で現実のものに
なってしまうことを、どのように考えるべきだろうか。
2.3.　『宇宙戦艦ヤマト2199』
　本作（図 3）は 2012 年に劇場アニメ映画として公開され、2013 年 4 月から 9月
にテレビ放映された。この作品は 1974 年にテレビ放映され、その後再放送を重ね
て社会現象といえるほどの大ヒットしたアニメ『宇宙戦艦ヤマト』をリメイクした
ものである。基本的なストーリーラインやキャラクターとメカのデザインは、1974
年版から大きくは変わっていない。時代は 2199 年、地球は謎の異星人の攻撃を受
けて汚染され、人類は地下深くに暮らしている。人類の危機を救うために、旧日本
海軍の戦艦大和を宇宙戦艦として復活させ、汚染除去装置を提供してくれるという
8　8http://www.nikkei.co.jp/category/offtime/tabeb/article.aspx?id=MMGEzq000021102013（2015 年 1
月 5 日確認）。
図 2　8『ガールズ＆パンツァー81』
（DVD）バンダイビジュアル、
2012 年
図 3　8『宇宙戦艦ヤマト 2199　1』
（Blu-ray）バンダイビジュア
ル、2012 年
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異星人の住む惑星を目指すという話である。
　この作品は、旧日本海軍の象徴的な戦艦だった大和を復活させて人類の危機を救
い、しかもその乗組員の全員が日本人だと設定されている。フィクションとはいえ、
そうした設定への疑問はいわずもがなである。本作がいまリメイクされた社会的背
景には、福島第一原子力発電所の事故の収束の目処が立たないことや、震災被害か
らの復興を「絆」という内向きの結束で乗り切ろうとする日本社会の現状があるの
かもしれない。
3.　文化伝播研究への視座
　マンガ・アニメを通して、個別の作品を検討することとはまったく異なる次元で
「日本文化」を考えることもできる。文化を共有することで「国民」が形成される
のだとしたら、海外のマンガ・アニメファンは日本の地方都市の住民以上に「日本
国民化」しているともいえる。ではなぜそういえるのだろうか？
　マンガ・アニメは受容の同時性の点で、日本の内外での時間差がほとんどなくなっ
た文化コンテンツである。マンガ週刊誌『少年マガジン』の場合、その発売日は毎
週水曜日だが、前週の金曜日には誌面のスキャン画像がネットに出回り、2～ 3時
間後にはその翻訳がアップロードされる。このようなスキャンしてトランスレー
ションする行為は「スキャンレーション」と呼ばれている。スキャンレーションで
日本のマンガを読む海外のファンは、日本での正式な出版日よりも前に最新のマン
ガ誌を読んでいる。
　アニメの場合も日本で放映されてから、海外のファンが字幕付きの映像でそれを
楽しむまでの時間差は、ほんの数時間にまで短縮されている。たとえば、東京メト
ロポリタンテレビジョン（東京MX）は近年、重要なアニメ作品を多く放映している。
同局は全国ネットを持たない独立テレビ局であるため、東京MXで放映された作
品は、全国独立放送協議会に加盟する地方局のいくつかで放映される。
　また全国ネットで放映されたアニメであっても、日本の全県でそれがみられるわ
けではなく、関東と関西とで放映日がずれていることがある。『進撃の巨人』の場合、
岩手・富山・愛媛・長崎・鹿児島では 2013 年 10 月から、山梨では同年 11 月から
放映されている。これらの場合、日本国内に居住する国民よりも、海外でインター
ネットを駆使しているアニメファンのほうが先に最新の作品を視聴していることに
なる。そうした現状があるからこそ、海外でテレビ放映もDVD発売もされていな
いはずの最新のアニメでも、海外ファンのあいだでも大きな話題になり得ている 9。
　いまや海外は「日本」以上に「日本」なのだ。このように、マンガ・アニメの読
書・視聴環境に限っていえば、「日本」の境界はすでに壊されている。
9　アニメ版『進撃の巨人』は、日本と韓国でほぼ同時に放映された。
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　ところが、日本政府と業界はマンガ・アニメの「海賊」的な流通を押さえ込むこ
とに熱心になっている1
10
。これはマンガ・アニメファンというグローバルなアクター
によって溶かされつつある国境を再び強固なものにし、供給側が意図した作品だけ
を輸出し、他国から確実に収益を回収することを目論む、日本の「文化帝国主義」
だと批判することもできる。また、いわゆる「海賊」行為は一部の国が政策として
行っているマンガ・アニメ輸入規制を、民衆の力で打ち破る営みにもなっている。
このようにマンガ・アニメを切り口にした研究は、さまざまなレベルで可能なのだ。
4.　おわりに
　マンガ・アニメ研究は、それらを日本の文化・社会潮流として総体的に論じるも
のと、個別の作品を論じるものがみられる。前者は現代哲学・思想に通じる論点を
出している一方で、後者は個別の作品論・作家論・表現論を精緻化する傾向を持っ
ている。日本国内においては評論的な研究が多いのに比して、英語圏ではカルチュ
ラル・スタディーズやフィルム・スタディーズに基礎を置いたよりアカデミックな
論調がみられ、両者のブリッジはまだ十分ではない。
　日文研の研究会では議論の出発点を個々の作品に置くことにした。個々の作品こ
そがマンガ・アニメ文化の基盤になるものだからだ。しかし作品論・作家論・表現
論には深入りせず、むしろ作品と現実の日本の社会・文化とを接続していくことで、
マンガ・アニメ作品への視点を拓くことを狙っている。それが第 2世代以前の日本
研究と第 3世代とのあいだをつなぐための、地道な作業になるだろうと考えている。
そして重要なことは、日本のマンガ・アニメを入り口として、学生を娯楽から思索
へと向かわせる術を持つことだろう。
10　1日本は海賊版の流通規制を目指した「偽造品の取引の防止に関する協定」（ACTA）の中心
的な推進国であったが、その秘密交渉の手法がEUなどで激しく非難され、同協定を批准し
たのは日本だけという結果になり、発効の目処はまったく立っていない。
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お歯黒文化圏に関する試論
――日本とベトナムを事例にして
ファン・ハイ・リン
　はじめに
　お歯黒（鉄漿）はアジアやアフリカの部族から中米および南米の氏族まで広く普
及している習慣である。フランス学者のピエール・ユアール（Pierre Huard）とモー
リス・デュラン（Maurice Durand）によると、東アジアにおけるお歯黒文化の範囲は
「南はインドネシア、東はソロモン・マリアナ諸島、北は日本、西は中国南部とイ
ンド南部である。インドシナではこの習慣は北緯 25 度 35 分を超えない1
1
」という。
これは歯を守るという目的で、エナメル質に特殊な薬を塗る方法である。また、お
しゃれの一つであったり、人の社会的地位、婚姻状況を示す習慣でもある。
　本稿ではまず、筆者がベトナム農村で行った聞き取り調査の結果と関連資料の分
析に基づき、ベトナムのお歯黒文化の全体像を描くことにする。そして、日本の習
慣をまとめ、ベトナムの例と比較しながら各国におけるお歯黒文化の起源、共通点
と特徴を考え、お歯黒文化圏を論じてみたい。
1.　ベトナムのお歯黒
1.1.　お歯黒の経緯
　ベトナムにおいて、お歯黒は古代から越族に普及していた。ベトナムの考古学者
はホン河・マー河流域1
2
におけるドンソン時代（紀元前第 1ミレニアム）の遺跡で黒
く染められた人骨歯牙を数多く見つけた。
　宋の周去非撰『嶺外代答』に「其国人烏衣、黑齒、椎髻、徒跣、無貴賤皆然1
3
」と
あるように、12 世紀後半にはベトナム人の誰もがお歯黒をしていたことがわかる。
また、17 世紀に高雄徴によって書かれた『安南志原』は、15 世紀以前のベトナム
人の生活を記している。なかでも、「其人或椎髻或剪髪、文身跣足、口赤齒黑、尊
1　 Pierre Huard et Maurice Durand. Connnaissance du Vietnam. EFEO, Hanoi-Paris, 1954, p. 170. ［ピエー
ル・ユアール／モーリス・デュラン『ベトナムに関する知識』極東学院、ハノイ・パリ、
1954 年、170 頁］。
2　現在ベトナムの北部と中部の北地域。
3　楊武泉校『嶺外代答校注』中華書局、1999 年、59 ～ 60 頁。
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卑皆食檳榔1
4
」とある。
　1639 ～ 1645 年にベトナムのダンゴアイ1
5
を訪れたオランダ東インド会社商船の士
官、ダニエル・タベニヤーは、ベトナム人は歯を黒く染めればより美しさが認めら
れると信じていると述べた1
6
。また、フランス軍の医者アルバート・サリットは、サ
イゴン総督の主催したパーティーで、あるベトナム人の大臣が「フランス人の女性
はとても綺麗だが、歯が犬のように白い」と言ったエピソードを記した1
7
。実際、お
歯黒は、近代以前のベトナム人の認める美しさの表現や中国からの独立精神の表現
だと見なされた。「佛頭果の種のように艶やかで、きれいな黒い歯」など、黒い歯
の美しさを賛える諺があり、「呉国人1
8
の歯のような白い歯」など、白い歯を批判す
る諺もある。
　19 世紀後半にベトナムは仏領になった。お歯黒の衰退は都市から農村へ、男性
から女性へと広がっていった。1954 年にフランス極東学院の学者たちは『ベトナ
ムに関する知識』の研究で、「1938 年にはお歯黒はベトナムの南部でほとんどなく
なり、北部でも色が浅くなってきた1
9
」と記した。そして、昭和 18 年（1943）に日
本の厚生省が出版した『南方民族図譜』に、安南族の「男子は髪を短く刈り、女子
は髪を結ってターバンをまき、歯を黒く染める風がある1
10
」という記述があるように、
お歯黒は女性のみの習慣となった。また、1966 年に初めてベトナムを訪れた穴吹
允はお歯黒を目撃した経験について述べている。「下宿でお歯黒にしているところ
を一度見せてもらったが、初めてお歯黒にする時は唇まで腫れるそうである。また、
色を定着させるために、4、5 日噛むものは食べず、粥や麺類のみで我慢しなけれ
ばならない1
11
」と記している。彼は初めて歯を染めるのではなく、歯を染め直すとこ
ろを見たのだろう。
　つまり、ベトナムでは昔から男女とも歯を黒く染める習慣があった。それは人々
の美しさや民族の特徴だと見なされたが、19 世紀後半以降、お歯黒の習慣が徐々
4　チャン・クァン・ドック『冠と衣の千年』世界出版社、2013 年、92 頁。
5　1ベトナムは 17 世紀から 18 世紀末まで、中部のクァンビン（広平）省のザイン河を境線に、
ダンゴアイ（クァンビン省以北、トンキンとも呼ばれる）と、ダンチォン（クァンビン〔広平〕
省からフエン〔富安〕省までの地域、ナムハー〔南河〕とも呼ばれる）に分裂していた。
6　1Jean-Baptiste Tavernier. Relation nouvelle et singulière du Royaume de Tunquin. Paris, 1681.1［ジャン・
バティスト・タヴェルニエ『トンキン王国への新しくて面白い旅行』パリ、1681 年、世界出
版社のベトナム語翻訳、2007 年、42 頁］。　
7　1Docteur Albert Sallet. Les Laquages des dents et les teintures dentares chez les Annamites, Bulletin des 
Amis du Vieux Hue. 4, 1928.10–12, p. 235.［アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」
『フエの友人』第 4号、1928 年 10 月～ 12 月、235 頁］。
8　中国人のこと。
9　ピエール・ユアール／モーリス・デュラン前掲書、170 頁。
10　厚生省研究所人口民族部編『南方民族図譜』1943 年、20 頁。
11　穴吹允『ベトナム人と日本人』PHP研究所、1995 年、23 頁。
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に廃れていった。
1.2.　お歯黒の調査
　筆者は 1996 年 8 月にベトナム北部のナムディン省タインロイ郡バックコック村
でお歯黒をしている 5人の農民にインタビューした。その後、2005 年から 2008 年
までハノイ市ドゥオンラム村で20人、2011年 8月に中部のトアティエンフエ省フォ
クティク村で 2人、2011 年 8 月に南部のドンナイ省フホイ村で 3人と、それぞれ
お歯黒についてインタビューを行った。インタビューに答えた 30 人はいずれも 70
歳以上の年配者である。そのうちで、男性は 4人、女性は 26 人である。
　インタビューした女性たちによると、昔の女性は 13 ～ 17 歳ごろから歯を黒く染
め始めたという。男性はみな自分たちの世代は歯を染めないと答えたが、ファン・
バン・ギェン氏（男性、ドゥオンラム村、モンフー集落）によると、親の世代までは
男女ともに歯を黒く染めたという。北部のバックコック村やドゥオンラム村では
70 歳以上の女性は全員お歯黒をしているが、中部と南部では 80 歳以上の女性のう
ち、数人が歯を染めていた。
1.3.　お歯黒の工程
　上記の文献およびインタビュー調査に基づき、お歯黒の工程は一般的に四つのス
テップに分かれ、1カ月も要することがわかる。
・歯の清掃
　3～ 5日かかる。夕食後、爪楊枝と乾燥した檳榔で歯を清掃する。その後、レモ
ンまたは酢を希釈した水でうがいをする。寝る前に薄いレモンスライスを何枚か咥
えることもある。上述した方法によって歯がきれいになり、クエン酸がエナメル質
の表面を薄くし、染料がより付着しやすくなる。北部のバックコック村では、炭の
粉で歯を掃除することもある。中部のヴィンとフエでは、乾燥した檳榔の代わりに
炭の粉が入った布パックで歯を掃除する1
12
。
・歯の赤染め
　10 日～ 15 日ほどかかる。酸っぱい味がする液体の薬を指サイズの檳榔の葉に塗
り、歯に貼って寝る。翌朝その薬をはがして水でうがいをする。ドゥオンラム村の
人々は染料を「黄色い明礬」と呼ぶが、市場で買ったためその成分を知らなかった
ようだ。ナムディン省のガオ市場で薬を販売している店員によると、「黄色い明礬」
の中にはレモン汁と米酢または酒が入っており、「カンキェン」という物質1
13
が必ず
12　アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」前掲書、238 ～ 239 頁。
13　1カンキェンの科学名は Kerria lacca で、貝殻虫の一種が分泌する緋色の物質である。東南ア
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含まれているようだ。10 日連続で染めるとエナメル質は濃い茶色に変色する。
　サリットは中部と南部は北部と違って赤染めをしないと主張しているが、歯の掃
除の後、数日間「カンキェン」を口で含んでから歯を染め始めると述べている1
14
こと
から、それが赤染めのような役割を果たしていたのだろう。
・歯の黒染め
　エナメル質が濃い茶色になった後、黒染めに移る。この工程は 3～ 5日ほどかか
る。「黒い明礬」または「染め明礬」と呼ばれている染料を歯に直接塗るか、檳榔
の葉に塗り、歯に貼って寝る。北部の「黒い明礬」の主な成分は硫酸鉄やざくろの
皮、ブラックハニー低木の葉や根といった植物に含まれるタンニン質以外に、シナ
モン・八角・丁子などの香料も入っている。中部以南の薬は硫酸鉄や「カンキェン」
以外に、甘草・檳榔の種・伽羅・井草の根なども含まれる。薬の作り方は、材料を
粉砕し、酒・水と米粒を加えて小さい火で蒸し、粘稠な液体、いわゆる膠にするの
である。
・仕上げ
　3～ 5日ほどかかる。この工程に使用するのは「明礬」である。その「明礬」も、「黄
色い明礬」と「黒い明礬」と同じように市場で売っていたようだ。また、「明礬」
の代わりに、油分を大量に含んだ「サム」という木の皮を燃やして抽出した液体を
使用することもできる。この液体を鉄の包丁にのせると黒くなる。この液体を歯に
塗るとつやつやした黒い歯になる。中部では、ココナッツの皮を炭で燃やして出た
黒い液体を鉄の包丁に数時間のせ、艶のある染料を作る。また、「黒い明礬」に油
分を入れ、再度使用する場合もある。
　歯を染める工程は家族でする場合もあれば、「歯染め師」と呼ばれる人に染めて
もらうこともある。特に一部の貴族は、庶民向けに作られた「明礬」でなく、「固
歯膠芳」と「固歯散」と呼ばれる高級な薬を使っていた。『明命朝太医院伝』には
それらの薬の成分が記されている1
15
。「固歯膠芳」とは、山檳榔以外に青礬・黒礬・
五倍などの漢方薬を含む、「陳米水」や「醤水」という米のとぎ汁で蒸し固めた膠
である。「固歯散」は粉状で、青礬・黒礬・白芷・三奈・甘草という五味からなる。
貴族は男女ともに 16 歳になると、「歯染め師」に染めてもらう。歯の掃除後、数日
間「カンキェン」を口に含む。酉の刻（午後 5時から 7時まで）に「固歯膠芳」を 3
～ 5センチメートルに切ったバナナの葉に爪楊枝のような道具で付け、歯にはめる。
翌朝、薬を外して魚露でうがいをする。12 日後、「固歯散」を指で歯に付ける。
ジアでは染料としてよく使われている。
14　アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」前掲書、244 頁、246 ～ 247 頁。
15　同上、244 頁、244 ～ 246 頁。
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　歯を黒く染めてから 3年後に、黒色染料、いわゆる「黒い明礬」を三晩歯に塗り
朝うがいをすると、黒いエナメル質が強化される。その後、男性は染め直すことは
ないが、女性は必要に応じて染め直すことがある。
　初めて歯を染める人は、口の中や唇がよく腫れる。また、歯の表面に塗った薬が
うまく定着するように油ものを食べるのを控えると同時に、歯の新たな着色層を守
るために硬いものや熱いものも食べない。歯を清掃する際に使用する酸（特にレモ
ン汁とお酢）の影響により、歯の表面が薄く、過敏になる。実際、歯を染めている
間は、ご飯を歯で噛むことができないので、お粥を食べるか、ご飯を水で飲み込む
しかない。
2.　日本のお歯黒
2.1.　お歯黒の経緯
　河内国大藪古墳で原始時代の黒染状の人骨歯牙が見つかったことから、当時の日
本人が歯を染めていたことがわかる1
16
。3 世紀末に西晋の陳寿によって書かれた『魏
志倭人伝』に、倭国東方に「黒齒之國」があるとの記述があるが、日本のお歯黒に
関する一番古い記録だと見なされる。そして、10 世紀に日本で編集された『和名
類聚抄』には、「歯黒国、在東海中、其土俗以草染歯、故曰黒歯　俗云波久路女」
と記される1
17
。
　古代において、お歯黒は貴族の男子と女子の風習だった。『古事記』はお歯黒を
賛美し菱に例えた1
18
。武士たちが台頭すると公家の真似をして歯を黒く染めるように
なった。12 世紀末には、鎌倉幕府が上下を区別するため下級武士に対し歯を染め
るのをやめさせ、上級武士と女性だけに歯を染めるのを許したという。彼らは 8、
9歳になると鉄漿付という方法で初めて歯を染めた。戦国時代から江戸時代にかけ
て、お歯黒は公家の一部と既婚女性専用の習慣となったが、鉄漿付の年齢は 13 歳
から 17 歳へと段々遅くなっていった。明治 3年（1870）には華族に対するお歯黒
の禁止令が出された。その 3年後（1873）、明治皇后が文明開化を宣伝するために、
自らお歯黒をやめたが、地方ではこの習慣が昭和後期まで続いた。
2.2.　お歯黒の工程
　お歯黒の染料に関しては、お歯黒の産地である香登出身の島村岦の研究が挙げら
れる。「香登お歯黒の原料は、山付子（五倍子）ローハ（緑ばん）（硫酸鉄）と蜆貝
の貝灰の三種類であり、これを適量に混合して造られていた。お歯黒の原料はタン
16　原三正『お歯黒の研究』人間の科学新社、1994 年、73 頁。
17　同上、58 ～ 70 頁。
18　同上、80 ～ 81 頁。
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ニンと鉄で、これを化合させると黒い色素が得られる（中略）山付子（五倍子）に
は五〇パーセント～七〇パーセントのタンニンが含まれており、ローハ硫酸鉄で鉄
と硫酸が化合している。硫酸鉄は粉末で、水によく溶けるので、香登お歯黒は、筆
に水を付けて三種混合の粉を付けて、歯に塗ると、タンニンと鉄と空気中の酸素と
の化学変化によって、歯が黒く染っていた。貝灰は硫酸鉄の中和と粉の乾燥剤の二
役を兼ね、又このことによって、良く歯に付着したようである」とある1
19
。
　出来合いの薬を買えない場合、普通の家庭でも硫酸鉄の入った鉄漿水とタンニン
を別々に使って歯を黒く染めることができる。まず、タンニン質を多く含む五倍子
を炒め、粉にする。そして、壺にお粥や酒、うどんを茹でた出汁、お茶などを入れ、
発酵させて酢酸を作る。鉄分を加えるために釘や鉄粉を入れて酢酸鉄、いわゆる鉄
漿水を作る。
　昭和 52 年（1977）に高橋雅夫が秋田市土崎港町でインタビューした山崎スガさ
ん（当時 96 歳）は日本のお歯黒文化の最後の生証人だったようだ。その調査と文献
から、日本のお歯黒の工程は三つのステップに分けることができる。
・歯の清掃
　ざくろなどの果物の皮を使って歯を磨くか、酒でうがいをする。
・歯の黒染め
　鉄漿水を沸かして温めた後、皿や碗に出す。これを筆や爪楊枝に付けて歯に塗る。
そして、五倍子粉を付けて上に塗る。鉄漿水を付けてから五倍子を付け、一遍に歯
を塗る場合もある。また、鉄漿水と五倍子の粉を混合してから筆に付けて歯に塗る
場合もある。
　薬を塗っては吐き出す作業を 2、3 回くらい繰り返す。染め終わった後、タバコ
を吸う人もいる。
・仕上げ
　お歯黒を維持するためには、毎週 1回か 2回薬を塗り直す必要がある。スガさん
は毎日朝 10 時ごろに歯を染め直していたという1
20
。
3.　お歯黒文化圏に関する試論
3.1.　お歯黒の範囲
　身体装飾は旧石器時代から始まり、三つに分類されている。それは身体加工（抜
19　香登お歯黒研究会編『香登お歯黒』1989 年、53 頁。
20　高橋雅夫『化粧ものがたり』雄山閣、1997 年、235 ～ 240 頁。
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き歯や剃髪などの肉体除去、頭部変形などの形態変形、刺青などの色彫生成）、身体塗布
と身体装着である1
21
。お歯黒は身体塗布に属している。冒頭で、アジアにおけるお歯
黒文化の範囲は、「南はインドネシア、東はソロモン・マリアナ諸島、北は日本、
西は中国南部とインド南部である。インドシナではこの習慣は北緯 25 度 35 分を超
えない1
22
」と記した。現在ベトナムの北端は北緯 23 度 23 分に位置するハザン省ドン
ヴァン県ルンク社である。つまり「北緯 25 度 35 分」というのは、現在中国との国
境から広東省と広西省に 200 キロメートル以上入った範囲である。
　サリットは 20 世紀初頭、極東に関する研究をまとめ、「歯を染めるのは日本から
マレーシアまで、一部の黄色人種によって行われている。その技術はメラネシア地
域から来たと思われる。マリアナ諸島の住民は植物を使った結果として歯が黒く、
髪を白く染めて美しさを表現した。ソロモン諸島やジャヴァの住民は液体の薬を
使って歯を染めている。また、中国の一部でも見られ、女性は歯を染めたり、金属
でピカピカ包んだりする。日本人も歯を染めたし、今でも染めているようだ1
23
」と述
べた。
　原三正はお歯黒圏の仮称を提唱し、「南方の黄色人種の大部分が、歯牙黒染の風
を有していたことがうかがい知られる。ただ、大陸民の漢族・蒙古族・満州族・韓
族・ギリヤーク族等に涅歯の風習がないのは、かえって奇異の感がする」と記した1
24
。
しかし、ベトナムの事例を見ると、そのマッピングが正確でないところがある。現
在ベトナムの人口の 80％以上を占める越族（京族ともいう）は、古代から歯を黒く
染めていた。北部と中部の山地に住んでいるルー族・ザオ族・ヌン族・モン族・ム
オン族などの少数民族も歯を黒く染めている。しかし、クムー族・ブル族・エデ族・
チャム族・クメール族らは、一部キンマ・檳榔を噛む習慣があるが、歯を染めてい
ない。
　つまり、アジアにおけるお歯黒の範囲は、一部の少数民族を除き、北は日本、南
はインドネシア、西は中国の広東省、広西省の南部とインド東南部、東はソロモン・
マリアナ諸島であるといえよう。
3.2.　ベトナムのお歯黒の起源――キンマ・檳榔を噛む習慣との関係
　ベトナムに来た外国人の大部分は、安南人の黒い歯はキンマ・檳榔を噛む習慣に
よるものと判断していた1
25
。同じ判断をするベトナム人も少なくない。しかし、実際、
キンマ・檳榔を噛まずに歯を黒く染める民族もあれば、逆にキンマ・檳榔を噛むが
歯を染めない民族もいる。
21　原三正『お歯黒の研究』前掲書、12 ～ 13 頁。
22　ピエール・ユアール／モーリス・デュラン『ベトナムに関する知識』前掲書、170 頁。
23　アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」前掲書、226 頁。
24　原三正『お歯黒の研究』前掲書、94 ～ 97 頁。
25　アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」前掲書、230 ～ 232 頁。
ファン・ハイ・リン
148
　フランス人のユアールとデュランは「注意すべきは、お歯黒とは、キンマ・檳榔
を噛むことによってではなく、特定の薬によって染められることである1
26
」と述べ、
東南アジアにおいても、この二つの習慣が必ずしも結びつけられるわけではないと
主張した。また、アルバート・サリットも、キンマ・檳榔を噛む習慣の有無を問わ
ず、アジア人は人種学的に歯が弱いので温度や接触で歯を痛めることを防ぐために
歯のエナメル質に特殊な薬を塗る方法が確立された、と解説した1
27
。
　著者の行った調査では、男性 4人はいずれも歯を染めないが、キンマと檳榔の実
を噛んでいる。北部のバックコック村やドゥオンラム村では 40 代と 50 代の男女の
うち、約 50％がキンマと檳榔の実を噛んでいるが、特にお祭りまたは冬の農作業
の間に噛む習慣が守られている。キンマや檳榔の実は歯の染料ではないが、キンマ・
檳榔を噛むことで黒く染めた歯をより黒くし艶を出すことができる。ベトナムにお
けるキンマの葉と檳榔の実を噛む習慣は、夫婦・兄弟の変わらぬ愛情を賛美する「檳
榔傳1
28
」に象徴されるので、結納や結婚式で檳榔をお互いに食べさせることにより、
夫婦・兄弟の永遠の愛を再確認する儀礼となる。
　現在、ベトナムの農村ではキンマと檳榔樹がまだかなり植えられている。ドゥオ
ンラム村の年配者は、キンマは乾燥した葉より新鮮な葉の方が美味しいと言ってい
る。1688 年にベトナムへ来たイギリス人旅行家のウィリアム・ダンピアも「ベト
ナムのダンゴアイで栽培されるキンマはインドシナで一番美味しく、産出量が多い。
この地の人々は緑色で、若くて柔らかいキンマの葉を好む。それは水分が多く含ま
れているからである。他の地域では硬くて乾燥したキンマの葉を噛む」と述べてい
る1
29
。しかし、檳榔の実は、夏には新鮮なもの、冬には乾燥したものを使う。檳榔は
7、8月ごろから実り始め、10、11 月に実が一番多く取れる。ベトナムの 18 世紀の
学者であるレ・クイ・ドン（黎貴惇）の著書『撫邊雜録』には、「廣平俗一檳榔下
植菑藤蔓1
30
」、「嘉定最多榔諺云粟一榔二方民常不服收合自老摘核下售北客1
31
」とある。
フランス人のダニエル・タベニヤー氏によると、多くのアジア人同様、ベトナムの
ダンゴアイ地域の人々は檳榔の実が好きである。1日に檳榔の実を 100 個噛む人も
26　ピエール・ユアール／モーリス・デュラン『ベトナムに関する知識』前掲書、170 頁。
27　アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」前掲書、232 ～ 234 頁。
28　1『檳榔傳』は、13 世紀半ばに陳世法によって編集された説話集で、15 世紀末に武瓊（校正）
と喬富（刪定）によって出された『嶺南摭怪』の伝説の一つである。「檳」と「榔」という
兄弟の愛と、「檳」と妻の夫婦愛を賛美する。1990 年に『嶺南摭怪』は文学出版社から出版
された。
29　1William Dampier. Voyages and Discoveries. The Argonaut Press, 1931.［ウィリアム・ダンピア著『航
海と発見』アルゴノートプレス、1931 年、世界出版のベトナム語翻訳、2007 年、42 頁］。
30　1黎貴惇『撫邊雜録』第 2巻（『黎貴惇選集』第 3巻）教育出版社、2007 年、481 頁。順化は、
現在のベトナム中部のクァンビン（広平）省、クァンチ（広治）省とトアティエン・フエ（承
天・化）省の1一地域である。
31　1黎貴惇『撫邊雜録』前掲書、543 頁。嘉定（ザディン）省は、現在のベトナム南部に位置する。
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いる。家に居ても、外出していても、農作業をしていても常に檳榔の実を噛む。友
人の家を訪ねた時に檳榔の実が出なければ、大問題であったようだ1
32
。実際、1980
年代以前には、中部のフォクティク村と南部のフホイ村の多くの家庭で数百本の檳
榔樹を植えていた。檳榔の実を、夏は生で、冬は乾燥させて商人に売り、ベトナム
各地だけでなく、中国・台湾まで運んでいたようだ。1年中噛めるように、女性た
ちは檳榔の実を小さく切り、乾燥させて保管する。また、檳榔の実を砂糖と炒めて
保管する方法もある。
　上記のように、檳榔の実を噛めば、虫歯の予防や口内の掃除、消化器官の病気の
予防などの効果もある。また、キンマの葉・檳榔の実・「チャイ」の木の皮に含ま
れる成分の結合によって辛味が生まれるので、嗜好品にもなる。冬には身体を温め
る効果もあり、唇が赤くなって頬がピンク色になる。通常、二つか三つに切ったキ
ンマの葉に石灰を塗り、四つか六つに分けた檳榔の実と「チャイ」の皮を巻いて食
べる。濃い味が好きな人はタバコの葉を入れて食べる。祭礼の時には、鳳凰の羽の
モチーフに切りとったキンマの葉で檳榔の実とチャイの木の皮を丁寧に包んだもの
が、漆絵のお盆などの上に円形に並べられる。年配者や若い女性が客人を檳榔とお
茶でもてなし、客人が檳榔とお茶を楽しんでいる間に詩を読んだり歌を歌ったりす
る風景は、現在でもベトナムの農村でよく見かけられる。
　つまり、檳榔樹とキンマが植えられたインドや東南アジア諸国に住んでいる多く
の民族の間に、キンマ・檳榔を噛む習慣が流行っていた。しかし、それによって歯
は茶色になるが、黒くはならない。ベトナムの場合は、キンマ・檳榔を噛む習慣が
歯を黒く染めるきっかけになり、キンマ・檳榔を噛むことでお歯黒を維持したと筆
者は考える。
3.3.　日本のお歯黒の起源
　日本のお歯黒の起源については、大阪大学名誉教授の山賀礼一が、大陸渡説・南
方渡説・日本古来説という三つの説を提示している1
33
。化粧を研究する高橋雅夫は日
本古来説の事例として、岩手県水沢町付近の山ブドウを食べる習慣や、富山県婦負
郡野積地方に伝わる女性の胸にいる蛇を抑えるために黒鉄を呑む習慣や、福岡県田
川地方に伝わる赤ん坊に恐怖心を感じさせないようにお母さんが歯を黒く染める習
慣などを挙げている。ただし、彼は普遍的な説は南方伝来説であると強調した。お
歯黒は元々檳榔とキンマを嗜好品として噛む南方民族の風習から始まり古代日本に
伝来したが、日本に檳榔樹とキンマがないため、タンニン質を含む五倍子と硫酸鉄
を含む鉄漿水で歯を黒く染めるようになったという1
34
。
32　1ジャン・バティスト・タヴェルニエ『トンキン王国への新しくて面白い旅行』前掲書、49 頁。
33　香登お歯黒研究会編『香登お歯黒』前掲書、147 ～ 153 頁。
34　高橋雅夫『化粧ものがたり』前掲書、208 ～ 211 頁。
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　また、島村岦は、香登のお歯黒は天平勝宝 5年（753）に唐の僧鑑真和上がもた
らした製造法から始まったと主張する1
35
。実は、鑑真和上は 5回も渡日に失敗してい
る。6回目にようやく成功したが、5回目（748 年）は海南島の振州まで漂流した。
その地方は前述のお歯黒の範囲内にあるので、鑑真和上がその地域の薬の製造法を
日本に伝えた可能性が考えられるのだろう。
3.4.　お歯黒の原則
　日本とベトナムで使われるお歯黒の原料は異なるが、共通した原則がある。
　まず、染める前に歯を酸（特にレモン汁とお酢）や酒で清掃することである。そ
れは、クエン酸がエナメル質の表面を薄くし、染料をより付着しやすくするためで
ある。その他、檳榔やざくろなど果物の皮を使って歯を磨くことも共通する。
　次に、黒くて粘り気のある染料を作るために、植物に含まれるタンニン質と青礬
と黒礬あるいは緑バンと呼ばれる硫酸鉄を主な原料として使うことである。米粒や
醤水、うどんを茹でた出汁は染料の定着を高める効果がある。
　また、石灰や貝灰はタンニンと硫酸鉄の中和や粉の乾燥剤といった二役を兼ねる。
　しかし、ベトナム人はキンマ・檳榔を噛むことによって黒く染めた歯をより黒く
し艶を出すことができるので、2、3 年のスパンで歯を染め直すだけで済む。ただ、
まったく染め直さない場合もある。それに対し、日本ではキンマ・檳榔を噛むこと
ができないため、週に 1～ 2度染め直す必要があるだろう。
3.5.　お歯黒の役割
　お歯黒には時間も労力もかかるが、ベトナムと日本で長く維持されたのには、そ
の習慣に科学的・社会的な意味があるからだ。
　歯を黒く染めるのは、歯の表面を磨くということだけでなく、鉄イオンが歯質の
リン酸カルシウムの結晶を強化し、タンニンが歯質タンパク質を収斂させ虫歯を防
止するという役割もある。
　また、お歯黒は社会的な意味も持つ。日本でもベトナムでもお歯黒をするのは、
美しさの条件の一つとなったからだ。ベトナム人は、自国の習慣を他の国、特に中
国と区別することにより、自尊心と愛国心を高めてきた。18 世紀にタンホア省ト
ハック村で行われた出陣式においてグェン・フエ王が、清軍を追い出しベトナム人
の習慣を守る決意を表明するために「長い髪のために戦おう！　黒い歯のために戦
おう！」と宣言したのは、その証左である。それに対し、日本ではお歯黒をするか
否かは、その人の社会的な地位や婚姻の状況に左右された。
35　香登お歯黒研究会編『香登お歯黒』前掲書、32 ～ 33 頁。
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3.6.　お歯黒の衰退
　日本では明治 3年（1870）に華族に対するお歯黒の禁止令が出された。それは、「日
本国民の習慣の中で、最も嫌悪を覚えたのは、既婚女性が歯を黒く塗り、眉毛を剃
る習慣である（中略）夫が妻のことを心配して考案したもので、世間の目から妻を
守るのにこれほど適した防御法は他にない1
36
」といった文明の西洋人の批判を深刻に
捉えた明治政府の対策だったと考えられる。
　ベトナムでも日本と同様に、西洋文化の影響がお歯黒衰退の主な要因だった。18
世紀以降にベトナムに来た西洋人の中には、「当地の人々の一般的な習慣はキンマ・
檳榔を噛むことである。それにより彼らの唇は赤く、歯は黒くなり、外観が自然の
ままに比べてエレガントに見えなくなる1
37
」と批判する人が少なくなかった。19 世
紀の後半からベトナムはフランスの植民地となったため、西洋の文化と価値観が
人々の生活を大きく変化させた。インタビュー調査の結果によると、男性はたいて
い 20 世紀に入ると歯を染めなくなった。女性の場合は、中部以南で 1930 年代まで
歯を黒く染め続けたが、北部では 1940 年代までお歯黒を続けていた。現在、お歯
黒をする年配の女性はその最後の世代であるといえよう。
おわりに
　現在、ベトナムでは歯を染める習慣はなくなったが、農村を訪ねれば歯を黒く染
めたお婆さんたちをまだ見ることができる。檳榔の実を噛む習慣が急に減り、お歯
黒をする人が 70 歳以上である状況を考えると、歴史学・民族学・医学など多く分
野の研究者が連携した「お歯黒の全国調査」が喫緊の課題だといえよう。それによ
り、ベトナム人が昔から認める美しさだけでなく、それに関連する伝統や社会関係、
人と自然との関係などを深く理解することが可能になるだろう。また、日本との比
較というように研究範囲を広げることにより、中国文化圏や西洋文化圏の影響を受
ける前にアジアの大部分に存在していた「お歯黒の文化圏」の範囲、その本質と多
様性、そして各地域の特徴なども理解することができると期待される。本稿はその
一つの試論に過ぎないものである。
36　1『ディアス・コバルビアス日本旅行記』（大坦貴志郎と坂東省次訳）新異国叢書、雄松堂書店、
1983、198、199 頁。
37　 John Barrow. A voyage to Cochinchina in the years 1792–1793. London, 1806, p. 81.1［ジョン・バロー
著『1792 ～ 1793 におけるインドシナへの旅行』ロンドン、1806 年、81 頁］。
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時代劇映画における「立回り」の転換点
――黒澤作品の以前と以後
北浦寛之
はじめに
　日本映画において、国民的ジャンル映画と言えるのが時代劇である。時代劇は一
般的にわが国における江戸時代以前、つまり今から 140 年以上前の話を対象にした
物語であり、刀を持った男たちが激しい戦闘を繰り広げる「立
たちまわ
回り」と呼ばれるア
クションに多くの者が熱狂し、日本映画の草創期である 1900 年代初頭から量産さ
れてきた。時代劇スターたちの独特の身のこなし、ダイナミックかつ華麗な運動は、
他のジャンル映画では見られない要素であり、その動きの特性を熟知した監督やス
タッフたちの手によって、魅力的な「立回り」が演出され、観客は大きな興奮を味
わってきた。
　そんな時代劇映画の本質とも言える「立回り」が、1960 年代以降、性質を大き
く変えていく。世界的にもっとも有名な日本の監督、黒澤明が『用心棒』（1961）
と『椿三十郎』（1962）で見せた画期的な「立回り」が同時代の製作者に衝撃を与え、
それ以後の演出に多大な影響を及ぼすことになったのである。以下では、黒澤明が
おこなった演出の革新性を紹介するとともに、彼以前と以後で「立回り」の性質が
どのように変化したのかを明らかにしていく。
1.　時代劇の低迷と復活
　時代劇で「立回り」をおこなう主人公の多くは、武士あるいは昔のやくざ、いわ
ゆる侠客と呼ばれる人たちである。さらに、その大部分が主君を持つ者たちで、彼
らは主君のために自らの命を顧みず剣を振るい、戦ってきた。これが昔からよくあ
る一般的な時代劇のストーリー展開だが、ここで主君のために忠義を尽くす、いわ
ゆる封建的忠誠心と呼ばれ、古くから日本人が美徳として考えてきたものが、一方
で、戦後、日本を統治した GHQからは危険視されるようになる。すなわち、戦争
において日本人が国家の君主たる天皇のために命を投げ捨てて戦う行為と、前述の
時代劇の思想とが結びつくことをアメリカ人は危惧したわけである。よって時代劇
は厳しい検閲にあい、終戦から、日本の独立が実現する 1950 年代初頭までほとん
ど製作・公開できない状況に陥ってしまう。表 1を見てもらってもわかるように、
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現代劇が戦後着実にその本数を伸ばして
いったのに対して、時代劇の本数は一向に
回復へと向かわない。1950 年頃まで時代劇
は厳しい検閲によって、低迷を見せる。そ
んな時代劇が復興を果たすのは、日本が独
立を果たす 1950 年代初頭になってからで
あり、以後、海外の映画祭で時代劇は立て
続けに受賞するなど1
1
、存在感を強めていく。
1950 年代は映画観客数、映画館数ともに急
増し1
2
、日本映画の黄金期と呼ばれる輝かし
い時代なのだが、ちょうど同時期、こうし
て、時代劇でも優れた作品が次々に生み出されていったのである。そしてそのよう
な時代劇の中でも、当時日本映画界をリードし、「時代劇映画の王国」とも呼ばれ
た映画会社、東映の作品を採り上げてみたい1
3
。黒澤時代劇以前の「立回り」の代表
例として、東映時代劇について考察する。
2.　東映時代劇の特徴
　東映時代劇の立回りの特徴としてまず言えることは、冒頭でも述べた主人公を演
じる役者たちの華麗な身のこなしである。時代劇スターは元来、日本の伝統的な演
劇である「歌舞伎」の出身者が多く、その「歌舞伎」で培われた抑揚のある身のこ
なしによって、われわれは独特のリズムを彼らの立回りの動きから感じ取ることが
できる。東映が抱えたスターも例外ではなく、片岡千恵蔵、市川右太衛門、中村錦
之助、大川橋蔵など、歌舞伎の素養のある者たちが、華やかな衣装を身にまとい、
独特のリズムで立回りを演じてみせた。その様子については、ヒーローが「流麗に、
舞を舞っているかのように、大勢の敵の間をすり抜け、敵方をばったばったとなぎ
1　1951 年に本稿の主役である黒澤明の『羅生門』がヴェネチア国際映画祭で「金獅子賞（グラ
ンプリ）」を獲得すると、以後毎年のように時代劇が海外映画祭で受賞を果たしていく。1952
年に『西鶴一代女』（溝口健二監督）がヴェネチア映画祭で「国際賞（監督賞）」、53 年に同
じくヴェネチアで『雨月物語』（溝口健二監督）が「銀獅子賞（準グランプリ）」を受賞すると、
54 年には『山椒大夫』（溝口健二監督）が「銀獅子賞」を、さらに『地獄門』（衣笠貞之助監督）
がカンヌでグランプリを獲得する。
2　1観客動員数ならびに映画館数が、1950 年代に増加していった結果、観客数は 58 年に 11 億人、
劇場数は 60 年に 7457 館とそれぞれ過去最高を記録する。詳しくは「日本映画産業統計」（一
般社団法人日本映画製作連盟〔http://www.eiren.org/toukei/data.html、2013 年 10 月 16 日〕）を
参照されたい。
3　山根貞男『活劇の行方』（草思社、1984 年）、19 頁。
西暦（年） 時代劇（本） 現代劇（本）
1945（終戦後） 2 10
46 7 59
47 8 89
48 17 106
49 30 126
50 36 178
表 111戦後時代劇と現代劇の本数比較
出典：1京都映画祭実行委員会編『時代劇映画
とは何か』（人文書院、1997 年）、8 頁
より作成。
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倒して」いくと表現され1
4
、美しさと同時に力強さも兼ね備えた運動として記憶され
ている。その運動を、とりあえずここでは、舞踊的、あるいは様式的と言っておく。
　そして、そのような「歌舞伎」的な様式的立回りを捉えるカメラの撮り方も重要
である。カメラは、比較的ロング・ショットで、役者の全身を捉える傾向にある。
と言うのも、「引き」のカメラで撮影しないと、身体全身で表現される様式的な立
回りの運動がじゅうぶんに表現できないからだ。「引き」のカメラで役者の全身の
動きが捉えられて初めて、われわれはその運動の魅力を十全に感じ取ることができ
るのである。もっとも、引いて撮られるばかりでなく、カメラが登場人物の身体の
一部に寄る場合もあるが、それよりも、ロング・ショットによる撮影の方が役者の
動き全体を捉えることができるので尊重されていたと言える。1950 年代までの時
代劇は多少の違いがあるにせよ、こうした立回りの演出が基調であった。時代劇ス
ターは様式的な立回りを展開しながら、華やかな存在としてスクリーンの中で輝い
ていたのである。
3.　黒澤時代劇の革新性
　歌舞伎出身のスターを多数擁し、1950 年代に大衆の人気を一手に集めた東映だっ
たが、そのような「時代劇映画の王国」が 1960 年代に入って、世界的な巨匠であ
る黒澤明監督の 2本の作品によって、大きく揺らいでいく。冒頭でも紹介した『用
心棒』（1961）と『椿三十郎』（1962）である。この 2本の作品で、黒澤はそれまで
の「様式的」な立回りではなく、「リアル」な立回りを演出する。
　例えば、『椿三十郎』の時代劇映画史上もっとも名高いラストの決闘場面を見て
みたい。この場面では最初、二人の侍が向かい合って対峙しているのだが、互いに
刀を鞘から抜いたその次にはもう、物凄い量の血飛沫を空中にまき散らしながら、
主役の侍がもう一方の侍を斬り倒し、決着がついてしまうのである。この決闘は、
従来の東映時代劇とは違って一瞬で決着がつく。ただ、ここで重要なのは、そうし
た立回りの長さではなく、単純に、それまでの東映時代劇では適切に描かれてこな
かったものが、ここでは、はっきりと表現されていることにある。それは、誰も見
逃すことがないであろう「血の流出」である。血飛沫が舞い上がるほどの多量の血
がじっさいに出るかどうかは別として、刀で斬られたら血が出るという当り前のこ
とを、それまでの時代劇はしっかりと描いてこなかった。確かにこれまでも、血糊
によって、控え目に血の存在が知らされることはあったが、それがはっきりと描か
れることはなかったのである1
5
。黒澤はそうした過去の作品の立回り場面における
4　1小川順子『﹁殺陣﹂という文化――チャンバラ時代劇映画を探る』（世界思想社、2007 年）、64
頁。
5　1戦前に、稲垣浩監督が血飛沫を描こうとしたが、検閲で引っかかり果たせなかったと言われ
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「嘘」を、『椿三十郎』の立回りにおいて、誰もがわかるように暴露してしまった
わけだ。他にも黒澤は、「血の流出」だけでなく、じっさいに身体が刀で斬られた
ことを観客に納得させるような、腕が斬り落とされる場面も『椿三十郎』の前年の
作品『用心棒』で撮っている。もっとも、そうした「身体の切断」は、それ以前の
『大菩薩峠　第二部』（1958 年、内田吐夢監督）や『薄桜記』（1959 年、森一生監督）
でも確認されている1
6
。だが、日本映画史ならびに時代劇映画史では、「身体の切断」
は黒澤の『用心棒』が端緒であるということが、いわば定説として流布しており、
それだけ『用心棒』における描写が多くの人に衝撃を与えたことが窺い知れる。ま
た、黒澤はこうした視覚的な要素だけでなく、聴覚的な部分にも目を向けている。
彼は刀で人が斬られたり、刀がぶつかりあったりするさいの音にも注意を払い、リ
アルに聞こえる音をそこに導入した。
　黒澤以前の時代劇でも、前述のように多少なりとも「血」や「身体の切断」が描
かれることがあったが、基本的には役者をいかに美しくカメラに収めるかに注意が
払われていた。じっさいに命のやり取りがそこでおこなわれているという感覚には
どこか物足りないものがあった。そのせいか、黒澤のこうした革新的なリアリティ
を伴った立回りは、同時代の製作者たちに大きな衝撃を与えることになった。例え
ば、「時代劇映画の王国」東映の監督、加藤泰も「ペチャンコにやられました。や
はりラストの殺陣がすばらしい。［中略］殺陣は、スタイル、ポーズよりも合理性
をねらっている。この合理性を煮つめ、一種の美しさに達しているのはなんといっ
ても演出の力です」と素直に敗北を認めてしまう1
7
。そしてこうした衝撃は、『用心棒』
と『椿三十郎』の興行的な成功も手伝ってさらに拡大を見せる。他方では、「嘘」
を暴露された東映時代劇の動員成績が落ちてきたこともあって、「立回り」の演出は、
それまでの様式的なものから、黒澤が導入した「血の流出」や「身体の切断」、そ
れに「効果音」を伴ったリアルなものへと変化していくのである。
4.　残酷時代劇の流行
　立回りの変化は、それまで様式的なものばかりを演出していた東映時代劇におい
ても、例外なく起こった。1964 年に東映が製作し、黒澤時代劇に衝撃を受けた加
藤泰監督の『幕末残酷物語』のラストの立回り場面で確認してみたい。
　ここで主人公は、大勢を相手に最終的に刀で喉をひと突きされて、死んでしまう
のだが、それまでに流血しながらも必死の抵抗をする彼の立回りからは、かつての
様式的なものと明らかに一線を画していることが見て取れる。確かに、黒澤作品以
ている。詳しくは、小川、前掲書、67 ～ 68 頁を参照されたい。
6　小川、前掲書、76 頁。
7　永田哲朗『殺陣――チャンバラ映画史』（社会思想社、1993 年）、197 頁。
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後の 1960 年代の東映時代劇にも、これまでのような舞踊的で様式的な立回りがあっ
た。けれども、『幕末残酷物語』において描かれた、血の流出や最後に刀で喉を突
き刺すようなショットは、1950 年代までの東映時代劇では見られなかった演出で
あり、黒澤時代劇の影響を強く感じさせるものとなっている。
　黒澤時代劇で大衆に受けた、血の流出や身体が切断されるショットは、他の監督
たちの手によって、以後、過剰に展開されていった。そして、やがては残酷描写と
呼ばれるまでに至り、そのような描写が含まれている時代劇は「残酷時代劇」と呼
ばれ、1960 年代半ばには残酷ブームが沸き起こる。『幕末残酷物語』もそうした残
酷時代劇の中の1本にあたるわけだ。この残酷ブーム自体は1970年代以降おさまっ
ていくのだが、その後、現代に至るまでのどの時代劇においても、多少なりとも身
体の切断や血の流出などが見受けられ、そうした描写は黒澤時代劇以後の定番と
なっていった。
　そして、この残酷描写の導入によって立回りの性質が大きく変化していく。以前
は前述の通り、役者の全身の動きを見せるため、「引き」のショットが尊重されて
いた。それに対して、黒澤時代劇以後、残酷描写が導入されてからは、確かに登場
人物たちの身体全体の動きも重要であることは変わらないが、それと同等か、ある
いはそれ以上に、身体のある一部分を強調して描くことも必要になったのである。
すなわち、『幕末残酷物語』であれば、刀で喉を突き刺す部分であり、このように、
残酷描写だとみなされる、刀と身体が接触する部分を強調することが重要になって
いった。それゆえ監督たちは身体の一部を強調するために、カメラを「引き」で捉
えるのではなく「寄り」で収めることを選択する。そして、残酷描写が過激になる
につれ、カメラと登場人物との距離も徐々に接近していくのである。それでは、そ
のことを強く感じさせる 1972 年の『子連れ狼　三途の川の乳母車』（三隅研次監督）
を見てみたい。
　この映画のラスト、砂丘で主人公が 3人の敵を相手に闘う場面がある。ここで、
主人公は、刀で襲い掛かる敵の武器を次々と真っ二つにしていく圧巻の破壊力を見
せつけながら、最後にはなんと、敵の頭をも力強く両断する驚愕の離れ業を披露す
る。頭部が割れて血飛沫が舞い上がると、今度は大きく映し出されたその割れ目か
ら、主人公の迫力に満ちた表情が浮かび上がってくるのである。ここまでくると、
黒澤が目指した立回りのリアルさはすっかり消え、見せ物になってしまうのだが、
それはともかく、黒澤以後の時代劇では、身体の一部分が強調される「寄り」のショッ
トが重要になっていったわけだ。
おわりに
　それでは黒澤時代劇の以前と以後で確認された立回りの大きな変化をまとめてお
く。黒澤明監督の二作品、『用心棒』（1961）ならびに『椿三十郎』（1962）以前に見
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られた時代劇では、「歌舞伎」の伝統を受け継いだ様式的な立回りが印象的に展開
されていた。そこでは、役者の身体全体の動きを捉えることが重要になってくるた
め、カメラも「引き」で撮ることが尊重されていた。一方で、黒澤作品の以後では、
立回りは「血の流出」や「身体の切断」「効果音」を伴ったリアルな描写を経て、
それらが過剰に展開される残酷描写を含んだものへと変化していった。さらにカメ
ラの撮り方も、黒澤以前の時代劇とは違って、特定の身体の部位に注目が向けられ、
そこを「寄り」で捉えることが求められた。
　すなわち、立回りにおいて、身体全体から部分へ、「引き」のショットから「寄り」
のショットへ、黒澤以前と以後で、こうした大きな変化が起こっていたのである。
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日本人の自然観と日本庭園の禅の審美眼
ホー・ホァン・ホァ
1.　日本人の自然観
　日本人の特徴を表す要素について、多くの学者は、昔から日本人は自然から様々
な恩恵を受けてきたため、自然に対して深い愛を持つようになったのだと主張して
いる。その愛情があるからこそ、日本人の心は繊細になり感情豊かになった。特に、
彼らにとって自然とは、独自の芸術品を作り出すための環境であった。
　本稿の主題に入る前に、まず日本の自然の特徴について、そして日本人の自然観
について少し見てみよう。周知のように、日本を話題にするとき、多くの人はすぐ
に、雄大な富士山や桜、いけばな・茶道・庭園などを思い浮かべるだろう。日本文
化を作り出しているものの裏には、直接的にせよ間接的にせよ、すべてに自然との
関連が隠されているように見える。
　島国である日本は完全に大陸から離れ、四方は海に囲まれ、多くの天災を受ける。
生き残るために、日本人は自然を抑えて自然と共存する方法を探さなければならな
かった。日本人にとって自然とは、厳しいが、人間の心を感動させるほど美しい風
景もたくさん持っている存在であった。自然は愛情や生きる希望や力を人間に与え、
人間が自然の厳しさを乗り越えて、その美しさと向かい合うことを可能にする。
　ベトナムと同じように、国の創成期には、日本人の生活は自然に強く依存してい
たため、彼らの精神生活も自然の現象に関連付けられている。生存するという意識
が芽生えてからは、自然界のすべてのものを崇拝し、伝統的な宗教を神道とした。
神道では八百万（やおよろず）の神がいるとされている。自然界に含まれるもの、
そのすべてを神だと考えた。その畏敬の念は太陽や月など強くて恐ろしいものを崇
めるだけでなく、草・木・花・葉・鳥・岩・小川など、普段の生活に密着した小さ
な物さえもすべて神聖化した。これは日本人の自然の美に対する愛の表れであり、
それが現在のような尊敬すべき特徴となった。
　自然は日本人の精神生活に直接影響を与えているといえる。したがって、有益な
状態にせよ、有害な状態にせよ、過酷な状態にせよ、穏やかな状態にせよ、日本人
は自然に対する畏れからそれを崇拝するのではなく、むしろ賞賛の念によって崇拝
していることが多い。『日本のすべて』という本に、言葉について語っている箇所
がある。その中では虫のことが言及されている。「虫」は、幸せ・悲しさ・怒り・愛・
嫌悪の感情を表す際に使用されることがある。これは、日本人の深層精神世界では
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昆虫も植物もすべて自然に含まれ、尊敬・愛情の対象としてそれらに親しみを抱い
ていることを示している。
　日本人の自然への愛情は精神的な要素から始まっているが、その愛情が宗教・信
念だけにとどまらず、すべての階層の人々の詩や音楽、芸術感、建築、絵画を通し
て表現されていることがわかる。厳しい自然環境の中で生き、脆い運命の中にあっ
ても、彼らは常に自然と共存しようとする願望を持ち、自然に対し優しい気持ちと
感謝の気持ちを抱いている。
　温帯地域にある日本の自然は季節によって変化するが、その変化と自然がもたら
す不測の事態こそが日本人の感性を形成した。彼らは生活のリズムを掴んで、それ
に順応することに成功した。日常生活には天候による困難や空間と時間に制限があ
るにもかかわらず、日本人は大抵自分の家に小さくても草花を育てるスペースを
作っている。これは彼らの生活にとって自然が不可欠なものになっていることを示
している。昔は広大な風景の中で暮らしていたが、今日ではそのようなことができ
なくなったので、少しでも自然と身近に過ごせるよう広大な自然を縮小して、植木
鉢や人工庭園などの自然空間を作っている。
　自然への愛情について語るとき、その愛情の起源と日本人の精神の表現方法を無
視することはできない。上記の神学的・精神的な信念に加えて、古代に文字が誕生
した頃、日本人の自然への愛情は『万葉集』や『古今集』など、有名な歌集に色濃
く表れている。何千首もの歌はあらゆる階層の人々によって作られ、主に自然の美
を褒めたたえたものである。
　日本人は自然を愛し、自然の美を称揚する。変化する四季の色は詩人と絵画に無
限のひらめきを与える。日本の北端は極寒地であり、白い雪は寒い国の代名詞であ
る。俳人・松尾色蕉は北へと向かう旅の中で綴った『奥の細道』に荒原の極寒の美
と雪の美を記した。自然と人間が一体になった情景である。雪の美は心の純粋さと
静けさを象徴するものである。雪は静粛だけではなく、非常な厳寒へ人が挑戦する
手段の一つでもある。
　自然が厳しく暮らしにくい土地に住んでいても、彼らは絶えず山・川から草・木・
花・葉までの自然の美を情熱的に賞賛している。古代に編まれた『万葉集』という
歌集には、何千もの植物について記述され、その植物の美から人の内面世界を表現
している。多くの風景画は近代の画家により描かれた。画家の葛飾北斎は 36 枚の
富士山の美を描いた絵を残し、画家の歌川広重は 53 枚の非常に甘美で洗練された
東海道の絵を描いた。これらにより、日本文化の美学がすべて自然の美を強調し、
無形文化にしろ有形文化にしろ、それをはっきりと表現したものであることがわか
る。
　植物の中で日本人が一番好むのは竹である。日本の竹は、ベトナムやその他のア
ジア諸国の竹と同じく、日常生活の用具として使用されるほか、芸術の分野でもよ
く使われている。日常生活では家の建材や用具、楽器や礼拝物として使われている。
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私は 2011 年に日文研で働いていたとき、白幡教授に竹林園（竹の森公園）へ連れて
いってもらったことがある。私にとって、竹とはベトナムの各村にもある非常に地
味でありふれたものだったが、竹林園に植えられた様々な種類の竹と展示物を通じ
て日本人の竹への愛情と敬意に触れることができ本当に感動した。自然への純粋な
愛と自然の美への崇拝だけでなく、日本人が心から自然を大切に保護し、自然から
与えられた価値に敬意を払っていると、私には思われた。
　日本人は自然を愛しているが、他の民族と違って、常に自然を身近に感じられる
よう努力している。その美しい想像力を実際に形にしたものが庭園文化である。彼
らは巨大な自然を小規模の庭の中に表現した。それが日本の庭園文化の独自性であ
る。
　雄大な自然は、日本人の富んだ想像力そして審美眼を通じて、より美しく身近な
ものとなった。その自然の美しいイメージは人間の魂が吹き込まれると、さらに美
しくなった。つまり、自然とは単純な美のように見えるが、実際は非常に豊かなも
のだったというわけだ。その美は常に隠されているため、観賞者が鋭い想像力を持っ
ていないと発見できないのである。
2.　日本庭園の禅の美
2.1.　庭園の種類
　日本の歴史を見ると、日本は 1300 年以上の庭園作りの歴史を持っていることが
わかる。『日本書紀』によると、推古天皇（592 ～ 626 年）時代に日本で最初の庭園
が造られたとある。それは蘇我馬子の庭であり、「中庭には小池を掘り、真ん中に
は小島を配置する」ように設計されている。
　11 世紀後半に橘俊道によって記された庭園設計についての著名な本によると、
日本人はその時代にすでに独自の庭園設計のスタイルを開発していたという。彼ら
は海と島・山を象徴するために池・湖そして小島と塚を配置した。池の中の島はそ
れぞれが偏りを持つように装飾曲線に配置され、霧がかかっているように見せた。
小石で土と水の境界を作り、砂浜の象徴とした。海岸は湖面が少しだけ波打つよう
に、常に本物のような完璧性が確保された。
　庭園芸術に関しては、藤原時代には寝殿造りの工法で建てられた宮殿において、
寝殿式の庭園がすでにデザインされていた。
　鎌倉時代に入ると、日中の文化交流が再開され、作庭家は水墨画をはじめ、中国
の最新スタイルを積極的に応用した。絵画のスタイルに基づいて、彼らは、山が海
を象徴する白砂の上から出ていることを表現するために、特殊な形をした石と岩を
注意深く厳選した。それが枯山水の庭である。
　室町時代の枯山水の庭には、藤原時代の技術、つまり主に植物や水・岩も使われ
るが、当時非常に流行していた石と白砂も使用されている。
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　当時の禅師らは武士階級に非常に大きなインパクトを与えるが、彼ら自体も無双
や相阿弥など、素晴らしい才能を持った作庭家を輩出している。この二人は回遊式
と呼ばれる新しい庭園のスタイルを構築した。その他、平山水（平地の庭園）のス
タイルも構築された。これらの庭はますます小さく、そしてより象徴的なものにな
り、当事の水墨画の風景を表している。
　江戸時代の庭園は、茶道の流行とともに、主に茶庭（お茶の庭園）、平庭（平地の
庭園）、回遊山水（散歩の庭園）の三種類に分類される。平庭のスタイルは書院（書斎）
の庭としてデザインされたものであり、風景が室内から見渡せることが必須とされ
た。
　日本の歴史の中には数多くの庭のスタイルが存在しているが、特に禅の美学・思
想に染められたものは枯山水と茶庭だけである。
2.2.　日本庭園の禅の審美眼
　歴史資料によると、中国文明は様々な方法で日本に導入されたが、仏教の考え方
や観念を通じてもたらされたという導入された伝達が非常に重要である。奈良時代
に中国・朝鮮から日本へ来た学者のほとんどは僧侶であった。仏教の普及と同時に、
日本へ様々な芸術と工芸の技術を持ち込んだ。一方、日本人は、直感的に仏教の背
後に高段階に到達する文明が存在することに気づいた。そこで、彼らはそれを熱心
に受け入れ、積極的に学び、中国に負けないほどの価値ある作品を作った。したがっ
て、日本へもたらされてから、またたく間に仏教の影響は社会のあらゆる階層の人々
に広まった。普及していく中で仏教は日本人の慣習や性格に合わせて変化した。禅
は、その仏教改変の一つである。
　禅は、12 世紀の日本への伝来以後、その 800 年の歴史の中で日本の社会全般に
影響を与えた。日本の武士の精神に影響を与えただけでなく、その審美眼や視覚的
芸術へも強い影響を及ぼした。すなわち、禅の影響が芸術や文化のすべての形態に
広がり、特に禅の審美眼が日本の一般的な美学に大きな影響を与えたのである。
　禅の核となる思想は、万物が統一的なものであること、単純さと平易さを尊重す
ること、形式を無視すること、本質を追求することなどである。それが日本人の心
理・性格と思想との間に調和を見出させた。禅は文化人に浸透して、優しく広がっ
ていく円のように弛まず心の奥深くまで浸透し、すべてを統一させた。そして、禅
と日本文化はもはや別々には考えられないものとなった。
　当時の禅師は世俗的な生活を送りながら、自然を自分の家の縁側まで持ってきた。
他の国の禅師と違って、自然を直視して宇宙を考えずに、自分の庭で作った「借景」
を通じて自然を眺めたのである。それは石や砂粒に凝縮された宇宙である。具体的
には、海は砂粒から形成され、山は縁側のすぐそばにある石から形成される、とい
うことである。それ以降、彼らは自然を眺めながら、宇宙の無限と永遠について考
えるようになった。「さび」の名詞で表される「永遠のさび」の精神は、水墨画・
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陶芸・茶道・日本庭園・生け花・剣道・俳句など、様々な芸術と文化形態の中核と
なっていった。
　その他、禅は住宅建築や民衆の行動やライフスタイルなど、日常生活にも浸透し
ていく。禅は生命の核となり、日本文化の特殊性を構成する要素となった。
　禅の主な思想は、スコラ（哲）学をすべて放棄すること、「直感」のみを介して
真理に到達して物の本質を理解することを主張する。この単純明快さから、禅は日
本への導入後、すぐさま当時の武士の理念となった。茶道・生け花・庭園に禅の審
美眼が反映されると、それらの奥に潜む価値は日本の代表的な伝統文化の価値をも
高めていった。
　一般的な日本の精神と特定の庭園や茶室の建築に影響を及ぼした禅の審美眼は、
大きく分けて六つの意味を持つ。それは、内向・直感・単純かつ素朴・無識別・荒
涼・孤独（静かさ）である。この六つの意味の集約から禅の審美眼が形成され、そ
の問いは自ずと芸術に表れた。この審美眼は日本人の美の四つの基準と合わさって、
何世紀を経た現在にも残る庭園や茶室を造り出した。その四つの基準とは、わび・
さび・渋い・幽玄である。山田奨治教授は『わび・さび・幽玄――﹁日本的なるも
の﹂への道程』という本の中で、その四つの基準の意味を次のように説明している。
　わびは孤独で荒涼な美、日常的な美、謙虚、簡素の美である。すなわち、日本の
観念ではおしゃれやおためごかしのないこと、かつ凡俗ではないことを意味する。
　さびは“錆び”という意味で、古典の美、時を経た美、古代の欠陥の美である。
それは、真っ黒な古木の美、庭にある苔に覆われた石、あるいは擦り切れた外見や
多くの手によって使い込まれた痕跡の美である。
　わびの美は自然と日常生活の橋渡しをする際に、さびは芸術と自然との関係を示
す際に使われる。わびもさびも時間をかけて徐々に普及し、渋い美となった。
　渋いとは、最初の欠陥の美と静的制御を組み合わせる美、自然の美と自由の美を
組み合わせた美、物の機能とその材料に適合した美である。
　幽玄はすべてを言い表せない美であり、物の奥深くに隠され、表面に現れない美。
美的感性や内的な安らぎを持っている者でなければ感じられないものである。幽玄
の美は、400 年前に相阿弥が京都の龍安寺に石と砂で作成した「方丈庭園」に最も
明確に表れている。絶妙な芸術とその味わいは、日本人の美意識に絶え間ない影響
を残している。
　中国の影響を受けてはいるものの、日本の庭園は独自の特徴を持っているといえ
る。その中でも、「自然が芸術により配置される」というところに極めて象徴的な
意味がある。それは、庭の極小さが極大な宇宙を連想させるというところにある。
一つの石でも、一つの切り株でも実に思わせぶりだ。それは、フランスの庭園のス
タイルのように理性の要求を満たすものではなく、深い感情を想起させるものだ。
「人間が宇宙に共感できるように、土、石、砂、水、植物、動物などのすべてを含
んでいる。中国庭園のサンプルから作られた庭ではあるが、象徴性と静寂性（禅）
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をより深く感じさせる。それは地上の彫刻の一つのタイプであり、本来の地面を尊
重する」。したがって、禅師はしばしば庭を沈思・座禅の場所として使用する。
　日本人の伝統的な庭は総合的観念を持ち、建築スペースが柔軟で、内装と外装、
家と庭が相互的である。庭は、人・家と広大な自然を繋げる紐である。岩や木々等
は非常に慎重に選定され、時には家の配置は岩や木々等の配置よりも重要ではない
とされる。岩・木・苔の配置がすべて庭の幅を制御し、「庭の空間密度を更に上げる」。
そのため、庭という縮小空間は人々の目の前に全世界を縮小させて映し出すレンズ
のような役割を果たしている。
　何世紀もの間、日本人は庭園を借景を前提に設計した。すなわち、庭外の遠景を
取り入れて相乗効果を作り出すことである。庭園の美と借りてきた風景が存在する。
庭の木が高すぎると、借りて来た山の景色が隠されてしまう。逆に、木が低すぎる
と外の風景が現われすぎて、一体感が失われてしまう。一番重要なのは、借景を隠
しすぎず極端に目立たせず、ということである。庭の壁と山が融和し一体になるよ
うに、囲む壁や岩の配置方法、仕切りと庭の形状が借景となじむ必要がある。自然
を保ちながらほどよい抑制感をもたすためには、人知による巧妙な配置が必要とな
る。これが禅の審美眼の特徴である。過剰な奔放を許さず、簡素ではあるが大仰で
はない美だけを認めるのである。
　上記の美的基準がどのように日本の作庭に表われるのかを下記にてそれぞれ見て
みよう。
　まずは枯山水の庭園についてである。代表的なものは龍安寺に配置された庭であ
る。ここでは、作庭家は、石と白砂を使って海・山を表して禅の簡素な美を呼び起
こす。龍安寺と同じスタイルの庭は、常に単純に見えるが実はそうではない美を強
調している。小石または白砂が庭園全体に軽く敷かれており、海を表している。う
ねる小波のラインは海の波を呼び起こす。小さくて緩やかな曲線は静かに寄せる穏
やかな海面を表している。大きい曲線は風の強い荒れた海面を表している。そのよ
うな小さな平面上に、作庭家は様々な波の姿を描いて広い海の感覚を引き起こす。
四方を海に囲まれた島国ゆえ、海は庭の設計にとって非常に重要な意味を持っている。
　そして、自国が海に浮かぶ島国であるという意識の影響を受けて、石の配置によっ
て小島のイメージを喚起させるのが普及した。ごつごつ・ざらざらした形の石を異
なる高さに調和的に配置することで、海上に浮かび出ている跳び石のような自然の
美を連想させる。これらの石は 3、7 または 9の群れに配置されている。この数は
仏教の思想によると、験が良い。龍安寺の庭園は、魔法のような空間構成を見せる
巧みな石の配置で有名である。また、真っ白な砂の海面には亀島と鶴島が形よく浮
かんでいる。仏教の思想によると、亀と鶴は長寿の象徴である。この庭のスタイル
は、砂と石以外、木・花・草・水やその他の物をまったく使っていないが、それで
も広大な海に浮かんでいる小島のイメージを想起させている。
　茶庭も枯山水の一つだが、訪問客が見学する際に休憩できる小庭である。茶庭で
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最も目を引くのは露地である。庭を通して訪問客を門から茶室まで案内する小さな
通路だが、これが非常に重要な役割を果たしている。露地は仏教の経典から派生し、
清潔で秩序だった場所を意味する。したがって禅師らはこの道を世俗から離脱する
ものとして禅の雰囲気を保つよう検討・設計し、これにより茶室と騒々しく多忙な
外の世界を隔てた。
　庭園内の詳細について見ると、地面の苔と地上の木の緑色を調和させて配置され
る。初秋の落葉樹の紅葉と枯葉は、通常切り株の一つに集められ、穏やかなコント
ラストを醸し出すが、逆に刹那的な生活感も際立たせる。
　茶園にはすべて、竹・茅・わらなどで編まれた塀がある。単調さと重複は日本の
美意識では一番避けるべきことである。よって、竹の黄色は庭の単調さを減少させ
るだけでなく、農村などでよく見かける竹垣に囲まれた地味な小さな家屋の美を呼
び起こす。茶園全体は自然と調和した地味な美を醸し出す。植物はそれぞれ単体で
はか細く見えるが、茶園では作庭家の独創的な配置で、それらが密接に組み合わさっ
て自然な美・地味な美・簡素な美をもたらす。そしてそれらは禅の美的価値に満ち
ている。
　中潜り・露地・蹲ばい・飛び石など、茶園をそれぞれ進むにつれて、訪問者の心
に謙虚な気持ちと世俗から離脱していくような感覚がだんだんと増してくる。茶庭
の代表的なものは大仙院の庭である。この庭は主に、ごつごつ・ざらざらした様々
な形の石材を使用して設計され、灌木を使って乾いた小川を表している。見たとこ
ろ非常に複雑で些細で醜いように見えるが、それは上記で述べた基準に則った禅に
おける最高位の美的価値を持つところなのである。
　枯山水にしろ、茶庭にしろ、その単純な形状や粗い形状の内に隠された深い意味
を理解するためには、必ず座禅し集中して直感でもって鑑賞しなければならない。
　庭園とは、岩や石の言語によって表現された自然についての詩だといえる。石の
配置方法を通じて自然は庭における簡約で明確な俳句となった。水と木は人間の肉
であり、石は骨である。石庭や枯山水は凝縮された無限の自然界であり、木がなく
とも茂った森が見える。水がなくとも滝が滔滔と流れ落ち、白砂や小石でもって険
しい道の果てにある海の波を見せる。庭の自然は、もう元のままの自然や単純に縮
小された自然ではなくなり、連想からのみ感じられるものとなった。それが隠され
た美であり、以下の詩の通りだ。
それぞれの石はそれぞれの山を隠す。
それぞれの黄砂は海を包含する。
　龍安寺の石庭や京都の桂離宮の中央にある庭園では、日本の作庭家の作った空間
が、訪問客を無限の宇宙へ連れてゆき満喫できる距離で戻らせるように感じる。庭
の配置は息を飲むほど完璧だ。その柔軟な配置から醸し出される美は、訪問者の心
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が洗われるような力を持っている。
　日本の歴史的建造物について語るとき、もちろん金閣寺を無視することはできな
い。室町時代の文化を象徴する成熟した審美眼にかなう成果である。この建物は庭
園と調和するように設計・配置された。庭にあるそれぞれの石は正しい位置に配置
され、独特の美を醸し出している。
　禅庭には過剰な装飾を回避するための厳格な規則があるが、感情・意識に敏感で
審美眼を持つ作庭家でないとそのような庭を造ることができないだろう。
3.　結論
　日本人の自然への愛と庭園造営における禅の美を通じて、また日本人の生活様式
および芸術作品を見ることにより、審美的な概念についてさらによく理解できるよ
うになった。
　ベトナムにおける自然への愛について語るとすれば、非常に多様だと言うしかな
いであろう。なぜかというと、ベトナムの自然は非常に豊かであり、日常生活のど
こからでも見ることができ、わざわざ探す必要もない。ただし、自然の美への感性
とはどういうことか、ということについてはさらに議論するべきだ。これらに関す
る研究はまだ非常に限られている。
　ベトナムでは、一般的に言えば、日本のような自然への愛、自然への敬意と崇拝
という伝統的な文化はまだ構築できていないといえる。自然への愛は抽象的かつ実
用的であり、自然はよりきれいに改装されはしたが、本当の鑑賞物にはなっていな
い。多くのベトナム人にとって、自然は芸術的なひらめきのレベルまで達しておら
ず、生活の糧を得るために開拓する無限の資源という認識だけにとどまっている。
過去も現在もそういう状況だ。短期的な経済的利益のために山や森林を破壊したり
自然の景観を変えて観光地を構築したりすることにより、だんだんと自然本来の美
を失いつつある。
　ベトナムでも庭園と岩石を作ってはいるが、人民が楽しむための芸術作品には
なっていない。真・実・美の美的基準は非常に幅広く哲学的であるため、人の自然
に対する審美的な概念を制限している。自然への愛およびその美の楽しみ方は、強
制や押し付けからは生まれないと思われる。それは一人一人の深い意識から生まれ
てくるもので、結果として民族の性質の一部になっていくものだ。この話題に関し
て、我々ベトナム人は、もう一度振り返って反省すべきだ。そして、この問題につ
いて、若い世代の意識を育て上げることも非常に重要だと思われる。
　本稿を通じて日本人の自然への愛を読者と共有したい。そして我々が、自然の与
えてくれた美と価値を意識でき、民族の文化の宝として保護・尊敬できるよう期待
している。
　ハノイ、2013 年 9 月
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1989 年］
2.　『大誠鈴木大拙貞太郎』ホーチミン市出版社、1992 年
3.　Noritake Tsuda. Handbook of Japanese Art. ハノイ出版社、1990
4.　レ・オ・ヤング『日本人とミニチュア志向』国立政治出版社、1998 年
5.　Masao Hayakawa. The garden art of Japan. Heibonsha, 1985
6.　Kazuo Nishi and Kazuo Hozumi. What is Japanese Architecture. Kodansha International. 
1985
7.　小野健吉『日本庭園』岩波新書、2009 年
8.　鈴木貞美・岩井茂樹編『わび・さび・幽玄――﹁日本的なるもの﹂への道程』水声
社、2006 年
　

169
日本とベトナムの飲食習慣とその変化
ホァン・ミン・ロイ
はじめに
　ベトナム文化と日本文化には様々なアイデンティティがあり、国の発展の歴史に
おいて重要な役割を果たしている。飲食の文化の例を挙げると、一方では両国の伝
統的な習慣を理解でき、もう一方では、ベトナム人と日本人の双方が持つ特有の情
感と特徴も理解できる。
　また、ベトナムの食文化と日本の食文化にもそれぞれの文化の多面性と特色が反
映されており、自然条件や歴史・社会・文化・信仰の類似と差異、両民族間の交流
と影響が理解できる。
　食文化において、食習慣は食材の使用と調理（食料・食品）、食生活、飲食におい
ての振る舞いなどの面から考えられるが、これは不変的なものではなく、時間の経
過とともに変化する。
1.　食材の使用と調理方法
　ベトナムでは昔から主食は米（主に長粒米）であるが、古代日本の主食は麦（大麦・
小麦・そば）と米（基本的には円粒米）である。両国の副食は穀物と各種イモである。
米と麦から作られた食べ物の中で、特に有名なものはご飯・おこわ・かゆと餅であ
り、近年、副食の中で最も有名なのはパンと各種そばである。
　両国の特徴として、ベトナムには様々な種類のおこわがあること、日本では麺の
種類が豊富であることが挙げられる。弁当の習慣は日本では昔からあるが、ベトナ
ムでは、主に都市部で最近登場したばかりである。ベトナムの麺は主に米から作ら
れるが、日本では主に麦から作られる。日本では各種麺の総称として麺類という言
葉が用いられるが、より明確に区別するために他の名称も使われる。例えば、すべ
て麦粉から作られるが、太いのは「うどん」、細いのは「そうめん」と呼ばれる。
小麦粉から作られるものは「そば」と呼ばれる。インスタント系の麺も麦粉から作
られるが、これはかなり後に様々な種類が登場し、ラーメンと称される。
　副食には、主に芋・まめ・トウモロコシ・あわ・きびなどがある。ベトナムでは、
過去にあわ・きびよりもトウモロコシの方がよく使われたが、日本ではその逆だっ
た。トウモロコシと芋の調理法は、ほぼ茹でる・焼く・または粉にして焼く（ケー
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キを含む）に限られる。
　こうした副食は、ベトナム人と日本人の生活において重要な役割を果たしている。
特に、凶作・飢饉・自然災害など社会を激変させる事件が発生した場合には顕著で
ある。ほかに野菜（野生・栽培）や肉（飼育・野生）があるが、漬物も過去から現在
まで食料として欠かせないものである。ベトナム人と日本人の料理に使われる食材
はほとんど植物（作物・半野生・野生）と動物（飼育・野生）から作られるといえる。
　ベトナムと日本の食材や食べ物の使用・調理の習慣は非常に豊かで多様だが、両
国はそれぞれの独自性を持っている。食習慣は単に生活の要求を満たすことだけで
なく、人の自然への振る舞いも示す。食材が豊かで多様であるほど、調理の習慣も
豊かで多様であるが、ベトナムと日本の主要な料理法は、熱を通して調理する、熱
を通さずに調理する、またその二つの方法を組み合わせて調理する、という三つに
分けられる。
　「熱を通して調理する」とは、熱で食べ物を熟す方法で、ベトナムと日本には焼く・
茹でる・蒸す・炒める・煮込む・揚げるなど、たくさんの調理法が存在する。「熱
を通さずに調理する」とは、食材を洗うのみ、塩に漬ける、または発酵させるなど
の調理法であり、主に生で食べる、サラダにする、漬物にする、発酵食品にする、
酸漬けにするという方法が存在する。ベトナムでは生の料理というと通常植物（生
野菜）だけだが、日本における生の料理は、多くの場合は生き物で、特に海産物（刺
身）である。上記の二つの調理法の折衷法として、半なまにする、味噌漬けにする
などの方法もある。
2.　食生活
　ベトナムと日本の食生活には、地域・季節・時期による違いが非常にはっきりと
見られる。ベトナムの場合は各民族による相違がある。これは時間の経過とともに
習慣になったと考えられる。食生活は日常と特別行事とでは特に顕著に違いが現れ
る。
　ベトナム人と日本人の昔の日々の食事は通常、ご飯と動植物から作られる数種の
おかずから構成されていた。ベトナムのご飯はたいてい米とトウモロコシ・ジャガ
イモ・キャッサバを混ぜたもので、日本のご飯は主に麦、あるいは米と麦、トウモ
ロコシとあわを混ぜたもの（混合量は水田での栽培か畑での栽培であるかに依存する）
であった。植物から作られる副菜は普通、野菜・漬物・豆腐・みそなどだが、特に
日本の場合には雑草・藻類も使われた。
　日本と同様に、ベトナムの副菜は通常、魚・エビ・カニ・軟体動物などの動物か
ら作られるが、日本と違う点は、日本人よりベトナム人の方が鶏肉などの家畜の肉・
野生動物の肉を多少ではあるが使用・調理していたことである。しかし、一般的に
は、動物は副菜にはあまり使われなかった。あっても川や海で獲れる生き物だけで
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ある。
　すなわち、古来の食事構成における両国の共通点は、肉が少ないことである。つ
まり、食事の構成はご飯＋野菜＋魚、あるいはご飯＋魚＋野菜のみであり、その中
ではご飯が一番重要な要素であった。ベトナムの場合、時々ではあるが、魚が肉に
置き換えられた。日本の場合、野菜が不足していたため、沿岸地域の人々は代わり
によく海藻や藻類を使って、食事内容の構造の重要な要素とした。
　ベトナム人と日本人の食事にとって漬け物は、主菜・副菜のほかに必要不可欠な
ものである。野菜・根菜・果実（からし菜・大根・コールラビ・ニンジン・蓮・アプ
リコットなど）から作られる。醤油や味噌などの調味料はよく日本の食事で使われ
るが、ヌオクマム（海産物のソース）はベトナムの食事では非常に際立っている。
食事によく使用されるスパイスは、ベトナムの場合、塩・酢・砂糖で、日本の場合、
塩・酢・砂糖とわさびである。
　一日の主食は昼・晩の 2回であるが、副食は地方・民族・国の習慣あるいは季節
や時節によって2～3回あり、通常であれば朝食と午後と夜間（時には深夜食もあり）
である。主食では、基本的にご飯を主菜として 1～ 2種類の副菜が付くが、多くの
場合はスープである。ベトナムは野菜スープが有名であるが、日本は味噌汁が普及
している。副食ではご飯がいつも用意されるわけではない。代わりに、トウモロコ
シ・ジャガイモ・キャッサバ・豆などから作られる料理が用意される。
　全体的に食材は季節に大きく依存しているため、季節の変化も食材と食事の構成
に大きな影響を及ぼす。季節により食生活に違いが生まれるのは、旬に収穫する作
物が一番おいしいからであり、ベトナム人と日本人の習慣と心性にも影響を与えて
いる。
　食事で、食べ物の本質を楽しみながら、一年の季節の変化も深く感じられる。春・
夏の食品は他の季節よりも豊富なので料理もより多様になることがわかる。特に日
本の冬は新鮮な野菜・根菜・果実があまり豊富ではないため、乾燥させた物や蒸し
た貯蔵食材も少なからず使われる。したがって、食材を組み合わせた炒め物や塩水
で煮た物、煮込んだ物は食事の重要な位置を占め、いつも熱いうちに食される。
　総じて、以下の点で、ベトナムと日本の食生活には類似性があることが確信でき
る。まず自然環境と親密に結びついていること、次に伝統的な食べ物は主にでんぷ
ん質と水生のたんぱく質であること、最後に食べ物を共同で楽しむことである。
　ベトナムでは、祭・元旦・結婚式・高齢者祝祭・葬式など特別な行事の際の食事
は、皆が同じ皿に盛った料理を囲んで食べるが、日本では同じ皿に盛った料理を食
べる習慣がなく、皆それぞれ個別の皿に盛られた料理を食べる。前者では一つの皿
に盛られた料理は特定の人のために用意されるわけではない。後者では料理は一人
一人に対して用意される。特別な行事の状況と背景によって異なるが、共同で食事
を楽しむことには変わりない。この二つの食事作法の共通点は、次々と順番に料理
が出されるのではなく、ほぼ同時にすべてを食卓に並べて食べることである。
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　食事中に追加されるものはあくまでも保存食や既に作られた食べ物だけであり、
食事での着座位置も特別な行事の場合には厳しく規定されている。年齢や地位、客
と主人の関係に則って厳密に配置され、日常とは異なる。特別なイベントでの食事
は日常と比べて豪華で丁寧に作られ、品数も多く盛り方にも工夫が凝らされ、特徴
のある料理が振る舞われる。例えば、ベトナム人はおこわを、日本人は餅をよく作
る。
　食事には飲み物と吸い物が欠かせないものだ。なぜなら、多くの場合、それがす
でにベトナム人と日本人の慣習となっているためだ。加工した飲料については、ま
ずお酒とお茶がある。お酒は主に米から蒸留されるが、ベトナムには民族が多数存
在しそれぞれ異なる生活水準と習慣を持っているので、トウモロコシ・キャッサバ・
サトウキビなど、他の材料からも作られる。また、ベトナムではお酒も治療法・健
康改善法として用いられている。彼らは酒を動植物の食材と一緒に長期間漬け込む。
　日本では、このような漬けた酒は普及していない。しかし、お酒に関するベトナ
ムと日本の共通点は、お酒がだたの飲み物ではなく、社会的宗教的な意味も持って
いるということである。確かに、お酒は日常的に飲まれるが、特別なイベントにお
いても不可欠なものである。儀式の意味はもちろん、人間―神、神―人間のコミュ
ニケーションの意味も含んでおり、多くの社会的関係を示していると考えられる。
　神と人間のコミュニケーションについて具体的に述べると、祭事においては人の
善と幸せを願い、結婚に際しては忠実さを、葬儀においては死後の救いを、あるい
は祖先崇拝の中で幸運や幸せ、災厄の除去を願うことなどである。酒は様々な目的
で広く使用されるので、飲酒の習慣もベトナムと日本ではまったく同じというわけ
ではない。また、同じ国でも酒の習慣は地域・民族によって異なる。日常と特別な
イベントそれぞれに共同体のしきたりがあり、どの容器を使用するか、どのように
飲むか、など異なる。これらの規則は、単純に酒を楽しむことを意味するのではな
く、社会における人間関係も表している。実際、ベトナムと日本では調理法・使用
方法・飲み方に違いがあるが、なかでも、日本の伝統的な飲み方としてまず酒を温
めてから飲むことが挙げられる。ベトナムにはこのような飲み方は存在しない。
　ベトナムと日本の生活において伝統的で重要な意味を持つもう一つの飲み物は、
お茶である。両国のお茶の使用・調理法には共通点がある。黒茶を使用せずに緑茶
を加工して飲むこと、あるいは新鮮な葉と茎を乾燥させて飲むのが通例であること
だ。
　しかし、お茶の加工方法が違うため、最終的な製品も形態・品質で異なる。同じ
国の中でも、品種・形態・品質により様々な種類がある。
　ベトナムには日本のような抹茶にするお茶がない。日本でも茶道で用いるお茶は
日常ではあまり飲まれない。茶道の場だけで使われている。お茶はそれぞれの方法
で加工されるが、特別な味にするために、複数の添加物を混ぜる場合もある。ベト
ナムでは蓮茶・ジャスミン茶・グレープフルーツ茶・菊茶などが飲まれ、日本では
日本とベトナムの飲食習慣とその変化
173
玄米茶（焙煎米とミックスする）、または麦茶（焙煎麦とミックスする）が日常的によ
く飲まれるが、特に夏に多く飲まれる。
　お茶は日常生活から特別な行事まで、あらゆる場面で飲まれるものだといえる。
お茶はそれだけで飲んでもいいが、息抜きとしてやおやつとしてケーキと一緒に飲
むことも、ベトナムと日本の習慣になったと考えられる。
3.　食事の際の振る舞い
　通常、食事の準備は、家族の経済状況や構成によって異なるが、ほとんどの場合
は女性が担当している。ベトナムと日本の昔の家族は伝統的に、主食の時間が来る
と、家族全員が食卓に集まり一緒に食事をした。「先に食べたり、後で食べたりする」
ことは少なかった。
　食事する際の着座位置のしきたりも重視されていたが、これは主に儀式・結婚式・
葬式など、共同体の関わる特別な行事だけに限られていた。各家族内での着座位置
も決まってはいたが、それほど厳しいものではなかった。ただし、来客があり一緒
に食事をする場合、いつも一番重要な場所（中央）は客に与えられた。
　家族の食事では、多くの場合、一つの皿に料理を盛って一緒に食べるが、娘と息
子の妻は常に家族全員へご飯を飯椀によそおって渡す役目を果たす。日本では正方
形か長方形の座卓を使うが、ベトナムでは足の長いテーブルを使うか、あるいは床
に敷いたマットの上や床上で食事する。ベトナムでは食事の時、男性と女性は椅子
に座るか、床上に座る。
　男性はいつもあぐらをかいて座り、女性は正座するか、足を一方にくずして横座
りをする。日本でも男性はいつもあぐらをかいて座り、女性は正座する。ベトナム
と違って、一人が食卓に着いた全員を招いているのだという態度を食べる前にとる
のではなく、いつもと同じような態度で皆に食事をすすめる。日本では、共同体が
関わる場合、食べる前に誰にでもお辞儀をし、または頭を垂れ両手を合わせて合掌
する。そして同時に回りの人に勧める。
　ベトナムと違って、日本人は食べている間や食べた後、箸を椀の上に載せない。
大抵、料理を盛った皿に置くか、木材・セラミック・磁器・竹で作られた箸置きに
置く。そして日本人は、箸を使って床に落ちたご飯を拾うこと、食べ物を取る以外
に箸を皿や椀に載せた料理に接触させること、箸を飯椀によそおったご飯に直立さ
せることを嫌う。また、特別な行事での食事の場合、共有の皿や椀に盛られた料理
を自分の箸を使って取り皿に取るのを必ず避ける。接待の食事の場合、ベトナムで
も日本でも、主人と客は皆より先にお酒を飲みながらおかずをゆっくりと食べても
よい。主人の妻は食べ物を全部用意するまで一緒に座って食べることができない。
　ベトナム人はもてなしの心と愛情を表すために自分の箸で食べ物を取って他人に
渡すが、日本にはこの習慣がない。しかし、ベトナム人にとっても日本人にとって
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も、食べ物の上で箸を回すことや他人の顔に向けることは非常に失礼なので避ける
ようにしている。
　ベトナムでは特に麺を食べる時、大きな音を出さないようにするが、日本人はそ
れを普通と考える。そのようにして食べるともっとおいしく感じられる、そして作っ
た人に対しても間接的に賞賛できる、と日本人が考えるからだ。
　ベトナムと日本では飲酒の際の振る舞いにも多少の違いがある。ベトナム人は自
分のコップに酒を注ぐことができるし、通常、若い人から高齢者やより高い社会的
地位の人に注ぐ必要はなく、注がれる人もコップを持ち上げて受ける必要がない。
しかし、日本人の場合、客は自分のコップに酒を注がず、通常、一緒に飲んでいる
人に注いでもらう。そして、注がれる人は必ず両手でコップを持ち上げて受け、感
謝しながらコップを置いて、同じように相手のコップに酒を注ぎかえすこと、と決
まっている。当然、社会的地位や年齢の低い人は相手から注いでもらうのを待たず、
必ず先に相手に注ぐべきだ。また、相手のコップが空になっても本人がコップを持
ち上げない限りは勝手に酒を注がないなど、注意することが必要である。さらに飲
みたくない場合は、手をコップの上に載せて暗示する。
　ベトナム人と日本人の家庭や公的空間におけるお茶の楽しみ方に関しても、共通
点がある。ただし、日本の茶道はやや特殊であり、必ず決められたルールを遵守し
なければならないが、普通のお茶の飲み方は、日常生活でも特別な行事の場合でも
特に厳しくもなく複雑でもない。
4.　変化
　国内の流通網の発達と海外からの影響を受けて、ベトナムと日本の食生活は時間
の経過とともに変化してきた。しかし、それは文化の交流・影響・発展における一
般的な傾向であるため、否定することはできない。食は人間の生活の中で重要な要
素であるため、これらの影響を受けてきた。
　さらに、それはベトナム人と日本人の食文化、つまり、食べ物・飲み物・吸い物
に必然的変化をもたらしている。例えば、調理の前に食材を調味料に漬ける、調味
料をソースやスープに入れる、ソースとミックスするなど、料理に新しい調味料を
使うようになった。経済・社会の発展に伴って、伝統的な食べ物と他国の食べ物を
組み合わせたものも豊かで多様になり、食卓によく出されるようになった。その結
果、伝統的な食べ物の使用場面が次第に限られるようになり、なくなりつつある。
　同時に、調理器具の品質も変化した。過去においては、米だけでは人の要求を十
分に満たせなかった。ベトナムではいつも米が副となる食材と混ぜられ、日本では
麦が混ぜられていた。米はほとんど、祭礼・元日や産婦・病人への食事の場合だけ
に限られていた。「貴重品」であったため、おこわ、もちなど、米から作られた食
べ物はほぼ特別なイベントだけに限られていた。その後、米は依然として主食とし
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ても使われたが、使用量が徐々に少なくなり、ご飯も食事の重要な要素という位置
付けから後退してきている。この傾向は日本の食生活に非常に顕著に現れているが、
ベトナムでは都市部にのみこの現象が出ている。日本でも、もち米はほとんど失わ
れ、米は主に円粒米のみとなり、食事の中心は麺・パン・肉などに置き換えられて
いる。
　ベトナムと日本の食文化の変化は、経済成長と生活水準の向上を背景に様々なレ
ベルで見られるが、この変化は避けられない。
　肉・牛乳・パンおよび小麦粉から作られた製品の消費はますます増加しており、
伝統的な食が急激に衰退している。特に日本では、食料は世界各地から輸入され、
1年中新鮮な肉・野菜・果物の供給が確保できるので、日常の食事の調理方法と保
存食品も変化している。その上、ファーストフードや冷凍食品産業の拡大そして流
通システムの改善は、ベトナムでは都市と農村の住民との間の食文化の違いを縮小
させ、日本ではその違いを解消した。
　ベトナムの大都市と日本では、どこでも飲食店（国内外の食品の調理）やファー
ストフードレストランが急増して、終日サービスを提供し、電話注文すれば迅速に
家まで持ってきてくれる。現代のライフスタイルに合うように、流通システムの多
様化が進み、食料や食べ物の供給スピードが上がっている。
　特に、日本では自動販売機とスーパーマーケットは遠隔の村まで普及している。
さらに豊かな食料は調理方法をも豊かにし、食事の構成を大きく変化させた。結果
として、食事は以前のような質素なものではなくなった。食事のとり方もかなり一
貫性を持ち、朝・昼・晩という 3回の主食と副食とに固定された。昔のように色々
な下準備をして料理を作ることも不要になったため、食事の時間帯も季節やそれぞ
れの家族の労働状況に応じて変わってきている。食べ物や飲み物に対する考え方も
変わってきている。これは、栄養を満たす目的以外に、日常や特別なイベントでの
食べ物に対して求める美的価値・豪華さも高まっているためである。食事と一緒に
飲むものについて述べると、現在、米から作られた伝統的なお酒以外では、ビール・
ワインも人気の銘柄になり、工業生産ラインで生産されたソフトドリンクも消費者
のあらゆる要求を満たしている。
　上記に関連した飲食での振る舞いの変化も大きい。旬の食習慣は完全になくなっ
たわけではないが、輸入と科学技術の進歩で、食材は旬以外でも 1年中供給されて
いるので、昔のような顕著な特徴を維持できなくなった。
　加えて、着座位置も以前のようにあまり厳しくなくなってはいるが、接待の席で
は招いた側の尊敬とおもてなしの心を表すものとして、多少の差こそあれいまだに
残っている。ベトナムでは、家族全員が揃って一緒に食事することは、特に都市部
において、現代社会のリズムが支配的になるにつれ徐々に珍しくなってきた。
　皆で一緒に食事することは、休日・元旦・祝祭・誕生日など特別な時しか実現で
きなくなった。日本の場合も、多くの家庭では、夫が遅くまで仕事をして帰りが遅
ホァン・ミン・ロイ
176
くなる日が多いため、夫不在の夕食も増えてきて、それが習慣になってしまったと
考えられる。出産・子育て・葬式に関連した食事についての禁じ事と古い観念は現
代社会では段々と消えつつある。
　また、例えば、家族構成や規模などの社会変化、つまり核家族が多数を占めるよ
うになったため、食事の席での区別が珍しくなった。しかし、共同体の中では、地
位や家族内での上下関係、客―主人の関係でも、前のように厳しくはないが、振る
舞いのマナーがまだ維持されている。例えば、必ず高齢者が来るまでは食事を始め
ないという習慣をベトナム人と日本人は今でも重視している。
結論
　ベトナムと日本の伝統的な食生活には、それぞれの国の自然条件に応じた類似点
と相違点がある。それぞれの国の条件に応じて、米または麦、あるいはその両方を
主食にするなど、ベトナム人と日本人の調理法と食材活用の習慣は独自性を発揮し
てきた。すなわち、ベトナム人と日本人の食生活は、生活条件に適応して適切に選
択した過程の結果であるといえる。副食でも、その調理法と食材活用の習慣は、生
活の要求を満たすだけでなく、人の自然への振る舞いも示している。
　料理・調理の習慣は、食材の活用と季節や気候への適応にも明らかに表わている。
地域ごとの食べ物の構成や食事の配置は季節や気候の影響を大きく受けている。こ
れらの要素こそが日常であろうと特別な行事であろうとベトナム人と日本人それぞ
れに特色ある飲食文化を形成した。
　また、ベトナムと日本の飲食文化についての考察を通じて、両国と両民族の社会・
信仰・宗教に関連する概念と習慣についても理解できる。その上で、家族や共同体
における組織や振る舞い・マナーと飲食文化との関連など、文化・社会に関する多
くの視点が生まれ、生存と発展の歴史も深く理解できる。
　他方、近年の経済・政治・社会状況、文化交流、科学技術の発展および人々の認
識の変化が、食材の使用と調理、食生活、食習慣・飲食の場での振る舞い、飲食へ
の考え方にも変化をもたらしている。しかし、ベトナムと日本の飲食文化の輝かし
い価値は失われることはないと考えられる。
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「初誕生」の日越比較研究
グエン・トゥ・フーン
要約
　世界の生活や文化には様々な風習・習慣があり、それに基にその民族特有の文化
を理解することができる。通過儀礼の研究を通じて、人生の精神面だけでなく、発
達段階を明らかにすることも可能となろう。その中でも、「初誕生」は人生の最も
重要な儀式の一つであり、地域社会の一員になることが明らかになる初めの一歩と
して認識できる。
　本論では、「初誕生の日越比較研究」を通じて、産婦神や子どもの発達段階に関
する概念および将来世代に期待する親の気持ちなどについて、ベトナムと日本の類
似点と相違点を理解し、明確にしていきたい。
はじめに
　誕生から死去まで人生には様々な重要な儀礼がある。通過儀礼の研究は、多くの
民俗学者や文化人類学研究者の関心を集めてきた。文化人類学や民俗学で研究され
る『通過儀礼（initiation, rite of passage）』とは、1908 年にフランスの民俗学者アルノ
ルト・ファン・ヘネップ（A. L. Van Gennep）が提案した概念である。誕生から死ま
での人生の儀礼、つまり分離・過渡・統合の過程を辿り、社会共同体に所属する個
人の“社会的属性（社会的地位）の移行”を証明するための儀式のことである。出
産儀礼は、人間の成長過程の始まりとして胎児の段階から個人が少しずつ地域社会
に入ることを象徴している。人間の精神面に関わることだけでなく、産婦神や子ど
もの発達段階に関する概念および次世代への親の期待などについても、ベトナムと
日本の類似点と相違点が表れていると考えられる。
1.　先行研究
　ベトナムでは、初誕生を含む通過儀礼に関して多くの研究がある。例えば、レ・
クイ・ドンによる Van dai loai ngu（芸臺類語、1773 年）、トアン・アインによる
PhongTuc Viet Nam（ベトナム風俗、1949 年）、ファン・ケー・ビンによる Viet Nam 
phongtuc（ベトナム風俗、2003 年）、ニャット・タインとヴー・ヴァン・キエウによ
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る Phongtuclangxom Viet Nam（ベトナム村落風俗、2005 年）やキ・アイン、ホン・カ
インによる Phongtuc tapquancuanguoi Viet xuava nay（ベトナム人昔今の風習、習慣、
2007 年）などあり、これらの研究では、通過儀礼を風習・習慣として捉え、その意
味について分析している。
　赤ん坊の生後 1年目の誕生を祝う儀礼、初誕生ともいわれる儀礼は日本の各地に
見られる現象である。この行事は研究者の注目を集めてきたが、そのうち高知県の
三十余りの集落で行われた宇野の研究もある。宇野は資料を比較分析したが、その
結果によると、この地域の初誕生儀礼は、①子どもを箕（みの）のなかに入れること、
②泣かせること、③餅を背負わせること、④物取りの占いを行うこと、の四つの要
素群からなる。この要素には、赤ん坊の不安定な魂を強化する意味以外の他の意味
もある。箕を使うことは豊かな収穫を表し、赤ん坊を立たせる行為は生後一年の時
期を無事に乗り切ることを意味する。赤ん坊をわざと泣かせるのは地域社会にもう
ひとつの新たな成員が誕生したことを示し、旅装束や旅人のイメージは「あの世」
からこの世へと旅してきた姿を表していると見なす 1。
　また、近藤直也は著書『﹁鬼子﹂と誕生餅――初誕生儀礼の基礎的研究　九州・
沖縄編』において、中九州・沖縄では満一歳の誕生日当日に子どもが歩くか否かの
初誕生儀礼に関する鬼子の考え方について明らかにした。胎内にいる期間が通常よ
りも長い過期産の子や、生まれてすぐに歩いたり走ったりする子、母を死なせたり
する子は鬼子だといわれていた。
　また、近藤は日本の山口・埼玉・長野・新潟・京都・鹿児島など各地においても
この儀礼が見られると証明した。
　類似点と相違点を理解するため、日本とベトナムの初誕生について考察してみた
い。
2.　ベトナムの揺り籠離れ儀式
　ベトナム人にとって、初誕生は人生の始まりとして大切に扱われている。初誕生
は一年を満たすことを意味し、le thoinoi（揺り籠離れ式）とも呼ばれている。出産
から 1歳の誕生日まで、赤ん坊がよく眠れるように揺り籠の中に寝かせているが、
1歳になると、揺り籠からベッドに移動させる時期となる。裕福な家庭なら子ども
専用のベッドを買うが、普通の家庭なら母親と同じベッドで寝かせることが多い。
　産神は民謡で語られる子作り・出産を司る妖精王女であり、Cung Mu とは産神
に対して謝礼とともに子どもの幸福を祈る慣習である。この儀式はベトナムを含む
アジアのいくつかの地域で見られ、具体的には次の時期に行われる。新生児が産ま
れて 3 日目（ngay day cu）、1 カ月（満 1 カ月 ngay day thang）の時、100 日目（ngay 
1　宇野しのぶ「高知における初誕生儀礼の意味」『民俗学』第 191 号、1992 年、148 頁。
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day tuoitoi）、1年（揺り籠離れ日 ngaythoinoi）の時である。
　ベトナムの学者であるレ・クイ・ドン（Le Quy Don）は「芸臺類語（Van dai loai 
ngu）」の中でに次のように書いている。「我が国の風俗では、生後 3日目にご飯を
茶碗に盛って産神へ供え、礼拝する。1カ月、そして 100 日たったら、それぞれ一
族の祖先に豪華なご飯を供えたり、祝宴を開いたりする。知り合いや親戚は、詩
caudoi（平行文）やおもちゃ、子どもの服をプレゼントにして祝う。特に、100 日
目（day tuoitoi）の儀式は最も盛大である 2」。ファン ･ケ ･ビン（Phan Ke Binh）は、
現在、都会では子どもが生まれて 3日目、満 1カ月目、または 100 日たってから産
神への儀式を行うという。
　それでは、産神とは何か。一人なのか数人なのか。そしてこの概念はどこから来
たのか。ベトナムの人々の考えによると、子どもは大仙女たち（転生妖精）、つま
り 12 人の女神（12 人の産神）から形や肉体が与えられる。よって、その子が生後 3
日目、生後 1カ月目、満 1年になると、親または祖父母は 12 人の産神に供え物を
用意し、感謝の儀礼を行いながら子どもの幸せを祈る3
3
。
　12 人の産神の物語は、グエン・ドン・チ（Nguyen Dong Chi）の「ベトナム神話略
考」に語られている。12 人の産神の物語は、グエン・ドン・チ（Nguyen Dong Chi）
の「ベトナム神話略考」で語られている。この 12 人の女神の物語は、現在、あい
まいにしか知られていない。ある伝説では、玉皇上帝が人間を作ろうとした際に手
伝った女神たちだとされる。一方、別の伝説では、玉皇上帝が人間や動物を然るべ
く造り、その後を任せた女神だといわれている 4。
　12 という数は、複数の異なる概念で説明されてきた。ある概念によると、それ
は人間を創造する仕事に対してともに責任を持つ産神のグループである。また、別
の説明によると、産神は責任を分担している。一人は子どもの耳を、一人は目を、
一人は手と足を造り、一人は子どもに笑顔を、一人は会話を教える。ベトナム南部
では、12 人の産神は 12 年間（干支の数）の出産をそれぞれ順番に担当するといわ
れているが、他方で 1年の 12 カ月を順番に担当するという考え方もある。
　妊娠・出産・教養に関する仕事を一つずつ担当している産神は、次の 12 女神（十
二婆姐）である。中国語とベトナム語訳とグエン・ドン・チの言葉を下記の通り比
較してみた。
　言葉使いが多少違うところがあるが、ベトナムの 12 女神には中国の十二婆姐の
影響がよく見られる。12 産神の座る姿を表した彫像が、ホーチミン市DaKao 町に
ある玉皇上帝殿や他の地方でも見られる。12 の彫像は座ったり、子どもを抱いたり、
2　3タ・クアン・ファット訳「芸臺類語（レ・クイ・ドン）　第 2巻」国務出版社、1972 年、27 頁。
3　3ガオ・ゴク・ラン、カオ・ヴー・ミン『ベトナム人の心霊文化』労働出版社、2013 年、103
～ 109 頁。
4　3グエン・ドン・チ『ホーチミン賞優勝作品』第１巻「ベトナム神話略考」社会科学出版、ハ
ノイ、2003 年、72 頁。
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風呂に入れたり、哺乳瓶を持ったり、子どもにミルクを与えたりと、様々な世話を
する様子が表現されている。12 の産神は他の女神とともに奉られてており、ベト
ナム人の母系礼拝文化と和合する。
　儀式を行い、子どもがよく食べ、早く大きく育ち、常に元気であるよう祈る習俗
以外では、以前、試児俗例があった。
　当日、子どもを風呂に入れてから新しい服を着せる。男の子の場合、弓矢、紙と
筆、木挽きなどが、女の子の場合、針と糸、包丁、鋏、かごなどが準備された。儀
式の後、親は子どもを準備した物の前に座らせ、何が好きかを見る。中国人はその
俗例を「試児」という。
　朱鹰は『抓周的意义和礼仪』の中で、学者である颜之推の『颜氏家训 -风操』を
取り上げ、試児俗例について記しているが、以下、それを元に試児俗例について見
てみよう。
　
川南には、子どもが満 1歳になった日にお風呂に入れて新しい服を着せる風俗
がある。男の子には、弓矢、紙と筆、木挽きなどを、女の子に、包丁、定則、針、
糸、食べ物などを見せ、子どもが何を選ぶかを見てその子が欲張りか誠実か、
愚かか聡明かを判断した。この俗例を試児という 5。
　朱鹰によれば、唐朝から宋朝にかけて、初誕生の習俗はますます流行しており、
当時、富裕な家族は初誕生の儀礼を非常に重視していたようである。家の中央に金
襴の畳を敷き、その上で線香を焚いたり蝋燭を灯したりする。そして、子どもを中
5　ヒイン・チュオン・フン訳／朱鹰『抓周的意义和礼仪』中国民俗文化礼仪、2005 年より重引。
中国語 ベトナム語訳 グエン・ドン・チの言葉
注生婆姐陈四娘 Chúsinhbàmụ Trần Tứ Nương Tran Tu Nuong 産神は出産をみる
注胎婆姐葛四娘 Chúthaibàmụ Cát Tứ Nương Van Tu Nuong 産神は妊娠を担当する
监生婆姐阮三娘 Giámsinhbàmụ Nguyễn Tam Nương Nguyen Tam Nuong 産神は出産を観察する
抱送婆姐曾生娘 Bãotốngbàmụ Tằng Sinh Nương Tang Ngu Nuong 産神は新生児を世話することをみる
守胎婆姐林九娘 Thủthaibàmụ Lâm Cửu Nương Lam Cuu Nuong 産神は受胎を担当する
转生婆姐李大娘 Chuyểnsinhbàmụ Lý Đại Nương Ly Dai Nuong 産神は分娩の時をみる
护产婆姐许大娘 Hộsảnbàmụ Hứa Đại Nương Hua Dai Nuong 産神は分娩を補助する　
注男女婆姐刘七娘 Chúnamnữbàmụ Lưu Thất Nương Luu That Nuong 産神は胎児の性別を決める
送子婆姐马五娘 Tốngtửbàmụ Mã Ngũ Nương Ma Ngu Nuong 産神は新生児を抱擁することをみる
安胎婆姐林一娘 Anthaibàmụ Lâm Nhất Nương Lam Nhat Nuong 産神は胎児の面倒を見る
养生婆姐高四娘 Dưỡngsinhbàmụ Cao Tứ Nương Cao Tu Nuong 産神は産後の面倒をみる
抱子婆姐卓五娘 Bãotửbàmụ Trác Ngũ Nương Truc Ngu Nuong 産神は子供の世話することをみる
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央に座らせて、前に並べられた物を選ばせる。また、その日は、親戚や知り合いを
招いて宴会を催した。客人は贈り物をし、歌舞が演じられることもあったようであ
る。清朝においては、王宮でも一歳の儀式を執り行っていたそうだ。
　近代に入ると、中国全体で小誕生日儀式が盛んになった。北京では、子どもを風
呂に入れてから新しい服を着せ、様々な物が置かれたテーブルから物を選ばせたと
いうことである。筆を選んだらその子は将来知識人になる、包丁あるいは鋏を選ん
だら労働者になる、算盤を選んだら商人になるとそれぞれ見なされた。川西地方で
はテーブルの上に本・算盤・包丁・鋏などを置いた。子どもが本を選んだら、その
子は将来きっと勉強が好きになると信じて、皆大いに喜んだそうだ。清朝では、鎖
も置いていた。子どもが鎖を選んだら、将来は必ず役人になると信じて家族も来客
も喜んだということである 6。
　以上、朱鹰の『抓周的意义和礼仪』に基づいて、試児俗例について紹介したが、
一歳の誕生日はとても大切で、その子どもの人生が始まる儀式である。各々の家庭
で豪奢な宴会を催し、産後 3日目や満 1カ月の儀式よりもたくさんの客を招いた。
来客は子どもに（特に子どもが男の子の場合）、また親にも贈り物を持ってきた。現
在も、揺り籠離れ儀式いわゆる一歳の誕生祝いは続けられているが、人々の知識や
生活水準がより高まったため、以前より儀礼が盛大になっている。新たに生まれて
きた一族の一員に対する親や地域の人々の期待を反映している。
3.　日本の揺り籠離れ儀式
　ベトナムの揺り籠離れ儀式および産神の概念は中国文化から大きな影響を受けた
が、日本は神道から影響を受けている。人間は生まれた時から氏神（氏族の神）と
深く関わっており、同時に産神（地域・物事・人生を管理する神）または産土神にも
繋がっている。他の神と同様、産土神も具体的な形象を持つものではなく、地方に
より違いがある。
　加えて言うと、産神または産土神は、しばしば氏神（氏族を庇護する神）と間違
われる。また、ここで使われる出産の概念は人間の出産だけではなく、物事や土地
の創生も含まれている。要するに、日本の産土神の示す意味は広い。また、本神に
も具体的な形象はなく、性別もない。
　山岳地域には、山の神信仰がある。この神は女性で、山林を管理したり山中で仕
事をする人の働きを見守ったりするが、山岳地域の出産を担う神でもある。栽培・
収穫期になると、この神は里に迎えられ、田の神に変わる。
　子どもが生まれると、産飯を炊いて新生児の枕元や神棚へ供えて、産神を祭る。
　ベトナムと異なり、昔、日本には初誕生日祝いの習俗がなかったが、男の子の場
6　ヒイン・チュオン・フン訳／朱鹰『抓周的意义和礼仪』中国民俗文化礼仪、2005 年。
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合は生後 31 日目に、そして女の子の場合は生後 32 日目にお宮参りの儀式がある。
この時、子どもは色とりどりの着物に身を包み、家族のお宮に連れていかれる。一
方、子どもの生後 100 日目または 120 日目に、「オクイゾメ」（お食い初め）の儀礼
が行われる。また、「ハシゾロエ」（箸揃え）と「モモカ」（百日）の祝いともいう。
この日、母方の祖父の家が買い揃え持ってきた茶碗や箸を産神に祭ってから、子ど
もにコメを一口食べさせる。その後、家族一同でともに食べる。これには、赤子の
健やかな成長を祈るとともに、列席した人々が守るという意味がある3
7
。
　日本には子どもの初誕生日を祝う習慣はあるが、西洋のように毎年誕生日を祝う
習慣はなかった。今日の習慣への変化は、明治時代以降、ヨーロッパの影響の下、
日本に新しい法律が成立した後、始まった。しかし、多くの地域では初誕生儀礼の
中心は誕生餅と運勢占いである。要するに、ベトナムの Thu tre あるいは中国の「試
児」（子どもを試す）と似ている。
　子どもに背負わせる誕生餅は一升餅といい、円形で、1升のコメから作った餅と
いう意味であると考えられる。升とは、体積の基準となる単位であり、約 1.5 キロ
グラムに当たる。このような餅は、しばしば初誕生日や長寿祝いに使われ、円形は
三種の神器の一つである鏡を象徴している。それで、鏡餅とも呼ぶ。地域により、
飾り方は違っているが、サイズは変わらない。ある地域では、二重ね、三重ねの餅
を使う。
　ここでの一升は一生と同じ発音であり、子どもが一生円満に長生きできるように、
一生食べ物に困らないように祈るという意味である。地域により、習俗は違ってい
るが、一般的に一升餅を風呂敷や餅袋に包んで背負わせ、歩かせる。立って歩ける
ようになるのが早い子どもの場合、重い餅袋を背負うとバランスを失い転んでしま
う。ある地域では、一升餅のことを転ばせ餅という。複数の地域では踏み餅の習俗
がある。この場合、一升餅を大地にたとえ、子どもに草履を履かせて一升餅の上に
立たせ、大地にしっかり足をつけて歩んでいけるよう願う3
8
。
　ベトナム人の考えでは、歩き始めたり話し始めるのが早いのは良いことだ。歩き
始めるのが早い子は将来労働者になり苦労する、話し始めるのが早い子は出世でき
ると信じられているので、話し始めるのが早い子の方が高く評価される。一方、日
本では、並外れて急激に成長するのを忌み嫌う。その子は鬼子だといわれ、地域か
ら追い出さなければならない3
9
。子どもに餅を背負わせて転ばせたり投げたりする習
俗は日本の特色であり、子どもが普通の平凡な人間になり、地域の人と変わりない
ことが望まれていた。日本人の考えでは、早くに歩き始める子は親からもすぐに離
れるので、忌み嫌われる。これはお宮参りやモモカなどの行事にも通ずることであ
7　大藤ゆき3「児やらい」岩崎美術社、1981 年、157 頁。
8　同上。
9　近藤直也『﹁鬼子﹂と誕生餅――初誕生儀礼の基礎的研究』岩田書院、2002 年。
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るが、このようにして、様々な形で子どもを社会や地域に少しずつ紹介していく。
以上のことから、日本人が個人と社会の介入を重視している程度がわかる。
　初誕生儀礼には、子どもを試す「エラビトリ」（選び取り）という習俗がある。
子どもの前に扇子・筆・金・算盤・鋏などを並べて選び取らせ、それによって子ど
もの将来を占うのである。例えば、高知県安芸市古井では、お金を取ると強欲な人
になる、扇子を取ると出世する、鋏を取ると裁縫上手になる、筆を取ると勉強好き
になる、などといわれた。他に、定規は几帳面・しっかり者を示すので、定規を取
ると将来大きな家を持つ、スプーンや箸を取ると一生に食べ物に困らず料理人にな
れるともいっていた。
　現代社会では、伝統的なもの以外では、子どものより良い将来を願って新しい物
も使われる。例えば、サッカーボール、野球ボール（運動機能の発達、将来に選手に
なれる）、風船（将来、世界に羽ばたける）、ドライバー（将来、技師になれる）など。
　ここで留意すべきは、ベトナムと違って、日本の家庭では子どもが筆や扇子でな
くとも、どれを選んでも、喜ばれるということである。同じ儒教の影響を受けてい
るが、ベトナムでは儒士を大事にしていたのに対し、日本では儒士ではない武士や
商人も大事にしていたということとも関連がある。これは現代日本人の職業選択傾
向からも理解できる。ベトナム人は学位を重視する傾向があり、ベトナム社会には、
大卒者が多いが相応しい仕事に就ける者は少ないという矛盾がある。同時に、短期
間で専門職に相応しい職業訓練を施す専門学校への入学希望者も少ないままである。
大卒の技師は専門的なスキルを持たない、あるいは、多くの技師が労働者の仕事を
しなければならないというのが現状である。一方、日本の社会では、今日でも、大
学院卒より専門学校や大学の学部卒業者の方が容易に企業等に採用される。修士号
や博士号を取得した者は、一般企業に就職しにくい。
　現代社会では、初誕生に関して日本とベトナムは真逆にある。ベトナムでは、初
誕生を特に大切にしており、家の中で行われる場合もあれば、都市ではレストラン
やホテルで盛大に行われる場合も珍しくない。パーティーだけでなく、選び取りも
必ず行われる。一方日本では、初誕生や選び取りなどの言葉さえ知らない人もいて、
行わない家族もある。
4.　結論
　通過儀礼の一つである産育儀礼は、人間の最も重要な時期を示し、一人の個人が
社会に受け入れられ、地域の生活に関わることを認めるものである。そのため、こ
れらの儀礼は、どの地域でも非常に神聖な意義を持つ。ベトナム人は人間の出産を
司る神がいると信じているが、日本人は神道の理念を持っており、人間の一生が氏
族の神および産土神に密着している。習俗の表出の形が違っていても、どちらも人
間の誕生や存在が非常に神聖なものであり、神のご加護を受けていることを表して
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いる。違うのは、ベトナムでは主に産神に感謝するのに対し、日本では神に感謝す
るとともに、人間の生から死までの一生を神に依存しているということである。
　「餅背負わせ」「餅踏ませ」や子どもを泣かせることは、日本のひときわ目立つ特
徴であり、子どもが健やかであることを祈るという象徴的な意味だけではなく、よ
り深い意味合いを含んでいる。それは日本の地域社会における人々の強い結びつき
であり、一人が地域の一員として認められるには、その地域のほかの人々から外れ
ることなく、特異であることが許されない、という現状があった。これは「出た釘
は打たれる」という日本の諺にも表れている。
　子どもを試す風習は中国からベトナムや日本に入ってきた。基本的に共通してい
るが、この儀式についての親の考え方は大きく異なっており、職業選択の傾向や一
定の業種に対する社会の傾向の一部を反映している。
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日越関係 40 周年顕著な特徴
チャン・クアン・ミン
　1973 年 9 月 21 日、ベトナムと日本は正式な外交関係を樹立した。このイベント
は両国の関係史に新たな発展のメルクマールとなった。この 40 年の間、国内外で
色々な変動やイベントが起こったにもかかわらず、両国の友好関係はすべて乗り越
え、一花咲かせ、地域内の平和・安定を保ち、両国そして両人民の発展に貢献した。
日越外交関係樹立 40 周年を節目に、本報告では歴史・政治・経済・文化・社会に
ついて、40 年間の両国関係の顕著な特徴をまとめて分析したい。
　まず第一に、ベトナムと日本は歴史的には極めて古くから関係を持っているとい
える。両国は文化の面において多くの類似点を有するだけでなく、ずっと前から文
化交流および交易関係も持っている。それらの関係は、16 世紀と 17 世紀における
日本と東南アジアとの関係を考える上で重要な位置を占める。20 世紀初頭に入る
と、ファン・ボイ・チャウが率先して展開したベトナムの「ドンズー運動」は、近
代の日越関係で重要な動きだと考えられる。ベトナムの反米戦争中にベトナムを支
援する動きが日本で強く見られた。これらのイベントは日越関係の起源が歴史的に
古いということを証明しており、今日の両国間の強い発展の基礎となっている。
　第二に、日越関係は常に順調に発展しているわけでなく、それぞれの国家ならび
に地域内および世界の変動やイベントに関連して浮き沈みを経験してきた。1973
年は、両国の正式な外交関係の樹立により、両国の関係に新たな時代を開く重要な
マイルストーンになった。1973 ～ 1978 年にかけては、それぞれの国で大使館が設
立され、日本からベトナムへの借款と返済不要の援助（政府開発援助の一部）など、
様々な好ましい事業が進められた。しかし、両国の親密な関係はわずか 5年間だけ
で、ベトナムとカンボジアの国境戦争の影響で 12 年（1979 ～ 1991 年）にわたる氷
河期に入った。そして日本がベトナムへの援助カットを発表すると、両国関係は最
悪の状態になった。1992 年にカンボジアの問題が解決されると、両国関係は回復
に向かった。これにより日越関係は新しい段階に入った。
　第三に、1992 年以降、日越の政治・外交関係は両国関係史上最も積極的に推進
され、最速に発展した。両国首脳の相互訪問が定期的かつ継続的に行われた。毎度
の訪問により、両国間協力関係にとって政治的にも経済的にも重要な成果がもたら
された。1992 年以降の両国の政治・外交関係を強化することになった重要なマイ
ルストーンは以下の通りである。
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・2002 年、両国の首脳が「信頼できるパートナー、長期的な安定性」のモットー
に両国関係を構築することに合意した。
・2004 年 7 月、双方が「持続可能なパートナーシップが新たな高みに到達」す
るのを目指して、共同声明が発表された。
・2006 年 10 月、双方が「アジアの平和と繁栄のための戦略的パートナーシッ
プに向けて」のモットーに両国関係を構築することに合意した。
・2007 年 11 月、双方が「日越関係をより深める」ことと「戦略的パートナーシッ
プに向けた協力プログラム」について共同声明を発表した。
・2009 年 4 月、双方が「アジアの平和と繁栄のための戦略的パートナーシップ」
について共同声明を発表し、その構築を確認した。
・2013 年は、両国間の戦略的パートナーシップを新たな段階に向けて強化する
重要な年だとして、「日越友好年」に指定された。
　ベトナムと日本の間で、あらゆるレベルでの対話の仕組みが構築された。外相レ
ベル（2004 年 7 月以降）、外務次官レベル（1993 年以降）の定期的な政治的対話によ
り、毎年定期的に、経済や安全保障・国防に関する対話の仕組みが構築された。例
えば、省レベルでの外交・国防に関する意見交換（2001 年 1 月以降）、ベトナム軍
と自衛官の交流、ホーチミン市と大阪における総領事館の設立（1997 年 3 月）、な
どである。2007 年 5 月、両国の外務大臣を共同議長とする日越協力関係委員会が
設立された。日本は、ベトナムの改革・開放政策や、ベトナムが地域や世界（APEC、
WTO、ASEM、ARF）と結びつくのを支援し、ベトナムへの技術的サポートを求め
てOECDを呼び掛けた。双方は国際連合（UN）をはじめ、重要な国際的フォーラ
ムで互いに協力し合っている。
　第四に、日越間の経済関係は、この 40 年間で最も活発に急成長している分野で
ある。日本はベトナムにとって一番重要な経済的パートナーとなっており、ベトナ
ムも東南アジアにおける日本の重要なパートナーとなった。
　この関係をより効果的に活用するために、その他やらなければならないことが多
くあるが、この 40 年間に描かれた両国の経済協力関係の絵は、確かに色鮮やかな
ものである。本報告の紙幅が限られているので、政府開発援助（ODA）、外国直接
投資（FDI）および貿易の分野における最も特殊な部分のみをハイライトで強調し
たい。
・ODAについて、日本は常にベトナムにとって最大の後援者である。
　正式な外交関係を樹立した直後、日本はベトナムへODAを供与した。1973 ～
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1978 年の 5 年間で、日本からベトナムへのODAは 140 億ドルに達した
1
。しかし、
ベトナムとカンボジア間で国境紛争が勃発し、1979 年以降、日本はベトナム軍が
カンボジアに侵略したと判断したため、ベトナムへの援助を停止した。1992 年に
両国の外交関係が再び正常化すると、日本はベトナムへのODA供与を再開した。
それ以来ずっと、日本はこの分野における主導国になっている。日本からベトナム
へのODAは、ベトナムへのODA供与を誓約した国のODA総額の約30％を占める。
日本がベトナムへの供与を再開した日から 20 年間の日本の ODA総累計は 1 兆
9149 億円（230 億ドル相当）に達する。そのうち、優遇ローンは 1836 億円、返済不
要の援助は 834 億円である
2
。注目すべきは、近年、特に両国が戦略的パートナーシッ
プ確立を目指す共同声明に署名した後、日本からベトナムへのODAが急速に増加
していることである（表 1）。
　日本は自国の ODA政策において、ベトナムの優先順位を高くした。日本の
ODA総予算が国内経済や自然災害などの理由により減らされた時期があっても、
ベトナムへのODAはそのまま変わらず、さらに増加した。2011 年 3 月 11 日の大
地震・津波と原子力事故により深刻な被害を受け、復興のためにODA予算を削減
することになったが、日本からベトナムへのODAは急増して、過去に例のない額
に達した（2750 億円、34 億ドル相当）（表 1）。2012 年度には、ベトナムへの供与を
誓約した日本の総ODAは 26 億ドルに達し、さらに上昇する傾向にある。
　ベトナムに対する日本のODA援助の優先分野にも基本的な変更がある。以前の
日本のODAプロジェクトは、多くの場合、小規模で多分野に分散していたが、近
年では、主に経済インフラの構築、特にベトナムの工業化と近代化にとって重要な
交通インフラに焦点を当てている。日本は、ODA資金によるインフラの建設・整
1　チャン・クアン・ミン／ファム・クイ・ロン編『日越の戦略的パートナーシップの構築――
内容と日程』百科辞典出版社、2011 年、38 頁。　
2　『北東アジア研究雑誌』第 3号（145）2013 年 3 月、9頁。
年度 ODA貸出金 返金不可援助 合計
2008 年 83.2 1.4 84.6
2009 年 145.6 3.5 149.1
2010 年 86.6 3.5 90.1
2011 年 270 5.4 275.4
1992 年～ 2012 年の総累計 1,836 83.4 1,919.4
表 1　近年の日本のベトナムへ供与したODA 単位：10 億円
出典：http://vnexpress.net/gl/kinh-doanh/vi-mo/2013/01/viet-nam-la-doi-tac-oda-quan-trong-
nhat-cua-nhat
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備を、投資環境を改善し日本のベトナムへの投資の促進する重要な要素だと考えて
いる。日本のODAを使ってベトナムの戦略的なインフラを構築するプロジェクト
の例は、海港（ハイフォン港・ラックフェン－ハイフォン港・カイメップ－ティバイ港）、
空港（タンソンニャット、ノイバイ、ロンタン）、高速道路（ハイウェイ 1号・ハイウェ
イ 10 号・東西ハイウェイ）、鉄道（北南鉄道・ハノイ－ホーチミン市内鉄道）、橋やト
ンネル（バイチャイ橋・タンデ橋・カントー橋・ニャッタン橋・ハイヴァントンネル・トゥ
テイエムトンネル）、エネルギー（ファーライ火力発電所・フーミー発電所・ニントゥ
アン 2の原子力発電所）、科学技術（ホアラックハイテクゾーンなど）である
3
。
　
・FDI（外国直接投資）に関して、日本はベトナムに対する最大の投資家となっ
た。
　1987 年にベトナム外国投資法が公表され、多くの国や地域がベトナムへ投資し
始めたが、1989 年に日本の FDI がベトナムに登場した。日本は他の国の先駆的企
業より約 2年遅れたが、短い期間でベトナムへの FDI 額を主導する国のトップ 5
の一つとなった。それ以来、毎年増え続けたが、特に近年では日本からベトナムへ
のFDI が急速に増加し（2000 年 3900 万ドル、2005 年 1.53 億ドル、2010 年 7.5 億ド
ル、2011 年 18.6 億ドル、2012 年 51.3 億ドル）、2012 年にはベトナムで登録された
外国直接総投資の 39.5％を占め、ベトナムに投資した国と地域の中で主導的存在と
なった。2013 年の第一・四半期、ベトナムに投資した 31 の国と地域のうち、日本は、
新しく登録・追加した投資総額が 3159 億ドルに達し、ベトナムへの総投資額の
52.3％を占め、リードした
4
。
　日本が第 3位または第 4位となる年も数年あったが、登録資本金ならびに実現資
本金においても、ベトナムにおける最大の投資家となった。2013 年の第一・四半
期の終わりまでに、ベトナムにおける日本の有効なプロジェクトが 1800 以上もあ
り、FDI 総累積は 318 億 3200 万ドルに達し、2番目のパートナーである台湾（265
億ドル）を上回った。
　日本資本の構成は重工業・製造・加工の業種で、迅速に拡大する方向で前向きに
推進し、ベトナム各地に展開した。日本は製造業、特に工業分野を重視する投資パー
トナーの一つである。これまで、重工業は日本のベトナムへの投資プロジェクトの
30％を占め、総投資の 50％を占めていた。その次は軽工業・運輸・郵便などのプ
ロジェクトである。重工業や経済インフラ建設への投資の割合は年々ますます増加
3　『北東アジア研究雑誌』第 3号（145）2013 年 3 月、8頁。
4　2013 年の第 1 四半期の外国直接投資の状況、外国投資庁 - 計画投資省 http://fia.mpi.gov.vn/
News.aspx?ctl=newsdetail&p=2.39&aID=1454（2013 年 10 月 25 日最終アクセス）。
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している。
　・貿易に関して、日本はベトナムにとって第三位の貿易相手国である。
　ここ数年で、日本は、中国と米国とともに、常にベトナムの三大貿易相手国の一
つとなっている。日越間双方の貿易の総取引高は、ベトナムと世界各国との間の貿
易総取引高の 10 ～ 15％を占め、毎年、平均成長率約 20％で、上昇傾向にあり、世
界金融危機にあった 2009 年を除いて、下がったことがないようだ。2011 年に両国
間の総貿易高は 210 億ドル以上に達し、予測を上回った（表 2）。現在、両国は、
2015 年までに取引高を 1.5 倍に拡大し 300 億ドル超えを目指している。
　両国間の貿易の構成にも大幅な改善があった。ベトナムの輸出品の構成は、主に
原油・石炭・魚介類などの天然資源や原材料からなっていたが、今日のベトナムは
繊維製品、ワイヤー、ケーブル、コンピュータ、プラスチック製品、自転車など、
工業製品を日本へ輸出している。
　日本からベトナムが輸入する品の構成にも顕著な変化があった。ベトナムは完成
した機械を輸入するだけではなく、代替用の部品、特に機械製造・建設・観光・サー
ビスなど FDI がある産業用の多品種の部品を輸入している。日本から輸入された
機械設備の品質も改善され、種類が多く、デザインが豊富である。
　第五に、文化・社会について相互理解が深くなってきた。
　両国間の文化交流が強く促進され、豊富で多様な形で行われている。例えば、芸
術団の交換、映画・漫画や文化作品の翻訳や出版などである。日本とベトナムの文
化交流活動に関しては、特に「おしん」や「相撲」といった典型的な事例で証明で
きる。「おしん」とは人気のある日本の映画・ドラマであり、ベトナムで上映され
ると大多数のベトナム人の関心を非常に惹いた。それ以降、ベトナム文化の中では
お手伝いさんの仕事を指すのに「おしん」という言葉が使われるようになった。「相
撲」とは日本の伝統的なスポーツの一種であるが、ベトナム文化の中では太った丈
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
ベトナムから日本への
輸出
2509.8 2437.0 2908.6 3542.1 4340.3 5240.1 6090.0 8467.8 6335.6 7727.7 10781.1
日本からベトナムへの
輸入
2183.1 2504.7 2982.1 3552.6 4074.1 4702.1 6188.9 8240.3 6836.4 9016.1 10400.3
総輸出入取引高 4692.9 4941,7 5890.7 7094.7 8414.4 9942.2 12278.9 16708.1 13172.0 16743.8 21181.4
年間成長率（%） 5.30 19.20 20.43 18.60 18.15 23.50 36.07 －21.16 27.11 26.50
ベトナムの総輸出入取
引高での比重（%）
15.01 13.55 12.97 12.13 12.15 11.73 11.02 11.65 10.36 10.65 10.40
出典：ベトナム統計局（http://www.gso.gov.vn）のデータから算出した（2013 年 10 月）。
表 2　日越の貿易（2001 年～ 2011 年） 単位：100 万ドル
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夫な人を示す。
　文化領域における協力について見ると、近年、日本政府は伝統的な文化遺産の保
護と開発に対して非常に積極的にベトナムを支援していた。その例として、ホイア
ン旧市街やミーソン聖域エリア、そして最近ではタンロン城遺跡の保全計画などが
挙げられる。
　この 40 年で、ベトナム人の日本に対する関心が高まった。日本研究者と日本語
ができるベトナム人の数はますます増加している。日本についての研究書や外国人
が日本について書いた書籍がベトナム語に翻訳され、出版点数は過去に比べて何倍
も増加した。日本人のベトナムへの関心もますます高まり、ベトナム研究者やベト
ナム語ができる日本人の数も増加した。ベトナムについて研究する日本人研究者の
著した書籍の数も増加しているが、そのうち、ベトナム語への翻訳が決まったもの
も多少ある。
　教育の分野では、近年、日本で学ぶベトナム人の学生数とベトナムで学ぶ日本人
の学生数が急速に増加している。ベトナムに新ドンズー運動が出現したという意見
さえも出ている。
　第六に、日越関係は伝統的な分野のみで深まっているのではなく、他の多くの新
分野にも拡大している。
　防衛・安全保障の分野では、ベトナムと日本の間で東アジアの平和と安定を維持
すること、国家安全保障が根底にあり、地域と世界の安全保障から切り離せない部
分として扱うことなど、政治的利益の共通点も出ている。ベトナムも日本も安全保
障上互いに協力する必要を有しており、国際関係の見方と評価における思考の革新
の必要性、両国間の差異の尊重と受け入れの必要性、そしてそれぞれの国のニーズ
に合わせた類似点を発見する必要性を認識している。
　この 10 年以上にわたるベトナムと日本の国境を超えた犯罪防止協力も、両国の
国家安全保障協力において注目すべき点である。最近、両国は相互理解のためにあ
らゆるのレベルでの対話を継続すること、特に政治対話の必要性について認識して
いる。同時に、両国は、防衛・安全保障の領域および地域や国際のフォーラムで緊
密に協力している。
　＊　＊　＊
　以上は、日越の 40 年にわたる関係の顕著な特徴および重要なマイルストーンで
ある。両国関係で達成された成果は巨大で、ますます良好な方向で発展していく。
この 21 世紀の第二の 10 年の最初年は、確かに両国間の戦略的パートナーシップが
新たなレベルに到達したといえる重要なターニングポイントである。日越関係は歴
史・文化的な類似点、特にこの 40 年の両国関係の経験に基づいているからこそ、
今後の発展の展望は非常に明るい。
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　現在、世界の新しい状況、特に東アジアの状況は、日越関係にとって新しい機会
を生み出したが、課題も少なからず生じた。機会を活用した課題の克服は、今後、
両国関係を包括的な戦略パートナーシップの新たなレベルに引き上げるにあたって
必然的要求となっている。
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社会心理学の視点からみた「縁」
伊藤哲司
1.　大震災後の社会状況のなかで
　日本では毎年、その一年の世相を表す漢字一文字が年末に日本漢字能力検定協会
によって選ばれる。1995年から2010年にかけて選ばれてきた漢字は「震」「食」「倒」
「毒」「末」「金」「戦」「帰」「虎」「災」「愛」「命」「偽」「変」「新」「暑」であった。
ここでそれらの選定理由を詳しく解説する余裕はないが、それぞれの年に起こった
象徴的な災害や事件、出来事などを多義的に表しており興味深い。
　そして東日本大震災が発生した 2011 年の末、「今年の漢字」に選ばれたのは「絆」
であった（ちなみに 2012 年は「金」である）。この年は、「絆」という一文字がこれ
ほどまでにあちこちで使われるということはなかったのではないかというくらいに、
この漢字に多くの人の特別な思いが込められたようである。家族との絆、友人との
絆、地域の人々との絆、そしてそれまで繋がりのなかった人同士に新たに生まれた
絆……。日本の総務省や外務省までもが「絆プロジェクト」という言葉を使い、震
災後を生きる多くの人たちが、人と人との繋がりの大切さを省みることになったの
だろう。
　しかし、この漢字に深く感じ入るものがあった人たちの思いとは裏腹に、「絆」
にはもともと「動物をつなぎとめる綱」という意味があり、さらに「断つのにしの
びない恩愛。離れがたい情実」という含意もある（広辞苑第六版）。映画化もされた
ウィリアム・サマセット・モーム（William Somerset Maugham）の小説『人間の絆』
の元タイトルは、Of Human Bondage であった。言うまでもなく英語の “bondage” に
は、「行動の自由の束縛」、あるいは「隷属性」といった意味があり、むしろそれは、
私たちを縛りつけ拘束するものである。「絆」を「きずな」ではなく「ほだし」と
読めば、そのような意味合いが、日本語としてもいっそう立ち上がってくる。
　大震災が起こってしまった後に、「絆」という漢字が盛んに用いられるようになっ
た背景には、近年の日本社会で「人間関係が希薄化」し、「地域社会が崩壊」して、
それゆえに様々な社会問題があると見なされていたことへの反省があるのだろう。
たしかに、とくに都市部を中心に、隣近所誰が住んでいるのかわからないといった
ことはけっして珍しいことではない。地域社会における人々の繋がりが薄いことは、
たとえば子どもがいる世帯の子ども会への加入率が低下しているといったかたちで
も現れている。ベトナムでも都市部ではそのような問題が生じつつあるのかもしれ
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ないが、日本のそれのほうがはるかに進行している。
　大震災の後は、被災地においても何とか生き延びた人たちが、それまで赤の他人
であった人たちでもお互いに助けあい、励ましあうといったことが顕著に見られた。
直接被災をしなかったたくさんの人たちがボランティアとして被災地に自ら足を運
んだし、それができなくとも、義援金を寄せるなどのことを通して、被災地の人々
に自分たちの思いを何とか届けようとした（むろん、ベトナムの人々が 1日の給与分
を寄付するという運動を展開してくれたことも、日本人の多くは知っている）。もちろん、
そのこと自体は大変尊いことであったし、心強いことであったし、多くの人たちに
希望を与えることでもあった。震災後に、人々がパニックを起こすこともなく、略
奪行為などを起こすこともほとんどなく落ち着いてふるまっている様子――個々に
はむろんいろいろなことがあったのであろうが――は、たとえばアメリカなどの海
外で、日本人への賞賛というかたちで報道されていたと聞く。
　ただ、大災害などの大規模な危機的状況が一度に生じた後に、人々がきわめて利
他的になり、「災害ユートピア」（A Paradise Built in Hell）とも呼ばれる特別な共同体
が一時的に立ち上がることが知られており、それは日本独特のことではないことに
は、留意しておく必要があるだろう（ソルニット、2010）。また、大災害の後には、人々
が何かをしなければならないという気持ちからあちこち奔走するなど、興奮と覚醒
の「ハネムーン期」があるとも言われる（ビヴァリー、1989）。そしてその時期に精
神医学的に問題になるのは、人々の気持ちが極端に落ち込むこと（鬱）よりも、む
しろハイになりすぎること（躁）である（安、1996）。それは、おそらく社会や文化
を超えて広く見られることである。
　加えて、このような特別な共同体は、長続きしないことが多いと言われる。その
ときに多くの人が味わったであろう「絆」の素晴らしさを、人々が長く維持してい
くことは難しい。そもそも今の日本社会が「絆」をあまり感じることができないも
のになっていた（なっている）のは、実は、とくに都市部を中心に人々がそれを、
むしろ嫌ってきたからにほかならない。それは先に述べた、肯定的な意味での「き
ずな」ではなく、否定的な意味での「ほだし」を断ち切っていくこと、あるいは断
ち切るまでいかないとしても薄めていくことが近代化の一面であり、それはとくに
都市部で顕著な現象であった。
2.　社会的動物としての人間
　常に自分のプライベートな側面を近所の人たちに知られ話題にされるような地域
社会、あるいは自分が人の親になっても、三世代同居でさらにその上の親たちから
日常的にあれこれ言われるような生活、それらを避けるようになっていったのは、
時代の流れのなかでの必然であったに違いない。とくに都市のなかでの核家族化は、
同時に様々な別の種類の問題を生んだものの、多くの人々が求めた新しい生活スタ
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イルであったと言っても過言ではない。
　しかし、人間は「社会的動物」である。どうやっても一人だけで生きていくこと
は不可能である。近年ある学生が、「自分は携帯電話とコンビニさえあれば生きて
いける」と呟いたそうだが、その携帯電話は誰かと繋がるツールに他ならないし、
多機能化したコンビニも、様々な社会的システムの一部である。「ひきこもり」で、
ほとんど外部との接触を断っている若者であったとしても、少なくとも食事を運ん
で差し入れてくれる親などがいるからこそ、生きていくことができるわけである。
　ところで筆者が専門とする社会心理学では、個人と社会との相互作用に着目する。
たとえて言えば、私たち個人はみな、何らかの「お神輿」の担ぎ手である。お神輿
をつくり、それをワッショイワッショイと揺らしているわけである。しかしこのお
神輿は、たんに受動的に揺らされている存在ではない。それはまた、各個人の揺れ
方を規定してくるのである。そのお神輿の担ぎ手である個人は、そんなに簡単にこ
のお神輿から離脱することはできない。そのため、お神輿の揺れ方が自分にどうも
合わないと感じられても、相も変わらず意に沿わない揺れ方を続けるしかなかった
りするわけである。このお神輿が「社会」である（図）。現実には私たちは、いく
つものお神輿を同時に担いでいるのだろう。しかしどのようなお神輿（社会）から
も外れて一人でいるということは考えがたい。そしてこの個人とお神輿（社会）の
相互作用が「社会心理」であり、そのあり方に注目した人間研究が社会心理学の中
心である。
図　社会的動物としての人間
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　お神輿を担いでいる個人個人は、お互いにバラバラということではもちろんなく、
お互いに声を掛けあったりすることもあるだろうし、お神輿の下で何らかの協力を
しあったり、葛藤を感じあったりしていることだろう。たまたま近くに居合わせた
個人同士が友人になったり夫婦になったりすることもある。そうなればまたそこで
新たな「家族」という小さなお神輿がつくられ担がれていくのだろう。
　同じ社会のなかにいても、どの個人とどの個人が出会うかは、多分に偶然の産物
である。たとえ「運命の人」と出会ったと感じ、「この人とは以前から赤い糸で結
ばれていた」と当人たちが考えたとしても、そのような必然性があったことを科学
的に証明することはできない。「出会うまでは偶然、出会ってからは必然」と感じ
るのが、私たちの常なるところである。考えてみれば、親になる人が自分の子ども
を選べるわけではなく、他方、子どもも親を選んで生まれてくるわけでもない。い
や、そういう話を物語として大事にしていくことはありうるし、人間研究をする者
としては、まさにその物語こそが大事であったりするわけだが、それもまた科学的
な検証にかけられるようなことでもない。私たちは、そもそも選んでこの時代のこ
の社会のこの親たちのもとに生まれてきたわけではないのである。
　しかし、本当は自分で選んだわけではないにもかかわらず、そうした出会い方を
したときに、私たちは「縁がある」という表現をする。それはしばしば不思議さが
感じられる繋がりであり、まさに私たちの実感でもある。実際には、血縁にしても、
地縁にしても、社縁にしても、私たちはそれを自分で選ぶことができないことが多
い。結婚相手ですら、自分の思うように選べるわけでもない。にもかかわらず、相
手との繋がりがあたかも事後に運命であるかのように感じられるもの、それが今回
のテーマでもある「縁」である。
3.　心理学からみた「縁」
　さて、社会心理学において「縁」はどのように扱われ研究されてきたかというこ
とを、これまでの流れを受けて解説したいところであるが、社会心理学に限らず心
理学において、「縁」というキーワードには、それこそこれまでほとんど縁がなかっ
た。『心理学事典』の類いのどれにも、筆者の知る限り心理学の専門用語として「縁」
が挙げられていない。
　その理由を考えてみるに、さしあたり二つのことが思い当たる。
　ひとつは、英語などの西洋の言語には、「縁」に直接当たる言葉が見当たらない
ことである。もちろん和英辞典を見れば、「縁」に当たる英語として “chance” “tie” 
“relationship” “link” “knot” などが載っているが、どれひとつとっても「縁」の概念
を言い当てているとは思えない。おそらく英語以外の西洋の言語も同様なのであろ
う。となれば、西洋の心理学で「縁」が専門用語になるわけもなく、長年にわたっ
て輸入学問であり続けた心理学で、日本でもそれが取り上げられることがなかった
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のは、当然の帰結であったのだろう。
　ただ輸入学問からの脱皮ということが日本の心理学界で主張されるようになって
から、少なくとも 20 年はたつ。それでもなお、「縁の心理学」が生まれていないな
らば、さらに他の理由もありそうである。それは、心理学が有している「暗黙の人
間観」にあるのではないかと筆者は見る。
　心理学では、基本的に人間は主体的に意思決定し行動できる存在であると捉えら
れている。そして自らの意思で何かを学びとり、発達していくことができるものと
されている。もちろん何らかの要因で、そのような主体的な思考や行動が阻害され
てしまうことはある。そしてさらに「病んだ心」なってしまった場合には、カウン
セリングなど「心の専門家」によるケアが必要だということにもなる。しかしそれ
でも、この人間の主体性については、基本的に疑問が差し挟まれることはないのが
心理学の「暗黙の人間観」である。もちろんこれは、心理学が西洋発の学問である
ことに由来しているであろう。
　しかし現実の人間はどうかと言えば、そのような自分の「生き方」を選び取れる
ばかりの存在では、どうやらなさそうだ。冤罪事件に巻き込まれ、やむにやまれぬ
「自白」に追い込まれた人々の供述の分析等に関わってきた発達心理学者の浜田寿
美男さんは、「生き方」という主体性が色濃く感じられる言葉に違和感を覚え、人
は与えられた条件をどうにか引き受けて「生きるかたち」を成形していると述べる。
浜田さんは、心理学の捉え直し、語り直しを試みた筆者との往復書簡のなかで、既
存の心理学を批判し、「もうひとつの心理学」が必要であると述べている（浜田・
伊藤、2010）。
　そのような人間の主体性を必ずしも前提としない「もうひとつの心理学」がかた
ちをなしていったときには、「縁」もまた心理学の重要な専門用語のひとつとして
扱われるようになっていくのかもしれない。
4.　再び、大震災後の社会状況のなかで
　「絆」という言葉の裏側にはりついた否定的な意味合いに比べれば、「縁」はもっ
とまろやかで、ソフトな無理のない概念であるように思われる。人は、もともとは
単なる偶然にすぎないであろう人との繋がりができたときに「縁がありますね」と
口にしたりする。中国語由来と思われるこの言葉は、同じ漢字文化圏である韓国／
朝鮮にもあるだろうし、私自身が主な研究フィールドとしてきたベトナムにもある。
現在のベトナム語は漢字をまったく使わなくなっているが、ベトナム語の約 7割は
なお漢字で書けると言われる。“duyen”（発音は「ズエン」）とアルファベットで表
記されるベトナム語の「縁」。日本語の「縁がある」とほぼ同じニュアンスで、“co 
duyen” と表現される。
　ただし、結果としてできた「縁」がすべて良きものとは限らないのは、「縁を切
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りたい」といった表現があることから容易に理解できる。それは、いったん夫婦と
なったカップルなどの「縁」に限らず、たとえば「血縁」と呼ばれる血の繋がった
家族・親戚との関係を断ちたいということもありうる。江戸時代に夫と離別したい
妻が駆け込んだという縁切寺の存在は、縁を切ることの難しさを物語るものである
し、現在では縁を切ることの手助けをする「別れさせ屋」というビジネスまで成立
しているようである。恋人と別れる、夫婦が離婚するといったことが、様々な禍根
を残すことになるのは、時代を超えて普遍的なことなのだろう。
　しかし私たちは社会的動物である。誰かと繋がり、時に葛藤を覚えたとしても、
互いに支えあうなかでしか生きていくことができない。そのかたちを、自分が主体
的にすべてコントロールして築いていけるというのは幻想で、そのように自分の人
生を自分の意思に沿ってすべて組み立てていくことはほとんど不可能である。にも
かかわらず、何とかそこであがきつつ、とくに震災後は、そうした自分の周囲の人
たちとの縁を見直していきたい、できれば少し良きものに変えていきたいという動
きが、あちこちで起こっているようである。
　今や欠かせないもののひとつになったインターネットが果たしている役割も見逃
せない。なかでも SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）と総称されるツイッ
ターやフェイスブックなどは、プライバシーが必ずしも守られないとか、匿名性ゆ
えの暴力的な言動がまかり通るといった問題を孕みつつ、これまでにない人と人と
の繋がりを紡ぎだしている。筆者も、大震災後にこれらを使い始めたのであるが、
とくにフェイスブックは、身近な人たちとあらためて繋がることができる――たと
えばゼミ生とのやりとりでも利用している――のみならず、もう長年会っていない
旧友と再び繋がり、あるいは地理的に離れて普段はほとんど会う機会がつくれない
知人との繋がりをつくってくれるツールとして、大変重宝している。そして実際そ
こから、旧友とあることを始めるといった、このツールがなければできなかったで
あろうことが、筆者のまわりでも動き始めている。
　大震災とそれに続く原発事故を経験して、国や自治体、専門家などが単純には信
頼されなくなったと言われる。原子力政策が「安全」を保障していないことが明ら
かになった現在、その「安全」は「神話」であったと言われるわけである。もはや
「安全」は、外部から与えられるものではなく、私たちのなかから紡ぎだしていか
ねばならないものとなった。そこでは絶対的な「安全」はないし、ゆえにすっかり
「安心」してしまうわけにもいかない。しかし不安を内包しつつ、それを少し上回
る「安心」を得ていくために、私たちは一市民として、縁ある人々と時に強固に、
時に緩やかに繋がりながら生きていくしかないのだろう。
　平安時代の書物『成
じょう
唯
ゆい
識
しき
論
ろん
述
じゅつ
記
き
』に出てくる「安
あ ん ぎ ぐ ど う
危共同」という言葉があると
いう。安心と不安を同時に受け止め、それらが共同である実態を見抜けという教え
である。安心と不安は表裏一体のものであるということであろう。縁ある人との有
意味な関係こそが、この時代にあって不安をぬぐいきれないにもかかわらず、わず
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かにでも上回る安心を得られる源なのではなかろうか。
【付記】本稿は、2012 年 8 月 30 日～ 9月 1 日に東京電機大学で行われた第 14 回日本感性工学会大会
で発表した原稿に加筆修正を加えたものである。
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19 世紀末から 20 世紀初頭におけるベトナム知識人の
日本の近代化についての認識
グェン・ティェン・ルック
はじめに
　19 世紀末に、日本は国の維新・近代化を進め、世界における先進国およびアジ
アにおける唯一の大国となった。日本の維新・近代化は偉大な事業であり、19 世
紀末から 20 世紀初頭にかけて、ベトナムをはじめアジア各国の広範にわたって影
響を与えた。
　本論では、19 世紀末から 20 世紀初頭において、ベトナム思想家が日本の維新・
近代化をどのように認識したかについて分析・評価を行う。具体的には、歴史資料
からベトナムの代表的な知識人である、19 世紀末のグエン・チュオン・トとグエン・
ロ・チャック、20 世紀初頭のファン・ボイ・チャウとファン・チュウ・チンの 4
名を選び、日本の維新・近代化に対する彼らの認識を分析・評価する。
1.　グエン・チュオン・トによる日本の維新・近代化についての論説
　グエン・チュオン・ト（1830 ～ 1871 年）は、19 世紀後半におけるベトナム最大
の改革思想家である。クリスチャンの家庭に生まれ、幼い時、故郷の儒者から漢字
を学び、その後、ゴーティエ伝道師からフランス語と世界についての新たな知識を
学んだ。
　グエン・チュオン・トは二度の海外旅行を経験した。1回目は 1859 年から 1861
年にかけて、香港・ペナン・シンガポールなど、アジアの諸国・地域を回り、2回
目は 1867 年にフランスその他のヨーロッパ諸国を旅した。これらの旅と外国書籍
や新聞から得た知識を通して、当時のベトナム知識人よりも新しい知識を身に付け
ることができた。その知識をもとに、国の根本を守り、植民地状態から完全に解放
されるためには、ベトナムを全面的かつ抜本的に改革する必要があると確信した。
こうして、グエン・チュオン・トは立て続けに提案書をグエン王朝（フエ朝廷）に
送り、多くの重要・具体的な改革を提案した。
　グエン・チュオン・トの改革思想は日本の近代化とほぼ同じ時期に形成された。
彼が日本の近代化をどのように認識していたか、また、日本の近代化が彼の認識に
グェン・ティェン・ルック
204
どのような影響を与えたのかについて、以下に分析
する。
　1867 年のヨーロッパへの旅で、グエン・チュオン・
トは日本の代表団がパリの国際展示会に出席してい
ることを知った。彼は、「済急八条」に次のように
記した。
日本は多くの者を西洋へ留学させて西洋の状況を把
握している。現在、一人の皇子と 35 人の同行者が
牧師を伴ってパリへ行っており、そこで、学生を派
遣するための大学施設を設立している1
1
。
　ここから、日本人が西洋へ留学する状況にグエン・チュオン・トが関心を抱いた
ことが明らかにわかる。
　改革案の中で、グエン・チュオン・トは特に、日本が兵器を購入し、西洋の軍事
専門家を日本へ招聘して日本国内に兵器工場を設立することについて強い興味を示
した。彼は次のように述べる。
日本人は目下 10 万丁の銃と各種機械のセットを購入しており、日本で工場を
設立するために二人の（西洋人の）技術者を雇った1
2
。
　しかし、日本の近代化について最も強く言及したのは、彼の人生最後の年（1871
年）に書かれた、「鎖国でなく開国すべき」という意見書である。
昔の日本人は元々商人ばかりであり、明代の中期からオランダ・ポルトガルと
友好関係を結び始めた。次に米国の援助を得るために彼らを招き、広く世界を
見るための礎を築いた。それ以降、彼らは造船を手がけ、武術を鍛え、商業と
工業の発展を優先して国を強大にした。日本は、西洋の小国という美名で賞賛
され、中国が日本を屈服させることは困難となった。最近は、英国とフランス
にしばしば干渉されてはいるものの、強い内政と外交が整えられているので一
切動じない。例えば、三年前に英国とフランスが軍艦を派遣して日本に圧力を
かけようとしたが、米国とオランダの介入のおかげで免れた。これは他国との
友好を築いたことによる成果である。今日、日本は他国と広範な外交を展開す
1　1チュオン・バ・カン『グエン・チュオン・ト――人と遺稿』ホーチミン市出版社、1988 年、
229 頁。　
2　同上、279 頁。
写真 1　グエン・チュオン・ト
出典：1en.wikipedia.org/wiki/Nguyễn_
Trường_Tộ
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る計画を持っている。日本は近代化の追求がどの国よりも顕著である。それは
（ベトナムの）すぐそばにある手本なので、他国のことを述べるまでもない1
3
。
　上記の文章を通じて、グエン・チュオン・トが日本とオランダ・ポルトガルとの
友好関係について非常に興味を持っていたことがわかる。特に、「米国の援助を得
るために彼らを招き、世界を広く見るための礎を築いた」というくだりは、米国が
日本へ来て開国・開放を迫り、日本と「日米の平和条約」を締結したことについて
述べている。日本はその後、他の西洋諸国とも類似の協定を締結し、西洋の大国の
圧力から自国の独立を守るため、各国間の相互協定を利用した。フエ朝廷に送った
外交政策について論じた提案書の中で、グエン・チュオン・トは何度も「開放政策」
「多くの国との貿易協定の締結」「大国を抑制してベトナムの独立を守る」ことを
提案している。
　上記の文章の中でも、日本の近代化について言及されている。グエン・チュオン・
トによれば、日本の近代化は、「どこの国よりも顕著で、すぐそばにある手本」で
ある。
　こうしたグエン・チュオン・トの日本の近代化に対する認識は、洪仁玕（Hung 
Jenkan）や馮桂芬（Feng Guifen）、李鴻章（Li Hungchang）など、当時の中国の知識人
の認識に近い。彼らも日本の開放政策や西洋からの学習、産業の発展などを賞賛し、
その政策により日本が大国になるのを予想した。しかし、中国の知識人と違うとこ
ろは、グエン・チュオン・トが日本の柔軟な外交政策と大国との相互協定の利用に
ついて関心を持っていたことである。彼によると、こうした政策があったからこそ、
日本は独立を保持しながら発展できたと評価する。
　日本の近代化についてのエン・チュオン・トの認識は、漢文書籍や新聞からとい
うよりも、西洋の書籍・新聞や西洋人との接触を介して形成されたと考えられる。
これが本当であれば、非常に重要な結論になる。すなわち、ベトナム改革知識人の
世界についての新たな認識は、多くの研究者が説明するような中国からの改革書籍
や新聞からではなく、西洋の書籍・新聞や西洋人との接触を含む、他の様々な方法
で形成されたものと見られる。
2.　グエン・ロ・チャックによる日本の維新・近代化についての論説
　グエン・ロ・チャック（1853 ～ 1898 年。以下、「チャック」）も 19 世紀末における
ベトナムの代表的な改革思想家である。高官の家庭に生まれたため、教育の機会に
恵まれた。チャックは成績優秀で、頭も非常によかったが、試験制度に関わりたが
らなかった。おそらくは当時のグエン王朝の官吏の大局的な問題に対する解決能力
3　1同上、408 ～ 409 頁。
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の無さや当時の学習スタイルの無意味さがわかっていたのだろう。
　チャックには当時の知識人よりも多くの利点があった。チャックは、中国の洋務
派の著作、特に、義理の父チャン・ティエン・タン高官の公邸に保管された、グエ
ン・チュオン・トがトゥドゥック帝に送った提案書をたくさん読むことができた。
これらの著作とグエン・チュオン・トの提案書こそがチャックのその後の改革思想
に大きな影響を与えた。
　チャックの改革思想は日本の近代化が大きな成功を収めた時期に形成された。そ
の頃、日本はすでに「豊かな経済力と強力な軍事力を持つ国」になっていた。「自力・
自強」精神および稀に見る努力の結果である日本の近代化は、チャックの改革思想
に大きな影響を与えた。チャックは、朝廷に、この「自力・自強」精神を学ぶこと
と、国の発展のための抜本的改革の実施を呼びかけた1
4
。
　19 世紀末に日本は、台湾の併合（1874 年）、琉球を日本の沖縄県として組み入れ
た「琉球処分」（1879 年）、朝鮮に対する干渉など、軍事力で世界の特別な注意を引
いた。「世界」の情勢について一般的に論ずる際に、チャックは日本の状況に非常
に注目し次のように書いている。
混乱の状況の中で併合が形成される。（フィリピンの）ルソンという土地は明代
から現在まで 300 年以上もスペインに服従してきた。早急に自立したいがそれ
はいかにも難しい。インドもビルマも同じ悩みを抱えている。シャムはそのま
ま独立を維持しているが、一切近隣諸国と調和する気持ちを持っていない。日
本はますます発展しているが、日本が強くなればなるほど、中国の心配は西洋
だけではなく、日本にも向けられるわけだ。しかし、中国の状況はまだ心配に
は至らない。「智」だけで西洋の「命」を超えられるわけではなく、「姿勢」が
それらの国の「強さ」を結束させるのだ。西洋の政策は完全に中国との商業関
係に集中しており、それは無限の利益資源だ。ある国が中国を攻勢した場合、
その他のすべての国の不利益になるため、彼らはともに対応する必要がある。
それは相互協力の姿勢であるため、仕方がないことだ。（中国）は自国を救う
ことはおろか、他の国を助けることもできない。高麗はロシアに依存している。
琉球は日本に併合された。しかし、清朝はまだ何もせずに見ているだけだ。今、
我々は持ってもいない虚名を真剣に捨て、本当に持っている力だけで活動すべ
きだ。そうすれば、明確に制定することができ、他人が割り込んで状況を混乱
させることはできないはずだ。そして、上下関係もなくなり、朝晩に安定する。
内部には人民の苦しみと官吏の悪弊があり、外部には西洋の状況と商船の利益
がある。すべてをすぐに整頓しないといけない時期だ。遠くは越王句踐を、近
4　1マイ・カオ・チョン／ドアン・レー・ザン『グエン・ロ・チャック――陳情書と文詩』ハノ
イ出版社、1995 年、121 ～ 122 頁。
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くは日本を手本と見るべきだ。それができれば、今すぐに国境を確定して平和
を維持することはできないとしても、いつかは必ずや大事業を実現できるはず
だ1
5
。
　要するに、日本の近代化の初期段階しか知らないグエン・チュオン・トと違って、
チャックはその近代化の最終段階までも理解していた。チャックは日本が大国とな
り、東アジアにおける紛争に積極的に関与しているのをはっきりと認識していた。
日本が中国にとって直接的かつ危険な脅威となるのを明確に予測していた。この点
に関して、フイン・トゥック・カンは『我が国の学者の予測したこと』という著書
の中で大いに賞賛している。
その文章は 40 年前、すなわち、中東紛争前に書かれたが、いまでも的を得て
いる。我が国の学者は豊富な知識を持っていないなどと言う人がいるであろう
か1
6
。
　日本の近代化について具体的かつ十分に述べているわけではないが、上記の文章
を通じて、チャックは、日本が近代化を通じて「豊かな経済力と強力な軍事力を持
つ国」になり、中国の併合に関与するのを早期に認識していたことが理解できる。
　日本からの脅威が明確にわかっていてもなお、チャックは日本を学ぶよう呼びか
けた。チャックは、「自国を救うことができない」グエン王朝に依存せず、日本や
ドイツなど、近代化に成功して世界の大国になりつつある国に学ぶべきだと高らか
に主張した。日本や東アジアの状況について、様々なリソースから得られた知識に
基づくチャックの分析と予測は、鋭く正確であったと言えるだろう。
　このように、日本の近代化は 19 世紀後半のベトナム知識人に大きな影響を与え
た。当時のベトナムの著名な二人の改革思想家、グエン・チュオン・トとグエン・
ロ・チャックは日本の近代化について非常に関心を持っていた。彼らは、日本の維
新・近代化を手本としてフエ朝廷に自国を改革・刷新するよう提案した。ベトナム
知識人の近代化についての認識は不十分かつ不完全だったかもしれないが、当時の
状況において、少なくともグエン・チュオン・トとチャックがこのような認識を持っ
ていたのは非常に進歩的なことである。
5　1同上、139 ～ 143 頁。
6　1グエン・ヴァン・フェン『グエン・ロ・チャックと遺稿』ハノイ社会科学出版社、1995 年、
109 ～ 110 頁。
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3.　ファン・ボイ・チャウによる日本の維新・近代化についての観点
　ファン・ボイ・チャウ（1867 ～ 1940 年。以下、「チャウ」）はベトナムの 19 世紀
初頭の民族運動を主導した代表的な人物である。1905 年初頭に、日本に行き、有
名な東遊運動を立ち上げ指導した（1905 ～ 1909 年）。チャウは、日本で明治維新に
関する書物を大量に読む機会を持つことができ、直接、明治維新の成果を吸収でき
た。日本における維新・近代化に対するチャウの認識は非常に仔細で優れたものだっ
た。
　ベトナムにいた時から、チャウは、維新・近代化によって「豊かな経済力と強力
な軍事力を持つ国」になった日本について非常に強い印象を受けていた。日本に行
く前の香港での待機中に、彼は日本の維新・近代化について詳しく学んだ。自身の
著作の中で『日本維新史』について述べている。チャウは、上海広智書局が 1902
年に刊行した『日本維新三十年史』をこの時期に読んでいたのかもしれない。それ
は、元々高山林次郎をはじめとする日本の研究者が編纂して 1898 年に東京で出版
した『明治 30 年』（維新 30 年）で、中国語に翻訳されていた。この作品を読むと、
維新 30 年後の日本の政治・経済・文化・学術・習慣の変化について、詳しく理解
できる。中国語の翻訳書には、日本の近代化の偉大な実績を賞賛した付録がある。
　日本に足を踏み入れた時、チャウは次のように書いている。
数カ月東京に滞在している間、日本とロシアの戦争の話を聞き、日本の政治・
教育・外交・産業などの現状について知り得た。
それを見て、自分が今まで自国内に身を寄せ合うように留まっていたことを恥
ずかしく思う。そのせいで、知識も浅く、思想も行き詰まっており、何も知ら
なかった。私の仲間も皆、私と同じだ。自分の知り合いをすべて「アン・ホア・
タム・ダオ」（日本のこと）へ連れて来て、彼らの頭脳と目をまったく新規に変
えることができなくて残念だった1
7
。
　ところで、チャウが日本へ行ったそもそもの目的は武器の援助を求めることだっ
た。これは失敗に終わったが、日本の近代化について研究する機会を得て、チャウ
は新しく独特な考えを持つことができた。つまり、チャウは、維新成功の理由の一
つは留学だと考えた。
彼らは当初から人材を外国へ派遣して知識を広げさせるなど、人材を育成した
ため、これほど偉大で鮮やかな事業を実現できた。
7　チュオン・トー編『ファン・ボイ・チャウ全集』第 3巻、トゥアンホア出版社、1990 年、184 頁。
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　また、チャウは日本の近代化における知識人の役割
を高く評価した。
本を読むのは確かに知識人だけだ。偉大な思想を
持っているのは確かに知識人だけだ。皆さん、コ
シュート・ラヨシュ（Lajos Kossuth）やルソー、吉
田松陰や大隈重信など、昔の偉大な才能の物語を
記した欧亜州の新しい本を読んでください。革新
とは世界を創造することで、これこそがおそらく
知識人の力ではないでしょうか1
8
。
　さらに、チャウは日本の近代化が持つ多くの問題点
を詳しく理解し、日本の貿易開放政策を高く評価した。
日本の維新の前、欧州と米国の大国は日本の三つの島に焦点を合わせた。そこ
で、当時の勤皇志士で、港の閉鎖を頑固に主張した人は少なくなかった。しか
し、幸いなことに、吉田松陰や福沢諭吉、後藤正二郎ら指導者が西洋に学ぶこ
とを声高に主張した。彼らは、西洋人の排斥を失策とし、知識の流入こそが当
世向きであるとした。この方針が採用され、新しい学問が発展し、新しい知識
が豊富になり、それが維新の基礎となった。今は欧米よりもはるかに豊かだ。
当初、江戸幕府が他の国との条約に署名することに損がないわけではなかった
が、それを利益に変えるチャンスが彼らにはあった。結局この条約は日本にとっ
て何の損害にもならなかった1
9
。
　このように、チャウは開放政策（開国）と鎖
さ こ く
国政策を対比し、日本の維新での開
放政策を高く評価している。
　チャウは日本の経済・社会発展における貿易の役割を特に強調する。
日本は現地生産に非常に乏しく、売買だけが盛んである。この国の人々は港に
依存しており、それを神から与えられた宝だと考えた。外国人との貿易には大
金が必要なため、彼らは多くの株式を集めた。彼らの株式モデルは非常に発展
した1
10
。
8　チュオン・トー編『ファン・ボイ・チャウ全集』第 2巻、55 頁。
9　同上、472 ～ 473 頁。
10　同上、90 頁。
写真 2　ファン・ボイ・チャウ
出典：1en.wikipedia .org/wiki /
Phan_Bội_Châu
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　政治的にはチャウは、立憲体制と天皇と議会の役割を強調した。
日本の天皇制では、国民は天皇を父親のように尊敬し、天皇は国民を我が子の
ように愛し、孤児を育て、病人を労わる。病院や学校では何事においても常に
他人を優先してから自分のことを考える。講和・開戦・行軍・税金徴収・軍隊
配置など、すべて国民の議会によって決められる1
11
。
　ここで、チャウが日本の政治制度を美化していることがわかる。しかし、ここで
の美化は、ベトナムの植民地政権に反対して自国民の意識を目覚めさせるためだっ
た。
　最も注目すべきは、チャウが 1907 年に書いた『新ベトナム』の著作である。こ
の中で、チャウは日本の維新を手本として将来のベトナムの展望を描いた。
維新の後、内治資格と外交権利はすべて私たちが保有することになり、文化事
業がますます進展し、勢力範囲もますます拡大していく。維新の後、人々の知
識が拡充され、人々の気勢が上昇し、人権が興隆する。我が国の運命は我々人
民が握ることになる。今の日本は将来のベトナムである1
12
。
　日本の近代化に関するチャウの認識には欠落している部分もあるが、19 世紀の
知識人のそれと比べると、非常に優れた総合的な認識であると評価できる。チャウ
による日本の維新・近代化についての調査・研究は、研究者としてのものではなく、
日本の維新・近代化の経験を手本として利用してベトナムの国民解放と維新に役立
てるためのものだった。
4.　ファン・チュウ・チンによる日本の維新・近代化についての論説
　ファン・チュウ・チン（1872 ～ 1926 年。以下、「チン」）も 20 世紀初頭における
ベトナム民族運動の代表的なリーダーの一人だった。チンはクアンナム省でのカン
ブオン運動に参加した。カンブオン運動の失敗の後、郷里に帰って学問を追求し始
めた。1900 年に、大学試験に合格し、翌年にフエの学士号試験に次席として合格
した。しかし、その時点ですでに、古い試験制度には否定的だった。1903 年にフ
エに行って官吏として勤めたが、すぐにやめて再び郷里に戻った。おそらく、グエ
ン王朝の官吏の非力さに失望したのであろう。フエにいる間は、新学と接触する機
会が多く、ファン・ボイ・チャウやフイン・トク・カン、トラン・クイ・キャップ
11　同上、198 頁。
12　同上、256、273 頁。
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など、当時人気のあった多くの志士と交流し、すぐ
に新思考の主流に乗った。
　1904 年に日露戦争が勃発し、日本はロシア軍に勝
利した。この事件はチンの思想に大きな影響を与え、
彼の思想を変えた。彼は次のように書いている。
突然雷が鳴って、空と大地が壊れ、日露戦争の余
波と中国近代化の波が四方から押し寄せ、全国を
覆った。それがベトナム国内を動かし政党も誕生
させた1
13
。
　1905 年に香港に行き、香港からチャウとともに日
本へ渡った。日本で・チャウは東遊運動を指揮して
おり、ベトナムの多くの若者を留学させた。日本に数週間滞在している間に、チン
とチャウは横浜と東京の様々な場所を訪れた。その中に慶應義塾大学という、福沢
諭吉が維新のための人材養成を目的に設立した日本の有名な教育センターがあった。
チンはこの旅について詳しく説明していないが、確かに日本の近代化に感銘を受け
たはずである。
　チャウは次のように書いている。
ファン・チュウ・チンはこの旅で主に日本文明の状況を見たかった。私に会っ
てからは私と所有者（クオン・デー候）と一緒に船に乗って日本に渡った。我々
は横浜に行って東京で全ての学校と名所を見学し、日本人の多くのビジネスマ
ンに直面した。数週間後、彼は私に次のように言った。「日本の国民の文化水
準を見て、そして我々の国民の文化水準と比較すると、小さい鶏を老いたハヤ
ブサと比較することと同様だ。今、あなたはここで勉強し、人民を目覚めさせ
ることに全力を注ぎ、国内での教育は私に任せてください」と1
14
。
　チンは、チャウのとった武装闘争方針と日本の力を借りて国家の独立を達成する
方針には賛成しなかったが、それは、日本の近代化を批判するものではなかった。
それどころか、日本の有利な条件を利用して留学運動と知的啓発により人材を育成
しようとするチャウの思想を支援した。そして日本から戻った後、チンはベトナム
で、他の志士と一緒に維新運動を展開し、日本の慶應義塾大学と同じようなベトナ
ムの「義塾」の設立を提唱した。そして、実際に、チンはハノイの義塾で演壇に立
13　1グエン・ヴァン・ドゥオン編『ファン・チャウ・チン選集』ダナン出版社、1995 年、525 頁。
14　長岡新次郎・川本邦衛編『ヴェトナム亡国史他』平凡社、1966 年、132 ～ 133 頁。
写真 3　ファン・チュウ・チン
出典：1en.wikipedia.org/wiki/
Phan_Chu_Trinh
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ち自らの維新思想を熱弁した。
　日本の維新・近代化について、チンは他の思想家と違い、軍事面にはあまり関与
せずに、民権と国民の文化水準の側面に強く焦点を当てた。次のように書いている。
今、欧亜州の状況を見てみよう。日本は我が国と同じ言語（漢字）を持つ同じ
民族だ。40 年前に彼らは憲法を制定して、国民を議会選挙に参加させた。国
の政治は国民の意見を取り入れるため天皇は勝手に決定できない。そして彼ら
の国は繁栄して、今は東アジアでトップに立っているが、国民はいまだ天皇の
権威があまりにも大きいことに疑いを持っている。明治天皇は数々の貢献によ
り日本では正義・美徳で有名だったが、明治の終わりには暗殺された1
15
。
　ここで、チンは日本の民権運動についても、「天皇暗殺」についても事実誤認を
しているが、いずれにせよ、豊かな経済力と強力な軍事力だけではなく、民権も近
代化の重要な成果の一つであるという認識を持っていた。この認識はチャウの民権
に対する意識からあまり外れていない。
　もう一つの重要な点は、チンが文明道徳の学習を強調して、文明道徳が重要だと
考えたことである。彼は次のように論じている。
日本人が今日のように豊かになった理由は、ヨーロッパ文明を真似たからか、
それとも何かモラルを変更したからなのか。我が国の人はいつも日本を、仲間・
同門者・同文明だと自称しているが、彼らが進歩していることを褒めるだけで、
なぜそのように進歩できたのかをまったく考えない。彼らは造船や銃の鋳造だ
けで金持ちになったのか、それともモラルも修正して今日のようになったのか。
日本の歴史を読むと、彼らが自らの道徳の形成を非常に重視していることがわ
かる。明治維新から立憲を公表した 24 年後、旧幕府の動向を懸念し、憲法を
制定しようとした人がいかに多かったのだろう。血を流し額に汗して懸命に努
力し、今のような繁栄する国を作り出そうとした人がいかに多かったのだろう1
16
。
　日本の文明に対するチンの認識でユニークな点は、日本が西洋文明をそのまま受
け入れるのではなく、独自の文明を築いたことに気付いている点である。チンは、
文明は単に物質的なもの（造船・銃の鋳造）だけではなく、精神的なもの（道徳・倫
理）も含んでいると考えた。この点で、チンの考え方は福沢諭吉の理念に非常に近
い。
　要するに、チンはチャウのように日本の維新・近代化について詳しく言及してい
15　1グエン・ヴァン・ドゥオン編『ファン・チャウ・チン選集』、597 頁。
16　1同上、786 頁。
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ないが、彼の維新・近代化についての認識には精神文明への関心が含まれるという
点で独自性がある。チンはチャウの暴力的な革命と日本に依存する方針には反対し
ているが、ベトナムの維新・近代化のため日本の維新に学ぶべきとの主張には最大
の喝采を送っている。
結論にかえて
　19 世紀後半、ベトナムの改革思想家は日本の維新・近代化に注目した。しかし、
彼らの日本の維新への関心は主に外交・軍事の分野にあった。ベトナムが次第にフ
ランス植民地として併合されていく状況において、改革思想家はグエン王朝が維
新・近代化により強大になった日本を手本に国を改革することで、国の残りの部分
を保護するよう呼びかけた。一方で、ベトナムの改革思想家は、日本が維新・近代
化の過程で西洋諸国のやり方を踏襲してアジア諸国の併合に関わることも明確に理
解していた。
　20 世紀初頭、ベトナム民族解放運動の指導者たちは日本の維新・近代化につい
てより高い関心を持っていた。ファン・ボイ・チャウは反フランス闘争のため、日
本へ行って武器の援助を求めた。日本滞在中に、日本の維新・近代化について調査・
研究を進めた結果、日本を未来の新ベトナムを構築するためのモデルと見なした。
しかし、日本滞在期間の終わりには、日本の裏の側面も明確に認識し、特に明治政
府とフランス植民地政府との協力という、日本の外交政策を強く批判した。
　ファン・チュウ・チンはチャウとは異なる。はじめから「非暴力、外国人へ期待
せず」との主張を掲げ、日本の支援による反フランスとの武装闘争というチャウの
方針を批判した。しかし、チンは日本の力を借りて自国の人材を教育すること、日
本に学んで国の維新を実現することについては積極的に支援した。日本での滞在期
間は短かったが、日本の維新事業から多くを学び、帰国後、慶應義塾大学の方針に
倣い、未来のベトナム維新のための人材を養成するなど、義塾運動で積極的に活躍
した。
　チャウとチンは日本の民権運動や立憲の役割、日本の「精神文明」、特に愛国心・
独立心・社会意識などに関して同じ視点を持っている。そのような思想は、グエン・
チュオン・トやグエン・ロ・チャックなど、19 世紀末の改革思想家たちの思想を
はるかに超えている。
　しかし、19 世紀末から 20 世紀初頭にかけての日本の維新・近代化に関するベト
ナム改革思想家や革命知識人たちの一貫した主張は、日本の近代化を学びベトナム
を改革・刷新することにあったといえる。
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日本とベトナムの新宗教の類似点および相違点について
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　ベトナムでは、1990 年代以降、以前にはあまり見られなかった「変わった宗教」
や「邪教」と呼ばれる新宗教が盛んに現れた。そのような宗教団体の規模は様々で
あり、全国各地に存在するが、最も多い地域は、伝統的な宗教や信仰の要素を混ぜ
合わせたり、海外から入ってきたりした信条・教理がある北部である。ここ 10 年
の間に、その「変わった宗教」「邪教」はベトナムの研究者の注目を集め、新宗教
と呼ばれるようになった。それはベトナムにとっては目新しい現象であったが、第
二次世界大戦直後の日本をはじめ、世界的には一般的に見られたことであった。ベ
トナムの新宗教の概略を研究し、そしてそれを日本の同様な現象と比較したところ、
個々の国によって新宗教の誕生時期や発展時期が異なるのはもちろんのこと、異な
る社会事情で誕生したにもかかわらず、面白い共通点のあることがわかった。本論
においては、日本とベトナムの新宗教を、主に概略・出現理由・特徴およびその社
会的影響などの側面から分析し、比較する。
1.　新宗教の概略について
　日本では、第二次世界大戦後、特に 1950 年代以降に新宗教のブームが巻き起こっ
た。それは、政府によって認められている神道・仏教・キリスト教などの宗教団体
とは別の信仰・宗教団体であった。実は、そのような信仰・宗教団体はそれ以前の
日本にもしばしば見られたが、戦後、新宗教が数多く登場・急発展したのには、特
別な理由があった。また、その新しく登場した宗教は以前には見られなかった特別
な特徴を持っていた。1945 年以前の日本では、20 の宗教団体しか認められていな
かった。その内訳は、神道が 13 団体、仏教が 5団体、キリスト教が 2団体である。
しかし、日本で宗教法人法が公布された後、旧宗教団体から分派・独立した新宗教
団体および新規登録の宗教団体の数が急上昇し、1949 年末には 2301
1
に達した。母体
組織から分派・独立した寺と教会の数を合わせると、宗教法人の総数は 1546 となり、
新宗教団体ブームが訪れた。日本の新宗教団体数はそれから十数年間、特に 20 世
紀の 50 年代から 90 年代までうなぎのぼりに増え続けた。1995 年のオウム真理教
1　1Noriyoshi Tamaru and David Reid. Religion in Japanese Culture: Where Living Traditions Meet a 
Changing World. Kodansha International, Tokyo / New York / London, 1996, p. 108.
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事件および宗教法人改正法の公布後、日本の新宗教ブームは一段落したようである
が、全体としては様々な新宗教がいまだに存在している。日本の 2011 年の統計資
料である『宗教年鑑』によると、政府に認められている宗教法人数は 67051
2
である。
よって、現在では、日本の宗教活動の中で新宗教の占める割合が大きくなったと考
えられる。
　1985 年代以前のベトナムには新宗教がほとんど存在せず、注目を集めるほどの
問題にもならなかった。ニュースで取り上げられるような、社会に悪影響をもたら
すいくつかの「邪教」を除いて、このテーマに関する正式な研究はなかったようで
ある。それは、次のようなベトナムの歴史的な現実を反映している。1945 年から
1975 年まで、悲惨な戦争により、ベトナムは南北に分裂していた。1975 年以後、
国が統一され平和になったが、その時期の政治・社会的情勢は新宗教の誕生にとっ
て良い環境ではなかった。それに、宗教および信仰は古い社会の未熟な名残であり、
成立した新社会においては当然消え去るものであるという考えは、人々の認識のみ
ならず、国家の宗教管理政策においても支配的で、指導的役割を果たしていた。そ
の上、その時期ベトナムはアメリカによって禁輸されていたため、海外からの思想
的・文化的影響をあまり受けなかった。1986 年以後、ベトナムは「ドイモイ政策」
（刷新政策）を進め、市場メカニズムや対外開放政策を導入したが、それは経済面・
政治面のみならず、文化生活・宗教活動にも大きな変化をもたらした。1990 年代は、
仏教やシャーマニズム聖母道（Đ
ダ オ
ạo M
マ ウ
ẫu）、カトリックやプロテスタントなどの伝統
的な宗教の復興期となった。ベトナム全国の寺・神社・教会は改修され、新築され
た。信者の信仰活動には秩序があり、以前の各時期より活発になった。そのような
背景の下、新宗教が発展し始めた。複数の学者によれば、その時現れた新宗教の一
部がブームを巻き起こしたという。ところが、ベトナムの新宗教は、数と規模にお
いて日本のようなものにはならなかった。2001 年 5 月に宗教研究院において行わ
れた新宗教に関する会議での報告結果によると、その時点でベトナムには 50 の新
宗教団があり、その中には大本教や創価学会1
3
など、日本の新興宗教もあった。2013
年 6 月に社会人文科学大学・ホーチミン校が開催した国際セミナー「現代主義およ
びベトナムと世界の新宗教」で発表された報告によると、現在ベトナムには 70 か
ら 80 の新宗教団体があり、さらに大きく発展する見込みとのことである1
4
。ここで
ベトナムの新宗教の存在がだんだん明らかになってくる。
2　『宗教年鑑』平成 23 年版、文化庁編、13 頁。
3　1Đỗ Quang Hưng. Hiện tượng tôn giáo mới – mấy vấn đề lí luận và thực tiễn, Tạp chí Nghiên cứu Tôn 
giáo số5-2011, tr.11.
4　1http://www.thanhnien.com.vn/chinh-tri-xa-hoi/viet-nam-dang-hien-dien-khoang-70-80-hien-tuong-ton-
giao-moi-473457.html（2014 年 12 月 23 日アクセス）。
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2.　新宗教登場の理由について
　戦後日本の新興宗教ブームに関して、多くの研究者はそのブームの直接的な要因
が宗教政策の変更にあることに同意している。信教の自由の原則が明治憲法に定め
られたが、実際には国家による宗教への干渉がまだ存在していた。よって、日本政
府がアメリカを真似て、信教の自由を守る政策を実施した後から、新宗教団体が数
多く登場した。当時の日本の社会には、戦前から存在したが法律上認められていな
い教団が数多く存在した。現在のベトナムにも、いまだ法律上認められていない教
団が数多くある。日本政府が 1946 年に宗教法人令を、1951 年に宗教法人法を公布
した後、上記のような教団から分派し新興宗教組織として活動登録を行った教団も
あった。
　日本と異なり、ベトナムの新宗教ブームは政府の宗教政策から直接影響を受けな
かった。宗教・信仰令が公布される前には、宗教に関する詳細な法律規定がなく、
ベトナムの宗教政策は共産党・国会・政府の議決書・指導書・通達などを通じての
み実施されていた。ベトナムの国会が、全国の宗教・信仰活動に関する重要な法律
基盤を作るため、2004 年 6 月に宗教・信仰令を公布した。実は、ある研究によると、
ベトナムの新宗教は 1990 年前後から見られた、ということである。ただし、これ
までのところ、全 35 の宗教団体のうち、14 が正式に国家によって確認されたが、
その中には 1945 年以降に発足したものは一つもなかった。これはベトナムの新宗
教をはじめ、一般的な宗教の複雑性を反映している。この 20 年間で現れた新興宗
教団体には、政治的な目的やベトナムの各民族を分断することを目的とする教団が
少ない。それにしても、政府に正式に認められていない宗教団体が盛んであること
はベトナムの客観的事実なので、国家の宗教管理政策が緩和されると、新宗教ブー
ムが起こる可能性がある。
　経済と社会の急変動による信仰の危機は新宗教が生まれた要因の一つだと考えら
れる。それはベトナムと日本に共通する点であるが、両国の新宗教誕生の要因を詳
しく分析してみると、相違点もあることがわかる。
　日本では前世紀の 50 年代から、顕著な経済成長が社会生活に大きな変化をもた
らした。まずは、都市化が急速に進み、大勢の住民が田舎から都市へ移住した。
1960 年までの都市部と田舎の人口比率は 7：3である。ベトナムの都市化は日本よ
り遅れ、前世紀の 90 年代から始まり、この 20 年間で急速に進んでいる。1990 年
の都市の総数は 500 であったが、2000 年には 649 に、現在では 753 に達した。よ
り良い生活を求めて田舎から都市へ移住した数多くの住民は、以前の日常に根づい
た信仰生活から離れるようになり、信仰の危機に陥っている。それは新宗教の誕生
にとっては良い土壌となるだろう。日本と比べると、ベトナムにはそのような兆候
はあまり見られない。なぜならベトナムの都市化率はまだ低く、2009 年で 30％、
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2015 年でも 38％に達するかどうかの見込みしかないからである。都市化が進み、
都市の人口が急速に上昇する。しかもその大部分が若者である。地元の文化的精神
生活や伝統的な宗教生活から離れて、多くの都市住民が信仰の危機に陥った。それ
が原因で、彼らは新宗教の信仰に惹きつけられるようになった。このような現象は
この半世紀の日本にはよく見られたが、ベトナムではあまり見られなかった。しか
し、それは都市化と新宗教との発展に伴って顕著になると考えられる。
　住民の信仰の危機を和らげるために新宗教が生まれたという観点から、新宗教登
場の理由を分析すると、ベトナムの特徴が見えてくる。それは、社会および認識に
おける大きな変化がもたらした世界観の変化である。依然として、宗教が古い社会
の未熟な名残であり、成立した新社会においては当然消え去るものという考えは、
支配的であった。しかし、ベトナムが経済の刷新政策および国際加盟を果たしてか
らは、その考えは弱まった。また、長期にわたる悲惨な戦争を経験し、国の独立の
ために数百万人が犠牲になった国であるため、現在のベトナム住民には精神的トラ
ウマがまだよく見られる。そのような背景の下、あの世の人と接したり交信できる
力、特に戦争で死亡した兵士の遺骨を探し出せる力を有する人がだんだんと現れた。
彼らは大勢の人を宗教生活に勧誘しており、全国で、特に農村部では宗教活動が一
段と盛んになっている。それも新宗教の成長にとって良い土壌だと思われる。
3.　著しい特徴
　日本とベトナムの新宗教には次のような共通点がある。まずは、伝統的な宗教よ
り柔軟な布教方法をとっている。次に、両国の新宗教の教祖は、神の宣託を受けて
国民を救済することを自ら主張している。布教活動は口コミであったり、講話の形
をとっている。日本にはマスコミを使って信仰を広める教団があるが、ベトナムで
はビデオ・CD・DVD・インターネット、または衛星回線を通じて信仰を広めるの
が最も普及している1
5
。しかし、ベトナムと違い、日本の新興宗教団体は法人という
形をとっているので、活動登録をすれば、信者の数が一気に増加する。例として真
如苑の正式な信者数について見てみると、1965 年は約 12 万 5000 人であったが、
1975 年には 30 万人、1985 年には 259 万 6000 人に増加している（2004 年には信者
数が 80 万 6753 人に減少した）。
　ベトナムの新興宗教団体はより小規模であり、信者数はおおよそ数百人で、数千
人規模になった教団は少ない。例えば、ゴク・ファット・ホーチミン教団には某信
5　1Quang Mịch. Đăng ký và công nhận tổ chức tôn giáo, Sở Nội vụ Thành phố Đà Nẵng.1カウンミツ、
宗教についての登録と確認、Danang1City の内務所（http://www.noivu.danang.gov.vn/noivu/
index.php/vi/ton-giao/ton-giao/1946-dang-ky-hoat-dong-va-cong-nhan-to-chuc-ton-giao-. Truy cập 
ngày 20 tháng 12/2013）。
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者一人しかいない。さらに、ベトナムの新興宗教団体は法人という形をとっていな
いため、法律上で守られておらず、しばしば社会秩序に悪影響を与えたとして解散
させられている。
　新宗教は、仏教・道教・キリスト教や土着の宗教（日本は神道で、ベトナムはシャー
マニズム聖母道〔Đ
ダ オ
ạo M
マ ウ
ẫu〕）などの伝統的な宗教から多くの思想および儀式を借用し、
混ぜ合わせたものである。ベトナムには、英雄のイメージを借用したり、ホーチミ
ンを仏の生まれかわりと見なしたりする新宗教もある。そのような新興教団は全国
各地から数多くの信者を惹きつけた。それは、戦争から自らを解放したいという考
えが国民の信仰に大きな影響を与えているという、ベトナム社会の特徴を反映して
いる。しかし、社会状況を直接的に（タン・ハイ・ヴォー・ツォン・ス教）、あるい
は間接的に（ロン・ホア・ヂー・ラク教）批判することで、現行の社会秩序に反対す
る新興宗教団体も少なくない。
　新宗教の共通点は、現実性があること、または人々の実生活の中での関心や利益
を満たそうとする傾向があることである。ほとんどの新宗教は、病気の治療につい
ては現代的な治療方法を否定して魔法的治療を薦め、経済的利益をもたらすことを
約束する。例を挙げると、ゴク・ファット・ホーチミン教はホアン・ティエン・ロ
ンの神輿を作り、その神輿の祭壇に供えられた水を飲み、お祈りをすれば、癌をは
じめとするすべての病気が治ると主張している。中部高原にあるハ・モン教は、少
数民族の人々に対し、ハ・モン教に入信すれば、病気が治り、労働しなくても贅沢
な生活が送れるようになるなど、諭している。
　ベトナムの多くの新宗教の特殊な点は、政治的な目的を持ち正当な思想体系から
逸脱しようとする傾向があることである。多くの場合、現行の体制に反対し、各民
族間の団結を壊すという政治的な目的として、信仰を利用している。例として、中
部高原で誕生したデガ・プロテスタントという団体を挙げてみよう。彼らはデガ国
家を樹立しようとして、民衆を煽りベトナムの各民族間の団結を破壊しようとした。
同様に、民族のためのキリスト教と自称するハ・モン教の後ろには、フルロ（中部
高原に暮らす少数民族のために、独立した政府を創設することを目的とする少数民族の
組織）があり、ヴァン・チュ教の裏の目的も、北部にあるモン族をベトナムの各民
族から離脱させることにある。
4.　新宗教の社会的影響について
　新宗教の社会的影響は複雑な問題である。ベトナムの新宗教の持つ裏の面はよく
注目される。実は日本とベトナムにも、宗教という肩書きを利用して他の目的のた
めに活動する組織や社会団体が結構な数で存在し、社会・政治・治安に対し悪影響
を及ぼす例も少なくなかった。オウム真理教が 1995 年に東京都内の地下鉄構内で
猛毒のサリンを散布した殺人事件は、日本の代表的な例である。そのほかにも、宗
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教活動を利用して詐欺を働いたり、不正な利益を得たり、脱税等の違法行為をした
例がある。ベトナムの事情はさらに複雑である。「信仰を売買する」目的で詐欺行
為に及ぶなど、利益を得ることを目的とする新宗教のほか、社会秩序を混乱させる
ことを目的とする新宗教もある。例としてはディエンビエン省のヴァン・チユ教が
挙げられ、彼らは政治的な目的のために、多数のモン民族の信者を惹きつけた。ダ
クラク省のハ・モン教が少数民族の住民に対して、世界滅亡の日が近づいているの
で、死後、天国へ行けるように、教会に行くことや農業生産をすることをやめて、
畑に行きお祈りをするように煽った事件や、21 世紀初頭に中部高原で発生したデ
ガ・プロテスタント教事件などがあった。それを機に、ベトナムが現在抱える新宗
教の複雑性が見えてきたのである。
　それにしても、日本の新宗教の研究を通じて、以下のことが理解できる。それは、
新興宗教団体が現実の社会の中で一部の国民の主観的な宗教ニーズに対応している
こと（宗教の悪用を除いて）、新宗教は団体活動を通じて過当競争による現代人のス
トレスをある程度解消させるのに役だっていること、多くの学者の言うように新宗
教は不運な人々に人生の糧を取り戻させるのにも役立つこと、などである。
　21 世紀。日本の新宗教ブームは一段落したようであるが、ベトナムの新宗教は
盛んになり始めた。新宗教自体はそもそも色々な側面を持つ複雑な現象であるが、
ベトナムの場合は政治的な要素・思想の影響を受けたため、より複雑になった。
1945 年から現在まで、日本とベトナムでは新宗教の誕生時期および誕生背景は異
なるが、新宗教の生まれた理由やその特徴、特に社会的影響には顕著な共通点が多
く見られる。日本の新宗教と比較して、ベトナムの新宗教ブームを研究し続けるこ
とは、価値ある経験をもたらすであろうと思っている。
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ベトナム人と日本人の「断り」方略
――文化的・社会的特徴
ゴ・フォン・ラン
はじめに
　「断り」という言語行為は諸言語における普遍的な行為である。他の言語行為と
同様、「断り」の言語行為はその国の言語的要素および社会的要素の影響を受けて
いる。「断り」の発話行為は、Brown & Levinson のポライトネス理論によると、
相手の要求や希望などとは対応しない発話行為であるため、相手の「フェイス」を
脅かす可能性が高い発話行為（Face Threatening Act: FTA）である。そのため、断
り手は断りの行為に及ぶ際、相手との社会的関係（親・疎関係）、相手の年齢、社会
的地位（上・下関係）、そのコミュニケーションの背景および内容などを慎重に考慮
しながら相手に嫌悪感や誤解を与えないように断りの行為を遂行する。
　日本語とベトナム語における「断り」の発話行為には類似点と相違点がある。類
似点については、日本とベトナムは東洋文化圏に属するため、東洋文化の特徴を持っ
ていることである。コミュニケーションの面では、ベトナム人と日本人は相手の
「フェイス」を侵害しないように、言葉や発言の内容、いわゆる言語のストラテジー
を慎重に選んでコミュニケーションを行うことが多い。具体的に、依頼を断る場合、
直接的な断りの表現だけで済ますことは少なく、間接的な断りの表現や意味が曖昧
な言葉、婉曲的な断り方などを適切に用いて相手との対人関係をうまく処理するこ
とが多い。
　しかし、日本とベトナムにはそれぞれ国の言語的特徴および社会的特徴があり、
断り方にも相違がある。ベトナム人は断るとき、「今日家で法事があるので、行け
ない」、「おなかが痛いから行くことはできない」など、個人的な理由を含めて理由
を詳しく説明すればするほど礼儀正しい断り方、あるいは丁寧な断り方だと見なさ
れている。それに対して、日本人は「それはちょっと……」、「その日はちょっと」
「都合が悪い……」、「用事がある……」など断りの理由をはっきり言わず、曖昧な
断りや中途半端な断り方をするのが多い。そのため、「断り」の行為は、日本人と
ベトナム人が異文化コミュニケーションを行う際、誤解や文化衝突を招き、コミュ
ニケーションの停滞を引き起こしやすい行為だと言ってもよいのである。
　本稿は談話完成テスト（DCT）の調査結果を分析し、ベトナム語母語話者の大学
生と日本語母語話者の大学生の依頼に対する断り方を明らかにするとともに、彼ら
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がこうした断り方を選んだ理由に影響を与えている文化的・社会的要素について、
解明を試みる。
1.　日本の大学生とベトナムの大学生の「断り」の方略
1.2.　調査の方法
　筆者は、茨城大学・専修大学・京都大学の三つの大学で日本の大学生の依頼に対
する「断り」の発話行為の調査を行った。調査対象者は大学 2 年生から 4 年生で、
九つのクラスからランダムに選ばれた、計 84 名（男性：29 名、女性：55 名、年齢：
19 歳～ 22 歳）である。
　ベトナムでは、国民経済大学およびハノイオープン大学の二つの大学で調査を
行った。調査対象者は大学 2 年生から 4 年生までの六つのクラスからランダムに選
び、年齢は 19 歳～ 22 歳で、計 30 名である。そのうち、男性は 5 名、女性は 25 名
である。
　調査方法は、DCT 調査（談話完成テスト／ discourse complete test）を行った。調
査対象者に設定場面が書かれた文章を読んで状況やその背景を想像してもらった上
で、彼らならどのように話すかを実際に話すように書いてもらい、依頼・断りの談
話を完成させてもらう。設定された場面は日常生活において遭遇しやすい場面であ
り、具体的に「﹁コンピュータのソフトを教えてもらう﹂友人（親しい友人と普通の
友人）の依頼を断る」、「﹁お金を貸してもらう﹂友人（親しい友人と普通の友人）の
依頼を断る」、「﹁資料を送ってもらう﹂上司（親しい上司と普通の上司）の依頼を断る」、
「﹁休日に大学に行って大学祭のために会場を飾りつけてもらう﹂先生（いつもお
世話になっている先生と普段挨拶を交わすくらいの先生）の依頼を断る」の四つの場
面である。また、Brown & Levinson（1987）のポライトネス理論に基づき、調査
場面に「社会的距離」（親・疎関係）、「社会的権力」（上・下関係）および実行負担
度の軽い・重い「依頼内容」を取り入れた。
　分析方法について述べると、調査結果は Beebe, Takahashi & Uliss-Weltz（1990）、
生駒・志村（1993）、藤原（2003）などの「意味公式」の分類を参考にして、日本の
大学生の依頼に対する断りの表現を分析した。
　四つの場面は次の通りである。
　想定場面が書かれた次の文章を読んで、状況やその背景を想像し、あなたならど
のように話すか、実際に話すように書いてください。
場面 1： 金曜日の午後 6 時になりました。あなたが帰ろうとしているところに、
A さんがやって来ました。A さんは、パソコンが得意なあなたに、あ
るソフトの使い方を明日教えてほしいと言いましたが、あなたは翌日
友人と会う約束があって、A さんの依頼を引き受けられない状況です。
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そのときあなたはどう言いますか？
――A さん：あのう、ちょっと、お願いがあるけど、いいですか。
――あなた：うん、何？
――A さん： 実はね、この間、新しいソフトを買ったんだけど、使い方わから
なくて困っています。悪いけど、明日教えてくれませんか。
――あなた : .................................................................................................................................................
――A さん：そうですか。分かりました。
1.　もし A さんが親しい友人なら、あなたはどう断りますか。
あなた : ............................................................................................................................................................
2.　 もし A さんが普段、挨拶ぐらいを交わす普通の知り合いなら、あなたはど
う断りますか。
あなた : ............................................................................................................................................................
場面 2： あなたが勉強しているところに、B さんがやってきました。B さんは
慌てて小さい声で「お金を貸してほしい」という話をしました。でも、
B さんが借りたいお金はあなたにとってかなりの金額だったため、あ
なたは貸したくありません。あるいは、貸すことができません。その
ときあなたはどう言いますか？
――B さん：あの、今、ちょっといいですか。
――あなた：どうしたのですか。
――B さん： うん、実は、今月のお金、家族の用で全部使っちゃって、明日、
部屋代と電気代を払わないといけないけど……。もし、できたら、
5、6 万円ぐらい貸してくれませんか。来月、すぐ返すから。
――あなた : .................................................................................................................................................
――B さん：分かりました。
1.　もし A さんが親しい友人なら、あなたはどう断りますか。
あなた : ............................................................................................................................................................
2.　 もし A さんが普段、挨拶ぐらいを交わす普通の知り合いなら、あなたはど
う断りますか。
あなた : ............................................................................................................................................................
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場面 3：午後3時です。あなたは今日中に終わらせなければいけない仕事があっ
て、夢中で作業しています。突然、上司のCさんが来て、あなたに資
料送付の依頼をしました。しかし、あなたはしなければいけないこと
がまだたくさんあり、その依頼にとても困っています。そのときあな
たはどう言いますか。
――上司C：○○さん、ちょっといいですか。
――あなた：はい。
――上司C：急いで送らなければいけない書類があるんだけど、今お願いでき
ますか。
――あなた :.................................................................................................................................................
――上司 C：分かった。
1.　もし Cさんがいつもお世話になっている親しい上司なら、あなたはどう断
りますか。
あなた :............................................................................................................................................................
2.　もし Cさんが普段に挨拶ぐらいを交わす普通の上司なら、あなたはどう断
りますか。
あなた :............................................................................................................................................................
場面 4：金曜日の夕方、あなたが帰ろうとしているところに、D先生が来ました。
来週の月曜日に学部の設立記念パーティーがあり、D先生はあなたに
明日（土曜日）か明後日（日曜日）に、会場の飾りつけなど、パーティー
の準備の手伝いに来てほしいと言いました。しかし、あなたは、休日
は本当に休みたいと感じています。そのときあなたはどう言います
か？
――D先生：まだ帰っていないのですか。
――あなた：ええ、もうすぐ帰りますが……
――D先生：あのう、悪いけど、明日来てほしいです。月曜日のパーティーの
ために、会場の飾りつけをやりましょう。
――あなた :.................................................................................................................................................
――D先生：だめだったら、日曜日でもいいし。
――あなた :.................................................................................................................................................
――D先生：うん、わかった。
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1.　 もし D 先生がいつもお世話になっている親しい先生なら、あなたはどう断
りますか。
あなた：（1） .................................................................................................................................................
D 先生：だめだったら、日曜日でもいいし。
あなた：（2） .................................................................................................................................................
2.　 もし D 先生が普段に挨拶ぐらい交わす普通の先生なら、あなたはどう断り
ますか。
あなた：（1） .................................................................................................................................................
先生：だめだったら、日曜日でもいいし。
あなた：（2） .................................................................................................................................................
1.2.　調査結果の分析
　本研究は Beebe & Takahashi（1990）、藤森（1994）、藤原（2003）の意味公式の
分類を採用し、発話内容の分析において DCT で得られた発話から意味公式を抽出
した。具体的には、日本の大学生が「依頼」を断るとき、次のようなのストラテジー
を用いたことを明らかにした。
1.2.1.　日本の大学生
――直接的断り
A. 　 否定的言葉：いや、だめです。無理かな。無理ですね。ちょっと……。いや、
悪いけど……
B.　 動詞の否定形：できない。できそうにありません。貸せません。時間が取
れない。行けそうにない。手が回らない。そっちも空いていない。私は力
になれないな……。引き受けられません……
――間接的断り
C.　 願望：手伝いたいけど。力になりたいけど。いつもお世話になっているので、
行きたいんですけど、無理です。行きたいのが山々なんですが……
D.　 言い訳、理由・弁明：私も金銭的余裕がないので貸せません。明日予定が
あるので……。日曜日は私用があるんですよね。明日は都合が悪いから、
ごめん。明日予定があるから。たまってる仕事があるのですぐに書類を送
ることができません。土曜も日曜も予定が入っているので無理ですね。す
みません。忙しくて手伝えません。所用があるので……
E.　 代案の提示：違う日であれば。別の日であればいいですが。親とかに相談
してみれば。別の日ならいいよ……
G.　 将来承知するという約束：他の日で都合がいい日があればその日でもいい
ゴ・フォン・ラン
228
かな？ 別の日なら予定あけるけど、いつなら大丈夫 ? 今度何かあったら
言ってください……
H.　 自分の観点を言う（主張する）：明日ゆっくりしたいんです。私は手が回ら
ないと思います。さすがにその額はちょっと貸せないかな。人にお金を貸
すのはしていないのですみません。お金の貸し借りはだめだと思うからダ
メ。
I.　 条件提示：時間をもらえれば後でやりますが。少しだったら貸せるんだけど。
一万円だけだったら貸すことができるけど……
J.　 相手の依頼の意図を止める：他の人で適当な人はいないんですか。できた
ら他の人に頼んで頂けるとありがたいです……
K.　 お勧めの提示：他の人に頼んで頂いた方が早いと思います。お金の管理は
ちゃんとしようよ！
L.　 他の依頼を提示：もう少し待っていただいてもよろしいですか。ちょっと
待ってください。予定確認します。他の方に頼んで頂けないでしょうか。
他の人はいないの？
M.　 断りの傾向を承諾：ちょっと時間が取れそうにないです。貸したいのは山々
なんだけど無理そう……。本当に役立たなくてごめんなさい。お役立たず
……
N.　 繰り返し：飾りつけですか？ 明日ですか？ 親とかに借りれないの？
O.　 非難：それにあまりお金を借りることは良くないよ。大切な友達をなくし
てしまうよ。お金のかしかりはだめだと思うから。そんなこと急に言われ
ても……困るんですけど……
P.　フィラー：まじか、んー……、え～嫌だよ～
Q.　 断るかどうか迷う：お前とはお金関係でいざこざになりたくないからあん
まり貸し借りはしたくない。それに額が額だよ。けどお前の力になりたい
から全部は無理だけど、少しなら考えるよ……。そうですね、うーん。
R.　 謝罪：大変申し訳ありませんが……。申し訳ないけど、ごめんなさい。ご
めん、けど。すみませんが。すいません……
1.2.2.　ベトナムの大学生
――直接的断り
A.　 否定的言葉：無理。私も無理だ。いや、だめだ。明日はだめ。今はだめ。
……しまったよ。
B.　 動詞の否定形：お前の力にならない。今回力になれない。明日は行けない。
先生、明日私は行けないですよ。日曜日も行けないです。今お金を持って
いない。今先輩のお手伝いできないです。
――間接的ストラテジー
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C.　 願望：手伝いたいけど、今他の仕事がまだあるから……
D.　 理由・説明：忙しいので。先輩分かってもらったらいいのに。今超忙しい
のよ。今私用があるの出かけないといけない。うちの母の仕事を手伝わな
いといけないから。お姉さんの結婚式に行かないといけないので、日曜日
は田舎へ帰らないと。私もお金ぎりぎりだ。勉強しに塾へ行かないといけ
ないですから。日曜日は泳ぎに行きますから。日曜日に手伝わないといけ
ない母の仕事があるので……。課長、今私は仕事がたくさん残っているの
で。明日急な用事があるから。このごろ勉強が大変で、週末に休みたいです。
俺も数ドンだけ持ってて、節約して使ってるよ。先生、試験の後で家族で
海水浴に行くから、手伝えないです。その日両方とも重要な仕事がある。
お金がない。母と一緒に田舎へ帰らないといけない。日曜日の夜まで田舎
です。K51 のクラスの送別会の準備で執行委員会の会議があるから、それ
を休めない。義理の姉の出産でそのお祝いの準備ですぐ家に帰らないとい
けないです。日曜日は祖父の法事があって、参加できないです。
E.　 代案の提示：他の人に頼んだらいいじゃん。そういう大きい額がないので、
数十万ドンなら貸せるけど。じゃ、先生を手伝える後輩に聞いてみます。
明後日なら時間があるけど。グーグルサーチしてみてよ（だめなら、夜帰っ
た時見てあげるよ）。今お金を持っていないけど、うちの両親に聞いてみる
ね。すいません、そんなお金はないよ、少しならいいけど。A さんに聞い
てみます。A さんは今週末暇なようです。
G.　 将来引き受ける約束：他の時ね。他の人に聞いてみて、あるいは他の日に
手伝ってあげるよ。他の日でいい？ 明日約束あるから、週末にね！
H.　 自分の観点を主張する：そのお金は重要なことに使わないといけないから、
ごめんね。元気になるように明日休みたいです。勉強のために健康［体］
を大切にするので、［週末に］休みたい。明日休むんですよ。日曜日は家で
休みたいです。このごろ疲れているから。またたくさんしないといけない
ことがあるから（先生の仕事を手伝えないです）。日曜日はリラックスに使
いたいです。フーフー、日曜日も休みたい……
I.　 依頼を引き受ける条件提示：必要なら、他の日にしましょう。課長、私は
まだ課長が与えた仕事があるから、今これをやったら、両方ともうまくで
きないのです。急がなければ、明日やります。少しなら貸してあげるけど、
そんな額ならやっぱだめよ。あったらすぐ貸してあげるよ、まあ、今ない
からしようがない……
J.　 相手の依頼の意図をやめさせようという試み：いや、他の時にしてよ。いや、
他の人に聞いてみてよ。自分で調べてみてよ。他のとき来るから、他の日
にせよ！ いやいや、もう約束あるから。
L.　 他の依頼を言って断る：他の人に聞いてもらえないの？ 他の人に聞いてく
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ださい！ 課長、他の人に聞いてくださいませんか？ 他の人に頼んでくだ
さいませんか。今忙しいから……、M さんに聞いてくださいよ、あいつも
このことが詳しいから。他の人に聞いてくださいませんか。他の人に聞い
てみてください。
M.　断りの傾向を承諾：私も人にお金を借りてるよ。ごめんね！
N.　 繰り返し：明日ですか？、100 ～ 200 万ドンはどこから取れると思う？ な
んでそんなにたくさんお金欲しいの？
O.　 批判：早く言ってくれればいいのに。昨日学費を出すのに、全部お金使っ
ちゃったよ。月末になると、みんなお金がないよ。あなたじゃないよ。先生、
この間週末休ませてくれると言ったのに……。課長、早く言ってくれれば
いいのに……
P.　 フィラー：まずい、日曜日忙しいのよ。俺も死にそうに貧乏だよ。先生、
とても疲れていますよ。死んだ！ 私も金ないよ。死んだ！ 今急用がある
から、他の人に聞いてみてくれる？ 死にそう！ 明日も用事あるのよ。
Q.　 断るかどうか迷う : どうしよう？ すぐ必要なの？ 私は 10 万ドンしか持っ
ていないよ。
R.　 謝罪：先生、申し訳ありません。他の人に聞いてくださいませんか。すい
ません、今用事があるんで……ごめんね！ 課長、すみませんが。まだ仕
事たくさんありますので……。ごめんね、今回力になれない……
S.　 残念な気持ち：残念（私もお金がないよ）。残念です。早く教えてくだされ
ばいいのに……。先生、残念ですが、他の人に聞いてみていただけませんか。
残念！ 明日用事がある。
T.　 相手の共感を呼びかける：課長、分かってくれよ、今忙しいです。先生、
ご理解いただきたいのですが……。いつも頼まれるとき、用事があるので、
分かってくれれば……。分かってくれよ！ わたしもお金がないのよ。先生、
分かってください。母と一緒に田舎へ帰らないといけないので……。先生、
家族の用事があるので、分かってくれれば……
U.　 許可をもらう：明日休ませてください。土日両方とも休みたいのですが、
いいですか。明日資料を送ってもいいですか。今課長が与えた仕事はまだ
終わっていないです。
V.　 冗談（乱暴なことば）：旦那さま、あたしゃお金持ちじゃないよ。お前をほっ
とくよ。そんなお金、ないよ。お前馬鹿じゃん！ 超忙しいよ！ 行けよ！ 
週末ですよ、先生！ 月曜日に先生の「オシン」（お手伝い）を務めます。
X.　 呼称：先生、明日来られないです。お前さま。お前。あなた。課長。課長、
課長、今仕事いっぱいなのよ！  先生……
Y.　 肯
こうてい
定的な答えを出したが、後で断る：はい、いいですよ。ただ、今用事が
あるので……。ええ、でも、そのソフトの使い方わからないよ。
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TH R S T U V X Y
JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV
1
T 26 23 0 6.6 0 6.6 0 0 0 16.6 0 6.6 0 0
S 35 26 0 3.3 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0
2
T 26 10 0 0 0 16.6 0 0 0 10 0 0 0 3.3
S 35 30 0 3.3 0 6.6 0 0 0 3.3 0 0 0 0
3
T 29 16.6 0 0 0 20 0 0 0 3.3 0 20 0 3.3
S 35 20 0 3.3 0 20 0 0 0 0 0 3.3 0 3.3
4
T 28.8 16.6 0 10 0 10 0 3.3 0 0 0 30 0 0
S 32 13.3 0 6.6 0 20 0 3.3 0 0 0 6.6 0 3.3
TH J K L M N O P Q
JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV
1
T 0 3.3 0 0 2.8 16.6 0.9 0 0 6.6 0 0 0 0 0 3.3
S 0 0 0 0 4.2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
2
T 0 3.3 2.6 0 1.3 13.3 0 0 2.6 3.3 1.3 10 3.9 3.3 0 6.6
S 0 3.3 0 0 2.8 13.3 0 0 1.4 0 2.8 6.6 0 3.3 0 0
3
T 1.1 3.3 1.1 0 9 30 3.4 0 4.5 0 0 0 0 6.6 1.1 0
S 0 0 0 11 26.6 1.2 0 0 0 1.2 3.3 0 0 1.2 0
4
T 0 3.3 0 0 2.7 6.6 0.9 0 2.7 0 0 3.3 0 3.3 0.9 0
S 0 3.3 0 0 0.9 6.6 0 0 0.9 0 0 0 0 6.6 0.9 0
 TH A B C D E G H I
JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV
1
T 11 16.6 9 10 0.9 0 27 90 11 10 4.6 33 0.9 0 6.4 0
S 12 3.3 5 6.6 1 3.3 32 100 3.2 10 1 23 1 0 3.2 0
2
T 7.9 6.6 9.2 36 5 3.3 25 66 1.3 13 0 0 5 0 7.9 3.3
S 12 3.3 20 23 0 0 24 66 0 0 0 0 1.4 0 0 0
3
T 1.1 6.6 7 13.3 1.1 3.3 32 100 0 10 4.5 10 0 0 4.5 3.3
S 4.9 0 13.4 15 0 0 32 76 0 3.3 0 0 0 0 0 0
4
T 10.8 0 10.8 15 1.8 0 33.3 100 0 3.3 0 3.3 5.4 16.6 1.8 0
S 12.5 0 17.8 6.6 0 0 33.9 100 0 3.3 0 0 0.9 6.6 0 0
表 1　 日本の大学生とベトナムの大学生の「依頼」に対する「断り」のストラテジーの使
用頻度比較（単位：％）
注：A ～ S は断り「意味公式」（断りのストラテジー）
　　TH は場面、T は「親」の社会的関係、S は「疎」の社会的関係
　　JJ は日本語母語話者の大学生、VV はベトナム語母語話者の大学生
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2.　日本人とベトナム人の断る発話行為における社会的・文化的特徴
　Brown & Levinson のポライトネス理論（1987）によると、各言語行為は「フェ
イスを脅かす（Face Threatening: Ft）」可能性がある。そして、Brown & Levinson
は下記のように「相手のフェイスを脅かす（Ft）度合い」、すなわち「フェイス侵
害度（Ft 度）」を見積もる「フェイス侵害度見積もりの公式」を出した。
　WX=PH,S + DS,H + Rx
　フェイス侵害度を具体的に数量化できるわけではないが、この相手の「フェイス
侵害度（WX）は、話し手（Speaker）と聞き手（Hearer）の「社会的距離（Social 
Distance）DS,H、聞き手（Hearer）の話し手（Speaker）に対する「力（Power）」PH,S
と、特定の文化におけるある行為（X）が「相手にかける負担度」の絶対的順位
（Absolute ranking of imposition）RX という三つの要因によって総合的に規定され
るという。そこで、Brown & Levinson は「ポライトネスストラテジーは、人間の
言語的コミュニケーションに発生した﹁フェイス侵害度﹂を軽減するために適用さ
れるストラテジーである」と捉えた。
　上記の三つの社会的・文化的要素は、ベトナム人と日本人の「断り方」（断りス
トラテジー）の選択に影響している要素であると考えられる。
2.1.　社会的距離（親・疎関係）
　「社会的距離」（親・疎関係）の変数は各場面に取り入れた。日本人学生とベトナ
ム人学生の調査対象者は親しい友人と普通の知り合いに対する依頼の「断り」をそ
れぞれ書くように要求された。第 1 と第 2 の場面は親しい友人と普通の友人の依頼
を断る。第 3 と第 4 の場面はお世話になっている上司（先生）と普通の上司（先生）
の依頼を断るという設定である。
　日本人大学生に対する調査の結果から、「コンピュータソフトを教えてもらう」
という依頼を断る、第 1 場面では下記の特徴が明らかになった。親しい友人に対し
ては「謝罪、弁明、約束、代案の提示」など、たくさんの間接的ストラテジーを同
時に使っているのがわかる。また「約束」や「代案の提示」の断りストラテジーは、
「疎」の関係より「親」の関係の方が使用頻度が高い（3.2％と 6.4％）。
　第 2 場面、「﹁お金を貸してもらう﹂という依頼を断る」の調査結果によると、直
接的断りが多いが、親しい関係と親しくない関係では差がある。親しい関係では、
直接的な断りの使用頻度は「否定の意味を持つ言葉」が 7.9％、「動詞の否定形」が
9.2％であるが、親しくない関係では、このパーセンテージが 12％と 20％に上がった。
日本人は「親しい関係」を重視するため、親しい友人の依頼を断る場合はいきなり
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直接「ノー」と言うのを避けている。ただ、親しくない人に対しては、「ノー」と
より簡単に言えるだろう。
　第 3 場面は「上司の﹁資料送付﹂という依頼を断る」場面である。第 4 場面は
「﹁休日学校に行って、会場の飾りつけを手伝ってもらう﹂という先生の依頼を断
る」場面である。第 3 と第 4 場面の調査結果は第 1 と第 2 場面と同じ要素がある。
具体的に言うと、親しい関係では間接的な断りのストラテジーが多く使われる。要
するに、社会的距離（親・疎関係）は日本人の断り表現の選択に重要な影響を与え
ており、特に親しい関係の人たちからの依頼を断る場合、言葉使いに気を配ってお
り慎重に断り表現を選んでいることが明らかになった。
　ベトナム人大学生に対する調査の結果から、ベトナム人は日本人と異なり、親し
い関係でも直接的断りを多く使うことがわかった。第 1 場面での直接的断り（「否
定的言葉」）の使用頻度は、親しい関係の場合 16.6％、親しくない関係の場合 3.3％
に過ぎない。また、「否定形動詞」の使用頻度は親しい関係で 10％、親しくない関
係で 6.6％である。第 2 場面も、直接的断りの「否定的言葉」は親しい関係で 6.6％、
親しくない関係で 3.3％である。そして、「否定形の動詞」も「親」の関係で 36％、「疎」
の関係では 23％に下がった。
　ただ、第 3 と 4 の場面は、「親・疎関係」とともに、社会的権力の「上・下関係」
の変数も取り入れられているので、上記の結果があまり見られない。つまり、ベト
ナム人の断り方には、社会的距離「親・疎関係」も影響を与えているが、社会的権
力「上・下関係」の方が影響力が強い、といえる。
2.2.　社会的権力（上・下関係）
　社会的権力「上・下関係」は、日本人とベトナム人学生の断り表現の選択にある
程度影響を与えている。この「上・下関係」の変数は「上司の依頼を断る」第 3 場
面と「先生の依頼を断る」第 4 場面に取り入れられた。
　日本人学生の調査結果によると、第 3 と第 4 の場面では、直接的断りが少なく、
間接的断りの方が圧倒的に多い。つまり、日本人は目上の人の依頼を断る際、断り
方をよく考慮していることがわかる。特に、「親しい」上司の依頼を断る際、否定
的言葉を使用する頻度は 1.1％に過ぎず、否定形動詞は 7％である。また、親しく
ない場合はこのパーセンテージが 4.9％と 13.8％となり、他の場面と比べてやや少
ない。また、「謝罪＋理由」で間接的に断ることが多く、第 3・4 場面の断り表現の
29％～ 35％を占めている。「他の依頼を提示する」という断り方も多く、「親しい」
関係で 9％、「親しくない」関係で 11％に上る。さらに、「約束」「条件」「繰り返し」
は「親しい関係」の場合、それぞれ 4.5％である。ただし、親しくない関係ではこ
のような表現は用いられない。このことから、断る側の責任感や謝る気持ちは「普
通」の関係より「親しい」関係の方でよく見られ、「社会的距離」の親・疎関係が
日本人の断りの方略に強く影響していることが明らかになった。要するに、日本人
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にとって社会的権力「上・下関係」は社会的距離「親・疎関係」ほど強い影響力を
持っていない（断りの表現があまり変わらないことからわかる）が、日本人の断り方
にある程度の影響を与えている（権力要素がない場合に比べて直接的な断りの使用頻
度が少ない）。
　ベトナム人学生の調査結果によると、社会的権力「上・下関係」はベトナム人の
断り方に大きな影響を与えている。具体的に、第 3 と第 4 の場面では、直接的断り
の使用頻度が「権力要素」がない第 1 と第 2 場面に比べて低くなり、「だめ」「無理」
「いや」「難しい」「困る」など否定的言葉の使用頻度が親しい上司に対しては 0％、
親しくない上司に対しても 6％に過ぎない。特に、以上の否定的言葉の使用頻度は、
先生に対する場合、親・疎関係いずれも 0％である。また、「手伝えない」「力にな
れない」「来られない」など、否定的動詞は 6.6％～ 13％に過ぎず、「権力要素」が
ない第 1 と第 2 場面に比べて非常に少ない（第 1 と第 2 場面は 10％～ 36％）。一方で、
「謝罪」「思いやり」「呼称」などの文頭・文末で使われる言い回しや間接的な断り
表現は、聞き手（断られる側）の「ファイス侵害度」を軽減するために多く使われる。
「謝罪」の使用頻度は、親しい上司に対しては 16.6％、親しくない上司に対しては
20％である（第 3 場面）。また、この「謝罪」という断りの方略は、親しい先生に
対しては 16.6％、親しくない先生に対しては 13.3％である（第 4 場面）。ベトナム人
では、「理解していただく」という思いやりの表現の使用頻度も高く、各場面いず
れにおいても 20％である。「呼称」の使用頻度は 3.3％から 20％で、親しい関係の
人に対してしか用いられない。また、「呼称」は目上の人によく使われ、「断り」の
負担度を軽減する断りの一つの方略でもある。最後に「言い訳・理由弁明」の断り
方が一番使用頻度が高く、すべての断りのほぼ 100％を占めている（第 1 表、D の「意
味公式」を参照）。
2.3.　実行負担が軽い・重い依頼を断る場合
　第 1 場面は「コンピューターソフトを教えてもらう依頼」を断る場面であり、依
頼の案件は簡単で、また依頼される人もコンピューターに詳しいので、実行負担が
軽い依頼内容であるといえる。ただ、実行負担が軽い依頼内容であるため、逆にこ
の依頼を断りにくいともいえる。
　日本人学生の調査結果によると、「断りにくい」場面では、直接的断りよりも間
接的断りの方がよく使われる。間接的断りの中では「謝罪＋弁明」が一番よく使わ
れ、親しい関係での使用頻度は 26％、親しくない関係での使用頻度は 35％である。
次に「謝罪」26％、「代案」11％（なお親しくない場合 3.3％しかない）、「将来引き受
ける約束」4.6％、「他の依頼を言って断る」2.8％と続く。また、依頼を引き受けた
い気持ちを表す「願望」と「断りの傾向を承諾」という断り方の使用頻度は低く、
いずれも 0.9％である。
　ベトナム人学生の調査結果では、第 1 場面は日本人学生と同じように直接的断り
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が他の場面より低く、10％程度を占めている。また、直接的断りよりも間接的断り
の方がよく使われ、一番使用頻度が高いのは「言い訳・理由」で、90％（親しい場合）
～ 100％（親しくない場合）である。次に「謝罪」である。親しい関係では 23％、
親しくない関係では 26％である。また、「謝罪」の言い換えである「ご了承ください。
ご理解ください」など「相手の共感を呼びかける」意味公式も使用頻度が高く、親
しい関係で 6.6％、親しくない関係では 20％に上った。続く「代案」は「親・疎関係」
ともに 10％であり、「将来引き受ける約束」は親しい関係で 33％、親しくない関係
で 23％である。他に、「他の依頼を言って断る」という断り方は 16.6％（親しい関係）
と 13.3％（親しくない関係）である。なお、日本人学生に見られない「冗談、乱暴
な言葉」の使用頻度はベトナム人学生でやや高く、親しい関係で 16％、親しくな
い関係で 0％である。
　第 2 場面は「お金を貸してもらう依頼を断る」場合である。あまりないことで、
実行負担が重い依頼であるため、断る者にとって断りやすいともいえる場面である。
日本人学生について見てみると、親しい友達から依頼を受けた場合、直接的な断り
表現の使用頻度がやや高く 9.2％であるが、親しくない友達から依頼を受けた場合
この頻度はさらに多く、20％に上る。
　同じ場面のベトナム人学生について見ると、直接的な断りが非常に多く、36％に
上る。また、間接的な断り方である「言い訳・理由弁明」や「謝罪」などは他の場
面と比べてやや少なくなり、ベトナム人学生は 66％、日本人学生は 26％である。「お
金を貸す」ことはあまりないことであるため、必ず理由を言って断る、あるいは謝
罪を言う必要がないからであろう。間接的な断りの中で、様々な表現が使われ、特
別な表現も見られる。たとえば、「批判」3.3％（日本人学生：「それにあまりお金を借
りることはよくないよ」。ベトナム人学生：「早く言ってくれればいいのに」……）、「フィ
ラー」3.9％（日本人学生：「まじか、んー、え、嫌いだ」。ベトナム人学生：死にそう！
俺も死にそうに貧乏だよ）……）、「繰り返し」3.3％（日本人学生：親とかに借りられな
いの ? ベトナム人学生：どこから 100 ～ 120 万ドンを取れると思うの？）、「自分の観点
を言う」5％（お金に貸し借りはだめだと思うからダメ）、「冗談」3.3％～ 10％（ベト
ナム人学生だけ用いる：「金持ちだと思っているの？ 馬鹿じゃない？ 月曜日に先生の「オ
シン」〔お手伝い〕に勤めますよ」……）などである。
　第 3 と第 4 場面は「社会的権力」の要素を取り入れた。第 3 場面は「﹁書類を送
る﹂という上司の依頼を断る」場面で、第 4 場面は「﹁休日に大学に行って会場の
飾りつけを手伝ってもらう﹂という先生の依頼を断る」場面である。調査結果によ
ると、日本人学生とベトナム人学生、ともに直接的断りよりも間接的断りの方が圧
倒的に多く用いられる。特に、第 4 場面の「会場の飾りつけ」という仕事は当然す
べきことではなく、休日にお願いすることなので断る理由が多い。ベトナム人学生
では「理由・弁明」の使用頻度が 100％であり、日本人学生では 35％となっている。
なお、両者が提示した言い訳・理由の内容は大きく異なっており、その具体的な分
ゴ・フォン・ラン
236
析は次の項（2.4）で述べる。
2.4.　コミュニケーション文化の特徴
　ベトナム語にはコミュニケーションルールについてのことわざが多く、なかでも
「話す言葉はお金で買うものではないから相手に満足させる言葉を選んで話してく
ださい」や「話す前に 7 回舌を曲げてください」などが代表的である。今回の調査
結果から、ベトナム人学生は断るとき、多くの断りのストラテジーを同時に使うこ
とがわかる。たとえば、【呼称＋謝罪＋弁明＋代案の提示＋共感の呼び】、【弁明＋
約束＋謝罪】、【共感の呼び＋直接断り（否定的言葉）＋弁明＋謝罪】、【弁明＋約束
＋共感の呼び】などの意味公式が挙げられる。長々と詳細に理由を説明して断るの
がベトナム人の特徴である。
　同じ東洋文化圏にある日本人は、ベトナム人と同様、断るとき、断られる人の「フェ
イスの侵害度」を軽減するために、直接的な断り方よりも間接的な断り方をよく用
いている。また、「謝罪」は「フェイス侵害度」を軽減するポライトネス・ストラ
テジーとして多く使われている。ベトナム人が長々と詳しく理由を説明するのに対
し、日本人は中途半端な断り方が多い。つまり、「今日はちょっと」、「それはちょっ
と」、「無理かな」など中途半端な言い回しで相手に「断り」という空気を察しても
らうのが普通である。さらに、「理由・弁明」のストラテジーも多く使われる。
　日本人とベトナム人の「理由・弁明」の内容は異なる点がある。ベトナム人は理
由を述べるとき、「日曜日に母と田舎へ帰る」、「親戚の結婚式に行かなければなら
ない」、「姉が出産したから早く家へ帰らないといけない」、「私もお金がない。10
万ドンしか持っておらず、月末までの生活費のために節約して使わないといけな
い」など、家族・親戚に関連する個人的な理由が多く、断りの理由のうち 80％を
占めている。つまり、理由を詳しく説明すればするほど、礼儀正しい丁寧な断り方
だとベトナム人が見なしている。
　日本人はベトナム人と違って、個人的な理由では納得しにくい。日本人が提示し
た理由にきちんと説明したものはなく、「予定が入っていて……」、「その日は用事
があって……」、「その日は都合が悪くて……」など、「嘘」の理由 
1
、つまり断るた
めの単なる言い訳を述べることが多い。また、「それはちょっと」や「今日はちょっ
と」など、長々と理由を言わない中途半端な断り方は日本人にとってはっきりした
断りの「信号」だとされている。
　以上に述べたように、ベトナム人と日本人では断り方に相違点がある。このよう
1　 森山（1992）は日本人の断り方略を四つの類型にまとめた。それらは、「嫌型」（やりたくな
い） 、「嘘型」（都合がつかない） 、「延期型」（考えておくと言ってその場をごまかす）、「ごま
かし型」（笑ってごまかす）である。参考文献 10 の藤原智恵美（2003） 、31 頁。
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な相違点は、ベトナム人と日本人の異文化コミュニケーションの中で誤解を招き、
両者のコミュニケーションを停滞させる可能性もある。この問題に関しては、確か
にベトナムと日本の民俗文化や心理的な特徴などを深く考察する研究が必要になる。
結論
　「断り」の行為は、日本人とベトナム人が異文化コミュニケーションを行う際、
誤解や文化衝突を招き、コミュニケーションの停滞を引き起こしやすいとの問題意
識に基づき、本稿では、日本人とベトナム人の文化的・社会的要素の背景を明らか
にすることを目指して、日本の大学生とベトナムの大学生の依頼に対する断りの方
略（表現、意味公式）を明らかにした。
　調査の結果、以下の点がわかった。①一番使用頻度が高い断りの表現は「謝罪」
と「理由の説明」であるが、日本人は嘘の理由、つまり断るための単なる言い訳を
述べる場合が多いのに対し、ベトナム人は詳細に理由を説明すること、そしてその
理由は「家族・親戚」に関するものが多いこと。②日本人が断りの表現を選ぶとき、
社会的距離（親疎関係）の要素が強く影響しているが、社会的権力（上下関係）の
要素もある程度影響していること。他方、ベトナム人が断りの表現を選ぶときは、
社会的権力（上下関係）の方が重要であること。③実行負担が重い依頼を断る場合、
つまり気軽に断れる場合は直接的断りが多いものの、いきなり「だめです」、「でき
ません」と切り出すのではなく、まず「理由」を述べ謝罪を述べるパターンが多い、
ということがベトナム語と日本語の両言語で見られる。
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日・越における民間信仰と外来宗教の混合について
リュウ・ツイ・トウ・トウイ
1.　日本の民間信仰と外来宗教の混合について
　日本でも仏教など外国からもたらされた宗教が共存しているが、これはベトナム
の宗教状況と非常に似ている。この点でも日本とベトナムを比較することに興味が
湧く。これまで日本人が接した宗教は、道教・儒教・仏教・キリスト教などである
が、仏教伝来以前の日本の宗教はどのようなものであったのだろうか。アイヌの信
仰、『日本書紀』の記録をもとに縄文人・弥生人などの古代人の信仰を推理してみ
たいと思う。
日本への仏教の導入
　538 年に『日本書紀』によると 552 年、『元興寺縁起』などでは 538 年、百済の聖明
王の使いで訪れた使者が欽明天皇に金銅の釈迦如来像や経典・仏具などを献上した
ことが仏教伝来の始まりとされる。その後、推古天皇の時代に「仏教興隆の詔（み
ことのり）」が出され、各地で寺院建設も始まった。命ある者がこの世で受ける恩
の中で最も大切な親の恩に対して感謝を捧げ、冥福を祈るために仏像を身近に置き
たいと考えた。ここに仏教信仰が始動する1
1
。なぜ、仏教は日本に定着したのであろ
うか？1日本の宗教を研究する学者たちによると、仏教が日本に定着し、日本人の
文化や精神世界に深く入り込んだのは、6世紀、聖徳太子の力によるところが大き
いとされている。最初に仏教に興味を示し、これを受け入れたのは蘇我氏だった。
日本にどのように仏教が伝わったかを考える際、百済の聖明王が政策として機を見
て使者を遣わしたとも、もとより早くから国外に目を向け、深いつながりのあった
百済系氏族から中国や朝鮮半島情勢について情報を入手していた蘇我氏の要請を受
けて送られてきたとも考えられる1
2
。いつ仏教が伝わったのかという議論については、
当時は百済から多くの渡来人が日本に来ており、渡来人たちが仏像や経文など仏教
に関わるものを個人的に持ち込んだと考えるのが自然だろう。それゆえ、いつ伝来
したのかを特定することはできないというのが正しいのかもしれない。したがって、
「仏教伝来」＝「仏教公伝」という言葉を使い、仏像や教論などが朝廷に献上され
1　末木文美士『日本仏教史――思想史としてのアプローチ』新潮社、1996 年。
2　同上。
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た時を日本に正式に仏教が伝来した年と解釈したい。
　鎌倉時代初期まで日本の仏教は八宗、すなわち三論・成実・倶舎・法相・華厳・
律の南都六宗と、天台宗・真言宗であったと考えられている。しかし、鎌倉時代に
は、定着した仏教文化を背景に、法然が浄土宗、親鸞が浄土真宗、日蓮が日蓮宗を
創始するなど、日本人による独自の仏教が創唱された。また、この時代には入宋し
た栄西と道元により、臨済宗と曹洞宗が伝えられた。そして、戦前、宗教団体法が
できる前に公認された仏教宗派は 13 宗 56 派であった。それほどまでに日本に仏教
が広く浸透しているということである。平成 21 年の文部科学省の文化庁の調査結
果によると、日本では約 9600 万人が仏教徒である。全世界の仏教徒が 3億数千万
人程度とされていることを考慮すると、やはり一大仏教国であるといえる。寺院は
約 7万 5000、仏像は 30 万体以上あるといわれ、他の仏教国と比べても桁違いに多
い1
3
。この調査の結果によると、現在日本の仏教徒の大半はいわゆる鎌倉仏教の門徒
である。浄土宗系の宗派と日蓮宗系の宗派が特に大多数を占めており、大乗仏教が
特に多いといえる。古代より、様々な宗派の仏教が日本に伝来したが、その中から
さらに多種多様な宗派が生まれ、そのほとんどが現在まで継承されているといえる。
こうして日本の宗教の多神教的な側面が明確になっていく。仏教が日本に伝来した
時、原初的な仏教はまだ根付いておらず、土着の宗教と混合して日本の仏教になっ
ていった。したがって、日本の仏教信徒の中には、神道も信じる人も存在する。こ
れは外国と比べると珍しいことである。日本人の精神的な生活と文化に対して、仏
教は大変大きな影響を及ぼした。
中国から導入した道教について
　道教は、日本の主要な宗教ではないが、日本人の日常生活に大きな影響を及ぼし
た宗教である。753 年、日本の遣唐使が、玄宗皇帝に中国の僧・鑑真の日本入りを
願い出たところ、玄宗皇帝は道教の道士と一緒ならという条件で許可した。遣唐使
はこの返事を朝廷に持ち帰ったが、日本の朝廷は「異国の皇帝の系列である宗教を
日本にいれることはならない」という判断を下したため、鑑真は禁を犯して密航す
る羽目に陥った。道教は正式に日本に入ることはなかったが、遣唐使などを通じて
わずかに伝えられたのである1
4
。日本には、邪馬台国の時代に鬼道という名前で道教
呪術が取り入れられていたといわれる。そして、陰陽道の呪術や神仙道に受け継が
れたり、山岳信仰に結びついたりした。日本道教の流れを二つに分けるとすれば、
占星術・方位・反閇・祓い・人形などの具体的呪法を道教から受け継いだのが陰陽
3　1『宗教年鑑1平成21年版』7頁より引用。http: / /www.bunka.go. jp/shukyouhoujin/nenkan/pdf/
h21nenkan.pdf（2013 年 8 月 2 日最終アクセス）。
4　1福永光司・千田稔・高橋徹『日本の道教遺跡を歩く――陰陽道・修験道のルーツもここにあっ
た』朝日新聞社、2003 年、289 頁。
日・越における民間信仰と外来宗教の混合について
241
道であり、道教の神通力開発法を中心に受け継いだのが神仙道だといわれる1
5
。
　仏教と比較すると、道教が日本人の日常生活にかなりの影響を及ぼしていること
が明確にわかる。道教は単独の宗教としては少数派となってしまったが、その思想
は宗教や習慣に影響を及ぼしている。一方、道教には、迷信的な儀式や作法も多く、
このうちのいくつかは、今でも地方の民間行事として残っている。これは、現代日
本人の精神的な生活に道教が及ぼす影響の一つの表れである。
　道教の専門家によると、道教では、剣・鏡・壷が重要かつ神聖な宗教道具で、冠
婚葬祭や国家・家庭の平安、民族・家族の繁栄などを祈るときに使われたという。
九州の古墳から 3世紀の剣が出土することや近畿の古墳から 4世紀の鏡が多く出土
していることを考えると、同時代に、九州から近畿まで道教の教えが普及していた
ようである1
6
。また、最近の研究で、前方後円墳は壷を寝かせた際の形を古墳にした
ものであるとの報告もあるが、これが事実だとすれば、ますます、道教が日本中に
広がっていたことになる。これらを通して道教が日本人の生活に浸透し、影響を及
ぼしていったことが想像される。
日本の儒教について
　神道・仏教とともに、儒教は日本の三大宗教の一つである。儒教の思想は 4～ 5
世紀頃、中国から朝鮮半島を経由して日本に伝えられた。日本に最初に漢字が入っ
て来たのと同じ時期であるといわれている。歴史的に見て、日本に儒教が伝来し導
入されていく過程には、様々な浮き沈みがあった。伝来した後、大きな発展をとげ
た時期もあれば、そうでない時期もあった。日本は様々な国の影響を受けているが、
日本人の精神に最も大きな影響を及ぼしたのは、支那大陸1
7
から伝わった文化・思想
であり、とりわけ儒教の影響が大きかった。その影響は現代に至るまで続いている。
　儒教思想において、孔子が最も重要と考えたのは「仁」である。人を愛すること
である「仁」を最高の徳とし、学んで知を得ることによって徳を積めば仁に至ると
いう。そして、行動の規範として「礼」を重んじる。さらに、親に孝行し、年長者
に素直に従うことである「孝悌」の実践が大切であるとされている。また、孟子は
人を愛する心で正しい行いをするという「仁義」を説いている。そして、孝悌に基
づく「五倫」を説いたのであった。「五倫」とは、父子の親、君臣の義、夫婦の別、
長幼の序、朋友の信であり、これによって社会秩序が保たれるとした1
8
。この思想が
各国に伝来した後、そのままの形で守られたかを確認することは難しいと思う。ベ
5　道教、http://heianjiten.fc2web.com/doukyou.htm（2013 年 8 月 6 日最終アクセス）。
6　松田智弘『古代日本の道教受容と仙人』岩田書院、1991 年、496 頁。
7　1ユーラシア大陸東部の広い陸地（亜大陸）である中国大陸の別名。日本では第二次世界大戦
前までこの名称を使用していたが、「支那」という用語を避け「中国」という用語が奨励され
たために、現在ではこの名称をあまり使用しなくなった。
8　孔健『孔子の人間学・人生を切り拓く 7つの思想とは』PHP研究所、1991 年。
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トナムと日本と韓国という三つの国は儒教思想の影響を強く受けた。この思想は古
代から現代にかけて、各国の政治思想・教育・文化・道徳などの分野にも影響を及
ぼした。したがって、儒教思想が日本人の精神に染み込んでいるのは当然のことと
いえる。
日本のキリスト教について
　あくまでも仮説であるが、日本に初めてキリスト教が伝えられたのは 5世紀頃、
秦河勝などによるという研究がある1
9
。ただし、歴史的証拠や文書による記録が少な
く、はっきりしない点も多い。したがって、歴史的・学問的な証拠が明確にあり、
教科書などでキリスト教が日本に最初に伝来したとされるのは 1549 年、カトリッ
ク教会の修道会であるイエズス会のフランシスコ・ザビエルによってだった。当時
は戦国時代だったが、その 50 年間に、信者は 45 万人に達したといわれている。し
かし、やがて国の統一が進むと禁教令が出され、鎖国の時代に入ると多くの信者が
殉教した1
10
。
　明治維新が起こると、欧米列強と不平等条約を結ばされ、諸国と対等になろうと
必死だった明治政府は、政治・経済・法律・軍事など、あらゆる分野での改革を断
行した。その中には、キリスト教の布教許可（明治 6年＝ 1873 年）も含まれており、
完全ではなかったものの信教の自由が法的にも保障された。19 世紀のうちに、カ
トリック教会・プロテスタント諸教派・正教会など、伝統的なキリスト教会のほと
んどが日本に伝道して教会を建てた。しかし、1890 年以後、日本は天皇を神聖な
元首とし、富国強兵を目指して思想・教育をも統一管理する方向で突き進んだ。そ
して、第二次世界大戦においては、教会も戦争協力を強いられたのだ1
11
。戦後の日本
では、ほぼ完全な形で法的に信教の自由が認められ、制限のないキリスト教布教が
開始された。このように、日本の外来宗教の中ではキリスト教が一番後に伝来した
宗教である。
　現在の日本のキリスト教には、伝統的で典礼や儀式を重んじるカトリック、明治
以来のプロテスタント、新しくアメリカから渡ってきたペンテコステ系の聖霊運動、
ドイツ神学を主流にしたキリスト教学がある。個人名を挙げるならば、伝統的なカ
トリックを代表する人物として、マザー・テレサがいる。日本の文化に対してキリ
スト教は様々な影響を与えている。文化庁の『宗教年鑑』では、信者数は総人口の
9　1日本キリスト教歴史大事典編集委員会『日本キリスト教歴史大事典』教文館、1988 年。1「景
教」の項目。広隆寺がなんらかの役割を担っていた、といった記述もある。複数の文献が掲
載されている。　
10　1日本のキリスト教の歴史、http://www.calvin.org/nagano/rekisi.htm（2013 年 8 月 15 日最終アク
セス）。
11　1日本とキリスト教との出合い、http://www1.ocn.ne.jp/~koinonia/koen/chap7.h（2013 年 8 月 15
日最終アクセス）。
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1％となっている1
12
。この信者数を他宗教の信者数を比較すると、日本のキリスト教
の役割と立場がはっきり見えてくる。日本では、キリスト教は 4番目に信者数が多
い。日本がキリスト教から受けた影響はどのようなものであろうか？1井上章一氏
はその著書で1
13
、日本のキリスト教は外来宗教としながらも、土着の信仰と混じりあ
うことで日本独自のスタイルが形成されたと指摘する。このようにして日本のキリ
スト教が正式に認められるようになっていったのである。
　このような日本において、キリスト教伝来の辿った道は平坦ではなく、滝を登り
峠を越えなければならないほど困難なものであった。この点において、日本へのキ
リスト教伝来とベトナムへのキリスト教伝来には共通点が多く見られる。日本の外
来宗教の混合は、仏教・道教・儒教・キリスト教など、どの宗教においても共通し
て見られる。その点で日本の宗教は、一神教的信仰には見えず、多神教的であり調
和的だと思われる。
2.　ベトナムの民間信仰と外来宗教の合併について
　ベトナムは、インド文明と中国文明の影響を受けて活気と多様性に満ちた宗教を
持っている。複数の神を崇拝する信仰があり、多くの宗教大学が存在する。多くの
宗教の共存により新しい混合が生まれ、また、安定的にローカライズされたものも
ある。
　仏教はベトナム最大の宗教であるが、日本と同様に仏教徒の定義が難しいため、
仏教徒の割合を正確に示すことができない。しかし、ベトナム人のおよそ 8割以上
が広い意味での仏教徒であるとはいえる1
14
。ベトナムの仏教はほとんどが大乗仏教で
ある。それは、ベトナムが中国領の一部であった時代（前 179 ～後 938 年）に、中
国から大乗仏教が入り定着したためである。タイ・ミャンマー・カンボジア・ラオ
スなど東南アジアの他の仏教国が、南方上座部仏教（小乗仏教）であるのと対照的
である。これは東南アジアの国とベトナムの仏教導入経緯が異なっているためで、
仏教がベトナムに導入された時、もともとのインド仏教から様々な変化が見られた。
ベトナムの仏教徒の多くは、仏教徒でありながら民間信仰を崇拝している。この点
は、イスラム教やカトリック、キリスト教とは異なっている。ベトナム宗教の持つ
穏便で調和的特性はベトナムに起源があるといえる。
　儒教・道教とともに、仏教はベトナムの伝統的三大宗教の一つである。このうち
儒教と道教は著しく廃れているうえに、教団としての組織力がほとんどない。仏教
12　1文 化庁編『宗教年鑑1 平成 21 年度版』2012 年 2 月 3 日閲覧。http://www.bunka.go.jp/
shukyouhoujin/nenkan/pdf/h21nenkan.pdf（2013 年 8 月 18 日最終アクセス）。
13　井上章一『キリスト教と日本人』講談社現代新書、2001 年。
14　この統計の数はベトナムの宗教院による 2009 年の宗教調査結果である。
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のみが社会的勢力をかろうじて保っている。この現象は、14～15世紀に三教共同（儒
教・道教・仏教）と呼ばれた。
　ベトナム仏教の特徴の一つは、ベトナムの仏教に道教の要素が混じり込んでいる
ことである。道教の最高神である玉皇や、中国の三国時代（220 ～ 280 年）の歴史
的人物で『三国志』にも登場する関羽の像が仏寺に祀られている。道教の神様の像
が仏寺に祀られているのに驚かれるかもしれないが、ベトナムではありふれた現象
である。
　道教は、中国の老子（前 6世紀頃）と荘子（前 4世紀頃）の思想に、様々な民間信
仰が混じり合って成立した宗教である。ベトナムに道教が入ってきたのは、中国に
統治されていた時代（前 179 年～後 938 年）のことであるが、10 世紀の終わり頃か
らベトナムでも道教の発展が見られるようになり、やがて仏教・儒教とともに、伝
統的三大宗教を構成するようになった1
15
。
　道教寺院は「道観」と呼ぶのが普通であるが、代表的な道観としては、ホーチミ
ン市第 1区マイティリュー通りにある玉皇殿や、ハノイの西湖岸にある鎮武観など
が挙げられる。また華人文化が根付いているホーチミン市では、道教に関連した施
設が多数あり、特にチョロン地区へ行けば容易に見つけることができる。
　道教の特徴は、風水・吉日凶日・方角などの占いやまじないといった民間信仰と
の結びつきが強いことである。道教と一体化した様々な民間信仰を、道教とそうで
ないものに分別することは難しい。道教には組織化された教団としての力はないが、
民間信仰を道教の一部と見なすならば、道教はベトナムの日常生活のかなり深くに
根を張っていると言える1
16
。
　キリスト教とカトリックについて見ると、ベトナムの総人口の 1割強がキリスト
教徒である。そのほとんどがカトリックであり、カトリック信徒は総人口の約
10％を占めている。プロテスタント信者1
17
は総人口の 1％弱と少数派である1
18
。
　アジアでカトリックの比率が最も高い国はフィリピンで、総人口の 8割以上がカ
トリック信徒である。1位と 2位の差はきわめて大きいが、ベトナムはフィリピン
に次ぐアジア第 2のカトリック国である1
19
。
15　1Trung tâm Khoa học Xa hoi va Nhan van Quoc gia, Viện Nghiên cứu Tôn giáo.1Về tôn giáo tín 
ngưỡng Việt Nam hiện nay. Nxb Khoa học xã hội. H., 1996.
16　1Doan Chinh and Nguyen Sinh Ke. Ve qua trinh Nho giao du nhap vao Viet Nam – Tu dau cong nguyen 
den the ki XIX. Tap chi Triet hoc. Vien Triet hoc. So 9. 2004, pp. 57–68.
17　1プロテスタントとは宗教改革運動を始めとして、カトリック教会、また西方教会から分離し、
特に広義の福音主義を理念とするキリスト教諸派の総称である。
18　1ドー・ワウアン・フン『ベトナムのキリストの歴史について』総合大学出版社、1991 年に
よると、現在カトリックの信徒数人はほとんど変わってない。これは 2009 年の人口調査の
結果である。人口調査の中で宗教の率も含む。
19　1ベトナム通信情報学会特別編集『宗教と現代生活』、2002 年。注目は 1997 年から 2001 年まで、
H、291 頁。
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　ベトナム人にとってキリスト教は、遅れて導入された宗教であるが、信徒は続々
と増加している。ベトナムでカトリックが優勢なのは、この国が 19 世紀後半から
20 世紀前半にかけて、カトリック国フランスの植民地であったことに主な要因が
ある。
　しかし、キリスト教がベトナムに初めて伝えられたのは 1533 年で、スペインの
宣教師によってであった。19 世紀後半、ベトナムを植民地にしたフランスは、ベ
トナム各地に多くの教会を建て、カトリックはそれを地盤に大いに勢力を拡大した。
　これに対してプロテスタントは、1911 年になってようやくベトナムでの布教を
始めた。その中心になったのはアメリカの教団で、特にベトナム戦争の時にアメリ
カとの接触が多かった旧南ベトナム地域で信者を増やした。ベトナムのキリスト教
信者には、本式のキリスト教のルールを守る人もいるが、キリスト教の信徒であり
ながらベトナムの祖先を崇拝する人もいる。これは多神教の特徴の一つである。
　イスラム教は、ベトナム語では「ホイザオ（Hoi giao）」または「ダオホイ（Dao 
Hoi）」という。ホイは漢字で「回」、ザオは「教」なので、日本語でのイスラム教
の古い呼び方「回教」とまったく同じである。ダオは「道」、転じて「教え」の意
味となる。ベトナムには約 4万 5000 人のイスラム信者（ムスリム）がおり、およ
そ 70 カ所にイスラム寺院（モスク）がある。ベトナムのムスリムには民族的な偏
りがあり、チャム族・クメール族の一部のほか、インド系などの少数派の住民にほ
ぼ限られている1
20
。
　現在のベトナム中部には、192 年から 1697 年までの 1500 年にわたるチャム族に
よるチャンパ王国があった。チャンパはヒンドゥー文化を受容したが、かなり早い
時期から海上交易を通じてイスラムにも接する機会があった（チャンパの衰亡期に
あたる 15 ～ 17 世紀には、チャム族の中にかなりのイスラム信者がいたとされる。現在
ベトナム中部に住むチャム族のイスラム信者は 2万 5000 人ほどであるが、信仰内容は祖
先崇拝などと混じり合っており、かなり現地化している1
21
）。
　ベトナムにおけるイスラム教の流れは国際共同体的である。一つの大きな流れは、
アンザン省などメコンデルタに住むクメール系住民の一部で、18 世紀から 19 世紀
にかけてマレー方面からの影響を受けてイスラム教を信仰するようになった。約 2
万人の信者がいるとされる。またメコンデルタには、チャンパの滅亡とともに逃げ
てきたとされるチャム族の末裔がおり、その中にイスラム信者が含まれる。これら
メコンデルタのイスラム教は、中部のチャム族のイスラム教と比べると、あまり現
地化が進んでおらず比較的イスラムの原型をとどめている。
20　 Tran Thi Minh Thu. Khai quat ve Hoi giao va Hoi giao o Viet Nam1 tren dia chi: http://btgcp.gov.vn/
Plus.aspx/vi/News/38/0/162/0/954/KHAT_QUAT_VE_HOI_GIAO_VA_HOI_GIAO_O_VIET_NAM
（2013 年 8 月 25 日最終アクセス）。
21　注 19 と同。
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　インドネシアやマレーシアのムスリムが、世界的なイスラムコミュニティとのつ
ながりを維持しているのに対して、ベトナムのイスラム教はほとんど現地宗教化し
ている。例えばメッカを巡礼する習慣は、ベトナムのムスリムにはない。それはな
ぜだろうか。現在ベトナムには二つのイスラムのグループがある。本式のイスラム
のルールを守っているグループとチャンバニ（Cham Bani）というグループで、後
者はイスラム教の五つの条件を守らず、ラマダン月のみイスラムのルールを守る。
そしてこのグループは現地の民間信仰の母系性と多神教的影響を強く受けたため、
元のイスラム教に比べて、より民族的になっている。
まとめ
　以上、本稿では、日 ･越の民間信仰における外来宗教の混合についてまとめた。
ベトナム社会に導入された他宗教が現地化し、また、他国の宗教によって民間信仰
も変容した。それは、宗教生活の実践や活動にも表れている。このようにベトナム
の民間信仰は豊富で流動的であり、一神教的な面と多神教的な面の両方を持ってい
る。そして日本において、内・外の宗教の影響によって変化していった日本の多神
教的な側面が見えてくる。しかし、両国の外来宗教の混合については相違点も多い
と思う。
　両国では、比較的穏便に各宗教と民間信仰とが共存してきた。そして、それが現
地の民間信仰と外来宗教が混合するという結果につながっていく。一神教的な国と
比較すると、日本とベトナムはいずれも調和的である。どちらの国も伝来した宗教
は、主に中国とインドを経由している。現地宗教と仏教・道教・儒教・キリスト教
の混合は、時間をかけて変遷した。特にキリスト教の伝来・普及にあたっては両国
ともに「禁教」の時代を経験した。一般的にいって、両国の文化・社会生活に外来
宗教は多大な影響を及ぼした。宗教が政治に影響を及ぼした時代があったのだろう
か。これは一神教的な国と比較すると、非常に異なっていると思う。一般的に一神
教的な国では、宗教と政治の結びつきが大変強い。日本とベトナムでは政治と宗教
の関係はさほど深くなかったので、調和的に融和しやすかったのだろう。現地信仰
および外来の宗教が混合する上で、調和と平和は重要である。両国の墓地がよい例
である。日本とベトナムの様々な墓地を参拝したが、あるところではキリスト教徒
の墓と仏教徒の墓、神道の信徒の墓などが並んでおり、宗教による区別はほとんど
なかった。これは一神教の国ではないことである。これは多神教的な信仰の調和の
一つの例ではないだろうか。
　外来宗教が日本とベトナムに伝来した際、もともとの宗教が残ったのではなく、
次第に現地の宗教と現地信仰と融合し、土着化していった。たとえば、仏教と道教
と儒教は日本に伝来すると、日本の神道と融合して日本的な仏教・道教・儒教に姿
を変えた。
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　ベトナムの場合も同じだと思う。日本の場合、道教と儒教が精神・文化・生活に
及ぼした影響は、ベトナムよりも少ないと思われる。日本の文化は閉鎖的で内向的
となる傾向があり、外来宗教が日本に伝来したのもベトナムより遅い。
　また、日本には古来からの独自の宗教や神道が存在する。日本神道の太陽女神崇
拝を基礎に、現地信仰および仏教の要素と儒教の要素が混合したように思われる。
神道はベトナムの現地宗教にはないので、神道との混合という点は、日本とベトナ
ムはまったく異なっていると思う。ベトナムの現地宗教はダウマウ（Dao Mau）で
あり、ダウマウ（Dao Mau）には外来宗教の要素はほとんどなかった。日本におい
ては、大乗仏教は例外として、外来の宗教は盛んではなかった。ある時期、日本は
中国を理想的なモデルとして中国の知識を取り入れた。日本に伝来した儒教はオリ
ジナルというより、日本人が儒教の一部を選択して取り入れたものだった。儒教の
教理は取り入れたが、その教育制度や官吏を選択する制度は適用しなかった。それ
に対し、ベトナムは儒教の教育制度を受け入れた。したがって、ベトナムでは試験
を受けることを前提にして学ぶ儒教であった。江戸時代には、儒教は一部で専門的
に学ばれた1
22
。日本とベトナムにおける儒教の影響について眺めると、ともに他の宗
教に比べて希薄であるが、定着の仕方も異なっていることがわかる。
　本稿では日本とベトナムについて民間信仰の基礎をあらためて確認しながら、両
者の外来宗教の混合の特徴を明らかにしようとした。日本でもベトナムでも、社会
に国外の宗教が移入されて現地の宗教と混合し、外来宗教の現地化あるいは民間信
仰の変容が起こった。その歴史的経緯は異なっているにせよ、多神教的な側面が、
現代社会においても実践・活動の中に表れている。この点で、日本とベトナムの人々
の信仰は、しなやかで柔軟な生命力を有しているのだと思う。
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ベトナムにおける日本語教育と日本研究の動き
グエン・タイン・タム
グイェン・チ・ツオン・バン
マイ・ゲエン・ゴック
　2013 年現在、環太平洋地域の平和と発展に向かってベトナムと日本両国の関係
は順調に推移している。外交・政治・経済・文化などの交流は密接になり、対ベト
ナム政府開発援助において日本は長く最大支援国である。2009 年には両国間で「経
済連携協定」（VJEPA）が発効し、互いに「戦略的パートナー」として密接な関係
を築いている。ベトナムにおいては「親日」派が日増しに増え、東日本大震災では
ベトナム国民の間に日本支援の輪が広がっている。
　さらに、2020 年に向けたベトナム工業化戦略および 2030 年までのビジョン構築
のために、日本は積極的に支援している。近年の国際的・地域的、または両国共通
の課題を解決するために努力することで、両国の意見は一致している。
　これらを背景に、日本語教育や日本研究も活性化している。
1.　日本語教育の現状について
1.1.　日本語教育の略史
　日本語教育が正式的にベトナムに導入されたのは 70 年ほど前である。それは、
2000 年以上の歴史を持つ中国語教育や 100 年以上の歴史を持つフランス語教育と
比較すると、最近のことである。ただし、60 年代以降に導入されたロシア語など
のヨーロッパ系語学の教育と比較すれば、日本語教育の方が早かった。ちなみに、
現在ベトナム国内の日本語学習人口は約 4 万 6000 人に達し、中国語学習者（6 万人
程度）を下回っているが、フランス語学習者（4 万人足らず）を上回っている。
　しかし、非漢字圏の日本語講座開始の時期を比較してみると、ロシアは 200 年前
から、フランスとかポーランドなどは 90 年前からなので、ベトナムはずいぶん遅
れている。
　日本語教育の全体像を総合的に描く前に、その歴史を簡単にまとめる（「日本語
教育」と一言でいっても、一般的な日本語教育、日本語高等教育と日本語中等教育に大
別している）。
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　まず、一般的日本語教育
（学校教育以外の社会人教
育をいう）については、
1943 年頃に始まった。当
時、ベトナム大都市のハノ
イ・ハイフォン・サイゴン
（現在ホーチミン市）にお
いて、一部のエリートや華
僑・フランス人を対象に、
駐在日本関係の施設などで、
小規模な日本語教育が開始
されたことが、その発端で
ある。
　その実績として 1944 年
には、日本語学習者は約
2500 名であると報道され
た。1972 年頃、南部のサイゴン日本大使館の文化・広告センターでは、日本語講
座が設置されていた。
　70 年代後半から 80 年代後半、90 年代前半にかけて、ホーチミン市で民間の日本
語学校が次々に誕生した。その中には、今日誰でも知っている非常に有名な
Sakura 日本語学校や Dongdu 日本語学校が含まれる。これらの学校の創立者は元
日本留学生である。
　1973 年に両国の外交関係が樹立され、1993 年のキエット首相の訪日以降、両国
関係が一段と緊密になった。同じ年に、元教育訓練省大臣で当時工科大学の学長で
あった Nguyen Minh Hien も日本を訪ねたが、会談中、ベトナム理工系学生にも日
本語教育を導入してはどうかという話が出た。翌年の 1994 年には日本の財団 DAY
（青年能力開発協会）の協力により、北部のハノイ工科大学付属日本語センターが
開設され、技術専攻の学生に向けた日本語講座が開始された（同じ時期にフェの大
学に、南学という日本語コースが開かれた）。
　2006 年のズン首相の訪日の際に、両国は「アジアの平和と繁栄のための戦略的
なパートナーシップに向けて」という共同声明に合意し、この声明が 2007 年に発
表された。
　それを契機に、ハノイ市を中心に、既存の多くの民間外国語センターで日本語教
育が次々に開始された。また新しい日本語センターや日本語学校が誕生した。この
ように、当初、日本語教育はハノイ市やホーチミン市のような大都市に限られてい
たが、日本企業進出の加速や工業団地の建設着工に伴って、さらに日本人観光客の
急増に対応するために、今日ではベトナム全土に拡大している。
順位 国・地域名
2009 年
学習者数（人）
2012 年
学習者数（人）
増減率
（％）
1 中国 827,171 1,046,490 26.5
2 インドネシア 716,353 872,406 21.8
3 韓国 964,014 840,187 ―12.8
4 オーストラリア 275,710 296,672 7.6
5 台湾 247,641 232,967 ―5.9
6 米国 141,244 155,939 10.4
7 タイ 78,802 129,616 64.5
8 ベトナム 44,272 46,762 5.6
9 マレーシア 22,856 33,077 44.7
10 フィリピン 22,362 32,418 45
表 1　学習者数上位 10 か国・地域の学習者数及び変化（単位：人）
出典： http://www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/country/2011/vietnam.
html#KYOSHI
ベトナムにおける日本語教育と日本研究の動き
251
　一方、学校教育機関による日本語高等教育は、1957 年のサイゴン大学における
日本語講座の開始を皮切りに南部で始まった。
　北部ではその 4 年後の 1961 年に、ハノイ貿易大学の前身である貿易幹部短期大
学において、日本軍が進駐していた頃に日本語をマスターした教師が主となって日
本語コースが開かれた。そして、それを足がかりに 1972 年末、（改称した）ハノイ
貿易大学は日本共産党から派遣された日本語専門家の協力を受け、初めて日本語通
訳クラスを開設した。
　続く 1973 年には、ハノイ外国語大学（現在のハノイ大学）においても、留学先の
朝鮮民主共和国から戻ってきた日本語専攻の卒業生を中心に、日本語学科が設立さ
れ、日本語専攻コースが開かれた。
　その後、1992 年にハノイ国家大学外国語大学とホーチミン市国家大学人文社会
科学大学、1993 年にハノイ国家大学人文社会科学大学において、それぞれ日本語
教育が開始された。国立大学の後に続いて各私立大学においても、90 年代後半以降、
規模は多少違うが日本語教育が導入された。
　中部でも、2003 年に Danang 大学外国語大学、2006 年に Hue 大学外国大学で日
本語学科、2012 年に Thainguyen 大学の農業大学でそれぞれ日本語センターが設
立され、日本語教育に積極的な姿勢が見られた。2000 年頃から、日本政府の留学
生受入政策がかなり柔軟になり、進出する日本企業も増え続けている。
　高等教育の後に設置された中等教育について見ると、2003 年、両国の合意に基
づいて「中等プロジェクト」が立ち上げられ、首都ハノイ市の進学校 Chu Van An
中学校の課外授業として日本語の教育モデルが導入された。
　それを足がかりに、2005 年からはハノイ・ホーチミン・フエ・ダーナンの四大
都市の中学校（計 8 校）において第一外国語科目として日本語教育が開始された。
より質の高い中等教育を模索することを目的として、2005 年のハノイ国家大学外
国語大学付属外国語専門高校を手始めに、2007 年にはハノイの進学校の高校で、
また翌年の 2008 年にはホーチミン進学校の高校で、それぞれ日本語専攻クラスが
開設された。
　2010 年現在、全国の 12 の中学校と 10 の高校で本格的な日本語教育が実施され
ている。
　さらに 2011 年からは、一般の小学校においても 3 年生の児童を対象に日本語を
含む外国語学習を実施する旨を教育訓練省が決定した。これに対してベトナム全国
の保護者が外国語教育にますます熱い視線を向けている。
　そして、2013 年現在、国際市場向けのグローバル人材養成の一環として、日本
語運用能力を持つ人材の養成に向けた新しい動きが見られ、日本語能力試験受験人
数も他の東南アジア諸国の中でも群を抜いて最も多いという（2012 年の国際交流基
金調査データーによると、ベトナム受験者数が東南アジア諸国の受験者総数の 35％を占
めた）。
グエン・タイン・タム／グイェン・チ・ツオン・バン／マイ・ゲエン・ゴック
252
1.2.　近年の日本語教育の動き
1.2.1.　日本語人材のニーズから見る
　日本商工会の調査によると、2013 年の日系企業数はベトナム全土でおよそ 1300
社に及び、私的公的な両国機関も増え、日本に進出するベトナム企業（IT 関係）も
ぼつぼつ出てきている。さらにこの数年間で日本観光客の増加傾向が見られ、その
ため、日本語をマスターした人材の需要が増している。
　いうまでもなく、両国の相互理解・貿易・経済・友好関係促進の基盤となる日本
語学習・日本文化研究への意欲が増し、日本語ブームを招いた。
　実際に、周知のように、両国の外交関係樹立を背景に生じた、第 1 回（70 年代）
日本語ブーム、そして両国の経済・文化交流の拡大を裏付ける日本企業の「第 1 回
投資ブーム」に伴う第 2 回（1990 年代）日本語ブームと、2 回ブームが起きた。
　その波及を受け、2010 年以降に第 3 回日本語ブームが起きたが、それは、中小
企業を中心に日本企業が中国からベトナムへと足場をシフトしたこと、および日本
留学・就職選択が増えたことに加え、両国政府の合意による「介護士・看護士派遣
プログラム」と深く繋がっている（あくまで筆者の仮説であるが）。
　2012 年～ 2013 年には、日本語学習者数は横ばいか鈍化したといわれるが、それは、
日本語教育内部の調整段階に当たる。つまり、日本語専攻の学生としてではなく、
他の科目を専攻する学生が日本語教育を受けるという、今までの日本語能力を持つ
人材の構造が変わりつつある。こうして、想定可能な第 3 回日本語ブームはそれほ
ど目立っていないというのが事実である。
1.2.2.　日本語学習者の目的
　「どうして日本語を学びたいか」という学習動機についての質問を多くの研究者
や専門家、教師に対する複数の調査やヒアリング（自由選択回答）で実施したところ、
次のような回答結果が出た。
　日本語学習の目的は、依然として自分自身のための就職や進路と深く関わってい
ることに変わりはない。特に、社会人学習者の動機は、現在「日系企業への就職や
転職、または職場での昇給のため」というように、実用性が強いのも事実である。
　ただし、それと並行して、近年の動向ではあるが、自身の就職や進路を考える前
に「日本についての知識を得る」という傾向も見られるが、それは、自身の趣味と
してあるいは自身の教養として学習する時代を迎えているのだと思う。
　先輩たちと同じように「日本の経済成長のノウハウを学ぶため」という理解にと
どまらず、異文化としての日本文化や日本人との交流、また日本語そのものに興味
や関心を示す若い人たちが増えている。つまり教養として日本語を学習しようする
気運が生まれているのではないかと思う。
　身近な日本製品との触れ合い、漫画やアニメから連想される日本と関わりたいと
いう気持ち、音楽やファッションを通じた日本への憧れなどが定着しつつあるが、
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これは経済・文化交流の影響が大
きいのである。
　ベトナム人の日本語学習目的は、
少しずつ「就職」つまり功利主義
あふれる「実用的」なものから素
朴な「興味」へ転換したが、それ
は 21 世紀からである。他方、ヨー
ロッパでは、80 年代から日本との
経済関係が活発になったため、学
習目的が「興味」から功利主義の「就
職」へ転換するという逆の動きが
見られる。
1.2.3.　日本語教育の実績
　200 の国・地域を対象にした 2012 年度（3年ごとに 1回）国際交流基金「海外日
本語教育機関調査」の結果によると、日本語学習者数は、中国で約 104 万人（第 1位）
インドネシアで 87 万人（第 2位）、韓国で 84 万人（第 3位）であった。ベトナムは
4万 4272 人（第 8位）だったが、非漢字圏としては第 1位にランクインしている。
　統計を見ると、全ベトナムの日本語教育機関総数は 182 校、教師の数は 1498 人、
学習者総数 4万 6762 人で、世界で 8位である。
　ベトナムでは、近年、高等教育のみならず、初等教育・中等教育においても外国
語教育を重視しているが、初等教育への日本語教育導入の拡充に伴い、近い将来、
初等中等教育の学習者数が急増すると見込まれる。
　加えてヨーロッパの教育現状に照らして説明すると、周知のように、日本語学習
者数の内訳から見ると一般的な教育の学習者が大半である。しかも、高等教育にお
ける学習者は、ほとんど文系学生である。それに対して、ヨーロッパ諸国では高等
教育の学習者の方が他のよりも多いし、自然科学専攻の学生が主流だということで、
異なっている。
　日本語教師陣についていうと、高等教育においては原則として修士号を持つこと
が教師の資格として挙げられているが、実際、まだ難航している。
　ところで第 1回、第 2回の日本語ブームと比して、その状況は実際、改善されて
いた。日本留学経験者は 50％前後であり、そのうち修士課程以上の者は 35％程度
を占め、国内外の日本語教師研修コース（長期・短期）修了の教師も過半数に及ん
でいる。ちなみに、多くの場合、実際の教育現場では、ネイティヴの日本語専門家
からの協力・支援を得ているが、それもプラスになっている。
　日本語の教科書・テキストについて述べると、当初 60 年代～ 90 年代までは、そ
れぞれ自ら編集・自作した教科書が多かった。ところが、90 年代後半からは、そ
機関数 教師数 学習者数
初等教育 20 74 3238
中等教育 35 354 13637
高等教育 117 1070 25510
複数段階 4 67 1887
合計 176 1565 44272
表 2　2009 年海外日本語教育機関調査結果（単位：人）
出典：http://www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/country/2011/
vietnam.html#KYOSHI
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の状況は一変し、国際交流基金の教育振興支援プログラムの一環として、大学や日
本語教育機関に日本語教科書が日本国から提供され、教育現場で採用されるように
なった。その状況は、ヨーロッパと同じである。
　さらに、90 年代頃から自学・自習ニーズに対応するため日本語・ベトナム語訳
の両言語が並記されたテキストが出版されるようになった。
　2009 年から、ベトナム教育訓練省の指導により、中等日本語教育を充実させる
ために、定められた時間割やカリキュラム基準に対応する日本語テキストの編集作
業が進められている。
1.3.　日本語教育の新しい兆し
　ベトナムと日本の関係拡大に伴って、日本語教育は日々進化している。その新し
い動向を以下、7 点紹介しておく。
（1）日本語教師育成コース開始。学習対象者の拡大および時代の変化に対応でき
る教師陣養成事業の必要性が高まっている。2005 年にハノイ国家大学外国語大学
が「日本語教育師範課程」、2008 年にホーチミン師範大学が「日本語教育科目」を
開始した。2009 年に、ハノイ国家大学外国語大学に初めて日本語専攻の修士課程
が設置され、続いて、ハノイ大学もそのコースを 2010 年からスタートさせた。
（2）日本文化科目が重視される。日本語学習や日本研究の基盤は日本文化の認知
だという認識が高まっている。「日本文化」と題する文化色の濃いテキストを受け
入れて適用し、かつ「日本学」となる日本文化・文明・文学を必修科目にする大学・
センターが多くなっている。
（3）大学の東洋学部内に日本研究センターが設立（例 : ホーチミン国家大学）。日本
文化に関する知識を持つ日本語教師は日本語教育を土台に日本研究を進めていくの
が望ましく、日本語教育と日本研究を一体化し、今後さらに活性化していこうとす
る方向性が明らかである。
（4）日本語教育プログラムの多様化。各大学の独自性や魅力をアピール・強調す
る一方、派閥を形成して自身の大学の優位性を生み出しているが、それは社会・経
済のニーズに多方面に対応できるような有能な人材を育てるのに寄与しており、健
全的な流れであるといえる。具体的に述べると、IT 日本語教育導入（ハノイ工科大
学・ホーチミン市工科大学・ハノイ大学・FPT 大学）、法学日本語教育導入（ハノイ国
家大学法科大学院）、会計業務日本語教育導入（ハノイ貿易大学・ホーチミン市貿易大
学分校）などが、その実例である。その他、それぞれの大学は、マルチメディア・
コンピューターのソフトを積極的に開発し、それを日本語教育に応用している。さ
らに、日系企業向けソフトスキル（企業文化・マナー）を日本語コースのプログラ
ムに組んでいる教育機関も多い。
（5）日本語教師のネットワーク構築のために国内外の日本語教育機関の交流を強
化する。2000 年以降、越日人材開発センターを中心に、日本・ベトナム公的私的
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機関や団体の支援・後援により、日本語通信の発行や国内外研修会主催の日本語コ
ンテストを通じて、全国教師ネットワークを形成している（通称 :VJCC または日本
センターであるが、2000 年に橋本総理大臣の指示で無償援助によって成立、ベトナムの
経営管理人や有能な日本語人材の養成および文化交流活動の促進などを担っている）。
　それと平行して、日本語教育・日本研究に関する国際セミナー・シンポジウム開
催も教師の研究交流に大きな役割を果たした
（6）大学入試科目として日本語が選択できるが、その実施は、2009 年度の大学入
学試験からである。それは、全国にある有名な進学校における日本語（第一外国語）
の必修科目化を受けてのことである。
（7）両国連携高等教育プログラムの展開・拡大。ベトナムからの留学生を増やす
と同時に、ベトナムの大学において日本人専門家を日本語教育と専門教育に参入さ
せるという特別な質の高いプログラムである。国内学習期間と日本留学期間（3 ＋
1 あるいは 2 ＋ 2）に分かれる。例として、ハノイ工科大学と長岡技術大学や立命館
大学、ハノイ貿易大学・青森産業大学、などで提携教育プログラムが順調に行われ
ている。
2.　日本研究の現状
2.1.　日本研究機関
　現在ベトナムの日本研究機関としては、周知の通り、12 の国立大学と公的研究
機関がある。
　これらの機関の特徴を挙げると次の通りである。日本語教師は言語教育研究を中
心に、一般の言語学教師や言語学者は言語としての日本語の研究を主に、人文社会
学研究者や人文社会学教師はテーマ別に学問的な日本研究を重点的に、それぞれ研
究活動を行っている。それは、ベトナムにおける日本研究活動の主流であるともい
える。
　もう一つの特徴としては、日本研究や日本学が地域研究の一部と見なされ、最近
重視されていることである。地域研究学会・シンポジウムに日本研究者が積極的に
参加する動きが見られる。
　問題点について述べると、研究成果検索サイトや統計が出ていないのが大きな課
題である。特に、海外の出版物に掲載された査読付きの論文や研究報告が外国在住
の研究者以外では依然として少数であることなど、指摘できる。
2.2.　日本語・日本語教育研究の経緯
　初期（70 年代～ 90 年代前半）、漢字・音声・文法・作文などの教授法に関して教
育現場で直面した課題が主要テーマとして取り上げられた。
　90 年代後半～ 2000 年代の研究テーマは、基礎的な研究――四技能テキスト編集
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や活動集作成、その他の辞典編集に重点を置いた（2008 年出版）。
　2000 年以降は、日本語・日本学学習者向けの学問的な両言語テキストの編集、
学問的なテキスト・文化関係のテキストの編集、日本語・日本語教育学術論文作成
や発表などが研究の主流である。
　日本語教育は文化教育の側面も持っているので、異文化理解・異文化交流を促進
する上での日本語教育研究の重要性はますます明らかである。
2.3.　日本研究活動――学問的研究の概観
　90 年代前半までは、日本語が難しいということもあり、日本研究は主としてロ
シア語・英語・中国語・ハングル語を介して進められた。研究の中心は、日本文学
作品の翻訳（夏目漱石・川端康成・森鷗外など）、日越・越日辞典編集作成などにと
どまった。研究者もまだ少なかった時期である。
　90 年代後半から 2000 年にかけて、テーマ別に学問的な研究が本格的に開始され
た。日本語のできる研究者が多少増えてきたため、日本語の文献や原作による研究
が進められた。研究成果も多少評価されていたが、量的には少ない。さらに多くの
場合、日本の助成があってはじめて研究成果が発表・出版されていた。また若手研
究者が登場してきたのもその時期である（ベトナム社会科学院東北アジア研究所
Duong Phu Hiep、Nguyen Duy Dung、Ngo Xuan Binh、Ho Hoang Hoa、Tran Quang Minh、
Pham Hong Thai、Pham Quy Long や Vapec 研究所の Le Van Sang など）。
　2000 年以降から現在にかけて、日本研究が一段と進化した。日本留学先から戻っ
てきた有能な若き研究者が増えてきたため、日本研究の発展に拍車がかかった。勉
強会や研究会、学会活動や国内・国際セミナーが活発に開催され、日本語で発表さ
れるようになったため、新しい風が吹いている。大規模な日本研究者との共同研究
や合同セミナーもベトナムにおける日本研究の質を高めている（国家大学人文社会
科学大学東洋学部のグループ Phan Hai Linh、ハノイ大学日本語学部のグループ Tran Thi 
Chung Toan、ベトナム社会科学院東北アジア研究所のグループ Ngo Huong Lan、Hoang 
Minh Hang、難喃研究所 Nguyen Thi Oanh、国家大学日本語学部のグループ Ngo Minh Thuy、
ハノイ貿易大学日本語学科グループ Nguyen Van Hao など）。
2.4.　日本研究活動（日本学）の特徴
　次の 5 点の特徴にまとめられる。
　（1）20 世紀前半に日本語教育導入と協調するように南部で始まり、80 年代に北部、
90 年代に全国に広がる。初期段階は単に日本の有名な文学作品の翻訳活動であった。
　（2）次第に、研究資料も多く入手できるようになり、研究の選択肢が豊富になり、
質的に高度化・多様化・専門化してくる。研究対象と研究形式も年月を経るにつれ
て変化してくる。経済・政治研究をはじめとして、歴史・文学・法律・自然環境科
学に関する研究も増えてきている。
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　（3）次第に日本語学習者が増え、特に日本における研修・留学経験を持つ優秀な
研究者が増え、日本語による研究や発表が進んできている。
　（4）常に越日両政府、日本教育機関や日本研究機関から支援を受けている。たと
えば、日本文部科学省、日本国際交流基金、国際日本文化研究センター、日本教育
振興会、日本の笹川財団・住友財団などの各団体組織、日本の各大学による支援で
ある。
　（5）研究についての情報交換の手段はまだ乏しいが、2000 年頃から、日本研究者
の全国のネットワークが自発的に形成されている。といっても、全国の日本研究活
動を導き研究者ネットワークを調整するような、指導的な立場にたつ委員会役の構
成が遅れるという課題が残っている。
　現在の研究活動全体を省みると、ベトナムは基礎的な研究段階にある。それに対
して、ヨーロッパでは学問的な研究が主流であると評価されている。とはいえ、ベ
トナムにおいても、研究が多様化する傾向も次第に見られ、事例研究・比較研究・
学際研究の様々な研究領域・研究形態に広がっている。
2.5.　結論――課題と展望
　（1）若手日本研究者育成の長期計画が明確になっていないのは、研究の人的資源
開発の大きな欠陥である。その要因は、各研究機関や大学自体の長期的ビジョンや
適切な裁量による人事・企画設定に関わることである。日本研究者陣のさらなる進
化・深化のために、個々人には自分なりに日本語と専門力を強化する意欲を高める
よう奨励策を下すとともに、日本研修・留学や研究者の指導の下での先端研究人材
育成プログラム（いわゆる文化人）を企画すべきであろう。
　（2）教育機関と研究機関に機能分類するという 90 年代までの観点を見直すこと
である。教育活動と研究活動の相関関係をしっかりと理解し、教育と研究の一体化
および教師の研究活動参入や研究者の教育活動参加を充実させるために国家の奨励
策を講じる必要があろう。
　（3）日本の研究や学術論文を発表する場やその情報を提供する定期出版物は、依
然として不足している。さらに文献を参照するのに十分なリソースも少ない。した
がって早急に、図書室の充実と機能強化、近代的な設備・機材など日本研究へのサ
ポート手段の活用とその予算確保を図ることが求められる。
　（4）国際的な学者であり、外国在住の元ベトナム人である日本研究学者、いわゆ
る「越僑」学者との交流に制約があるのも、人的資源という観点から見れば損失で
ある。それを克服するには、国内外において知られている研究者に研究協力やアド
バイスもしくは研究者養成の指導を積極的に求めること、そのための環境づくりが
不可欠である。
　（5）日本人の日本研究専門家・学者との合同学術交流・情報交換・共同研究セミ
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ナーなどを定期的にお互いに設けることが必要である。
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